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第一章イスラ—ムの預言者—伝記 


I 人類の過去の歴史の中には、自ら関わりをもった人々の社会的、宗教的改革のために生涯を捧げ 
た傑出した人物の例がない訳ではない。いつ' いかなる地域にもこのような人物が存在するのである。 

インドにはヴ X —ダ(古代インドの聖典)を世界に伝えた人々や、かの偉大な釈迦が、中国には孔子がお 
り、イランではアヴュスタ(ゾロアスター教の聖典)が残されているのである。パピロニアは最も偉大な 
改革者の一人である預言者アブラハムをこの世に送り出している(ほとんど知られていないイドリースや 
ノアといったアブラハムの先駆者たちのことはいうまでもない)。またユダヤの民が、モーゼ、サムエル、 
ダビデ、ソロモン、イエスを含む多くの改革者を輩出したことを誇りにするのは当然のことであろう。 

二 以下の二つの点に留意する必要がある。第一に、これらの改革者は I 般に、それぞれ神の使命を 
帯びた者であることを主張して、自らの民を正しく導くための生活の諸規範を含んだ聖典を残している。 

第二に、同胞相争う戦闘、殺戮、民族大虐殺などがあいついだため、これらの神託はほとんど完全に失 
われて しまって いるのである。アブラハムの聖典はその名が残されているにすぎず、 モーゼ の聖典に 関し 
ては、それが度重なる破壊にさらされ、僅かに一部分が復元されたという記録が残されている。 



神の概念 

三 これまでに知られた人類の過去の*跡をもと 1 C 判断すれば、人間は常に、全宇宙の主であり創造 
主である絶対者の存在を自覚していたことが理解される。方法や接近の仕方は異っていたにせよ、いかな 
る時代においても人々が神への帰依を試みたという証拠が残されている。 

全能、不可視の神との交信もまた、高邁な精神の持主である僅かな人々との間で可能であったことが知 
られるのである。この交信が、彼らが神の顕現で t という 形 f るにせよ、あるいは単に霊感または啓示 
を通して神託を受ける媒介者となるにせよ、いずれにおいてもその目的は人々を正しく導くことにあった。 
ただしある種の信仰体系に関する解釈、説明が、他のものより一層真理に近く、説得力のあることが立証 
されたのは至極当然である。 

三丨 I あらゆる形而上学的思想体系は独自の専門用語を作り出すものである。時の経過と共に、用 
語はその語が含んでいなかった意味を帯び' 後代の意味で直訳しても論旨が明らかにならなくなる。しか 
しある国民が他の国民の思想を理解するためには、翮訳以外に方法はない。 とりわけムスリムで ない読者 
は、このような避け難いハンデ ィキ ャップが存在す るという 事実を充分に考慮する必要がある。 

四 紀元六世紀末まで it 、 人類は生活の様々な面で偉大な進歩を遂げていた。当時は限られた民族、 
あるいは集団のためにだけあると公言していた宗教がいくつかあったが、勿論それらの宗教は人類全体 
が直面している苦難にたいする救済を何らもたらす訳ではなかった。 

また二、三の宗教は、その普遍性を唱えてはいたが、人類の救済はこの世を放棄することにあると主張 
していた。これらはあくまでエリートのための宗教であり、極く限られた人々のためのものでしかなかっ 
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たのである。宗教か全く存在しなかった地域、あるいは無神論や唯物論が支配的な地域、または他人の権 
利に無関心であったり、何一つ考慮を払わず、自分の幸せのみを追求するといった考えの人々の届る地域 
について、 こ、 で述べる必要はあるまい。 

アラビア 

五.陸地の海にたいする割合といぅ観点からみて、より重要な北半球をよく観察してみると、アラビ 
ア半島がアジア.アフリカ.3— ロッパ三大陸©合流点にあることが分る。その当時、この広大なアラビ 
ア亜大陸はほとんどが砂漠地帯で、そこには遊牧民と先住民が住んでいた。しばしば同一民族の成員が遊 
枚、定住の異った生活様式を選びながら、しかも特殊な関係を維持しているといぅ現象がみられた。 

アラビアにおける生活手段はきわめて貧弱なものであった。砂漠の生活は不利な条件の下にあり、隊商 
による貿易が農業やその他の産業よりもはるかに重要な地位を占めていた。したがって人々はしばしば旅 
に出、アラビア半島を越えてシリア、エジプト、エチオピア、 イラク' パキスタン、インドその他の地方 
に出かけて行った。 

六 中央アラビアのリフヤーン族についてはあまり多くのことが知られていないが、イェメンはいみ 
じく も、アラビア.フ H リックス 〔肥沃な アラビア〕 と呼ばれていた。口—マに首都が建設される 以前か 
らシバやマイーンの絢爛たる文明を受け入れ、その後ビザンチンやペルシャからいくつかの領州を奪い取 
てその全盛期を誇った大イ JC メンも、当時はすでに無数の土侯国に分裂しており、その一部は外国の侵略 
者に占領されていた。 



イエメンに 侵透していたイランの ササ ーン朝は、当時すでに東アラビアを手中に収めていた。しかしそ 
の首都マダーィン〔クテシフォン〕では、政治的、社会的混乱が生じており、その影響は全版図に拡がっ 
ていた。北アラビアはビザンチンの影響下にあり、また独自の困難な問題をかかえていた。外国の支配に 
よる種々の荒廃から免れていたのは中央アラビアのみであった。 

七 中央アラビアのこの限られた地域に、マッカ〔メッカ〕、ターイフ、マディーナ〔メディーナ〕か 
らなる三角地帯が存在したという事実は、神の摂理を感じさせずにはおかない。 

マッカの地味は完全に砂漠的で、水にも農作物にも恵まれず、その自然条件はアフリカ、灼熱のサハラ 
砂漠のそれに匹敵するものであった。しかしそこから僅か八十キロしか離れていない夕—ィフの気候はヨー 
ロッパ的であり、霜が降ることさえあった。また北のマディーナは最も温暖なアジアの国々に劣らずシリ 
アのように肥沃であった。 

.もしも気候が人間の性格になんらかの影響を与えるならば、地球の中央に位置するこの地帯は他のどの 
地域にもまして、全世界の縮図の再現であったといえる。そしてここにバビロニア人アブラハム、エジプ 
卜人ハガルの後裔であり、生まれはマッカであるが血筋の上ではマディーナとターィフに関係を持つィス 
ラ—ムの預言者ムハンマドが誕生したのである。 

宗教 

八 宗教的な観点からみると、それまでアラビア人は偶像崇拝者であり、極く少数の者だけがキリス 
卜教、ゾロアスター教のような宗教に帰依していた。 
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マッカの人々は神の唯一性の観念を持ってはいたが、種々の偶像が神と人間の間を取りなす力を持って 
いると信じていた。奇妙な ことに 彼らは最後の審判や来世を信じてはいなかったのである。彼らはその祖 
先 T ブラハムが神の霊感を受けて建立した唯一の神の神殿力 T パへの巡礼の儀式を守っていたが、アブラハ 
ムの死後二千年の間にこの巡礼は堕落して単なる商業市詣での様相を呈し Y 何らのよい結果ももたらさぬ馬 
鹿げた偶像崇拝の機会にすぎなくなり、た > 社会的、精神的に人々の品行を損ぅ役割を果すばかりであった。 

社会 

九 マッカは他と比較して天然資源に恵まれてはいなかったが、三角地帯の三つの地方の中では最も 
発達していた。これら三者の中でマッカのみが、諸権限を明確に分ちあった十人の世襲の族長からなる評 
議会が統治する都市国家を形成していた。(そこには外務担当大臣、神殿管理大臣、神託担当大臣、供物 
管理大臣、危害の弁償額を裁定する大臣、各省の決定を施行するための市評議会又は議会担当大臣等がい 
た。また国旗の管理、騎兵隊の指揮等を担当する軍事的な諸大臣も存在したのである。) 

隊商の指揮者として名声を得ていたマッカの人々は、隊商の通過する道筋に住む諸部族と協定を結び、 
ィラン、ビザンチン、エチオピアといった隣接諸国の許可を得て、それらの諸国を訪問したり、輸入•輸 
出の業務に携っていた。彼らはまた自国領内は勿論のことアラビアの同盟部族の領土を通過する■外国人の 
護衛にも当った(ィプン.ハピーブ、 r ムハッバル」参照)。 

彼らは種々の思想や記録を文書に して 保存する ことにはさして 関心を示さなかったが、詩、弁論、民話 
などの文芸の育成にはきわめて意欲的であった。一般に女性にたいする待遇は紳士的で、彼女たちは自ら 
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財産を保有する権利を持ち、結婚の契約に当っては自ら合意を与え、夫に対し離婚の条件を認めさせる権 
利を持っていた。彼女たちは未亡人になったり、離婚したさいには、再婚することが可能-- T - あった。或る 
種の階層では、〔生まれたての〕女児を生き埋めにする習慣があったが、これは稀であった。 

預言者の誕生 

十 預言者ムハンマドは、西暦五六七年にこのような社会的条件と環境のさなかに生-$受けた。彼の 
父アブドッ=ラ—フは彼が生れる数週間前に他界し、もっぱら祖父が彼の養育に当った。^時の I 般的な 
習慣により、彼は遊牧民の乳母のもとに預けられ、砂漠で数年間を過している。 

伝記作者たちが例外なく述べているところによると、幼い預言者は乳母の乳首の片方しか吸わず、他方 
は彼の乳兄弟に残していたということである。彼が生家につれ戻されると、母のア—ミナは十夫のアブドッ 
=ラーフの墓に詣でるためマディ—ナの兄弟の家に彼を連れて行ったが、その帰途急病で善界した。その 
上マッカでは最愛の祖父の死が待ちかまえていた。 

このような困苦に見舞われて、結局彼は八才の時叔父のアブー.夕—リブの世話になるこ--- t になった。ア 
ブー•ターリブはきわめて寛大な人物であったが、つねに貧しく家族の養育もままならぬ-- ii - どであった。 

十一 このような事情のためムハンマドは、生活の精を得るため幼いうちから働かざ各を得なかった。 
そこで彼は牧童として隣人たちに仕えた。十才の時彼は、隊商を率いる权父アブー•夕—-- -!;■- ブについてシ 
リアへ向っている。 

これ 以外には アブー •タ ーリブの旅について何の記録も残されていないが、彼がマッカ- -- IC - 店を構えてい 
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たことが知られている(イブン•クタイバ、「マア彳リフ J 参照)。またムハンマドが叔父の事業の手助け 
をしたであろうことは充分考えられる。 

十二 二十五才の時には、すでにムハンマドは清廉で高潔な人格の持主として、マッカでは有名な人 
物であった。富裕な未亡人のハデイージヤは彼を雇い人れて、商品を売りさばくため彼をシリアへ派遣し 
た。予想外の利潤をあげた彼女は、代理人として働く彼の個人的魅力にひかれて彼に結婚を申し入れた。 

諸説によれば、彼女は当時二十八才もしくは四十才であったと云われている(医学的見地からすれば、 
その^^彼女は五児を設けているので二十八才説が有力である)。彼らの結婚生活は倖せなものであった。イ 
ブン•ハンバルによれば、その後彼がフバシャ(イヱメン)の市場に時々姿を現わし、また少なくとも一 
度はアブド=ル=カイス(パハレイン、オマン)を訪れていることが明らかである。イブヌ•ル=カルビー 
(イブン•ハビーブ、「ムハッバル」参照)によると、この事実は中国、インド、シンド(インド、パキ 
スタン)、ペルシャ、さらに東洋、西洋からの商人たちが、陸路、海路を問わず集ってきたと云われるダ 
バ(オマン)の大市場と関係のあることが明らかである。 

またマッカ在住のムハンマドの商売仲間のことについても記録が残されている。サ I イブという名のこ 
の人物は次のように伝えている。「私たちはお互いに交替で商売に出かけた。ムハンマドが隊商を率いた時 
には、マッカに戻るとまず私との勘定をきちんと精算したあとでないと自宅へは帰らなかった。そして私 
が隊商を率いて帰った時には、彼は私の仕事が上首尾に終--〇たかどうかとだけ尋ね、私に委託した彼自身 
の資本金については何 I つ口にしなかった。」 
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騎士道的団体 

十三 外国の商人たちは、彼らの商品を壳りさばくためしばしばマッカを訪れている。ある日ズバィ 
ド族出身のあるィユメン人が、自分の売った商品の代価を払わなかったり、彼の当然の主張を受け入れよ 
うとせず、被害を蒙った彼を助けようともしなかったマ.ツカの人々に対して風剌的な即興詩を作った。 

預言者の出身部族の長であり、彼の叔父に当るズバィルは、このもっともな風刺詩を聞いて心から悲し 
んだ。そこで彼はこの都市の族長たちを召集し、騎士道精神に基づく団体を組織した。これはヒルフ=ル 
U フドゥールと呼ばれ' マッカの住民と外国人との別なく、マ' y 力において不当な迫害を受けている人々 
を助けることを目的としていた。 

若いムハンマドはこの組織の熱心な会員となった。晩年に彼はよく次のような言葉を口にしている。「私 
はこの ffl 体に参加した。そしてこの団体員であるという特権は、たとえ一群のラクダと引き替えにしても 
手ばなすつもりはない。今でももし誰かが私に助けを求めたならば、あの時の誓いにかけて私は彼を助け 
に馳せ参じるであろう。」 

宗教的意識 o ' 覚醒 

十四 三十五才になるまでのムハンマドの宗教的実践に関しては、彼が決して偶像崇拝の徒でなかっ 
たこと以外' ほとんど知られていない。 この 点については、彼の伝記作者の意見はすべて|致して いる。 

マッカには、唯一神のための神殿としてアブラハムが建設したカアバに忠誠を誓いながら、異教信仰の 
馬鹿げた習慣にたいして反感を示していた人々が、他にも居たようである。 
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十五 西暦六〇五年頃、カアバの外壁に掛けられていた掛布に火が燃えうつるという事件があった。 
その影響を受けて建物は、直後に降った大雨に耐えることができなかった。そこでカアバの再建が着手さ 
れることになった。市民はそれぞれ資力に応じて寄進したが、正当な利益による寄進のみが受け入れられ 
た。また人々は再建作業に率先して参加した。ムハンマドは石を運んでいるさいに肩を痛めている。 

カアバの周囲を巡る儀式の起点を設定するために、おそらくアブラハムの時代にまで遡ると思われる黒 
石が、カアバの壁の I 部にはめこまれていた。市民たちは、競ってこの石を元の位置に戻すという栄え 
ある役割に当ろうとした。このために流血の惨事が起らんばかりであったが、ある男が、神意に委ねてそ 
の場所に一番先にやってきた者の調停を受け入れるよう提案した。 

その時、ムハンマドがいつものように仕事を終えてその場にやってきたのである。彼はアル=アミー 
ン(正直者)の名で広く知られていたので、その場に居合せた者は皆彼の調停を躊躇なく受け入れた。.ム 
ハンマドは、大きな布を地面にひろげその中に石を入れ、マッカのすべての族長にその布を一渚に運ぶよ 
うにといった。そして彼はその石を建物の一角の所定の位置にはめ込んだが、居合せた人々は皆満足した。 

十六 この出来事以来、ムハンマドは日増しに精神的な瞑想の世界に踏み入るようになった。彼は祖 
父がしたように、ラマダ—ン月にはその全期間をジャバル = yu ヌ—ル(光の山)にある洞窟に引きこも 
るのを常とした。 

この洞窟は「ガール•■ヒラー」つまり探究の洞と呼ばれている。その場で彼は礼拝を行ない、瞑想にふ 
けり、さらに通りがかりの旅人たちに自分の僅かな食糧を分け与えたりした。 
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啓示 

十七 すでに毎年のように隠棲を始めて以来五年目に当る' ラマダーン月の終りに近いある夜、四十 
才になった彼のもとを天使が訪れ、神が全人類への使者としてムハンマドを選んだことを告げた。そこで 
天使は彼に、潔めの方法、神を崇め、礼拝する仕方を教え、また彼に次のような啓示を告げたのである。 

仁慈 あまねく 慈悲深き、 アッラー のみ名によって。 

読め、創造したまえる方なんじの主のみ名によって、 

凝血から、人間をつくりたもうた。 

読め、なんじの主は、こよなく尊貴であられ、 

筆によって教えたもう方' 

何も知らなかった人間に、教えたまえる方であられる。 

(クルアーン第九六章ーー五節) 

十八 深い感銘を受けた彼は家に戻り、彼の身に起ったことを妻に語ったが、悪魔あるいは悪霊の仕 
業ではないかと思われるともいっている。 

彼女は、ムハンマドが常に菊悲心に富み' 寛容であり、貧乏人や孤児、未亡人あるいは困難に直面して 
いる人々を助けてきたことに触れて、神はあらゆる悪から彼を必ず守り給うであろうといって彼を慰め 
た。 

十九 それ以後三年以上にわたり、神の啓示は途絶えていた。預言者は当初は精神的打撃を受けてい 
たが、すぐに平静をとり戻し、燃えるような渴きを覚えて、待機の I 時期を経た後には、もどかしさと郷 
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第一章 イス ラームの 預言者一伝記 


愁の思いに捕われたに相違ない。 

最初の啓示を受けたしらせは広く知れわたったが、その後啓示がやんだ間に' 市の懐疑家たちは彼を嘲 
笑し、手ひどい冗談をなげかけはじめた。彼らは、神がムハンマドを見捨てたとまでいっているのである。 

二十 こうして 次の啓示を得るまでの三年間、預言者はますます折りや精神的修業に専念するように 
なった.。その後啓示は再開され、神は彼に次のように明らかに伝えた。神は彼を見捨てたのではない。それ 
どころか彼を正道に導いたのは他ならぬ神であり、それゆえに彼は、孤児や貧しい者の世話につとめて当 
り、.また自分に授けられた神の寛大な恵み tc ついて人々に公言するべきである、と(クルア|ン第九三章 
三— I1 節参照)。これは実際には伝道開始の命令であった。 

他の啓示は、人々に悪しきふるまいにたいする警*|を与え、唯一神のみを崇めるよう勧め、さらに神の 
意に反するあらゆる行ないを断てと告げるよう、彼に指示している(クル T —ン第七四章二—七節)。， 

また他の啓示は、彼自身の近親者に警告を与えるようにと命じ(クル T I ン第二六章ニー四節)、「な 
んじはただ命ぜられたことを宣言せよ、そして多神教徒から遠ざかれ。なんじを嘲ける者どものことは、 
われらにまかしておくがよい。」(クル T 1ン第十五章九四—五節)とも命じている。 

ィブン•ィスハ—クによれば、最初の啓示は明らかに精神的打撃をやわらげるためという配慮から、預 
言者の睡眠中に下されたということである。その後の啓示は、彼が目醒めている時に下されている。 

使命 

二十 I 預言者は自らの使命を果すため、まずひそかに親しい友人たち、ついで自分の部族員の間で 
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布教を開始し ii — 中や郊外 1 した。—すべてを1一神、—、—, 
を信じることを 力説した。彼はまた人々に慈善と徳行を勧めた。 

彼は自分に下された啓示を書き留めて保存するための必要な措置をとったが、同時に信者たちにそれら 
を暗誦するように指示している。クルアーンはすべてが I 度に啓示された訳ではなく、折りにふれて断片 
的に下されたので、彼の全生涯を通じてこのような措置がとられた。 

二十 —彼の支持者の数は徐々に増えて行った。しかし偶像崇拝を公然と非難したため、祖先伝来の 
信仰に固執してきた者たちの反対も益々激しさを増してきた。 

時が経つにつれ、この反対勢力は預言者および彼の宗教を信奉する者たちにたいし、肉体的危害を加え 
るまでになった。彼らは熱砂の上に横たわされたり、真赤に焼けた鉄で焼かれたり、足を鎖でつながれて 
監禁されたりした。信者のある者は拷問の結果命を落したが、誰一人として自分の信仰を投げ棄てた者は 
いなかった。 

このような事態を憂慮した預言者ムハンマドは、彼の教友たちに故郷を去り、「公正な支配者が統治し、 
その領内では誰 I 人迫害を受けることのない」(イブン.ヒシャーム> エチオピアに亡命するよう勧めた。 

すべてのムスリムが彼の忠告に従った訳ではないが、何十人かのムスリムがこれにより安全を得ること 
ができた。このようなひそかな逃亡が明るみに出たのちは、あとにと ゞ まった人々にたいする迫害は I 層 
激しさを増した。 

二士二 預言者ムハンマドは、彼の宗教を「イスラーム J すなわち神の意志への恭順と呼んだ。 

イスラ ームのきわだった特徴としては二つの点があげられる。 



第一章イスラームの預言者一伝記 


(一) 世俗的なものと精神的なもの(肉体と魂)との調和のとれた均衡。信者は神の創造し給うたあら 
ゆる善を享受することが■許されるが(クルアーン第七章三二節)、同時に彼らすべてに礼拝、断食' 喜 
捨等の神に対する義務が課される。イスラームはたんに特権階級のものではなく、一般大衆の宗教でなけ 
ればならなかった。 

(二) 呼びかけの普遍性。すなわちすべての信者は、階級、人種、言語の別なく兄弟であり同胞となる。 
イスラームが認める優越性は、敬神の念、敬虔さにおいて他にまさるという人格的な優越性のみである。 

(クルアーン第四九章一三節) 

社会的排斥 

1|十四 マッカの多くの ムス リム％エチオピアに移住した時、偶像崇拝者たちは預言者の部族にたい 
し、彼を放逐し、社会的に葬り去り、結局死刑に処すために自分たちに引き渡すよう最後通牒を送りつけ 
た。 ムスリムであるな しにかか わらず 彼の部族全員はこの要求を拒絶して いる(イブン •ヒシャ！厶 )0 

そこで市は、彼の部族を撤底的に排斥することを決議した。誰一人として彼らと会話を交わしてはなら 
ず、彼らと商業的な関係あるいは婚姻関係を結んではならないと定められたのである。マッカの郊外に住 
み、マッカの人々と同盟を結んでいたアハビーシユと呼ばれるアラブの一部族もこの排斥に加わった。こ 
れは老幼男女、病人といった無辜の犠性者たちを悲惨な境遇へと追いやった。何人かは敵の手に屈したが 
唯一人として預言者を迫害者の手に引き渡す者はいなかった。しかし預言者の叔父に当るアブー•ラハブ 
は、自分の部族を離れ、，偶像崇拝の徒と一緒になってこの排斥に加わった。 


13 



こうして 迫害を受けた人々は動物の皮を口にするほどの悲惨な三年間を耐えなければならなかったが、 
より人道的であった他部族の四、五人の非ムスリムが、この不当な排斥 1 C ついて公然と非難の声をあげ始 
めた。 

また時を同じくして、神殿に掲げられていたこの^:の布告が、ムハンマドが予言した通りに、「神」と 
「ムハンマド」という文字を残してすっかり白蟻に喰いつくされていることが解った。結局この排斥運動は 
中止になったが、ムハンマドの妻と、叔父で族長のアブー •夕—リブは、こうした困苦が災いして間もなく 
この世を去った。そして預言者のもう一人の叔父で、イスラームの宿敵であるアブー•ラハプがこの部族 
の長の地位を継いだのである(イブン.ヒシャーム、 r シーラ」参照)。 

昇天 

二十五 このような情勢下に' 神は預言者ムハンマドにミアラージュ(昇天)を許し給うた。彼は神 
により天国に迎え入れられ、昇天の不思議の数々を間のあたりにする幻影をみたのである。帰路、ムハン 
マドは自分の社会に、神と人間との一種の聖体拝受をなすイスラ—ムの信仰を聖なる贈物として持ち帰っ 
た。 

他宗教においては聖体拝受の さいに 具体的な物が用いられるのに反して、 ムスリムの 礼拝儀式の最後の 
部分で、預言者ムハンマドの昇天の さいに 彼と神との間で交わされた挨拶の言葉が、信者が神のみ前にあ 
ることの象徴として述べられることを想起すべきであろう。「神聖にして純粋なる挨拶を神に捧げます。 
平安あれ、預言者よ。また神の慈悲とみ恵みのあらんことを。われらおよびなん c の良きしもべらすべて 
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第一章イスラームの預言者 一 伝記 


に平安あれ。」キリスト教においては「聖体拝受」は、神性への参加を意味している。ムスリムにとりこ 
の考えはやや不遜であり、したがって神の居所への「昇天」、神のみ前への訪れという表現が用いられて 
いる。これにより神は神として、■人間は人間としてとどまり、両者の間に何の混乱もないことになる。 

二十六 ムハンマドが昇天で神にまみえたという報せは、マツカの偶像崇拝者の敵意をいやます結果 
となった。預言者はやむを得ず生れ故郷を去るために、避難の地を求めざるを得なかった。彼らはターイ 
フにいる母方の叔父のもとを訪れたが、すぐにマツカに舞い戻ってきた。夕—イフの心ない人々は預言者 
に石を投げ、傷を負わせて、彼をこの町から追い出したのである。 

マディーナヘの移住 

二十七 カアバ神殿への毎年の巡礼は、■アラビア半島全域から人々をマッカへと誘った。預言者ムハ 
ンマドは部族から部族へと説得の旅を続けて庇護を求め、さらに改革の使命を実現するために助力を乞う 
た。彼が順次接近を試みた十五に及ぶ部族の代表たちは、おおむね非情な態度で彼への庇護を拒否したが、 
ムハンマドは望みを捨てなかった。そしてついに彼は、キリスト教徒やユダヤ教徒を隣人とし預言者や啓 
示に関する若干の知識を持っていた何人かのマディーナの住人に出逢った。 

これらの人々はまた、「啓典の民」が最後の救い主である預言者の到来を待ち望んでいることも知って 
いた。そこでこれらマデイーナの人々は他に先んじる機会を失うまいとして、すぐさま イスラー ムの教え 
を受け入れ、さらにその地で支持者を増やし必要な援助を行なう約束をしたのである。その翌年には新た 
に十数人のマディーナの民がムハンマドに忠誠を誓い、同時に布教者を派遣するよう依頼している。布教 
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者ムス T ブの活動は非常な成功を収め、彼は巡礼の折に七十三名に及ぶ入信者の一団を率いてマッカを訪 
れている。これら入信者たちは' 預言者および彼に従うマッカの教友たちにマディーナヘ移住するように. 
勧め、さらに預言者に避難場を提供し' 彼と教友たちを自らの親戚縁者同様に遇する旨誓った。そこでム 
スリムの大半は小人数に別れて秘かにマディーナヘと移住した。 

このような事情を察知したマッカの偶像崇拝の徒は、避難民の財産を没収するという挙に出たのみなら 
ず、さらには預言者の暗殺さえも企てたのである。かくてムハンマドに とり マッカ在住は不可能となった。 
彼の使命に対する敵意にもかかわらず、これら偶像崇拝の徒がムハンマドの誠実さに無限の信頼を寄せ、 
彼らの多くが貯金を彼のもとに預けていたということは特筆に価する。 

預言者ムハンマドは従弟のアリ—にこれらの貯金を託し' きちんと正当な所有者に返却するよう指示を 
与えた。そして彼は誠実な友人アブ！バクルを伴い秘かにマッカを離れたのである。何度か辛くも危険 
を逃れた彼らは、無事マデイーナに迪りつくことができた。時に西暦六ニニ年、ヒジユラ暦はこの年を起 
点としている。 

共同体の再編成 

二十八 マッカを逃れてきた移住者たちの社会的復帰を容易にするために、預言者はこれら移住者と 
同数の裕福なマディ—ナの人との間に兄弟の契りを結ぶよう取り計らった。兄弟の契りを結び合った家族 
は互いに生計を得るため協力して働き、あらゆる面で互助の精神を発揮した。 

二十 九 彼はさらに' 宗教と政治という二つの構成要素を単一の総合体に統合しうるならば、人間の 
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第一章 イス ラームの 預言者一伝記 


全体としての発展はより順調に達成されるであろうと考えた。. 

このような意図をもって彼は、この地方のムスリム及びアラブ、ユダヤ教徒、キリスト教徒等の非ムス 
リム住民を招いて、マデイーナにおける都市国家の設立を提案した。彼らの同意を得たムハンマドは'こ.， 
の市のために成文憲法を作っている。この憲法はこの種のものとしては世界最初の試みであり、この中で. 
彼は市民及び首長双方の義務を明確にし、同時に習慣的な私的制裁の廃止を定めた。預言者ムハンマド 
は全員一致で首長の座に推戴されているのである。これ以後司法行政は市民共同体の中央機構が行なうこ 
とになった。 

この憲法は防術及び外交の原則をも規定しており、また責務が重すぎる場合のためにマアキールと呼ば 
れる社会保証制度を設けている。■それは同時にいかなる意見の相違に対しても預言者ムハンマドが最終決 
定権を有し' さらに立法の点で彼に無制限の権限を認めていた。また宗教の自由を'とりわけユダヤ教徒 
に対して、明確に規定しており、現実の生活に関してユダヤ教徒はすべてのムスリムと同等の権利を有す 
ることを is っていた。(後出三〇三項参照) 

三十 ムハンマドは同盟関係、相互援助の条約を結ぶために、近隣諸部族を歴訪し、説得にあたった。 
これら諸部族の後押しを得た彼は、避難したムスリムの財産を没収しその上彼らに計り知れない損害を与 
えたマッヵの偶像崇拝の徒に対し、経済的制裁を加える決意をした。 

マッヵの遂商路及びマディーナヘ通じる街道の通行を妨害したため、偶像崇拝の徒は激怒し、その結果 
流血の争いが起った。 

三十 I 共同体の物質的な利益のために精神的な側面が陳かにされた訳ではない。■マディーナヘの移 
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住後 I 年足らずのうち 1 C 、 毎年ラマダーン月の一力月間断食を行なうという、最も厳しい精神的修行がす 
ベてのムスリム成年男女に課されているのである。 

狭量さと不信心に対する闘い 

三十二 同郷のムスリムの放逐のみでは飽き足らず、マッカ人士はマディーナの人々に対し、降伏す 
るか少なくともムハ V マドと彼の教友たちを追放するよう要求した最後通謀を送りつけたが、こうした試 
みはすベて^®に帰した。その数力月後のヒジュラ暦二年に' マッカの人々は強力な軍隊を派遣し、ムハ 
ンマドはパドルでこの軍隊を迎撃した。そしてムスリム勢力の三倍を越える偶像崇拝の徒の軍勢は惨敗を 
喫しているのである。 

マッカ人士はその後—年間充分な準備を整えてパドルの敗北の汚辱を拭うべく、再びマディーナに侵攻 
した。そのさい彼らの軍勢はムスリム勢の四倍にも達していた。しかし ゥフ ドにおける悽惨な会戦の後に、 
敵軍は勝敗を決することができぬま/-退却した。マッカ軍の傭兵たちは' 必要以上の危険を犯したり' 生 
命を賭して闘うことを望まなかったのである。 

三十三 その間マディーナ在住のユダヤ教徒が危険な動きを示し姶めていた。丁度バドルで勝利をか 
ちとった頃、ユダヤ教徒の指導者たちの一人、カアブ•イブヌ=ル=アシュラフは偶像崇拝の街との同盟 
関係を確立し、さらに復簪の戦いを唆かすためにマッカへ出向いていた。 

ゥフドの戦いの後に、この指導者に率いられた部族は、預言者が彼らを訪れたさいに塔の上から石臼を 
投げつけて暗殺を計った。このような行ないがあったにもかかわらず、預言者はこの部族に対し、彼らの 


18 




第-章イスラームの預言者一伝記 


不動産を処分し、ムスリムから負債をとり戻したのち全財産を持ってマデイーナから退去するよう要求し 
ただけであった。しかしこのような寛大な措置が とられた にもかかわらず事態は期待とは裏腹の結果になっ 
た。追放されたこの部族はマッカ人士のみならず、マデイーナの北方、南方、東方に住む部族とも連絡を 
とり、強力な軍事的援護を組織してゥフドの戦いの四倍もの軍勢で、ハイパルからマデイーナを侵攻する 
作戦を企てたのである。 

ムス.リム勢はこの最も厳しい試練から自らを防衛するために籠城の準備をし、溝を掘った。マディ— - 
居残っていたユダヤ教徒が後に裏切ったため、戦略はすべて無に帰したが、それにもかかわらず預言者は、 
賢明な機略により敵の同盟軍を打ち破ることに成功した。敵軍は 一 団また一団と退却していったのである。 

三十四 この時期にすべてのムスリムに対し飲酒、賭博、宝くじの禁止が公布された。 

和解 

三十五 預言者はもう一度マッカ人士との和解を試みて この 市に出向いた。彼らの北方隊商路の封鎖 
は、すでに彼らの経済に壊滅的な打撃を与えていた。 

預言者は、彼らに通行の安全、逃亡犯人の引き渡し、さらに彼らの要求するあらゆる条件を受け入れる 
旨を約束したばかりでなく、その年はカアパ巡礼を行なわずにマデイ—ナに戻ることを提案した。かくし 
て両者はマッカ郊外のフダイビーヤにおいて、平和の維持のみならず第三者との紛争のさいの中立を確約 
し合ったのである。 

三十 六 この和平を機に預言者は、イスラ—ムの布教のために精力的な計画を打ち出した。彼はビザ 
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ンチン、ィラン、エチオピア等の外国の支配者たちに、布教のための親書を送っている。 

アラブの支配を委ねられたビザンチンの聖職者はィスラームに帰依したが、そのためキリスト教徒の暴 
徒の手で私的制裁を受けている。アマン(パレスティナ)の総督も同じ運命に逢い、皇帝の命により首を 
はねられた上十字架にはりつけられた。またあるムスリムの大使はシリア.パレスティナの地で暗殺され 
ている。皇帝へラクリウスは暗殺犯人を処罰するどころか、預言者が懲罰のために派遣じた遠征隊から犯 
人を救うために、軍隊を率いてかけつけている(ムウタの戦い.) 

三十七 マッカの偶像崇拝の徒は、ムスリムが直面している困難につけ込もうとして条約を侵犯した。 
そこで預言者は 自ら 一万の軍を率いてマッカを急襲し、そこを無血で占領した。 

慈悲深い征服者である彼は被占領民を一力所に集め、二十年に及ぶ彼らの悪事、宗教的迫害、避難民の 
財産の不当な没収' 絶え間ない侵略行為、愚かな敵意等を彼らに想い起こさせた。 

彼は「諸君はいま私に何を期待するのか j と人々に向って尋ねた。恥じ入って一同はただ頭をたれるば 
かりであったが、この時預言者は宣言した。「神よなんじらを許し給え。さあ心安らかに行け。今日は諸 
君に何一つ責任を問うまい。諸君は自由である」。彼は偶像崇拝の徒が没収したムスリムの財産に対する 
権利すらも放棄したのである。 

このことは、ただちに 人々の 心に大いなる心理的変化を もたらした。 この寛大な恩赦の措置を耳にして、 
感激に胸をつまらせたマッカの長が預言者のもとに歩みよりィスラームに帰依する旨を告げると' 預言者 
は彼に向って：次のように語っている。「そのお礼として貴方をマッカの知事に任命しよ-っ」。こうして預言 
者は、占領したマッカに手兵を I 人も残さずにマディーナヘ引き返している。僅か数時間の間に成就され 
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たマッカの イスラ ーム化は完璧なものであった。 

三十八 マッカ占領の直後、ターイフの市は預言者に戦いを挑むために軍隊を結集した。ムス，リム勢 
は多少の困難ののちフナイン峡谷で敵軍を打ち破ったが、彼らは夕—イフ近郊の包囲を解き、平和的手段 
によりこの地域の抵抗を押える戦術を採用した。 

そして一年足らずのうちに、夕— イフの 代表団がマデイーナを訪れ、降伏を申し入れているのである。 
ただし彼らは、礼拝、納税、兵役の免除および不義、姦通の自由、偶像崇拝、飲酒の継続ばかりでなく、 

ターイフ にある偶像神 アッ==ラ ート神殿の保存をも要求していた。しかし イスラーム は、唯物論者の不道 
徳な運動ではなかった。.この代表団の連中ですらすぐに、礼拝、姦通、飲酒に関する要求がいかに恥ずベ 
きものであるかに気付いた のだった。 預言者は納税および兵役の免除を譲歩し、また次のようにつけ加え 
た。「お前たち自らの手で神殿を取りこわす必要はない。われわれがその作業に当る者を派遣しよう。そ 
うすればお前たちの迷信通り怖るべき結果が生じたとしても、罰を受けるのは実際に手を下した者たちで 
あろう」。 

預言者のこうしたやり方は、新たな改宗者にたいしてどのような讓歩が与えられたかを示している。ター 
イフの人々の改宗は正眞正銘のものであったため、その後間もなく自ら進んで保証された免除を放棄した。 
そこで預言者は他のイスラーム地域と同様にこの地方にも徽税吏を任命している。 

三十九 十年以上におよぶこれらの戦闘で、戦場において殺された非ムスリムの数はわずか二百五十 
名にすぎず、ムスリム側の損失はそれ以下であった。このような僅かな犠牲によって、百万平方マイルの 
余もあるアラビア大陸全土は、無政府状態と頹廃から救われたのである. 0 
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私心のない戦いのこの十年間に、アラビア半島、イラク南部および•ハレスティナの人々は、すべてイス 
ラームに改宗している。キリスト教徒、ユダヤ教徒、パルシー教徒〔ペルシャ系ゾロアスター教徒の一派〕 
のある者は、依然として自分たちの教義に固執し - D づけたが、彼らは裁判権、法律的自治と同様、信仰の 
自由も認められていた。 

四十 ヒジュラ暦一〇年、ハッジ(巡礼)のためマッカを訪れたさい預言者は、宗教上の義務を果すた 
めアラビアの各地からこの地を訪れた十四万人の ムスリムに 逢っている。 

預言者は自らの教義の概要を述べた有名な説教を彼らの前で行なっている。「いかなる偶像も象徴も，な 
いままに、唯一神を信仰しなければならない。あらゆる信者は、民族、階層の別なく平等であり、個人の 
優越性はただその敬神の念のみに基づくものである。生活、財産、名誉に関しては高潔でなければならな 
い。利子をとったり、 復讐 や個人的制裁を行なってはならない。女性を優遇しなければならない。死者の 
財産は男女を問わず近親者の間で相続' 分配せねばならず、また少数の者が富を蓄積する可能性をとり除 
かなくてはいけない。」 

クルアーンと預言者の言行は、法律の基礎として、さらに人間生活のあらゆる側面での健全な規準とし 
で役立つべきものであった。 

四十 I マディーナヘの帰途ムハンマドは病に倒れ、神の啓示を世界に伝えるといぅ使命をなし遂げ 
たことに心満ち足りて、数週間後に息を引きとった。 

四十二 彼は純粋な一神教の教えを後世に伝えた。彼は当時の混乱状態の中から規律正しい国家を創 
りあげ、たがいに相争い流血の惨を起こしていた場所に平和をもたらしたのである。 
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彼は精神的なものと世俗的なもの、つまり モスクと 城塞の間に、調和のとれた均衡を打ち立てた"さら 
に彼は新しい法体系を残したのであ〇.た。それは国家の長といえどもあらゆる一般市民と法的に同様であ 
るよう な偏向のない公正さを提供し、また ムスリム 国家に おける 非 ムスリム 住民も、 ムスリム 同様司法、 
裁判、文化の点で完全な自治を享受し うると いう心ホ教的寛容を謳っていた。 

クルアーンは国家の歳入に関する予算計上の原則を定めており、他の誰にもまして貧者にたいし一層の 
考慮を払っている。また歳入は国家の長の私的財産たりえないことが明言されている。何にもまして預言 
者ムハンマドは美事な模範を示し、自ら他に教え諭したことすべてを完全に実行しているのである。 
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真実と虚偽の間には何ひとつ共通点はなく、この世の中にこの二つほどたがいに対立しあうものはなか 
ろう。日常生活のありふれた事柄においては、虚偽の悪は明瞭であり、万人に認められる。だがもちろん 
永遠の救い、信仰、宗教の根本的教義に関しては、虚偽がもたらす悪は他のあらゆる悪行を凌駕する。 

四十四 誠実で思慮分別のある者にとって、ある教えが正しく、容認しうるものであるか否かを判断 
するのは何ら難しいことではない。 

しかし教理に関してよく起りがちのことであるが、人々はまず教理そのものよりもそれを説いた人物に 
ついて判断する。もし彼が信頼に足る人物であると解れば' 人々はその教えを全面的に否認しようとはせ 
ず、むしろその一部に関する理解が欠けていたことを自認するにやぶさかではない。このような場合には、 
教師たるその人物が他界したおりに、彼の言葉や信憑性は、何にもまして絶対的なものになるのである。 

四十五 この世の主要な宗教はすべて、しばしば神の啓示に基づく聖典に基礎をおいている。もしも 
啓示の原典を失なうようなことがあれば、それに代りうるものは失なわれたものと全く同 I でありえない 
ため、何とも痛ましい結果になる。 
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バラモン教徒、仏教徒、ユダヤ教徒、パルシ—教徒、キリスト教徒たちは' 自分たちが宗教の基本的教 
義を維持するために用いた方法を、ムスリムの用いた法と比較することであろう。彼らの教典は誰が書い 
たものか。誰が世代から世代へとそれらを伝えてきたか。こうして伝えられたものは原典なのか、たんな 
る翻訳なのか。同胞相食む戦いがこれらの原本の写しを破損してはいないか。どこかで参考になる資料が 
発見され、それにより、内的矛盾、脱文が示されるようなことはないか。誠実な真理の探究者の誰でもが 
提起し、納得のいく解答を求めねばならない疑問点は多々存在する。 

維持の 

四十六 いわゆる偉大な宗教と呼ばれるものが出現した時代には、人々は、自らの記憶に頼るだけで 
■はなく、彼らの思想を保存するために文字を使うことを知っていた。文字は、限りある生命しかもちあわ 
せぬ人間の記憶よりも、はるかに長く生きつづけるのである。 

四十七 ただしこれら二つの方法が別々に用いられた場合には、いずれも絶対に確実であるという訳 
にはいかない。自分で書いたものを読みなおしてみると、多かれ少なかれ不注意な誤り、脱字、遺漏、話 
題の重複、真の意図とは異なる言葉の使用、文法上の誤り等に気付くのはままあることである。さらに著 
者が自分の文体、考え、論点を改め、時には全郜を書き直したりして意見そのものが変る場合すらありう 
るのである。 

記憶力についても同じことがいいうるであろう。ある章句を義務的、もしくは慣習的に口ずさむ者は、 
特にその章句が長い場合、後になってそれを暗誦するさいに記憶が曖昧になることをしばしば経験してい 
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る筈である。ある章句をとばしたり、他と混同したり、突然忘れてしまつたり、時には潜在意識のうちに 
正確な章句を保持しながら、後になって誰か ic 指摘されたり、それを書き留めてある原典を読んだりして 
思い出すことがままある。 

四十八 類い稀な記億力に恵まれた預言者ムハンマドは' これら記憶と文字の二つの方法を同時に用 
いていた。これらの二つの方法はたがいに他を補い、原典の完 2 1性を強め、誤りの可能性を最少限にくい 
とめたのである。 

四十九 イスラー ムの教えは、まず預言者ムハンマドの言行に基づいている。われわれがクルアーン 
と呼ぶものは、彼自らが書記に口述したものであり、彼の他の言行はそのほとんどが彼の教友たちの自発 
的な意図により編集され、ハディー スと 呼ばれている。 

クルア—ンの歴史 

五十 クルア|ンとは、字義的には読むこと、口舗を意味している。預言者は弟子たちにこれを0述 
しながら、それが自分に下された神の啓示であることを彼等に明示している。預言者はクル T I ン全体を 
一度に口述した訳ではない。啓示は断片的に、時をおいて下されたのである。彼はある啓示を受けるとす 
ぐに弟子たちにそれを伝え、礼拝時に唱えるために暗記するだけでなく、それを書き留め、写しを沢山作 
るよう依頼するのを常としていた。いずれの場合にも彼は、新しい啓示がそれまでに下されたクルアーン 
の章句のどこに置かれるべきかを正確に伝えている。その配列は年代順という体裁をとってはいない。正 
確を Br ためのこの慎重さ、配慮は' 当時のアラブ文化の水準を考慮した場合，まことに称讚 ( C 価するも 
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のであろう。 

五十一 預言者に下された初期の啓示が、その当時弟子も信奉者もいなかったという単純な理由によ 
り、すぐには書き留められなかったであろうことは、当然考えうる事態である。 

これら初期の啓示はいずれも短かく、また数も多くはなかった。預言者はこれらの啓示を、礼拝や布教 
のさいの説法でしばしば唱えているので、彼がこれらを忘れたなどとは絶対に考えられない。 

五十二 いくつかの歴史的事実が、実際に何が起ったかをわれわれに示している。ゥマルはイスラー 
ムに入信した四十人目の人物とされている。彼の改宗は、布教開始後五年目(ヒジュラ暦前八年)に 5 :- |1っ 
ている。このようなごく初期の段階に..〇いてすら、すでにクルアーンのいくつかの章の筆写が存在してい 
た。イブン•ヒシャ—ムが伝えている J : うに、ゥマルがイスラームを信奉するようになったのは、このよ 
うな文書を熟読して、深い感銘を受けたためであった。 

クルアーンが書きとめられるようになったのは何時からか、という点は正確に知りえないが、預言者の 
後半生の十八年間にムスリムの数と同様、聖典筆写の数が日に日に増大していった事実には疑問の余地が 
ない。預言者は断片的に啓示を受けているが、こうして下された啓示が当時の諸問題に触れていたことは 
当然であろう。 

教友の一人が他界したとすると、啓示は相続に関する法を公布することになったであろうが、そのさい 
に例えば窃盗、殺人あるいは飲酒にたいする刑罰の決まりが啓示される、などという•ことはなかった害で 
ある。啓示はムハンマドの布教の全期間、つまりマッカにおける十三年間とマディーナでの十年間にわた 
り継続的に下された。啓示は時として、長短さまざまであるが一章全体が下され、ある時にはわずか数節 
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だけの場合もあった。 

五十三 啓示の性質上、預言者は絶えず教友たちに繰り返し啓示を伝え、断片的な章句を蒐集するに 
あたりその形態をつねに改訂する必要があった。 

預言者が毎年ラマダ—ン月に天使ジブリール(ガブリエル)の面前で、それまでに啓示されたクルアー 
ンの章句を朗誦し、また彼の生涯の最晚年には、ジブリールが彼にクルアーンの全章を二回朗誦す るよう 
命じたことは、信ずるに足るものとして知られている。それが契機で預言者は、間もなく自分がこの世に 
別れを告げるであろうと覚ったのである。預言者にたいする天使の援助にどのような精神的意味があった 
にせよ、彼の教友たちはこれら公開の朗誦(アルダと呼ばれている。有名な最後の朗誦はアルダ•アヒー 
ラと呼ばれる)に出席し、自分たちの個人的な写しを照合して、誤りを正している。 

このように預言者は断食月に章や節を改訂し、それらを適切な順序に配列するのを常としていた。この 
ような措置が当然必要だったのである。 

時にはある一章全部が一度に下され、また他の時には同一章内の断片的な部分が引き続き啓示されたが、 
こうした事態は特に何らの問題も惹起するものではなかった。ただし数章に分かれる断片的部分が同時に啓 
示された場合は、事情はいささか異なっていた(歴史家のいうスワル♦ザワ—卜=ル==アグド)。このよ 
うな場合には暫定的に、それぞれ別々に手近なもの、動物の肩胛骨、椰子の葉、平らな石、動物の皮等に 
これらの啓示を書き留めざるをえなかった。そして一章が完全に啓示されるや否や、預言者自らの監修の 
下で、書記たちはすでに書き留められたものを分類し(ヌアッリフ==ル=クルア—ン)、清書した(テイル 
ミズイ I 、 イブン•ハン バル、 イブン•ヵスイ— ル等参照)。 
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預言者は断食月の間、毎晩、時には集団礼拝の間にも追加の礼拝を行なうのを常としていた。これらの 
礼拝で彼は、クルアーンを始めから終りまで唱え、断食月の間にクル T — y 全部を朗誦し終えるようにし 
ていた。タラーゥイーフと呼ばれるこの行事は、敬神の念をこめて今日に至るまで引き続き行なわれてい 
る。 

五十四 預言者が息を引きとったさい、国内数ケ所で謀反が企てられた。この鎮圧に当って、数人の 
クル T —ン暗誦者が戦死した。カリフ、アブ—•バクルはクルアーンの成文化の必要性を痛感し、預言者 
の死後数ケ月のうちにこの事業を完成させた。 . 

五十五 晚年に預言者は、新しく下された啓示を書き取らせるために、ザイド，イプン.サ！ビトを 
書記の長として用いていた。アブー•パクルはこの同じ人物に、クルアーンの全章を清書して一冊の書籍 
にまとめる任務を与えている。当時マデイーナには数人のハーフイズ(クルア—ン全章を暗記している人) 
が居り、ザイドもその一人であった。彼は先に述べたアルダ.アヒーラにも出席していた。 

カリフは彼に、クルアーンを集成する以前に、預言者自らの_と照合ずみの各章句の写しを二部づつ 
入手するよう、訓令を与えた。カリフの訓令に基づき、マディ—ナの人々はザイドの許に、彼らが手元 
にもっていた断片的な章句の写しを持ちよった。そ-®結果クルアーンの中の二つの節のみが、証拠となる 
筆写を I 部しか b っておらず、それ以外の章句は数多くの筆写により裏づけされていることが' 権威筋に 
より 言明された。 

五十六 このようにして作られた完全な写しはムスハフ(綴じられた頁)と呼ばれた。これはカリフ、 
アブ—.パクル自らが保管し、ついで彼の後継者ゥマルが保管した。これと平行してクルアーン研究は、 


30 




第•.章イス ラーム の根本的教義の維持 


ムスリム 世界の至るところで奨励されている。カリフ、ウマルは、クルアーンの原文の改変を避けるた 
め、その権威ある写本を各地域の中枢機関に送る必要を痛感していた。ただし実さいにこれを行なったの 
は、彼の後継者ウスマーンであった。 

遠隔地アルメニアから戻ってきたウスマーンの副官の一人は、その地で異なった内容のクルアーンの写 
本を見つけたこと、またそのために聖典を教える者たちの間で、時には激しい論争が生じたことを報告し 
た。ウスマーンは直ちに、前記のザイド*イプン.サービトが長をつとめている委員会に、アブー.パク 
ルのために作られた写本の写しを七部作成するよう委任した。同時にウスマ— y は彼らに、必要のさいに 
は古い綴りを改める権限を与えた。 

この仕事が完成したさい、カリフは首都で、預言者の教友の中から選ばれたクル Tly 専門家たちの前 
でこの新しい版の公開朗読をさせている。そしてこれらの写本を広大なイスラーム世界の一^心地に送り、 
すべての写本がこの権威ある版のみに依拠すべきであると命じた。彼はこうして正式に制定された原典か 
ら、いかなる性質のものであれ逸脱' 変更のある写本の廃棄を命じているのである。 

五十七 初期に おける ムスリムの偉大な軍事的征服は、物質的な動機から表面上イスラ—ムへの改宗 
を表明し、ひそかにイスラ ー ムに害を与えよう とする 何人かの偽善者たちを産み出した。彼等はクルアー 
ンの改ざん版をすらあえてしかねなかったのである。 出所不明のクル ア—ン の写本廃棄に関するカリフ、 
ウスマーンの命令に泣かされたのは、このような偽善の轚だけだった害である。 

五十八 預言者はしばしば、新しく下された啓示をもとにして、すでに人々に伝えたある節をとり消 
したと伝えられている。教友たちの中には、他界してしまったり、マデイーナ以外の地に住んでいたため 
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に、初めに下された啓示の節を覚え、後になされた修正を知らなかっ允者もいた。これらの人々が、正し 
くはあるが、すでに修正されるべきであったある節の写しを子孫に伝えていたであろうことは、充分考え 
られる。またあるムスリムは、聖典の中で用いられているある用語について預言者に説明を求め、覚え書 
としてクルアーンの写本の欄外にこれらの説明を書き入れるのを常としていた。このような注釈つき写本 
に基づいて後に作られた写しは、時として原典、注釈の区別に関する混乱をひき起した。 

不正確な写本を廃棄せよというカリフ、ウスマーンの命令にもかかわらず、ヒジュラ暦三世紀、および 
四世紀には、<クルア—ンの異文>に関する尨大な編纂に充分な資料が存在していたのである。これら 
の異文は現在まで伝えられているが、研究の結果それらは現在行なわれているような母音の印ももたず、 
点を用いて類似の文字を区別することもない古いアラビア語書体を解読するさいのこじつけ、あるいは誤 
読によるものであることが明らかにされている。 

さらに異なった地方にはそれぞれ違った方言が存在していたため、預言者はこれらの地域のムスリムに 
たいし、自分たちの方言に従って朗読することを許していたし、彼らの理解しえない言葉を一層理解し易 
い同義語に置き換える自由すら与えていたのである。ただしこれは、恩恵と寛大さの現われである暫定的 
な措置であった。しかしカリフ、ウスマーンの時代ともなると一般教育はかなり進み、聖典が書き換えら 
れたり、異文がそのまま定着せぬよう"これ以上の譲歩が許されるべきでないとされたのである。 

五十九 ウスマーンにより諸地方の中心地に送られたクルアーンの写本は、世紀を経るにしたがって 
徐々に姿を消していった。これら写本のうちの一つは、現在ィスタンプ！ルのトブカブ博物館に所蔵され 
ており、他の一つは完本ではないがタシュケントにある。帝政ロシア政府は、後者の模写版を出版してい 
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るが、これら§本と他のクルア—ン 原典とは完全に同じきであること 於ねか ^ 

ヒジユ■ラ 暦一世紀から以降は筆写された現存する他のクルアーン古写本についても、完本、欠落本の如 
何を問わず、事情は同様である。 

六十 クルアーン全文を暗誦するという習慣は、預言者の時代に始まる。カリフや他のムスリム諸国 
の長は、つねにこの習慣を奨励した■。この喜ばしい事態は、さらにクル ア|ン 原典の完全な保存を補強す 
る役割を果しているのである。 

事実ごく初期の時代からムスリムの間には、ある書物をその著者あるいは彼の権威ある弟子©前で朗読 
し、すでに確定され、もしくは検討、比較対照のさいに II 正された原文を、さらに他に伝える許可を著者 
に求めるという習慣があった。 

クルア—ンを暗誦する人々や、書かれた原文をたんに朗読する者もまた、上述のような習慣に従ってい 
たのである。このような習慣は現在に至るまで続いており、注目すべき特徴をもっている。つまりすベて 
の師が、彼の与える証明書の中で、弟子が正確に反復したという事実だけではなく、これが当の師が自分 
の師から学んだものと一致しており' その師もかくかくの師から学んだ云々と詳細な系譜をしるし、つい 
には預言者まで遡るのである。 

これらの系譜が遡る書記は、マデイーナでクルアーン読誦者の長老' ハサン•アッ==シャーイルに学ん 
でおり、彼が得た証明書には、他の事柄と同時に、師から師へ、またその師へと遡る系譜が書かれ、結局 
この最後の師が ウス マ ーン、アリ t 、イブン •マ スウ ー ド、 ウパイイ•イブン•カ アブ、サ I ビト(すべ 
て預言者の教友)等から同時に学び' 彼らすベてが同じ原典を正確に伝えている、といったことが記され 
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ているのである。 

現在ハ—フィズ f クル T I ン暗記者)の数は世界で数十万人に達し、数百万部におよぶクル T I ンが地 
球上のあらゆる地域に配られている。ハーフ<ズの記憶と、現在使用されているクルア|ンの原典の間に 
何一つ相違がないという事実は、注目に価するであろう。 

六十 I クルアーンの原典はアラビア語で書かれており、それが現在に至るまでそのまま用いられて 
いる。アラビア語を知らぬ者のために、これは世界中の主要な言語に翻訳されているが、われわれに伝え 
られた原典は本来アラビア語で書かれており、後代の翻訳からふたたびアラビア語に翻訳される必要はな 
かった点を想起すべきであろう。 

■六十-原語のままの形をとどめている原典、預言者自らによる聖典編集、暗誦と写本双方による二 
重照合、権威ある学者の研究により継続的に試みられたクルアーン原典の保存、あらゆる時代を通じて多 
くの人々によりなされた保存活動、原典にいかなる異文も存在しないこと。これらの点は、ムスリムの聖 
典クルアーンの顕著な特徴の|部をなしている。 

クルア—ンの内容 

六十三 前述のようにムスリムは、クルア|ンが、神の使徒ムハンマドに啓示された神の-=*口葉である 
と信じている。使徒ムハンマドは、たんに啓示を受けとり伝達する仲介者にすぎない。彼の役割は著者、 
編集者のいずれでもない。時に預言者ムハンマドがある節の削除を命じたとしても、それは絶対者から彼 
に下された新しい啓示に基づいてなされたにすぎないのである。 
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六十四 神は不可知であり、人間のあらゆる知覚を超えた存在である。また神は、人類にその神意と 
命令を人間の使徒に啓示するにあたり、天界の使徒である天使を仲介にしている。神は言語のもつあらゆ 
る限界を超越するものである。 

比喩的にいうならば、預言者は電球、啓示は電流である。電球は電流と接触することにより、電圧、色 
彩に応じて光を放つといいうるであろう。預言者の母国語は電球の色であり、電球の明度、電流その他の 
与件は神自らにより決定されるのである。人間的要素は、送電の手段、つまりたんなる仲介にすぎない。 

六十四— I ィスラ—ムによれば、クルアーンは神の言葉であり聖典は信者たる者が日夜可能なかぎ 
りクルア—ンを朗誦すべきであると繰り返し告げている。神秘家たちは、その朗誦は神の言葉の助けによ 
り、それを通して神に近づく人間の旅であると巧みに説明している。そのさい電流が発電所と電球を結び 
つける光の道であるように、神の言葉は信者たちの直すぐな大道なのである。これは意味のない繰り言で 
はない。事実預言者ムハンマドは、ムスリムが週に一度はクルアーン全章を読むべきだと熱心に奨めてい 
る0 

クルアーンはマンジルと呼ばれる七つの部分に分けられる。さらにクル T 丨ンには百十四のスーラと呼 
ばれる章があり、各章はアーヤと呼ばれる数多くの節に分かれている。アラビア語ではマンジルとは 、I 
日の旅のあとで足をとめる宿りを意味しており、ス—ラは壁で囲まれた場所、つまり部屋を意味し、アー 
ヤという語が派生した語根アワーは床につくことを意味している。宿、部屋、寝台、これらは精神の旅で 
あれ、世俗的な旅であれ、旅行の三大要素なのである。 

長い精神的な旅路を行く旅人は、一日の旅ののちに宿場で足をとめねばならないし、永遠にして、無窮 
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の神に向かうこの永遠の旅を翌日も続けるために、しばしの休息をはかって部屋と寝台を求める。 

六十五 クルアーンは、人種、地域、時代の別なく、全人類にむか〇て語りかけている。さらにそれ 
は、精神的、世俗的、個人的、集団的を問わず、人間をすべての分野で導こうという意図をもっている。 
クルアーンは貧富を問わず' 一国の長から平民 ( C いたるまですベての人々に、平和のおりにも戦争のさい 
にも、また精神的文化のみならず商業、物質的安寧の点でいかに行動すべきか、という指針を与えるもの 
である。 

クルア—ンはまず第一に*個々の人格の啓発を目指している。つまり各人は創造者にたいし、個人的責 
任を負っているのである。この目的に沿ってクルアーンは種々の訓戒をたれているばかりでなく、同時に 
人々に充分納得させるよう試みている。それは人間の理性に訴え' その手段として物語、寓話' 比喩を用 
いている。またそれは神のさまざまな属性' 唯一神にして全宇宙の創造者、全知、全能で死後われわれを 
蘇えらせ、われわれの現世における行為に審判を下し、公正で慈悲ぶかき神等の性質について詳述してい 
る0 

クル T —ンはまた、最善の礼拝はいかなるものかを指摘して神を讚える方法について述べ、人間の神、 
仲間、自分自身にたいする義務が何であるかを指摘している。われわれは自分自らに属すのではなく、わ 
れわれをこの世に送り出された神に属しているために、自分自身にたいする義務が生ずるのである。クル 
アーンは社会生活、商業、結婚、遺産相続、刑法、国際法等に関する最上の法則について言及している。 
ただしクルアーンは、決して通常の意味での書物ではない。それは二三年にわたり，折にふれて神の使徒 
(<: 下され、人類に送られた神の言葉の集大成なのである。 
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六十八 クルアーンは何十回となく、ハディ—スが法律的に重要なものである旨言及している。「神 
の言いつけを守り、この使徒の言いつけを守れ。」(第四章五九節)「使者がなんじらに与えるものを受け、 
禁ずるものを避けよ。」(第五九章七節)「いい加減な思惑で喋っているのではない。あれはみな彼に啓 
示されたお告げに他ならない 。 j . (第五三章三—四節) r まことに神の使徒だけは、ひたむきに神と最 
後の日を望み、たえず神を心に念ずる者の見事な模範であった。」(第三三章二一—ニニ節) 

このように聖なる使徒の命じたことは信者にとり、それがいかなるものであっても、使徒の背後に控え 
ている神の意志なのであった。啓示を受けなかったおりの預言者はまた、常識にかなった意見をきちんと 
述べるよう個人的な努力を払っていた。神がその意見をよしとしない場合 ( C は、啓示が下ってそれが訂正 
されたのである。 

ハディースの内容が形成されるこのような過程は、後になってはじめてムスリム社会に知られるように 
なったが、実際には特に重要な影響をもつものではない。ハディ—スは、以下に述べるような他の重要 
性をもっているのである。 

六十九 クルア—ンは往々にしてきわめて簡潔である。そこで人々は' 具体的適用の方法、あるいは 
詳細な説明、必要な解釈を、預言者の言動の中に求めるのである。一例をあげれば次のようなものである。 
クルァーンは、実際にどのようにしてなされるべきかという詳細について触れずに、ただ「礼拝を行なえ」 
といつている。 

預言者にしてもすべての問題を言葉だけで説明することは不可能であった。それゆえに彼はある日、信 
徒に告げていっている。「私を見るのだ。私がどのように礼拝するかを見て、私のする通りにするのだ。」 
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クルア—ンは、神のことを<王>、人間を<下僕>という言葉でわかり易く表現している。王は自分の 
下僕に使命を与えるさい、使者を立てて自分の訓令をこの使者にことづける。したがってこのような場合、 
当然暗黙の了解事項が存在し、繰返しや表現形式の変更が予測される。かくして神は時に一人称、時に三 
人称で語りかけるのである。 

神は自分のことを<われら>と同様<私>、<彼>というものの、決して<彼ら>とはいわない。これ 
は折にふれて下された啓示の集大成であり、初心者はこのような事実を思い起す必要がある。したがって 
その真意を充分に把握するために、クルア—ンを繰り返しひもとかなければならない。クル T —ンはあら 
ゆる人々、あらゆる場所、あらゆる時代にたいする指針なのである。 

六十六 クル Tly の措辞、文体は格調高く、その神聖な質に相応しい。クルアーンの朗誦は、内容 
を理解せずにただそれに耳を傾けている者の心すら動かすのである。ちなみにクルアーンは(第一七章八 
八節、 I 一章一三節、二章二三節、一〇章三八節参照)神から下されたものであるという主張ゆえに、人 
間とジンにたいして、クルアーンの数節に匹敵する章句をできるものなら力を合せて作ってみよ、と挑戦 
している。今日に至るまで、この挑戦に応じえた者はいないのである。 

ハディー ス 

六十七 イスラー ムの預言者ムハンマドについて語られた逸話は、ハディ- スと 呼ばれている。ハディ 
—ス には、彼の言動、あるいは彼の弟子が彼の前で云ったり行な■ったりしたことについて、彼がたんに黙 
?た事—え含まれる。この黙認は、人々の問題の行為が容認されることを意味しているのである。 
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ある。 

七十三 アッ=タパリーのタアリーフ(歴史)の I 節によると、マッカのムスリムが同郷の士から迫 
害されてエチオピアへ難を避けた時、預言者はネガス宛ての親書を彼らに託したといわれる。 

同様に ヒ. ジュラ暦以前に彼が自ら書いた他の文書がいくつか存在しているが、故地を去ってマデイ トナ 
に移住し、親しく国政にたずさわって以来、彼の書いた書簡、文書の数、扱った問題の種類は日を追って 
増えていった。 

七十四 マデイーナに移住後ほどなくして、彼はムスリムと非ムスリムにより構成される都市国家を 
この地に築くことに成功した 0 そして彼はこの国家に成文憲法を与えた。 

この憲法の中で彼は、国の長ならびに臣下の義務と権利を明確にし、この国家機構が機能するために必 
要な条項を定めている。この文書はわれわれの許にまで伝えられているのである。預言者はまたこの国家 
の国境を文書で定めている。 

これとほぼ同時に彼は、全ムスリムの人口調査を行ない、記録にとどめるよぅ命じている。アル=ブハー 
リー によると、その結果千五百名の届出があったといわれる。 

七十五 さらに同盟条約および平和条約が、アラビアの多くの部族との間に締結された。時には条約 
文は二部作成され、双方が I 部づつ保存している。臣従を! I った族長には勅許状が授与され、彼らは庇護 
の下におかれ、土地、水源等に関するそれまでの既得権が保証された。 

イスラ—ム国家の拡大に伴い、各地方の役人が自発的に行なったある種の法的、行政的決定を改めたり、 
これらの役人により中央政府に寄せられた質間に答え、税金に関する諸問題の処理等のための新しい法律、 
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七十 預言者ムハンマドは人生におけるすべての重要な事柄について、たんに教えをたれるばかりで 
なく、その教えを実行に移しているという事実が、ムスリムにとってハデイースの重要性を増大させてい 
る0 

彼は神の使者に任ぜられてから、二三年間この世で生を営んでいるが、彼は自ら全身全霊をうちこん 
で実践した宗教を、自分の社会に遺したのである。彼は自ら最高の長として統治した国家を創設し、国内 
の治安を維持し、外敵にたいしては防衛の軍隊を指揮し、臣下の訴訟を裁いては判決を下し、罪人を罰し、 
同時に生活全般にわたる法を制定している。 

彼は結婚もし、家庭生活の範を示した。彼が自分は他の人々に課した法の適用範囲の外にある、などと 
公言したことがないという事実は注目に価しよう。それゆえに彼の実践は、たんに個人的なものにとどま 
らず、その教えの詳細にわたる解釈、適用でもあったといえる。 

七十 I 一個人として見た場合ムハンマドは、自分の行為については注意ぶかく、慎重であった。ま 
た使徒としての彼は、神との交信、神の言葉であるクルアーンの_に必要かつ i なあらゆる措置をとっ 
た。 もしも 彼が、自分の言葉を保持するためにこれほどの措置をとったとするならば、大変な利己主義者 
と見なされたであろう。このような理由により、ハデイースは、クルアーンとはまったく性質の異なった 
ものである。 

公的記録 

七十ニ ハデイースの一部は、当然のことながら、預言者の公的な記録として書き留められたもので 
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行政措置の伝達のため、地方長官との間にかなりの通信が交わされたのは当然であった。 

七十六 またイスラ—ム布教のために、他国のさまざまな君主、たとえばアラビア半島の族長たち、 
ビザンチンやイランの皇帝、エチオピアのネガスといった人々に宛てられた布教書簡もあった。 

七十七 軍事的遠征の都度志願兵が募集され、彼等の名簿が記録、保存された。また戦利品が、遠征 
に加わ'〇た者の間で公平に分配されるように、詳細にわたる目録が作製された。 

七十八 奴隸の壳買と同様に、奴隸の解放も証書によってなされた模様である。預言者自らにより記 
されたこの種の文書が少なくとも三通現代にまで伝わっている。 

七十九 ここで I つ興味のある出来事を述べてみよう。ヒジュラ暦八年のマッカ占領の当日、預言者 
はいくつかの法律条項を含む重要な宣言を行なった。あるイ X メン人の要求に応えて預言者は、この宣言 
文の写しを用意し、この人物アブ— •シャ ーに手渡す よう 命じている。 

八十 またクルア—ンの翻訳に関する I 例をとりあげてみよう。預言者は、すべてのムスリムがアラ 
ビア語で礼拝を行なうべきであると定めている。ところであるペルシャ人たちがイスラームに帰依したが、 
彼らはクルア—ンのアラビア語原典、各章を暗記するまで礼拝を引き延ばすことをよしとしなかった。 

そこで預言者の承諾を得て、アラビア語に精通しているペルシャ出身のムスリム、サルマーン•アル= 
ファ—リシーが、上述したようなペルシャ人改^^者の要望に応えるため、クルアトンの第 I 章をペルシャ 
語に翻訳した。彼らはアラビア語原典を暗記するまで、この訳を用いたのである(サラフシ—の「マブス— 
卜 j 第 I 章三七頁、夕—ジユッ=シャリ—アの「ニハ—ヤト•ハ—シヤ^=ル=ヒダ—ヤ J 礼拝の章参照)。 

八十 I 預言者の時代の上述のような記録は数百ぺ—ジに及んでいる。 


41 




八十11 預言者は、特に一般教育に関心を寄せていたと思われる。彼は常日ごろ、「神は私を教師(ム 
アツリム) として遣わされ た， T といっていた。 マデイ—ナに 着いた彼が最初に行なった ことは、モスクの 
建設であった。そしてその一部は学校にあてられた。これが有名なスッファで、夜間は寄宿舎として、日 
中は講堂として、 この 施設の利用を希望するすべての人々 の 便宜に供された。 

マッヵ人士からなる偶像崇拝の徒の軍隊がパドルで潰滅され、多数の捕虜が捕えられたヒジユラ暦二年 
に、預言者は読み書きの出来る捕虜は誰でも、十人の ムス リムの少年に読み書きを教えることで保釈金に 
代替されると命じている(イブン•ハン'ハルおよびイブン•サアド参照)。 

クルアーン(第二章二八二節)もまた、商業上の信用取引は、二人の証人が裏書きした文書記録によっ 
ての.み行ないうると規定している。これらならびに他の取決めは、ムスリムの間で読み書きできる者の数 
を急速に増加させるのに貢献した。 

預言者の教友たちが、彼らの最高指導者の宣言文の保存に、かつてない程の関心の昂まりを示したのは 
驚くにあたらない。誠実な新改宗者のすべてがそうであるように、彼らの献身と熱意はきわめつきのもの 
であった。以下に述べるのは、その典型的な例である T ** 

ウマルの報じて いると ころに よると、マデイ— ナに ill - 着した彼は、その地のムス リムと 義兄弟の契を結 
び、二人は交替で棗椰子の畑で働いた。これは預言者がマッヵからの避難民の社会復帰のために、有名な 
義兄弟の契を命じた頃の話である。ウマルが仕事に出る時には、彼の義兄弟は預言者の許を訪れ、夕方 tc 
なると 彼は預言者の許で見聞した事柄を逐ーウマルに報告した。ウマルも、自分の番には同じようにした。 
このようにして二人は、預言者の_で起ったこと、例えば新しい法律の発令、政治、防衛問題の検討等 
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に関する諸事実を、つねにおくれをとらずに知ることができたのである。 

預言者の生涯に関するハディースの編集については、以下に述べる出来事がその何たるかを物語ってく 
れるであろう。 

預言者の時代の編集活動 

八十三 アツ=ティルミズィ—は以下のように記している。ある助力者(マディーナのムスリム) 
がある時、自分の記憶力が悪いので、有益な説教をすぐに忘れて しまう と預言者にこぼした。すると預言 
者は、「お前の右手に助けをかりるがよい(つまり言葉を書き留めるがよいごと答えている。 

八十四 種々の記録(アッ=ティルミズィ I 、アブー•ダーゥード等)によれば、マッカ出身の若者 
アブドツ=ラーフ•イブン•アマル•イブヌ=ル==アースは、預言者が日頃口にした言葉をすべて書き留めて 
いた。しかしある時彼の仲間が、預言者も人間なのだから時には幸福で満ち足りているが、苛立ったり、 
腹を立てたりすることもあるだろうから、彼の言葉を何から何まで書き留めるのは望ましくないと非難し 
た。 

そこでアブドッ=ラーフは預言者のもとに赴き、彼の口にする言葉をすべて書き留めてもよいかと訊ね 
た。すると預言者は、それを快諾した。アブドッ=ラ—フがさらに念を押して、「貴方が倖せで満足してい 
る時でも、貴方が腹を立てている時でもよろしいでしょうか」と訊ねると、預言者は答えている。「もちろ 
ん、神にかけてよろしい。この口から出る言葉に嘘偽りは決してないのだから。」 

アブドッ H ラ！フは、自分の編集した伝承集を「サヒーファ •サー ディカ(真実の書)」と名づけている 0 
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この書は数世代にわたり、独立の労作として教え、かつ伝えられたが、のちにこれは、イブン•ハンバル 
やその他の人々により編纂された尨大な伝承集の中に組入れられた。 

アッ=ダーリミーとイブン•アブド==ル=ハカムの伝えるところによれば、このアブドッ==ラーフの弟 
子たちが彼の許に集った時、ある男が訊ねた。「口 —マとコン.スタンテイノープルのどちらの都市が、先にムス 
リムの手に陥るでしょうか。」アブドッ=ラーフは古い箱を持ってこさせ，中から一冊の本を取り出してし 
ばらく頁をめくって^り，次の一節を読み$た。「ある日われわれが、預言者の言葉を書き留めるため彼 
のまわりに座っていると、ある男が彼に訊ねた。『ローマとコンスタンテ イノ ーブルのうち、どちらが先に 
ムスリムの手に陥るでしょうか。』すると預言者は答えた。 f ヘラクレイオスの子孫たちの都市である 。 j j 
この叙述は、預言者の教友たちが、彼の生存中からすでに、彼の口にする言葉を書き留める習わしであっ 
たことを明らかにしている。 

八十五 アナスの場合は、さらに重要である。彼は僅か十才で読み書きができた、マデイーナでは稀 
な人物であり、敬虔な両親は、従者として仕えるよう預言者に彼を差し出した。アナスは預言者の死まで、 
従者として彼につき従ったのである。 

昼夜をわかたず預言者の傍にいた彼は、他の人々には不可能なこと、つまりいつも預言者と会い' 彼の 
言葉をいつも耳にする機会に恵まれていた。 r 書き留めるという手段で、学問を自らのものとせよ」という 
預言者の言葉を記録したのは、他ならぬこのアナスであった。 

はるか後になって、アナスの弟子の一人は、以下のように伝えている。もしわれわれが大勢で異なった 
意見を主張すると、アナスは記録を記した頁を開いてこういうのが常であった。「ここに預言者の言葉の数 
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々がある。これらは私が書き留め'さらに誤りがあったら訂正して貰うため、預言者の前で声を出して読み 
あげたものである。」この記述の重要性は、預言者の生存中に編 X 作業が行なわれたことばかりではなく、 
預言者自身による照合、確認がなされた事実を明らかにしてい KWg にある。ちなみにこの事実に関しては， 
多くの権威ある人々、例えばアッ=ラムフルムジ ー( ヒジュラ歴約三六〇年殁)、アル=ハキーム C 四〇五 
年殁)、アル=ハティーブ.アル=パグダ—ディー(四六三年殁)その他の偉大な伝承者たちが、上代か 
らの典拠によりながらこれを立証している。 

預言者の教友時代の編集 

八十六 預言者の殁後、彼の伝記をめぐる関心が高まったのは当然の成行きであった。教友たちは、 
自分たちが預言者について知っていた数々の逸話を、子供や身内の者のために残している。新しい改宗者 
はこの宗教の由来を熱心に知りたがったが、ハデイースを直接耳にした者の数は、彼らの死により、日に 
日に減少していった。このような状況が生き残った者たちに、彼らの記憶を保存するため、それまで以上 
の関心を高まらせる結果となったのである。 

かくして預言者の殁後、彼の教友の話をもとにして、尨大な量におよぶ預言者の言行録の編集がなされ 
たのである。これらの言行録が第一次資料によっていることはいうまでもない。 

八十七 預言者は、 アム ル •イブン •ハ ズムをイヱメンの 長官に任命した さい、アム ルが遂行すべき 
行政上の義務に関して、文書による訓令を与えている。 アム ルはこの文書を保管するのみでなく、預言者 
がジュハ イナ、 ジュザーム 、タイイ 、サキ ーフ 等.の諸部族に宛てて書いた二十一の文書の写しを入手して、 


45 



これらを公文書集成として編集した。ちなみにこの労作は、今なお現存している(イブン•トウ—ル—ン、 
「イアラームッ=サー イリー ン J 付録参照) 0 

八十八 ムスリムの r サヒ—フ」によると、ジャービル•イブン•アブドッ=ラーフは、マッカ巡礼 
に関する伝承を集めて小冊子を編んだといわれている。この中で彼は、預言者の最後の巡礼について述べ、 
さらにそのさい預言者が行なった有名な別れの説教をも記載している。 

またその他の記録は、ジャ ー ビルの弟子たちが暗誦するのを常としていた彼自身の r サヒーファ」の存 
在について言及している。おそらくこの書は、預言者の全般的な言行を収録したものであろぅ。 

八十九 預言者の教友、サムラ•イブン•ジュンダブとサアド•イブン•ウバーダもまた、彼らの子 
孫のために回顧録を編慕したと伝えられている。彼らについて言及しているイブン•ハジャルは、サムラ 
の著書は尨大なものであったと付け加えている。 

また預言者が他界した折にはまだごく幼なかったイブン•アッパースは、年上の教友たちから多くの事 
柄を学び、これらに基づいて龙大な著作を編んでいる。伝記作者たちは、「彼が死んだ時、駱駝に満載す 
るほどの著作を残した」と述べている。 

教友たちの間では最も偉大な法学者の一人であるイブン•マスウードもまた、ハディースの編集を行なっ 
ている。のちに彼の息子アブドッ=ラフマーンは、それを自分の友人たちにしばし M 瀝していた(アル H 
ハキ—ム、「アル=ムスタド ラク」 の イブ ン•マスウードの章参照)。 

九十 アル“ブハーリ—は、アブドッ B ラーフ•イブン•アビー•アウファ、アブー•バクラ、ア 
ル = ムギ ー ラ•イブン•シュアバたちが、文通に より ハディ ースを 教えていたと伝えている。彼らは預言 
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者について知りたい者に文書で回答していたのである。彼らはさらに、例えば役人や友人たちに、当時の 
諸問題に関する預言者の決定について、積極的に情報を提供している。 

九十 I 数多くの記録(例えばイブン•アブド=ル=パツルの「ジャーミウ•バヤーヌ=ル=イルム) 
に残されている以下のような報告は、さらに示唆的である。ある日アブー •フライラの弟子がいった。「貴 
方はかくかくのことを私に教えて下さいました。」明らかに年をとり、記憶力も薄れていたであろうアブ 
丨•フライラは、このハデイースを信じようとしなかった。しかし彼の弟子が、自分は彼自身からこれを 
学んだとさらに主張すると、こう答えている。「お前が私からそれを習ったとすれば、それは私の著作の 
中にある害だ。」それから彼は弟子の手をとって自分の家に案内し、「預言者のハデイースに関する多くの 
著書を彼に見せた。そして彼はついに問題の個所に関する記述を発見したのである。それから彼は声高に 
いった。「どうだ私はお前に、私から学んだとしたら必らず自分の著作の中にある筈だといっただろう。」 

この話の中で「多くの著書」という表現が用いられているのは、注目に価する。アブ—•フライラはヒ 
ジュラ暦五九年に他界しているが、彼は弟子の一人、ハンマ—ム•イブン•ムナツビフに、預言者に関 
する百三十八の伝承からなる小作品を口述(もしくは書き残)している。ヒジュラ暦一世紀の前半に書か 
れたこの著作も、現存しているのである。 

これによりわれわれは、後に編集された伝承集との対照が可能であり、同時に初期ムスリムたちのハ 
デイースに関する記録が、後代のために細心の注意を払って保存されてきたという事実をも確認しうるの 
である。 

九十ニ アツ n ザハビー(「タズキラト==ル n フツファ—ズ J ) は次のように報じている。カリフ、ア 
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ブ—•バクルは五百にのぼる伝承をのせた著作を編み、これを娘のア I イシャに手渡した。しかし翌朝彼 
はそれを娘からとりあげ、「私は自分が理解したことを書き留めたが、預言者が口にした^!葉と文字通り 
一致しない箇所がいくつかあるに相違ない」といって、廃棄してしまった。 

ウマルに関しては、マアマル•イブン•ラシ I ドを典拠として以下のことが明らかである。ウマルは力 
リフの地位にあった時、ハディースの編纂について預言者の教友たちと相談したが、彼らは皆この考えを 
支持した。しかしウマルはためらい続け、 まる 一月もの間神の導きと啓発を求めて神に祈った。結局この 
仕事に着手しないことを決めた彼は、こういっている。「昔の人々は、啓典を疎かにし、預言者たちの行 
ないだけに注目した。私は聖なるクルアーンと預言者のハディースとを混同する可能性をもたらしたくは 
ない〇」 

最近の研究により、ハディースの記録について証明する公式の報告によれば、五以上の預言者の教 
友たち がこれにあたっ ていたらしい。 ただし その詳細を ここで 論ずる ことは すまい。 

ハディース記録の禁止 

九十三 アブー•バクルとウマルに関する上述の逸話は、彼らが伝承の真の意味について説明してい 
る限りにおいて重要である。もしもハディースの記録が実際に一般的に禁止されたとすれば、預言者の教 
友の中でも主だったこの二人が、それを編集するということすら思いつかなかったであろう。そして彼ら 
がハディースを記録するという考えを放棄するにあたっては、この考えに賛成した人々をいいふくめるた 
めに彼らは、預言者自らが禁じているという以外の理由を見出しえなかったであろう。 
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われわれの知る限りでは、預言者がクル アー ン以外に何も記録してはならないと命じたと伝えている報 
告者は、アブー •サイード•アル =フ ドリ ー、 ザイド•イブン .•サ ービト、アブー •フライ'7 だけで ある。 
預言者のこの指示については、どのような機会に、どのような文脈の中でいわれたか不明である。 

アブー.サイ~ド•アル=フドリーとザイド•ィブン.サービトは、預言者の教友の中では年若い方で 
あったという事実に留意すべきであろう。ヒジユラ暦五年に彼らは、十五才そこそこであった。そこで彼 
らがいかに聡明であったにせよ、預言者が遷都した当初の数年間、彼らに自分の言葉の記録を禁止したこ 
とは、理解しえぬ訳ではない。 

アブ— •フライラについては、 彼自身「ハディ—スに関する多くの著書」を編んで いると すでに述べた。 
彼がきわめて敬虔であり、厳正、厳格であった点は歴史上よく知られている。したがってこのような人格 
の持主が、のちに預言者自身の禁止の解除を聞かずに、預言者の明瞭な禁止令を破るなどということは考 
えられない。アブ— •フライ ラは、ヒジユ ラ 暦七年にイ X メンからやってきて、イスラームに帰依した。 
改宗当初預言者は、彼にク)|/アーンの記録のみを命じ、そして彼がクルア|ンを会得し、聖典とハディー 
スの区別が可能になった後には' ハディースの記録を禁止する理由がなくなったと見ることができよう。 

イブン.アツパースもまた、預言者とは関わりなくあくまでも個人的意見として、ハディ—スが記録の 
かたちで編まれるべきでないといったと伝えられている事実は、重要である。ただし彼は、上述したよう 
に、ハディ—スの記録を委ねられた預言者の教友たちの、誰よりも多くのハディースを記録しているので 
ある。 

これらの人々は、その敬虔さ、預言者の指示を良心的に遵守する点で知られていた。それにもかかわら 
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ず、彼らの言葉と行為の間に矛盾があることは、ハディ ー ス記録の禁止令が、上述の話の中でわれわれに 
まで伝わらなかったある文脈をもち、さらにその禁止令に関しては、それが限られた範囲のものであると 
いう推論を支持するものである.°したがってわれわれは、預言者の相矛盾する命令を二つとも拒けるので 
はなく、双方の相違を調和させるよう努めなければならない。 

九十四 ここでこの問題に関する可能な説明を、三つあげてみよう。 

(一) 禁止令は' おそらく個人的なものであったに相違ない。これは新たに筆記術を覚えた者たち、あ 
るいは新たにイスラームに帰依した者で、クルアーンとハディースの区別がほとんどできぬ者を対象とし 
ていた。この禁止令は、彼らが充分な素養をつけたのちには破棄されている(例えばアブー•フラィラは 
イエメン出身である。おそらく彼は、マッカ、のちにマディーナで一般的に用いられていたいわゆるアラ 
ビア文字でなく、ムスナ K 文字あるいはヒムヤル文字に通じていたものと思われる)。 

(二) この禁止令は、クル T — ンの原文と注釈との混同をいかに些細なものであれ避けるために、ク11/ 
ア—ンが書かれている紙には、ハディースの記録を避ける という だけの’意図しかなかった、 とも 考えられ 
る。これについては、アブー•サイ—ド•アル=フドリーが以下のような示唆的な情報を残している。「ハ 
ディ—ス記録のこの特別な方法にたいしてなされたウマルの公式的な禁止令をわれわれは知っている。」 

(三) これは預言者の特別な話、例えばィスラームの蠢、その偉大な精神的、政治的征服に関する彼 
の予言にたいする禁令であった、とも考えられる。つまり宿命論がある種の人々に努力の精神を放棄させ 
ぬよう に、 という 配慮に基づく禁止ではなかったかと いう ことである。 

九十五 他にも説明を挙げることが可能であるが、さしあたり以上の三点で充分であろう。 
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後の世紀 

九十六 ハディ—スの編纂が始められた当初は、個々の教友が自分自身の記憶を書き留めたので、そ 
れは短く個人的なものであった。 

次の世代では学生たちが一人だけではなく多くの師の講義に出席したため、出所の相違を注意深く書き 
留めながら、種々の記憶をとりまとめ大きな著作を編むことが可能になった。 

数世代ものちになると、預言者の教友のあらゆる記憶が蒐集され、さらにのちにはこれらの伝承を主題 
別に分類し、それを法解釈ならびに他の諸学問に適用する試みがなされたのである。クルア—ンと同様に 
すべてのハディースは暗記すべきものとされ、記憶の補助として書かれたテクストが用いられた。資格と 
権威を兼ね備えた師から学ぶということも、また必須条件であった。 

ハディ—スにたいする細心の注意と、その保存のためにとられた上述のような三つの方法は、若干の人 
人により厳格に守られたが、皆が皆そうとは限らなかった。したがってそれぞれの師により信憑性には相 
違がある。 

九十七 預言者の殁後間もなくハディースの記録者たちは、問題とされる知識の本源として預言者の 
名を伝えるばかりではなく、その知識がどのような経路をへて得られたかについても記述するのを常とし 
た。 

例えばアル=ブハーリーは以下のように書いているのである。「私の師イブ y • ハンバルはいった。私は 
私の師アブドッ=ラッザ—クがこういうのを聞いた。私の師マアマル.イブン.ラシードが私に語った。 

私は私の師ハンマーム•イブ V . ムナッビフが私にこういうのを聞いた。私の師アブー •フライラが私に si 



こういった。『預言者が、かくかくしかじかであるというのを私は聞いた。 JJ 要するに預言者に関する片言 
隻語にいたるまで、上述のように連綿とつづく徹底的な参照の鎖が示されているのである。 

このような参照はアル=ブハ—リーの「サヒーフ J に限らず、イブン•ハンバルの「ムスナド」、アブ 
ドッ=ラッザ—クの「ムサンナフ/マアマルの r ジャーミウ J 、 預言者の教友アブ— •フライラがハン.マ 
丨ムに書き取らせた r サヒーファ」においてもなされているのである。幸いにも現在われわれに残されて 
いるこれらの著作中の参照の鎖は、いささかの異同もない。 

このような一連の信頼にたる典拠の存在を前にしては、例えばアル=ブハ—リ—が話を捏造しそれを預 
言*!のものとしたといった中傷はあたるまい。彼が勝手に一連の伝承者の名前を捏造したとか、民間伝承 
あるいは当時巷間で語られていた話を蒐集したものにすぎず、それを預言者の言葉としたものだといった 
類の意見は、馬鹿げた阪定、下心ある誹謗にしかすぎない。 

結論 

九十八イスラームの宗教的教義が初期から現代まで保持されてきたのは正しい保存のための三つの方 
法、つまり暗記、資格ある師の許での記録、学習によっている。そのさい一々の方法は他を補強し、報告 
の総体を三重に確実なものとしているのである。 

このことはクルアーンと同様、預言者の言行、ならびに教友たちの行為にたいする彼の暗黙の承認に関 
する、教友たちの記憶からなるハデイースにも妥当する。同時に宗教の創始者として、預言者ムハンマド 
が多大な成功を収めた事実が想起されるであろう。事実彼は、ヒジュラ暦一〇年に巡礼のためマッヵを訪 
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第二章イスラームの根本的教義の維持 


た約十四万のムスリムが集ぅアラファ—卜(マッカ)で、説教を行なっているのである(ここにはこの年 
マッカに来なかったムスリムの数は含まれていない)。 

預言者の教友であった伝記作者たちは、預言者の生活について少なくとも一つの話を伝えている彼の教 
友の数は、十万を超えていると主張している。伝承には繰り返しが多いが、同じ出来事を繰り返し述べて 
いる典拠の多様性は、記録の信憑性をいやますものといえよぅ。 . 

イスラームの預言者の生涯に関するハディースは、(重複するものを除いて)全部で一万あり、これら一 
万のハディースは、精神的な問題、世俗的な事柄について弟子たちに与えた指示をも含めて、彼の生涯の 
あらゆる側面に及んでいる。 
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第三章人生に対するイスラームの概念 


第三章人生に関するイスラームの概念 


任意の社会、国民、あるいは文明の活力は、そこに育くまれ、.実行に移される人生哲学に大部_存し 
ている。人間は本来まずは自分自身の個人的な利益、ついで近親者たちの利益以外について考えようとは 
しないものである。ただしいかなる時代にも、特に他よりも傑出した人間の集団が存在するのである。過 
去の数多くの文明 —— 現在われわれは新しい文明の夜明けにいるといえようが——の特徴と特殊性を考察 
してみると、たとえある集団がある時代の文明の担い手として有名になったとしても、このことは同時代 
の他の集団すベてが、未開 CD ' 生活の段階にあることを必ずしも意味しないと気付くであろう。 

文明の発展段階においてはむしろ、一つの集団は他より相対的に卓越しているといえるばかりなのであ 
る。例えば 7 X ニキア人が歴史の舞台に登場し、輝やかしい文明を築きあげたさいにも、同時代のいくつ 
かの他の国民が、適当な活動の場と機会に恵まれこそしなかったが、.ほぼ同じ程度文明化されていたとも 
考えられるのである。 

アラブ.ィスラーム時代には' ギリシャ人、ロー々人、中国人、ィンド人等が文明人としての特徴をす 
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ベて備えていたにもかかわらず、その時代の文明の旗手として高みに立つことはなかった。 

現在においても、アメリカ人やロシヤ人が、彼らの核保有力その他の点で指導的立場を誇っているとは 
いえ、イギリス人、中国人、フランス人、ドイツ人がすぐ後に続いている。同時にある国民はこのような 
発展を見せているにもかかわらず、二十世紀後半の現在においてすら、地球上のある部分では、！* M 上食 
人種とはいわぬまでも、いまだに未開の状^にある人間もいる。 

-60 ここで当然、なぜある国民が急速に発展し、他の発展が緩慢なのかという疑問が生じてくる。 
ギリシャ人が輝かしい文明を誇っていた時代に、 西ョ！ ロッパが未開の状態にあったのはなぜであろうか。 
アラブが隆盛をきわめていた時に、なぜロシアは一般に未閧の状態にとり残されていたのか。 

同様の疑問は、さまざまな時代のさまざまな国々について提起されるであろう。これはごく単純に機会、 
状況にのみ帰せられる問題であろうか。それとも何人かの秀でた個性と高邁な人格の持主が、たまたまあ 
る人間集団に生れ、他の集団にはその幸運が訪れなかったという事実によるものであろうか。 

これについては、ある集団の成長を助け、他を阻害し、時には絶滅に導く、幾多の複雑な諸原因による 
より複合的な説明も可能であろう。 

1〇 I 問題はこれにのみとどまらない。ある一時的な隆盛のうち、ある国民は半未開の状態とはい 
わぬまでも、なぜ以前とは異なり暗黒の時代に後退するのであろうか。 

1011 ここで、現代の イスラ I ムとの関連において、これらの問題を探究し、出来ればそれが現在 
存続しうる可能性につい i じてみることにしよう。 

I 〇三 イブン•ハルドゥーンの説を信ずるならば、生物学的要素がもっとも主要な原因となる。一 
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世代の終りには、民族はその活力を完全に消耗しきってしまい、若返りを目指すためには、 I 族の中で少 
なくとも支配的立場にある男性の交替が必要である。この民族理論は、よしんば学問的誇張にすぎぬとみ 
なされるにせよ、民族的単位の文明、および改案を許容しない宗教に妥当する。 

幸いにしてイスラームは、このような周期的退廃の例には該当しない。なぜならイスラームの信者はあ 
らゆる人種を網羅しており、イスラームは世界のあらゆる場所で、大なり小なり発展しつづけているのだ 
から。さらにイスラームはその共同体内で、人種的偏見をほとんど完全に払拭しており、その指導者、旗 
手としていかなる人種に属する者をも躊躇なく受け入れるという、周知の特徵を持っているのである。 
クルアーンが命じている組織的な奴隸の解放は、さらに一つの栄誉ある例証といえよう。 IWK 歴史をふ 

り返ってみれば、新たに解放された奴隸を支配者と仰ぐ王朝がいくつも存在しているのである。 

念 

概 一〇四 ある文明の興亡は、一にその基本的な教えの質の如何にかかっている。もしもその文明が、 

ム成員に現世の否認を求めるならば、精神的には確かに偉大な発展を遂げるであろうが、人間の他の構成要 
ラ素、つまり肉体、知力等はその自然の務めを果すことが許されず、その開花を待たずして死に絶えてしま 

ス 

イうであろケ〇 

^ 他方もしある文明が、人生の物質的側面のみを重視するならば、人間はこの面では偉大な進歩を遂げて 

にも、也の側面を犠牲にしてしまうであろう。このような文明は、ブーメランが自らを殺す結果を招くよう 
生 

人に、結局は絶滅することになる。なぜなら物質主義は、しばしば利己主義を生み、他人の権利を尊重する 

章態度を欠き、ひいては報復の機会を狙う敵を作りだすものなのだから。その結果は殺し合いということに 

三 

第なる。 
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二人の山賊の話は余りにも有名である。彼らはある日獲物を手に入れた。彼らの一人は町に食料品を買 
いに出かけ、もう一人は食事を用意するための薪を集めねばならなかった。しかし二人は心の中で相手を 
のけ者にし、不法に入手した獲物を独占しようとひそかに企んでいたのである。そして買物に出かけた男 
は食料に毒を盛り、他方彼を待ち伏せていた仲間は、町から帰ってきた彼を殺してしまった。しかしこの 
男もその食料を口にして毒にあたり、あの世への道連れとなった。 

一〇五 ある文明の教えが、発展と環境への適合性に相応しい内在的能力をもっていない場合、その 
文明は他の欠陥をかかえているといえよう。その教えが特定の時代、特定の環境にとっていかに好ましい 
ものであったにせよ' それは他の時代、他の環境にとっても同じであるとはいえない。後代の人々がこの 
ような教えに魅惑されるとすれば、それは明らかに致命的な誤ちとなるであろう。 

ごくありきたりの例がこの点を説明してくれる。電灯などというものがなく、宗教的儀礼を主催する機 
関にきちんとした収入もない場合、夜人々が訪れる宗教的な場所に*燭をともすことは敬虔な行為であった。 
悔悛者の敬虔な行為こそ、それ以外には容易に償いえ 4' いような神にたいする' または人にたいする罪を 
払拭し、相殺するものであるということに反対する理由は何一つない。 

しかしすでに煌々と電灯が輝いている場所に埋燭をともすのは、消費以外の何ものでもないといえない 
であろうか。以下にこのような状況におけるイスラームについて検討してみよう。 

イスラームのイデオロギ I 

一〇 六 イスラ ー ムのモットーは、クルアーン(第こ章|〇 j 節)中の言葉、「現世における幸福と 
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第三章人生に対する イスラームの概念 


来世における幸福」に要約されている。 

イスラームは確かに、超精神主義者(現世のあらゆる事柄を否定し、自らに難行苦行の義務を課 XA ) 
や超物質主義者(他人の権利を信じない人々 V のいずれをも満足させることができない。ただし中道を歩 
み、人間として全体的に調和のとれた均衡を創造しながら、肉体と精神を同時に向上させようと努める圧 
倒的多数の人々に、実践可能な教えである。 

ィスラ—ムは、人間を構成しているこれら二つの要素の重要性、その不可分性を強く主張しており 、I 
方のために他が犠牲となってはならないとしている。ィスラームは精神面での義務と実践を規定している 
が、これは物質面での利益も含んでいるのである。 

またィスラ—ムは現世的に有利な行為を認めているが、これはその行為がいかに精神的満足の源たりう 
るかを示しているといえる。以下に述べる例証が' この点を明確にするであろう。 

IO 七 精神的実践の目的が、必然的存在者(ザ—卜•ヮ—ジブ：=ル：=ゥジュ—ド)、われらの創造 
者、われらの主に一層近づき' 主の恩恵をかちえようという試みにある点に異存はないであろう。それゆ 
え人間は神の目で見、神の言葉で語り、神の意志で意欲するために、クルアーン(第二章 I 三八節)が命 
じているように、 r 自らを神の色で染め」ようと試みるのである。要するにハディ—スが述べているよう 
に、ささやかな人間の能力 fc 応じて完全に神の意志に従い、神を模倣しようとさえ企てるのである。 

信者はクルアーンが定めた時期に断食をしなければならない。これは神の命令なのである。主の命令に 
従うことは、それ自体敬虔さに他ならない。しかし断食はさらに、肉体を弱めこそすれ、物質的欲求を抑 
えることにより、魂を堅固なものにしているのである。信者は精神的な昂揚をおぼえ、神がわれわれのた 
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めに為された恩恵に思いをいたし、その他数々の _ 的利益をかちとることになる。 

また断食は、物質面でも利益をもたらすものなのである。空腹や喉の渴きを覚える時に人間は、内分泌 
腺から種々の酸を分泌して胃の中の細菌を殺す。また危機に直面したさいにも欠乏に耐え通常の務めを滞 
りなく遂行する力を涵養することもできる。もしも信者が物質的な目的のためだけに断食を行なうならば、 
そこには精神的な価値は少しもないが、神の御心に叶うよう断食をするならば、物質面の諸利益も決して 
失なわれないのである。 

これ以上細かな議論に立ち入ることはしないが、ィスラームのその他の精神的行為、実践は、すべて同 
様に精神的、肉体的両面の効用を兼ね備えている。個人的、集団的礼拝、神の家に巡礼するさいの自己否 
定、貧者にたいする慈善行為、最低限の義務以外の宗教的、精神的実践のすべてについてこれが妥当す 
るのである。信者がもっばら神のためにある行ないをすれば、そこには物質的利益を少しも損なうことな 
く、精神的利益がえられるという二つの利点があるといえよう。 

これに反してひとがそれと同じことを、物質的目的のためだけに行なったとすると、彼は自分の目的を 
達しえたとしても、精神的利益を完全に失なってしまうのである。ここで預言者の有名な言葉を想起する 
必要があるだろう。「まことに行為とは、もっばら動機、意図にもとづくもの。」 

一〇八 ここで税金、戦争といっ完全に世俗的な事柄について言及することにしよう。人々は政府 
に税金を支払うが、ィスラ—ムがそ？>(1を信仰(告白)、礼拝、断食、巡礼と同様に重要な信仰の五つの基 
本的な要素の一つに数えあげているのは、驚くにあたらない。 

これが持つ意味はきわめて深いのである。信者は精神的なものと世俗的なものを一身に統合しており、 
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第三章人生に対するイスラームの概念 


彼が税金を支払うのは強制的な割当て、社会的義務としてではなく、もっばら神のために行なう行為なの 
である。そしてこの税金支払いの義務が神聖なものとして精神的に理解され、何ごとも隠しだてしえぬ神、 
われわれを来世において蘇生させ、現世での行為の評価を下し給う神にたいする義務である点が理解され 
れば、信者たる者がこの義務を遂行するにあたりいかに細心の注意を払うかは、容易に理解されるのであ 
る。 

同様に ィスラ— ムにおいては、神のために戦う以外戦争は禁じられている。このような戦士がより一層 
人間的であり、生命の危険を賭してまで世俗的な利益を求めはしない点は、推察に難くあるまい。現世的 
な義務を精神化するにあたりィスラームの意図するものは、人間の精神面の強化であり、これにより人間 
は物質的利益の追求から遠ざかり、もっぱら神の意に叶うよう努めるようになる。 

偉大な神秘主義者アル=ガザ—リ—の次のような言葉も、決して誇張ではない。「ひとがもし虚飾のため 
に礼拝や断食を行なうならば、それは多神教徒のすることであり、自分自身を崇めているのであって万能 
の神を崇めているのではない。これに反してたんに肉欲のためではなく、神により課された務めを遂行す 
るために妻と生活を共にするならば、それは敬虔な、信仰にかなった行為であり、神の御心にかない、そ 
の良き i に相応しいのである 。 J 

注1クルア—ン固有の用法によれば、ザ ヵ！ 卜と いう 言葉は喜捨を意味するものではない。それは農産物、採取 
された鉱物、商品、飼育された動物に課せられる税であり、これらの税が一括してザヵートと呼ばれる。その用途に 
ついてはクルアーン第九章六〇節に記されている。その詳細は後の第'参照のこと。 
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一〇九 このように人生のすべてを一つとみなす態度の当然の§としては、クルアーンがしばしば 
繰り返す「信じかつ善行をなせ」、という二重の公式があげられる。 

実践、実行の伴なわぬ信仰告白には、さしたる価値がないのである。イスラ—ムは両者をともに重要視 
している。神にたいする信仰を伴なわぬ善行も、確かに社会的な観点からすれば、悪行を行なうより好ま 
しいものである。ただし精神的な観点から見れば、信仰を欠いた善行は、来世における救済をもたらすも 
のとはいえない。 

I 1〇 しかし善行と悪行はいかにして区別されるであろうか。まず初めにその基準となりうるのは 
天啓の法であるといえるが、結局個人の判断の根拠たりうるのは良心である。 

問題が生じた場合、個人的に可能な場合はイスラーム法の原典を参照し、必要な場合には学識経験者の 
助言をまつことができる。ただし法学者は、自分に提供された事実のみをもとにして解答を与えるだけで 
ある。もしも意識的に、あるいはそれ以外の理由で具体的な事実が隠された場合、それによりもたらされ 
る不正を法そのものに帰することはできない。 

ここで預言者がある時述べた、魅力的な言葉を想起しよう。 r 人々よ、私のもとに持ちこまれた訴えに 
たいして、私は与えられた wk をもとに決裁しているが、もしも、情報が充分でなければ、不正な者にた 
いして有利な判決を下してしまうこともあろう。だがそのような者には、私が地獄の劫火を用意している 
ことを知らせてやる必要がある。」またイスラーム法の原理を、次のように強調している。「たとえ裁判 
官がお前を法的に正しいとしても、結局は自分の良心に従うべきである。」(イブン•ハンバルとアッ=ダ 
丨リミー により伝えられた伝承による。) 
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ろか、信者たる者は神の創造にあずかった才能、能力を充分に活用し、可能なかぎりのものを手に入れ、 
余沢がある場合には困窮者に分け与えるべきなのである。預言者は明言している。「身内の者が他人に施 
しを求めることのないように、彼らを裕福にしておいた方がよい。」 

ィスラ ームは信者にたいして厳しい日々の務めを課しているが、特別な難行苦行をなし、故意に貧困に 
耐えよとはいっていない。むしろクルア—ンは、そのような態度をとる者を強くいましめているのである。 

r 言ってやるがよい、 r アッラ—がせっかく下僕らに授けられた美しい飾りを禁止したり、おいしい食 
ベものを禁じたのは誰だ。 j 言ってやるがよい、 r こういうものは、復活の日に現世で信仰深かった人々の 
専有になるがよい。 j このようにわれらは、ものの分った人々にいろいろな神兆を説き聞かせている。」 

(第七章三二節) 

聖法は次のようなことを認めている。故意に自分自身のためにものを拒否することは、必ずしも敬虔な 
行為とはいえない。それは法が禁じたものを避けるのと同じではないのだから。 

神にたいする信仰 

I I 三 人間はつねに、神に依存するため、自らの創造主を知ろうと求めるように思われる。さまざ 
まな時代、異なった文明における最良の宗教的指導者たちは、この目的のために、ある種の行為の基準を 
作りあげてきた。 

原始時代の人々は、神の力と恩恵の現れを崇めたたえ、それによって神の意に叶おうと企てた。またあ 
る人々は二つの神、つまり善の神と悪の神を信じたが、彼らは二つの神の間に内輪の争いをもたらすよう 
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III 他人を一切無視して自分自身のことはかりを考慮するのは人間的な態度ではなく、動物的な 
ものである。自分の必要が満たされてから他人の問題を考えるという態度はごく自然であり、当然許容さ 
れる。 

しかしクルア—ンは、 r たとえ窮乏していても、自分より他人を先んじて考える」(第五九章九節)人々 
を高く称讚している。もちろんこれはその方が望ましいという意味であって、一般の人々に課せられた 
義務ではない。したがってこれを守らないとしても犯罪者、罪ある者とはみなされない0 

またこの種の行為を推奨したものに、次のような有名な預言者の言葉がある。「他人のために善行をな 
す者は、最も良きともがらである。」 

I |二 「なんじ CD '- 主の恩恵をのべ伝えよ」(第九三章一一節)といわれているように、クルアーン 
の中にある教えはィスラ—ムの特徴的な側面といえる。預言者の次の言葉は、これをきわめて印象的に表 
現している。「神は自らの創造物である人間に、自分の恩恵の跡を認めることを好まれる。」 

ある時一人の預言者の教友が、裕福な暮しにもかかわらず、見すぼらしい身なりをして預言者の前にや 
ってきた。預言者がその理由を訊ねると、彼は自分自身より貧しい者の方が大切であり、それゆえ貧しい 
からではなく、敬神の念からこのようなみじめな服装をしていると答えた。預言者はそのような行為を許 
さず、自己犠牲の限界を設けて次のようにいっている(アブ—•ダーゥード参照)。「神が充分な収入を与 
えられた場合には、神の恩恵の跡を自らの上に示さなければならぬ。」またクルアーンは、さらに付け加 
えている。「……そしてこの世におけるなんじの役割を忘れてはならぬ」(第二八章七七節)。 

ィスラ— ムは、自ら労働にたずさわらず、他人の寄生虫的存在となるような者を容認しない。それどこ 
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第三章人生に対する イスラームの概念 


な差別の論理的な帰結を見落していた。また他の人々は神を神秘のヴ i — ルに包みかくしてしまい、その 
固有の存在さえも神秘化してしまった。 

他方では、自分たちの神学上の概念を偶像崇拝や多神論と区別できなくしてしまうような象徴、経文、 
儀礼の必要を強く感じている人々もいたのである。 

I I 四 この面において、イスラームは際立った特異性をもっている。イスラームは神の絶対的な唯 
I 性を信じ、(原始宗教や偶像崇拝の遺物と見なされるような)画像、象徴を I 切認めない、固有の礼拝 
の作法を規定している。 

イスラームにおいては、神は超越的、非物質的で、いかなる肉体的知覚をも超えたもの(「視覚をもっ 
てしては神を認めることができない。」クルアーン第六章10三節参照)であるばかりでなく、宇宙にお 
ける内在者、遍在者、全能者なのである。 

人間とその創造者との関係は直接的、個人的なものであり、なんらの中間的存在をも必要としない。多 
くの預言者のような最も徳の高い聖人たちも、たんなる導き手であり、使徒であるにすぎない。最終的に 
撰択を行ない、直接に神にたいして責任をもつものは、あくまでも個人なのである。， 

I I 五 かくしてイスラームが、個人の人格の開発を追求していることは明らかであろう。イスラー. 
ムは、人間が善悪の両方を持つ者であると認めている。ただし原罪のような考えは、妥当性を欠くものと 
して容認されていない。アダムがたとえ罪を犯したとしても、これは彼の子孫に責任を生じさせるもので 
はなく、人間は各自、自分自身の行為にのみ責任をもつばかりなのである。 

1 I 六 個人はそれぞれ弱点をもち' 神あるいは仲間の者にたいして罪を犯すことがある。それぞれ 
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の罪には、原則としてそれに相応しい責任(罰)があるが、 イスラ— ムは悔い改めと、罪の補償を基礎と 
する免罪の可能性を認めている。 

仲間にたいする罪は可能なかぎり補償さるべきであり、犠牲者は代償を求めずに許すか、取りあげられ 
たものを取り返したり、他と交換するといった何らかの方法で、許しを与えるべきなのである。 

他方神にたいする罪の場合、人間は主から相応の罰をうけるか、仁慈あふれる赦しを受けるかのいずれ 
かである。 イスラー ムは悔い改めた罪人に赦しを与えるために、神がまず無実な人間を罰する必要性を認 
めていない。このような罪に価しない者にたいする懲罰は、神の不正を根拠づけるものに他なるまい。 

社会 

I I 七 イスラー ムは個人の人格の開発を追究するばかりでなく、同時に社会的な集団生活の発展を 
も意図している。これは宗教的、世俗的両面における諸規定の中に認められるであろう。 

したがって礼拝は、原則として集団的なものである( I 日五回の礼拝に関しては、必要に応じて若干の 
例外もあるが、週に一度、また年中行事における礼拝には例外は認められていない)。世界各地から信者 
たちが一力所に集まる巡礼は、この一層明らかな実例であろう。断食の集団的な側面は' 世界中の信者た 
ちが 同じ月に 一せ いに これを とり 行なう事実に明らかである。 

ヵリフを首長にいただく必要性' 集団的な必要のために喜捨を支払う義務等は、すべて同一の目的のた 
めにあることを証明している。集団、社会には、人間が個人的にもちえない力がある点はいうまでもない 
のである。 
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1 I 八 神自らがもっとも良く知りたまう理由によって' 神は異なった人々にそれぞれ異なった才能 
を授けている。同じ両親から生れた二人の子供、同じ教室で学ぶ二人の学生が、つねに同じ素質、能力を 
もっているとは限らない。またすベての土地が一律に肥沃なわけではなく、気候も異なり、同じ種類の二 
本の木が、等量、等質のものを生産するとは限らない。それぞれの存在、一つの存在の各部分はみなその 
特殊性を備えているのである。 

このような自然現象の特殊性にもとづき、 ィスラー ムは I 方で基本的な平等性を認めると同時に、他方 
では ある 種のものが他に優越するのを認めて いる。 

万物は同じ主の創造にかかるものであるが、神の高い評価をかちうるために必要なのは物質的な優越性 
ではなく、個人の偉大さの基準となるのは敬神の念だけなのである。 とりわけ 現世における生はきわめて 
果敢ないものであり、当然人間と動物の行為には、確たる相違がなければならない。 

国家 

_ I 九 ィスラ—ムが連帯の基本的な要素として親族、血縁関係といった狭い条件を認めないのは、 
実にこのような意味合いからなのである。親族関係' 同郷者間の袢は' 疑いもなく自然なものである。し 
かし人類の関心は、他の同様な集団にたいするある種の寛容を要求している。 

世界各地で入手しうる天然資源の量は一定でなく、したがって世界はたがいに依存関係にある。「自ら 
生き、他をも生かしめる」ということは不可避である。さもない場合には、■はてしない相互復簪がくり返 
され、すべてが破壊されてしまうであろう。言語、人種、皮虜の色、あるい ii 出生地で定められる国家と 
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いった単位は、あまりにも原始的である。それは一種の宿命、袋小路であり、個人の撰択の余地がないも 
のなのだから。 

イスラ—ムの考え方はより進歩的であり、個人の撰択のみに基礎をおいている。なぜならイスラ—ムは、 
人種、言語、居住地の相違を無視して、同 I のィデォロギ I を信ずるすべての者の統一を呼びかけている 
のだから。他の集団を皆殺しにしたり、従属させたりするような手段を除外した場合、唯一の統一の可能 
性は同化しかない。同じイデオロギーを信ずる以外に、この種の同化をよりよく果しうる手段はどこにあ 
るであろうか。 

繰り返して述べるが、イスラームのイデ オロ ギーは肉体的、精神的要求の統合である。さらにそれは寛 
容の精神を説いている。イスラ—ムは、神がさまざまな時代、さまざまな国民に多くの使徒を遣したと主 
張している。イスラ ー ムそのものは、多くの預言者に より 繰り返し説かれてきた神の不滅の教えを更新し、 
復活させる機能以外のものをなにも求めてはいないのである。それは信仰の問題に関するあらゆる強制を 
禁じている。また到底信じがたいように思われるかもしれないが、それはイスラーム国家内に居住する非 
ィスラーム教徒にも自治権を与えねばならない、という義務を自らに課しているのである。 

クルア—ン 、ハディー スなら びに すべて ©• 時代の ィスラ ームの慣習は、非 ムスリムが 彼ら自身の法律を 
もつべきであると説いている。彼らは宗教的、社会的のいかんを問わず、ムス リム 側の権利の千渉を受け 
ずに、自分たちの裁判官による裁判所の裁定を享受しうるのである。 

経済的な展望 
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I 二〇 さらに経済問題の社会的重要性が強調されねばならぬ点は' いうまでもない。 クル アーンは第 
四章五節を、物質的なもの こそ 人類生存の手段であると述べているが、これは決して誇張ではあるまい。も 
しも人間が他をないがしろにして自分自身のことしか考えないとすれば、社会はますます危険にさらされ 
てしまうであろう。なぜならば人間社会は、つねに少数の金持と多くの貧乏人に分れているのだから。'そ 
こで生存©ための闘争が生じた場合' 結局飢えた多数の者が少数の富裕な者を減してしまう。人間は種々 
の欠乏に耐えることができるが、食糧だけはその限りではない。 

この問題に関するィスラ—ムの考え方«、すで! C 周知のものである。ィスラームは国民の富の再分配と 
循環の問題に真向うから取組んでいる。したがって貧者は納税の義務を免れ、富裕な者が困窮者のために 
納税を行なうのである。 

この他にも種々の法があり、遺産の分配を義務づけ、貸付金に利子を取ることを禁じて少数者の手に富 
が蓄積されるのを避け、近親者の債務引継ぎを禁ずるばかりでなく、貧困者を主体とした要救済者に国家 
の歳入を分配する意図をもつ、国費の使用規定も定められている。 

この原理をよく観察してみると、上記の目的を達成するためにそれぞれの地域、時代、環境に応じて異 
なった手段、方法が認められているのである。商業活動の自由競争も、それが経済的弱者を著しく摔取し 
たり、破滅に導かぬかぎり許されている。 

また種々の状況、統計的な経済発展のために必要な場合、全体的計画も同様に認められている。要する 
に物品、 エネ ルギ—の消耗は避くべきものとされ、時代の要請に対応した上記のような手段が採用されう 
るのである。 
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自由意志と宿命 

I 111 以上の考察は、われわれを自由意志に関する哲学的問題に導く。この永遠のジレンマは、論 
理だけでは決して解決しえぬものであろう。なぜなら' もしも 人間があらゆる行為に関して自由意志を享 
受しうるとすれば、 そこに 神の全能の力が介入する余地がなくなって しまうことになる 。同様に、 もしも 
神がすべてを決定しているならば、人間は何ゆえに自らの行為の責任をとらねばならぬであろうか。 

預言者ムハンマドは、彼の信奉者たちにこの問題、すなわち「お前たちの先人の多くを迷わせてきた J 
問題を議論しないよう、強く奨めている(イブン•ハンパル、テイルミズイー等が報じている)。彼は二 
つの問題、つまり神の全能と人間の責任をはっきりと区別しているのである。 

愛には論理は存在せず、ムスリムは創造者を愛するばかりである。ムスリムは神が完全性を欠いた 
性質の持主だと信ずることができず、神は全智、全能であるばかりでなく、最高に正しく、慈悲深いお方 
だと確信している。イスラームは' 神の属性である天上の事柄と人間的な世俗の事柄を区別し、忠実な信 
者の行為の重要性を主張している。そして神の意志は測り知れぬものなので、最初の失敗に絶望すること 
なく、目的を表現するか、それを達成するのが完全に不可能になるまで、何度も繰り返し努力するのが人 
間の務めな のである。 

イスラ— ムの宿命観は、 この 後者をとって人間に慰めを与えて いる。 すなわち宿命は神の意志であって 
現世における成功や失敗は、永遠の救済という観点からすればなんの重要性ももっていない。この問題に 
関しては、神は意志と努力に応じて裁量するのであり、実現の度合、成功は基準とならないのである。 

I ニニ クルァ—ン(とりわけ第五 三 章三六1四二節)によれば、神は数々の彼の預言者たちに以下 
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のような真理を替不しつづけている。 

「一体ムーサ ー( モーゼ)の書の中にある話を聞かされたこともないのか。，それからイブラーヒーム C ア 
ブラハム)が充分に務めを果した話を。自分でも荷物を背負っている者が他人の荷物まで背負わされるこ 
とはないと。人間はそれぞれ自分の努めた分だけが点になると。努めてしただけのことは必ず認められ、 
やがて充分な報酬がいただけると。それから誰もが行きつく先は主のみもとだということも。」 

もし人間が、自分の犯したさまざまな罪に関して全能の神にたいし責任があると考えないならば、彼は 
自分の善行にたいして報酬を期待できないであろう。その場合善行もまた予め決定されていることになり、 
すべては機械的で意志の介入が許されな くな ってしまうのだから。 

要するに イスラ— ムは これら 二つの問題を区別して考えているため、人間の要求(努力、責任感)と、す 
ベてを決定する力を含むすべての神的特性をもつ神の権利とを、同時に認めるのにいささかの困難もない 
のである。 

11 i 三 イスラ— ムにおける宿命観は' 同様に重要な他の意義をもっている。つまり人間の行為の善 
悪を裁かれるのは神のみであり、 また 神 こそが すべての法の根源なのである。 

あらゆる行為を通じてわれわれが守らなければならないのは神の諸命令であり、それは彼に選ばれた使 
徒たちを介してわれわれに伝えられている。ムハンマドは最後の使徒で、彼の教えが今日まで最も良く保 
存されてきたのである。 

古代に下された神の言葉そのものは、人間社会の不幸な同族相食む戦いのために、完全なかたちでわれ 
われには残されていない。クルアーンはこの例外であるばかりでなく、もっとも新しい神のお告げに他な 
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らない。同じ立法者の最初の決定が、後の法で廃止されるのはよくあることであろう。 

I 二四 最後に、ィスラーム的生活のもう一つの特徴について述べることにしよう。1一個人としての 
みならず社会の一員として、日常的な生活において世俗的、精神的事柄に関し神の法に従うのは、 ムス リ 
ムたる者の義務に他ならない。 

同時に彼は、その能力と可能性に応じて、神の啓不を基礎とし、すべての人々の福祉を目的とする、こ 
のィデオロギ I を拡めるために力をつくさなければならないのである。 

一二五 このように二つの異なった観点をあわせもつ教義は、物質面のみでなく精神面をも含めた人 
間生活のすべての側面にふれている。そして現世において人間は、来世の準備のために生きていることが、 
以上の説明から明らかにされた筈である。 


72 



第四章信仰と信条 


第四章信仰と信条 


人間は多種多様なものを信ずる。実際それは信条という言葉がもっているすべての関連性と対応してお 
り、迷信を信ずる場合もあれば、時には誤解に基づくものを信じたりしている。信条は、その他の原因 
もあるが、とりわけ年令、経験によって変化する。ただしある種の信条は、一集団全体にとって共通のも 
のとされている。 

このような情況においてもっとも重要な要因は、人間の存在、由来、行きつく先、創造者、生存の目的 
等に関する考えであるといえる。形而上学は、心を悩ますこれらの問題に答えようと努める。しかしそれ 
は、より包括的であり、関連した問題のすべてに答える宗教のごく一部 JC しかすぎない。だがこの問題を 
取り扱う科学が、すなわち宗教なのである。 

信条は純粋に個人の問題である。ただし人類の歴史は、この点に関して野獣ですら恥かしさを覚えるほ 
どの同族相食む暴力、恐怖の数々を記しているのである。この問題に関するィスラ—ムの基本原理は、ク 
ル ァーン の以下の章句(第二章二五六節) K 述べられ ている。 
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「宗教には強制があってはならない。すでに正しい道と迷妄とははっきり区別された。それゆえ邪神に 
背いてアッラーを信仰する者は、決してこわれない把摑んだようなもの。アッラーはすべてを聞き、 
あらゆることを知り給う。」 

誰にいかなる信条をも強制せずに、他人を導き、仲間を無智から救うために努力することは慈善であり、 
犠牲でさえあるといえるであろう。そしてこれこそが ィスラー ムの態度なのである。 

I 二七 人間の知識や知能は、たえず進化の過程をたどって いる。ガレヌス やユ ークリッ ドの ような 
人物の医学、数学の知識は、現在では大学入試のためにさえ充分でなく、大学の学生はそれよりはるかに 
多くの知識を必要とされているのである。 

宗教的教義の分野では、いかなる象徴も物質的表現もなしに崇拝される、超越神という抽象的な概念は、 
原始人にとってはおそらく理解不可能だったであろう。彼らの言語そのものが、抽象的概念にはあまり相 
応しくない用語を用いずには、高邁な理念を翻訳しえなかったのである。 

一二八 ィスラ ームは、人間が同時に二つの要素、つまり肉体と精神から成っており' 一方だけのた 
めに他を蔑ろにしてはならない点を強調している。 

精神的な要求を満たすだけに専心するという態度は、天使になろうと望むようなものであろう(ただし 
神はわれわれとは別に天使を創られている)。また完全に物質的な要求のみを追求する態度は、自分を悪 
魔とまではいわぬまでも、動物や植物の状態に陥しめるものであろう(しかし神はこのような目的のため 
に人間以外のものを創られている)。そしてもしも人問が肉体的要求と精神的要求の間に調和のある均衡 
を保たないとすれば、二重の素質を備えた人間が創造された目的が果されないことになるのである。 
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I 二九 ムスリムはその信仰を、神の使徒ムハンマドに負うている。ある時信仰について問われたム 
ハンマドは、以下のように答えている。「お前は唯 I の神、その使徒である天使たち、啓典、その使徒で 
ある預言者たち、最後の日(復活と最後の審判)それから神の善悪の裁定を信じなければならない。」 

そのさい彼は神への帰依、神に服従する最良の方法についても説明しているが、その点については以下 
の二章で論ずることにしよう。 

神 (アッ ラー) 

I 三〇 ムスリムは、無神論者、多神論者ならびに唯一神にそれと同等の神を配する者たちとは一切 
関わりがない。 アラビア 語で唯一神とは、宇宙の主にして創造者である アッ ラーである。 

I 三 I もっとも単純で、なんの教養もない原始的な人間ですら、自分が自分自身の創造者たりえず、 
われわれすべて、全宇宙の創造者が存在しなければならぬと認めている。無神論、唯物論は、このような 
理論的要求には少しも応えてはいないのである。 

一三二 多神論を信じた場合、当然そこに神々どうしの内輪もめとはいわぬまでも、彼らの諸能力の 
分配という難題が生じてくる。 

宇宙に存在する万物がたがいに依存関係にあるのは、容易に理解しうる事柄である。例えば人間は、な 
んらかの流儀ですベてのものが他の助力を必要としているように、植物、金属、動物、星などの助力を必 
要としている。すると神の諸能力の分配ということは、具体的に不可能になってしまうのである。 

I 三三 神に悪を帰属させまいという稱讃に価する配慮から、ある思想家は二つの神、善なる神と悪 


75 



なる神が存在するという説を唱えている。ただしこの場合、果して両者の間に相互協調があるのか、それ 
とも闘争があるのかという点が問題となる。第一の場合、二神論は余計で重複するものになってしまう。 
善なる神が悪なる神に同調すると仮定すれば、彼は悪なる神の共犯者となり、神が二つであることの意味 
が失なわれてしまうのである。第二の場合には、悪なる神が より しばしば勝利を収め、優勢であると認め 
ざるをえなくなる。そして弱い方の善なる神を、神として認める結果となるのである。 

ところで悪とは相対的なものに他ならない。ある人間にとって何かが悪であっても、他の者にとっては善 
となりう るのである。絶対悪などというものは存在せず、したがって悪が神に帰属される余地は少しもな 
い(後述一五五項、一五七項、ニニ八項参照)。 

I 三四 理性を満足させうるのは、完全に純粋な一神論だけである。神は、あらゆることをなしうる 
能力をもちながら一者なのである。神が多くの属性を持つ理由はここにある◊神は万物の創造者であると 
とも亿主でもある。神は天地を統べ、彼の英知と許しなしには、なにひとつ活動しえない。 

預言者もいうように，神はその九十九の主要な特質を指し示すための、九十九の「最も美しい名辞」を 
もっている。彼は創造者であり、万物の存在の精髄であるとともに、英明、公正にして慈悲心あふれ、宇 
宙に遍在し、全能、全知で森羅万象を決定し、生、死、復活等がその宰領下にあるのである。 

i 三五 さらに神の概念は、それぞれ人によって異なるものである。哲学者がこの問題を扱うやり方 
は、巷の男のそれとは異なっている。ただし預言者ムハンマドは一般大衆の信仰の情熱を高く評価し、し 
ばしば誠実この上もない不動の確信に満ちた<老女たちの信仰>の例をあげている。 

象と盲入たちの美しい物語はよく知られている t 盲人たちは、それまで象のことを何も知らなかった。 
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象がやってくると、彼らはめいめいこの変った動物に近づき、ある男は胴に、別の男は耳に、三番目の男 
は足に、四番目の男は尾に、また別の男は牙にといった具合に手で触わった。家に帰ると盲人たちはそれ 
ぞれ自分たちの印象を語りあい、めいめい個人的な経験に照らして勝手に説明してみせた。象は柱のよう 
なものだ。翼のようだ。石のように固い。柔かくてしなやかだ等々。この場合すベての意見が正しいが、 
誰一人自分の知覚を超えた全体的な真理を見出してはいないのである。この物語の中の盲人を、不可視の 
神を求める者と置きかえてみると、容易に個人的経験の信憑性のなさが理解できる。 

初期ィスラームの神秘家たちもいっている。「神に関する真理には、巷間の人々に知られているもの、 
神秘主義的修業をつんだ者に知られているもの、霊感をうけた預言者たちに知られているもの、最後に神 
自身に知られているものの別がある。」ィスラームの預言者の権威に基づく上述の指摘にも明らかなよ 
うに、この真理は異なった種類の人々、有識者や無智な者、知的な人間や単純な人物、詩人、芸術家、法 
学者、神秘家、神学者等々の要求を満足させるのに充分な柔软性をもっている。ただし個々の人間により 
観点、考え方に相違はあるが、その対象そのものは同一で変りないのである。 

I 三六 ムスリムの学者は、権利と義務が相関関係にある法学的な基礎の上に、全体的な体系を築き 
上げてきた。 

神はわれわれに、われわれの所有する肉体的器官、諸能力を授けているが、これらの贈物はまたそれぞ 
れの義務を併せもっている。神を崇め、神に感謝し、その普遍的な神性に相応しくないものをすべて回避 
するといった事柄は、すべての人間の個人的な義務であり、これらにさいして各人は個人的な責任をもっ 
ているのである。 
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天使 

I 三七 神は不可視であり、あらゆる肉体的知覚を超えた存在であるため、人間と神との間にはなん 
らかの交渉の手段がなくてはならない。さもない場合、 A . 間は神の意志に従うことすらできないのである。 

神はたんにわれわれの肉体の創造者であるばかりでなく、われわれのすべての能力、多岐にわたり、開 
発の可能性がある諸能力の創造者でもある。 

われわれに直観や道徳的意識、われわれがそれを頼りに正道を歩みうる手段を授けたのも、他ならぬ神 
なのである。人間の心は、善悪いずれにたいしても刺激されうるものである。一般人士の間では、善良な 
人々も時として悪い唆かし(誘惑)を受け、悪人が良い唆かしを受けるといったことがままある。このよ 
うな唆かし、霊感は、悪魔の悪徳への誘いのように、時として神以外の者からやってくる場合もある。人 
間の理性が、従うのに相応しい天上の霊感と当然避けるべき悪魔的な霊感を区別しうるのは、ひとえに神 
の恩恵によっているのである。 

I 三八 人間と神との交渉、交信を可能にする手段はいくつかある。最良の手段は神の肉化であるよ 
うに思われるかもしれないが、ィスラ—ムはこれを拒否している。超越的な神が人間の姿をとり、飲み食 
いし、自分の創造物によって苛げられ、殺されさえするというのは®落のきわみともいえよう。人間が神 
への旅路を歩み、よしんば最高の場所にたどりつき、神の近みに達しえたとしても、人間は依然として人 
間であり、神から離れること遠いのである。 

神の意志に従って行動するために人間は、神秘家たちのいうように、己れを無化し、自分の人格を完全 
に抹殺することもできるが、それでもなお人間は人間であり、自分の弱点の虜となるのにたいして、神は 
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このような不完全さから完全に超越しているのである。 

一三九 人間と神の他の交信手段のうち、人間の側にあり、おそらく I 番弱いものは夢であろう。預 
言者によれば、良い夢は神の暗示であり、人々に正しい道を歩ませるものである。 

一四〇 いま I つの手段は*アラビア語でィルカ(字義的には誰かに何かを投げるの意)と呼ばれる 
一種の自己暗示、直観であり、袋小路に入ったり、解決困難な問題に逢着した場合、解決策が与えられる。 

I 四 I この他) C も r 神的霊感」とでも訳しうるィルハームがある。これは公正さ、慈善' 清廉さ、 
他人にたいする慈悲心等を充分に備えた人物の心に暗示される。あらゆる時代、あらゆる国々の聖人たち 
はこの恩患に浴しているといえる。 

人間がすべてを神に捧げつくし' 己れ自身を忘れ去ろうと努力すると、きわめて僅かな期間ではあるが、 
神の現存する状態が閃光のように輝き、他のいかなる努力をもってしても知りえなかったことを、難なく 
理解する瞬間が訪れる。人間の精神 —— 古代の人々はこれを心と呼んでいたが1はこれによって啓発さ 
れ、確信の感情、満足と同時に真実の認識がえられるのである。 

人間と彼の考え、行動を導き、統禦するのは神なのである。そしてとりわけ神の使者である預言者たち 
は、 C の種の指示を受けとっている。いずれにせよこの場合には、人間の側には判断や理解を誤る可能性 
が残されている。神秘家たちは、もっとも敬虔な人物でさえ神が試練として下された下牋な霊感をそれと 
区別しえず、知らぬ間に自我に迷わされて道を誤ることがあるといっている。 

I 四二 人間と創造者の間の交渉の手段の中でも I 番確実で、誤りのないものは、預言者がヮフィと 
呼んでいるものである。これは通常の霊感ではなく、主の側から人間にたいしてなされる神的な交信、正 
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しい啓示である。 

人間はたんなる物質であるが、神はそれに反して精神以上のものであり、したがってあらゆる直接の肉 
体的交渉の可能性を一段と超えた力によって人間と接触をもつことができる(クルア—ン第六章 I 〇三節>。 
神はいたるところに遍在し、クルアーンがいっているように(第五〇章一六節)*「人間の頸動脈よりも彼 
に近い J のである。それゆえにこの場合仲介者、つまり神のお告げをその代表となる人間、もしくは使徒、 
すなわち預言者に伝える手段として仕える者はマラク(字義的には使いの意)と呼ばれる天の使いなので 
ある。そして預言者を除いては誰 I 人として、天の使いを仲介にして啓示を受けることはできない。 

ここで留意しなければならないのは、ィスラームにおいて預言者とは預言や予知が可能な人間という意 
味ではなく、あくまでも神の使者、人類に向けられた神の言葉の伝え手であるという事実である。天使が 
宇宙に存在する物質的なものとは異質の精神的なものか、それ以外のものかといった問題は、当面の論議 
の対象でないため割愛することにする。 

I 四三 クルアーンによれば、預言者に啓示をもたらした天の使いはジブリール(ジブラーィール、 
ガブリエル)であり、その名は語源的には<神の力>を意味している。クルアーンはまた、そ.の役割を明 
記せずにミーヵーィ—ル(ミヵエル)の名もあげており、さらに地獄の宰領者の名はマリク(字義的には 
<王 V <所有者>の意)とされている。この他にもクルアーンは、特別に名前や性質を明記することな 
く、主の命令をとり行なう他の天使たちについて言及している。 

ィスラ— ムにおいては、クルアーンにより < 信ずるにたりる精霊 V (アッ H ル—フ=ル==ア ミー ン)と 
も呼ばれるジブリールが、天使の長に位しているのである。クルアーンとは別に、預言者ムハンマドの言 
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行録の中には、この天の使者ジブリールがいつも姿をかえて預言者の前に現われたという記述がある。預 
言者は' 時に空中に浮び、時に人間の姿をとり、また別のおりには翼をはやしたジブリールを見たといっ 
ているのである。 

ィブン•ハンパル ( I項、五三項、三七四項参照)の伝える伝承 ( I二九項参照)によれば、ある日大 
勢の人々のいあわせるところに一人の見知らぬ男が現れて、預言者ムハンマドにいくつかの質問をして立 
ち去った。数日後預言者は教友たちにこういっている。「あの日私にいろいろ質問したあの人物は、どう 
やら天使ガブリ H1U その人にちがいない。彼はお前たちに、お前たちの宗教について教えるためにやって 
きたのだ。それにしても今まで、天使ガブリ X- ルだと認めるのにこれほど時間がかかったことはないのだ 
が。」時間がかかった理由は、その時ガブリエルが預言者に神のお告げを知らせるためにやってきたの，で 
はなく、彼を試しにきたからなのである。 

I四四 啓示が通常どのようにして下されたかということは、預言者自身もしくは彼を観察していた 
人々の証言から推論しうるであろう。「時おり鐘を叩くような音がきこえ、この時がI番辛かったのだが 
それをすぎると私は、言われたことをすっかり記憶の中に刻みこんでいた。しかし時には天使自ら人間の 
姿をとって現われ私に語りかけ、それを憶えたこともあった」(ブハーリI)。 

この同じ征言は' ィブン•ハンバルの伝えるところによると次のようになっている。「鐘を叩くような音 
が聞えると私は黙りこんでしまったものだが、啓示が下されるたびに私はかならず魂が抜け出るような恐 
怖を覚えた」。 

また彼の教友たちは，自分たちの目擊したことを以下のように報じている。「預言者に啓示が下ってい 
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f るさいには、彼はじっと身じろぎ一つせずにいた」 (イブ ン•ハンバル) 0 r アッラーの 使者に預言が下って 
いる間彼は、いつも何ものか.に打ち負かされたようであり、まるですっかり酔いしれたような状態で時を 

一 

過ごされた」(イブン•サ了ド)。「大変寒い日に啓示が下されたことがあったが、それが終ると預言者は真珠 
j の玉のような汗を流されていた」(ブハ—リ—)。「(啓示の)時がやってくると、彼は頭をかがめて(着物 
の)中に押しこむようにしたが、アッラーの御使いの顔はというと真赤であり、またいびきのような鼻息を 
されていた。しかし後になると通常の状態にもどられた」 c フハーリー)。「啓示が下るたびに彼は大変苦し 
み、顔色が悪くなった」(イブン•サアド)。{■預言者に啓示が下っているおりには、彼の近くに蜜蜂の羽音 
のような音が聞えた」(イブン•ハンバルとアブ ー •ヌア イム) 0「啓示が下ると預言者は大変苦しまれ、唇 
をわななかせていた」 c フハ—リ—)。他の一連の証言は、啓示のさい彼は体に大変な重みを覚えたとして 
いる0 

また次のような証言もある。「私は、預言者が駱駝に乗っている時に啓示が下るさまを目撃しました。 
駱駝は怒って口から泡をふきはじめ、脚をきつく折れてしまうのではないかと思うほどよじ曲げました。 
事実駱駝は座りこんでしまうこともありましたが、時には啓示の間中脚を杭のように踏んばって何とか立っ 
たままでいようと努めていることもありました。(啓示が)終るまでこのような伏態が続き、預言者はと 
いうと玉のような汗を流されていました」(イブン•サアド)。「その重荷は駱駝の足をぼきりと折ってし 
まうほどだったのである j (イブ ン•ハンバル^ 

またザイド•イブン•サービトは、或る日の自分の体験を次のように述べている。「預言者の膝が丁度 
私の太腿の上に乗っていたが、それがあまり重かったので大腿骨が折れてしまうのではないかと思ったほ 
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どだった J 。 さらに以下のような証言もある。「預言者がモスクの説教壇の上に立っていた時啓示が下され 
たこと があったが、彼は じっと身じろぎ I つしなかっ た J (イブ y . ハン バル) 0 r 丁度啓示が 下された 哼 
j 彼は(食事中 S 手に一切れの肉を掘んでいたが、啓示が終った時にも彼はその肉を手にしたままだった」 

(イプ ン.ハンパル)。 

啓示のおりるさい預言者は仰向けに横になったが、時によっては周囲の者が恭々しく顔に布をかけるこ 

ともあった。しかし彼は意識を失なったり、われを忘れてしまうことは決してなかっ.たのである。 

初期の頃には預言者は、啓示の下っているさいにその内容を声高に復唱していたが、すぐにまだマッカ 

一 滞在中にこの同時反復をやめている。彼は啓示が終るまで黙ったままでおり、それから(クルアーン七五 

章一六節にあるように)秘書たちにアッラーの言葉を告げて書き取らせている - CD である。「(ムハンマドよ、) 

そのように舌をこまかく動かして先を急いではならない。啓 7 T : の文句をまとめ、誦ませるのは我らの仕事」。 

一 またクルア—ンニ〇章一一四節はこういっている。「クルア—ンを急がせてはならぬ。お告げがすっかり下 

t りきるまで(待ち、) r 主よ、わが知識を増し給え j と唱えておれ 1 -〇そして預言者は常態にもどると、今 

受けとったぱかりのクルアーンの一部を書記たちに口述し、ムスリムの間にそれを公表させ、多くのコピ 

条—を作らせていた。 

一 信 

^ と イブン•イスハークはその著書「アル==マブアス•ヮ=ル=マガージ 1 J ( フェス手稿本)で報じている。 

| 信「クルア彳ンの一部が啓示されるたびにアッラーの御使いは、まずそれを男たちの間で朗誦され、それか 

章ら女たちの間で唱えられた J 。 

_ 四 
第 

- . 
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天啓の書 

一四五 天と地の主であるアツラーに帰依するのは人間の当然の務めであり、人間を利するために使 
徒たちを遣されたその大慈にかんがみて、われわれはさらにアツラ—をたてまつらなくてはならない。 

アツ ラ—こそは 最高の支配者で あり、 精神的、物質的両面にわたる一切の法の根源なので ある。これま 
で筆者は啓示、アツラーの意志の人間にたいする伝達にもっぱら言葉を費やしてきた。天啓の書とは これ 
らの啓示を集成、編纂したものに他ならないのである。 

一四六 預言者ムハンマドにより述べられた教義の内容は、たんにクルアーンという啓典のみに依拠 
するものではなく、その他の天啓の書の主張をもとり入れている。この寛容さこそ彼の教えの特質なので 
ある。クルア J ノは随所にこの問題を指摘している。例えば二章二八五節には次のような記述がある。 r (ム 
スリムたる者は)それぞれアツラーとその諸天使、その下し給うた諸々の聖典と遣わされた使徒たちを信 
じ(ていう)。 r われわれは使徒たちの間に差別をつけません。 jj すた三五章二四節にはこ •1 る。 r ……こ 
れまでいかなる民族のところにも、かならず警告者が行っている」。 

さらに四章一六四節や四〇章七八節にも以下のような指摘がある。「まことにわれわれは汝以前にも多 
くの使徒を遣わした。その中には汝に話して聞かせた者もあるし、まだ話して聞かせてない者もある J 。 

クルアーンはアブラハムの経典' モーゼの律法書、ダビデの詩篇、ィエスの福音書の名をあげ、それら 
をアツ ラーにより 啓示された啓典で あると 認めて いる。 

一四七 今日では預言者アブラハムの経典が何一つ残されていないことは明らかである。人々はモー 
ゼの律法書にまつわる悲しい物語、それが異教徒たちの手により何度か不完全にされたことを認めている。 
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詩篇も同じ運命に見舞われているのである。イエスについて述べれば、彼は自分の説いた教えを編纂、 
口述する暇をもたなかった。彼の言葉を蒐集したのは弟子や後継者たちであったが、それが後世に残され 
たさい数多くの改訂がなされ、結局少なくとも七十種の改訂書、つまり福音書が残っているが、教会はそ 
の四つを除きすベて偽書であるとしている。 

事実はどうであれ、ムスリムたる者はすべてクルアーンばかりではなく、イスラーム以前の天啓の集成 
を信ずることを信条としているのである。 

ところでイスラームの預言者は、仏陀やゾロアスター、インド•バラモン教の創始者たちの名をあげて 
はいない。したがってムスリムは、例えばアヴュスタやヒンドゥー教のヴヱーダの天啓書的な性格につい 
て、無条件的に肯定する権利を与えられている訳ではない。ただしヴ X 1 ダやアヴ X スタが、本来神的啓 
示に基づくものであったとか、後にモーゼの五書と同じような災難に見舞われたという可能性を、公式 
的に否定することも不可能なのである。中国、ギリシャやその他の地域に関する事柄についても、同様の 
ことがいいうる。 

アッラーの使徒たち(預言者たち) 

一四八 ある天使たちはある特定の人間にアッラーの言葉を伝え、それを後者、つまりその選ばれた 
人間が他の人々に伝える。クルアーンの中ではこのお告げを伝達する人間は、ナビーユ(預言者)、ラスー 
ル(使徒)、ムルサル(御使い)、バシール(告示者)、ナズィール(警告者)といったさまざまの名で呼ば 
れている。 
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一四 九 預言者たちはきわめて敬虔で、精神的にも、世俗的、社会的にも善行の模範といえる人物で 
ある。彼らにとっては奇跡の必要はない(歴史の上では彼らがみな奇跡を行なったとされており、他方彼 
らはそれを行なったのは自分たちではなく、アッラーであると証言しているのが常であるが)。彼らの信憑 
性の基準となるものは、その教説のみなのである。 

I 五〇 クル T — y の説明によれば、ある預言者たちは天啓の書を啓示されており、他の預言者たち 
は特に新たな啓典を授からず、先人に下された啓典に従ぅ義務のみを課されている。アッラーのお告げは、 
神の唯一性とか、善行をなし悪業を避ける等の基本的な真理に関して少しも矛盾する点はないが、ある民 
族が到達した社会的進化と対応して、社会的行為の諸規則については多少の相違が見られる。 

アッラ—が次々に預言者を遣わされたのは、古い啓示が廃棄されて新しいものと取り換えられた証拠で 
あるが、それら新しい指示を除き、古い規則のあるものは暗黙のぅちにか、または公けにそのまま残され 
ている。 

I 五 I ある預言者は一つの家(種族もしくは氏族)、あるいは一民族、一地方を教導するために神か 
ら遣わされたが、他の預言者は全人類を包含し、あらゆる時代に通用する教えを拡めるために派遣されて 
いる。 

一五 -クル T I ンはある預言者たち、例えばアダム、エノック、ノア、アブラハム、イシユマエル、 
イサク、 ヤ n ブ、ダビデ、 モーゼ 、サ ーリフ、フー ド' イエス、洗礼者ョハネ、ムハンマド等の名を明示 
している。しかしクル T 丨ンは同時に、ムハンマド以前にはこの他にも多くの預言者たちがおり、ムハン 
マドこそ神の使者たちの封印、最後の者であると明記しているのである。 
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終末論 

I 五三 預言者ムハンマドはまた、最後の審判の日を信ずるよう命じている。人はすべて死後に蘇り、 
アツラーは人間がこの世でなした所業のうち、善行には報奨を与え、悪業を罰するために各人を裁くので 
ある0 

この宇宙はいつの日かアツラ—の命により破壊され、一定の日時が経った後で人間を最初に創造された 
アツラ I が、われわれをふたたび蘇えらせるのである。報奨としての天国、懲罰としての地獄は、現世で 
の生活をもとにしてはとても想定しえぬ事柄を、まざまざと理解させるための表現に外ならない。これに 
ついてクルア！ンは、三二章一七節でこう述べている。「この人たちの所業の報いとして、一体どれほどの 
楽しみがひそかに用意されているか、誰一人知る者はいない」。また九章七二節には、こういう言葉もあ 
る。「アツラーは信徒の男にも女にも潺々と河川流れる楽園に永遠に住ませてやろうと約束し給う。また 
アドン(エデン)の園の中に素晴しい住居も(約束し給う)。しかし一層有難いのは、アツラーの御允嘉 
までもいただけること、これこそこの上もない身の幸いではないか」。 

まことにアツラ！の御允嘉は、エデンの園よりもさらに一きわ高いものなのである。またクルアーンの 
他の部分、•つまり一〇章二七節には次のような言葉もある。「善行をなした人々は、こよなく美しい(御 
褒美)のその上に足しまえまでもいただけよう。 

さらにアル=ブハーリ—とムスリム等は、預言者がこの節に関連して、楽園に入ったあとで敬虔な信者 
は最^！问の報奨としてアツラーと直接お目にかかる光栄に預ると述べた、と伝えている。楽園に関しては、 

よく引用される預言者ムハンマドの次のような言葉がある。「アツラ—は述べられた。 r 私は自分の敬虔な57 



下僕たち(人間)のために、楽園の中.にこれまで見たこともなく、聞いたこともなく、人の心が考えてみ 
たこともないような素晴しいものを用意した J 」。 

楽園以上のものについては、ブハーリー、ムスリム、ティルミズィーその他の偉大な伝承者たちが記録' 
している、預言者の重要な言葉がある。「楽園に相応しい人々がそこに入ると、アッ ラー は彼ら 1 C こうい 
われる。 r 何でもこれ以上望みのものがあれば私にいうがよい。 j あつく名誉をもって迎えられ、地獄行き 
を免かれた上で楽園にいざなわれた人々は、一体これ以上何を求めたものかと思いいぶかる。するとアッ 
ラー は 自ら 蔽いをと り 除かれるが、主の姿をまじまじと眺めること以上に素晴しいことはないのである」 
(他の伝承では、ヒジャーブ、蔽いという語の代りに偉大さの衣、リダ=ル=キブリャ—ゥという表現が用 
いられている)。言葉を換えていえば、神を凝視しうる機会こそは、信者たる者の s にして真実の報奨 
なのであり、これは来世という抽象的な概念を正しく理解し、認識しうる人々のためのものに他ならない。 

クルアーンとハディースが、たえず現世の事柄に仮託しながら一般の人々のために楽園の喜び、地獄の 
怖れを説いている箇所を理解するためには、このような確かな解釈に依拠する必要がある。天国の園には 
川が流れ、運河が設けられ、若く美しい女たちが住まい、絨たん'豪華な衣装、真珠、宝石、果物' 酒そ 
の他人間の望みうるすべてのものがある。同様に地獄には劫火をはじめ拕や熱湯による拷問、さらに厳寒 
の地帯などがあり、そのような苦しみにさらされるにもかかわらず、それから逃れる死はやってこないの 
である。 

これらす ベての事柄は、神の言葉が対象としているのが多くの人々、一般大衆である ことを 考えれば、 
簡単に説明がつくであろう。語りかけるさいには、相手の理解力、知識の度合に応じた話し方が必要なの 
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である。ある時預言者ムハンマドが、伴間の,1菩に 楽園とその 喜び(空か： D る馬の話も含めて)について 一 
話していると、一人のペドゥインが立ち上って尋ねた。 r そこには駱駝もいるので L ょうか J 。 すると預言' 二 
者は笑みを浮べて優しく答えた。「欲しいものは何でもいるさ」(イブン•ハンパルとテイルミズイー)。 

クルア1ンはただ、一般の人々に正しい生活を送らせ、正道を歩ませる方便として天国と地獄について s 
説明しているのである。それが場所について描写しているのか、状態をいっているのかといった細かな問 
題は重要ではない。このような問題はわれわれの関心を唆るものではないのである。ムスリムは、如何に 一 
と問うことなくそれらを信じているのだから0 

I 五四 天国が永遠であることはいうまでもない。一度びそこに入れば、決してそこから放逐される I 
ことはないのである。クルアーンも、一五章四八節で次のように確言している。「そこではもはや痛みはな 
く、追い払われる心配もない. T ある者はすぐにそこに入ることができるが、そうでない者は天国に赴く 一 
前に、長短の別はあれ、地獄で苦しまなくてはならない。 

ここで不信者にとり、地獄は永遠であるかという問題が生じてくる。ムスリム神学者たちの意見は分か 
れているが、大部分はクルア—ンの言葉に基づき(四章四八節、四章一一六節)、アツラ—は自らにたいす 
る不信を除きあらゆる罪科を有されるという見解をとり、.不信の罪にたいする懲罰だけが永遠であるとし 
ている。しかし他の説によれば、不信の罰ですらアツラーの恩寵によりいつの日か宥されることになって 
いる。これら神学者たちは、自分の考えをやはりクルアーンの言葉(二章一〇七節、三九章三五節等) 

から抽き出しているのである。この問題についてはここでさらに詳しく論ずる必要もないので、ただアツ 
ラ—の限りない恩寵をねがうことにする。 
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宿命と自由意志 

一五五 預言者ムハンマドの説明によれば、最終的には彼はあらゆる善悪の決定(カドル)がアツラ I 
により下されると信ずるよう命じている。この文句は、人間にとりすべてが予め決定されているという意 
味なのであろうか。それともたんに、ある行為の善悪はアツラーの判断に依存しているという意味なのだ 
ろうか。換言するならば、なにものもそれ自体では善でも悪でもなく、アツラーが判定することにより善 
悪が定まるのであって、人間はなに一つなすすべなく、それに従うばかりだということになろう。 

I 五六 ここには神学者にとってのジレンマがある。もし人間が自分の行為に責任があるといえば、 
それは彼の行為の決定論的性格と矛盾することになる。同様に人間は自分の行為に関して自由であるとい 
えば、これはアツラ！が現世で人間のなす行為についてなんらの力も、知識ももたないことを意味する。 
両者のいずれかを択ぶのは困難なのである。ひとはアツラーに公正さのみではなく、全智、全能という性 
格を与えたいところであろう。 

預言者ムハンマドはこの種の議論を、最後まで未解決の問題として一笑に付している。彼はまた自分の 
弟子たちにも、この問題に深人りせぬよう公式的に禁止令を出し、「この種の議論のおかげで先人たちも 
道を踏み迷ったものだ」と説明している。預言者は深い尊崇の念をもってアツラ I が全智、全能であると 
認めるかたわら、人間が自らの行為に貴任があると確言しているのである。彼は二つの問題を関連して考 
えることを望まなかった。ある意味で彼は、この種の議論を卵が先か鶏が先かといった不毛なものと見な 
していたのである。 

一五七 さらに善悪とは、相対的なものにすぎない。虎は餌として兎をつかまえるが、一方にとって 


90 




第四章信仰と信条 


生存のための善であるものが、他方にとり死をもたらす悪なのである。したがってわれわれ人間が悪と感 
ずることは、人間の本性に照らしてそうなのであり、われわれの本性がその悪に相応しく、それを要求し 
ているのである。またそれゆえにこそ決定はアツラーの手に委ねられるといいうるであろう。アツラーに 
とっては、ある行為は明確であり、また悪であるのだから。 

さらに「責任」という概念は現世的なものであり、「アツラーの報奨と懲罰」は来世の事柄に属すると 
いう事実に注目しなければならない。この両者を同一次元で論ずるようなことがあれば、それは呆れかえっ 
た愚行であり、まったく謬った考えなのである。 

1.五八 ここで留意し なくて はならないのは、ムスリムを行為へと馳りたて、避けがたい困難にたい 
して たじろぐことなく 立ち 向う 力を与えるものが、この アツラ—の 全能と人間の個人的責任の双方にたい 
する確信であったという事実である。それは人間を無気力にするものではなく、逆に力強い活力を与える 
ものなのである。この主張の正しさを理解するためには、預言者の教えの最良の実践者であった初期ムス 
リムたちの、さまざまな功績について言及する必要があろう。 

結論 

I 五九 これは実際に、ムスリムたる者が信ずべきあらゆる事柄の要約というべきものである。ィス 
ラ—ムの教義のすべての信仰箇条は、次の二つの表現に簡潔にまとめられている。「アツラ—以外に神はな 
く、ムハンマドは彼の使徒にして下僕である。」 

そしてこれは、 ィスラ— ムがたんに信仰であるばかりでなく、精神的、具体的な実践でもある事実をわ 
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れわれに留意させてくれる。イスラ • 


.ム i 実際に人問生活の完璧な規範なのである。 
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イスラームの目的は、人間活動の種々の側面のいずれをもおろそかにすることなく、生活の完全な規範 
を提供することにある。その目標はあらゆる側面の統合にあるといえる。 r 統合的集中」にたいする強い 
関心は、イスラームの儀式がすべて同時に肉体と精神に関与するという事実に示されている。 

神の指示に合致する場合、たんに世俗的行為が道徳的特性を獲得するばかりでなく、精神的行為も具体 
的な効用をもつに至るのである。行為の規範は、精神的、世俗的のいかんを問わず、同 I の源、すなわち 
神の言葉であるクルアーンに発している。その必然的結果として、イスラーム固有の表現であるイマーム 
(ムスリム世界の最高指導者)という言葉は、モスクにおける礼拝の指導者であるばかりでなく、ムスリ 
ム国家の首長を意味している。 

I 六一 預言者ムハンマドは、その有名な言葉の中で、信仰 (イ ーマ—ン)、帰依 (イスラ ーム)、お 
よびそれに至る最上の方法(イフサ—ン)に関する定義づけを行なっている。問題の諸点を説明するため 
には、二番目の点に関する預言者の言葉を引用、註釈するにしくはあるまい。彼はこう述べている。「神に 


第五章ィスラ—ムの信仰生活と宗教儀式 



たいする帰依(イスラ ー ム)とは、礼拝を行ない、毎年の断食を守り、巡礼(ハツジ)を果し、喜捨(ザ 
カート)を支払うことである」0 

一六二 「礼拝は宗教の柱である」、とは預言者ムハンマドの言葉である。クルアーンはこれについて 
百回以上も言及しており、それをサラート.(礼拝)、ドゥアー ( 祈願)、ズィクル(祈念)、タスビーフ(讚 
美)、イナーパ(神の宥恕を求めること)等と呼んでいる。 . 

I 六三 地上に神の勢威の及んでいることを感得するために、イスラ彳ムは毎日五回の礼拝を規定し 
ている。信徒はまず朝早く起きてすぐに礼拝し、午後の入り、午後遅く、日没と就寝前に礼拝しなければ 
ならない。礼拝に費す数分 CD 間は、われわれの創造者である神にたいする帰依と感謝の証として、あらゆ 
る物質的関心を放棄しなければならない。これは男女を問わずすべての成人に適用される。 

I 六四 午後の入りの礼拝は、毎金曜日、一週|度の厳粛な集団礼拝に振り替えられる。この集団礼 
拝ではその地のイマ—ムが祈りの前に説教を行なう。イスラ—ムは年に二回の祭礼を制度化している。毎 
日行なう五回の礼拝に加えて、これら二回の祭礼は、特別な礼拝儀式をもってとり行なわれる。人々は早 
朝集団礼拝に集まり' その後にイマ—ムが説教を行なうのである。いま一つの礼拝は死者のために埋葬前 
に行なわれるが、それほど義務的なものではない。 

一六五 ■礼拝の隠れた意味と神秘的な効果について、偉大な神秘主義者ヮリーユツラ—•アツ==ディ 
フラウイー はこういつている。 

「人はときに稲妻のごとくす早く聖域(神の御許)に召され、比べようもない強い心の絆をもってその 
敷居にたたずむ。そこで彼の心を支配する神秘的顕現(タジヤツリ ー) が起こるのである。そして人間の 
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言葉をもっては表現しえぬことを見、感じる。この霊的な光の状態が一度過ぎ去ると彼はふたたび元の状 
態に戻り、先程のような法悦を失って苦悩する。そして彼は失ったものをふたたび得ようと試み、創造者 
の知恵への没入の状態に最も近いといえるこの卑しい世界の条件をえらび取る。それは尊崇と献身の姿勢 
であり、.神とのほぼ直接の対話の姿勢である。この姿勢には適切なる行為と言葉が伴う。 

礼拝は本来三つの要素、つまり H 神の稜威、偉大さの現存を感ずることによって生ずる謙譲な心(精神)、 
㈡ 適当な表現をもって(神の)優越性、(人間の)謙譲を認めること、 (=) 五体が敬意を表すのに必要な姿 
勢をとること、の三つから成り立っている。誰かに敬意を示す場合われわれは立ち上り、充分な注意を払っ 
て顔をその相手に向ける。われわれが身体をかがめ、恭々しく頭を垂れればさらに敬意を増すことになろう。 
自我、自意識を最大限 ( C 反映する顔を伏せ、尊敬する相手の前で地に額づけば、さらに一層の尊敬を現わ 
すことができる。人間は除々にしか精神的昂揚の頂点 K 達することができないが、このような上昇のため 
には上述のような三段階を経ねばならぬことは明らかである。 

.完全な礼拝にはこれら三つの姿勢、すなわち全能の神を前にして起立し、身をかがめ' 跪座するという 
姿勢が伴う。これらはすべて必要な精神的昂揚のために行なわれるのであり、これにより信者は神の崇高 
さと人間の謙譲を正しく感じうるであろう J 。 (フッジャトッ U ラ—フ•アル U パ—リガ、第 I 卷「礼拝の 
秘密」) 

I 六六 クルアーン(第ニニ章一八節)はこう述べている。「なんじは見ないか。天にあるよろずのも 
©、地にあるよろずのものが、太陽も月も群星、山々、木々、獣、それに人間の多くの者が神に跪拝しま 
つるのを見ないか」。またこ>0^3ある(第一七章四四節}。「七天と大地、ならびにその間にあるよろずの者 
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が、神を讚えまつる。 I 物として彼を讚え、唱念せざるものはない。■だがなんじらはそれらがいかに唱念 
しているかを理解せぬ」。 . 

ィスラー ムの礼拝は事実万物が礼拝する様式を備えているのである。天体(太陽、月、群星)はちょう 
どーラ カ—卜から次の ラカ ー トにわたり礼拝者がするように立ち昇り沈む動作を繰り返す。山々は礼拝の 
最初の動作のようにしっかりと立ちつくす。また獣たちは礼拝のおりの屈身の姿勢のように身をかがめた 
ままである。樹木に関していえば、それらは根から養分を吸収するが、根は木にとって口であり、換言す 
るならば樹々は ィスラー ムの礼拝における跪拝の姿勢のようにつねに地にひれ伏しているといえよう。 

さらにクルアーン(第八章 一 I 節)によれば、水の主たる動きの一つは浄化作用にあるが、これは礼拝 
のための斉戒沐浴と比せられる。他の節(第 I 三章一三節)には次のような言葉がある。「雷は神を讚えて 
唱念する」。これはある種の礼拝においてのみなされる礼拝中の声高らかなクル TIV の読誦を考慮に入 
れるならば、礼拝中声高に繰り返される「アッラ—フ.アクパル」の唱念を思わせる。群をなして飛ぶ鳥 
も神を崇うという言葉もあるが(クルアーン第二四章四一節)、これはムスリムの行なう集団礼拝になぞ 
らえられる。 

一日のうちに影が伸び縮みするように(これも神にたいする帰依、尊崇の特殊な g である。クルア— 
ン第一三章一五節、第一六章一八節参照)、礼拝を行なう者は礼拝のさいに起立、屈身、跪座' 正座しな 
がら身体を伸び縮めする。(最終章にあるムスリムの礼拝における各種の姿勢に関する図を参照されたい。 
上述のようなさまざまな被造物の行為が、他のものには見当らぬ人間固有のものを：されてこの礼拝中 
に適用、同化されているのである。後出一六七 i 照) 
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I 六六 <a) ここで尊崇の行為を指すィスラームの用語ィパ—ダ ribadah ) が下僕という語と同根の 
アブド- abd に由来する ことが 想起される。換言すれば礼拝とは下僕の行為、すなわち主人が下僕に期待す 
る奉仕である。神は山々に起立し、野獣に身を屈めるよう命令する。それこそ彼らの奉仕，尊崇に他ならな 
いのである。このように万物にはそれに相応しく、主がそれらに望む固有のものがある。もちろん理性的 
存在であり万物のうちで特に秀でる神の代理者としての人間にもそれに相応しい態度がある。 

M 八六 (b) 斉戒つまり儀礼的な沐浴を行ない肉体を清潔にすることは、後に詳述するように(五 
四九項参照)、正式の礼拝を有効にするための必要条件である。 

ある ムスリム 哲学者はこの意義を見事に明確にしている。儀礼的な斉戒を行なう 1 C あたり、 礼拝を行な 
う者はまず手、口'鼻、顔、腕' 頭、耳，足を洗い清めなければならない。これら各部を洗い清めるのはたん 
に表面的な清潔さのためではなく、同時に過去を悔い改め、未来に向って決意することを意味している。 
悔梭により過去の罪は洗い流され、神の加護を求めて初めて得られる決意は、現世における未来の生活に 
関わりをもつ。そしてまたこれはわれわれに災厄をもたらす主要な器官と関わりをもっているのである。 
手は攻撃し、口は語り、鼻は嗅ぎ、顔、風采は威厳を濫用し、権勢を及ぼし威圧する。腕は抱え、頭は考 
え、悪企みをする。また耳は聞き、足は神の禁じられた悪の道を進む。性的な罪に関しては云うに及ぶま 
い。それは沐浴を行なう以前にとり除かなければならないが、そのためには手洗において予めその部分を 
清める必要がある。 

このような斉戒の象徴的、神秘相は、それぞれの器官を清めるさいの特定の願文に明らかである。 
手洗でわれわれはこういう。「神よ、私の心を偽善から、わが性欲を恥ずべき行為や姦淫から清め給え」。 
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沐浴を行なうさい、われわれはその意味を明らかにするために次のように唱える。「水を清められ、それに 
浄化作用を与えられた神よ讚えあれ」。また顔を洗うさいには神に次のように祈る。「最後の審判の日にわ 
が顔をくもりなく輝かせ給え J 。 腕を洗う時にはこういう。「私を悪行ではなく善行に従事させ給え。また 
審判の日には善悪を記した帳簿を左手にではなく、右手に与え給え。そして行為の評定にあたっては厳罰 
でな く 温情ある裁きを下し給え」。頭のときは' —1 有益な知識を与え給え」、耳のときは「主と主の御使いの 
言葉を聞かしめ給え」と唱え、足のときはまたこう祈る。「地獄の上の小径を渡る時には私の足どりをきち 
んとさせ、神の友がらがしっかりと歩き神の敵がつまずく審判の日につまずくことなからしめ給え」。 

I 六七 預言者の昇天 (ミアラ— ジユ)のさい、ムスリムにとり毎日五回の礼拝が義務的なものとさ 
れた。預言者ムハンマドはさらに、信者の礼拝は彼自身の昇天の時であるといっている。そのおりに彼は 
直接神の御前に引きあげられるのである。これは意味のない言葉ではない。 

ここではムスリムが礼拝中に行なう事柄を検討してみよう。彼はまず起立し、両手を上にあげて宣言す 
る。「神のみが至大である」。かくて彼は神以外のすべてのものを放棄し、自らを神の意志にのみ従わせる。 
神の徳を讚美し、これを想い起したのちに彼は神の稜威を前にして謙譲の念にかられて畏敬のしるしとし 
て i を屈め頭を垂れてから述べる。「勢威あまねき神に栄光あれ」。それから自らを正しく導かれた神に 
たいする感謝を示すために直立するが、心のうちは神の偉大さに強くうたれているためおのずから平伏し、 
心からの謙譲のおもいで床に額づき唱える。「至大におわす主よ栄光あれ」。 

彼はこのような行為を繰り返すが、その結果肉体はこのような精神的修練に慣れ、次第に物質の世界を 
離れて天界を通り神の御許にまで自らを高めるに相応しい状態に変っていく。そして彼は神に挨拶を送り、 
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神からその返礼をうける。実際に彼はこの目的のために、預言者ムハンマドが昇天したおりに口にした神 

にたいする挨拶の言葉そのものを唱えるのである。「神に最も純粋にして祝福されたる挨拶を送りまつる。 

預言者に平安あれ。神の御恵みと祝福あれ。われらならびに敬虔なる神の下僕すべてに平安を授け給え。」 

ある種の宗教的社会で、聖体拝受と呼ばれているような物質的、偶像崇拝的な象徴的行為なしに、信者 

はいわば超越的神に向って精神的な旅を行なうのである。 

一六八 以上が礼拝の精神的な意義である。ただし礼拝には具体的な利益も多々ある。礼拝は日に五 

回地域の住民を集わせ、各人が持つ単調な職業的義務から何分か解放して安息を与える機会をもたらす。 

そして地域の最も身分の高い者、 f 低い者を完全に平等の立場で集わせるのである(なぜなら礼拝の導 

式師となるのはその地域の長であり、首都の中央モスクでは国家の長がこの役にあたるのだから)。かくし 
儀 

教て人々は共同体の他の成員のみならず、その地域の貴任ある地位にある人物と会い、形式ばらず、なんの 

と障害もなしに直接彼らに接近できるのである。 

舌 

生 礼拝の社会的要素としては、信者が神の稜威を身近に感じ、軍隊におけるように規律正しく生活するこ 
® とがあげられる。ムアッジン(礼拝の召集者)の呼びかけに応じて信者はずべて集会の場に集まり、導師. 
^ の後にむらなく整列し、たがいに協力して整然と同じ行為に従事する。さらに世界中の信者たちは礼拝に 
7-あたりみなヵアバつまりマッヵの神の家に顔を向けるが、これには彼らの階級、人種、地域の別なく世界 
0 中の ムスリムが 一つにまとまっていることを想い起こさせるものである。 

章 |六九 礼拝の望ましく、形式にかなった方法は集団礼拝である。このような機会もなく、その便宜 
« E もない場合には男女を問わず個人的に礼拝を行なう。日に五回の礼拝は、二十四時間のうちで二+四分だ 
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け神の御前で' 神を念ずるという最小限度の義務を意味する。信者は！ r びの時、悲しみの時' 働いている時、 
寝床にある時、その他いかなる仕事に従事している時にもたえず神を念じていなければならない。 

クルアーンは第三章 I 九〇——一節でこう告げている。「……心ある者たちは立っても座っても、また 
横にな っても 絶えず心にアッラーを念じ、天と地の創造に思いをひそめ、「神よ かく ばかりのものを、貴 
方は徒おろそかにお創りなされたのではございますまい j という…… J 。 神は宇宙を、人間が利用しそこ 
から利益をうるために創られた。ただし信者の喜びは神にたいする感謝、従順に伴うものであり、神にた 
いする反抗、他者にたいする不正によってもたらされるものではない。 

I 七〇 ここで礼拝が制度化されたさいに、クルアーンの I 節「神は何人にも能力以上のことを課し 
給わない j という言葉(第二章二八六節)が啓示されている事実を指摘しておこう。神にとって重要なの 
は意図、意志であって、ことを行なうにさいしての外的な轰、量ではない。な信者がとても一日に 
五 IH 1 の礼拝を行ないえないと正直に思った場合には、機会、状況に応じてそれが不可能な間だけ四回、三 
冋、二回あるいは I 回だけ行なえばよい。 

■要は物質的、世俗的な事柄に夢中になって、精神的な義務を怠らないことである。このように礼拝の数 
を減らすことは、預言者自身の先例から推測されるように、非常事態、つまり病気になったり、発作のた 
め人事不省に陥ったり、神にたいする特に必要な奉仕にあたっている場合に許される。事実ハンダクの戦 
のさいには、預言者は昼の間礼拝を行なう余裕が少しもなかったので、正午、午後、日没、夜の四度の礼 
拝を夜中に I 度に行なったといわれている。これは一日に二回だけ礼拝をしたことを意味する。 

またィブン•アッパ I スの証言により、次のような事柄が報告されている(ブハ—リ—、ムスリム、ティ 
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11/ ミズイー、イブン.ハンパル、 マー リクの伝承集 参照。特に ムスリムの 『サ ヒ—フ J 中の礼拝の 章、ア 
ル H ジャム ゥ.パイナ 'y ==サラー タイン.フイ U ル：：：：：：ハドルの項四九、五〇、五四参照)。それによれば 
「預言者は特に(敵の襲撃の)怖れもなく、旅(先の不自由さ)がない場合にも、正午と午後、日没と夜 
の礼拝を合せて行なった J とのことである。「要するに預言者 it 、 信者にとり不都合のないよう望まれた j 
のである。この例は一日三回の礼拝を意味している。以上はすべてが、欺くことができず、何ひとつ隠し 
だてしえない神にたいして個人的な貴任をもつ信者の良心に依っている事実を示すものである。 

これに加えて礼拝の時間の問題がある。日の出、日没といっても、(赤道直下から熱帯にかけての)普通 
の国々と、そこから外れて両極に近い地域では大きな差がある。アル： = ビールー ニ— (「アル：=ジャ マー 
ヒール J 参照〕によれば、両極では(春分、秋分の二日を除き)太陽は六力月間沈みつづけ、他の六力月 
は空に照ったままだということである。 イスラ— ムの法学者、神学者は I 般に次のようにいっている。す 
なわち緯度四十五度の時間は緯度九十度' つまり両極にまで通用するが、緯度四十五度から九十度にまた 
がる地域では、時間を太陽で計らず時計の時間に従うべきである、と。これは礼拝のみならず、断食その 
他の義務の場合にも適用される。 

I 七 I 女性は月経、ならびに出産のおりには礼拝の義務を免除される。 

一七11 信者にとって第二の宗教的義務は、毎年一力月間断食を行なうことである。ラマダーン月に 
は、赤道附近ならびに熱帯地域に住む人々は毎日夜明けから日没まで炊食、喫煙(種痘ならびに注射も含 
む)を避けねばならない(赤道から遠くに位置する地域では、上述したばかりの四十五度線の時間を基礎 
として計算した相当する期間にこれを行なう)。 
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病人の場合は、後の一七四項で述べる。このさい精神的修養とは相容れない肉体的、その他の快楽を想 
いうかべてはならないことはいうまでもない。これは他の宗教の信徒にとっては大変難かしく思われるよ 
うな、厳しい修養である。しかし新しい改宗者にしても、善意と熱意さえあればすぐにこれに慣れて しま 
うことは、数世紀にわたる経験から明らかである。 

一七三 断食はまる一力月にわたるが、このさいの I 月は、周知のようにィスラームが用いている陰 
暦の計算による。その結果断食月であるラマダーン月は、一年のすべての季節、春、夏、秋、冬に年ごと 
に移り変っていく。したがって人々は、冬の凍てつくような寒さ、夏の焼けつくような暑さの中で欠乏の 
苦しみに耐えることをまなぶ訳であり、神にたいする従順からこれらすべてを精神的修練として耐え忍ぶ 
のである。 

同時にひとはこの断食から、礼拝がもたらすのと同様のさまざまな利益、とりわけ衛生、軍事教練、意 
志の力の開発と関連した世俗的な利益を得ることができる。誰にもまして軍人は、包囲作戦、その他の戦 
闘行為のさいに食料、飲料の欠乏に耐え、しかもなお防衛の義務を遂行しなければならないのである。し 
たがってラマダ ー ンに自分の軍隊に断食をやめさせるような支配者、指揮官は、最も愚かな連中で あると'. 
いえよう。 

ただし断食の主た.る目的はもっぱら宗教的な実践、神に近づくことを可能にするような精神的修#にあ 
る点は繰り返し強調されねばなるまい。もしもひとが世俗的な動機だけで断食をするならば——例えば医 
師の指図に従って-—彼は自らの宗教的義務を果すことからは' fl 遠いのであり、また精神的には何ひとつ 
得るところがない。 
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I 七四 礼拝の場合と同様、女性は変調のさいには断食をする必要がない。ただし断食をやめた日数 
だけ、後に断食をして埋め合わせをしなければならぬ点が異なっている。同じことが病人にも適用される。 
また高齢者は断食をしなくともよいが、可能な場合にはラマダーン月の断食の日に貧しい者に食物を施さ 
なければならない a 

一七五 預言者が、より I 層の利益を求めて心から精神的修練を熱望する人々にたいしてすら、数日 
間にわたる連続的な断食(例えば四十八時間、七十二時間におよぶ)、あるいは一 ijw 、 もしくは一生断食 
を続けるといった行為を禁止していることに留意すべきであろう。彼はいっている。「お前はお前自身の事 
柄についてもさまざまな義務がある J 。 

ラマダ—ン月の義務的断食の他に、特に望めば時に応じて余計の断食をすることができる。この自発的 
な断食にたいしては、預言者は一度に二日間の断食を勧めている。医学的見地からすると、永続する断食は 
習性化してしまい、時折りの断食とは異なった効果を生むことに気付く。一力月以内の断食はさしたる影 
響を生じないが、四十日以上の断食は習性となってしまうのである。 

|七五 (a) 気候の寒いおりに断食するのは人間の健康の必要条件に反するという説は、たんなる 
作り話にすぎない。 

生物学的観察によれば、野獣は特に雪が降る時には実際に食料を得ることができないのである。この期 
間彼らは眠るか、「断食」して過すのであり、春が近づくにつれて常態に復する。木についても同様なで 
ある。つまり冬になると葉は完全になくなり、眠りに入るが、この間水分さえ与えられない。しか！ •叫 / J 
月かの「断食 J の後春になると常態にもどり、以前より一層活気をとり戻し、青々と若葉を繁らせ、花 
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を咲かせる。事実動物のあらゆる器官と同様、消化器官は休息を必要としている。断食 '( i これについて考 
えうる唯一の方法なのである。 

最近では西欧各国に新たな医学派が登場し、長期、短 P の断食によって特に慢性病の治療にあたってい 
る。 

|七五 ( b ) 収入の十分の一を神に捧げるのは、古代の人間社会の一般的な考えであった。収穫の 
十分の一を年貢として捧げる十分の一税はその一例である。断食とはわれわれの食事の十分の一を神に捧 
げることに他なるまい。 

これと類似の考えとして(クルァ I ン第六章一六〇節の次の言葉に依拠する。「善行をなすものはその 
十倍の報奨をうける。 J )、 善行は神により十倍の報奨を与えられるという考えがあげられる。これは次の 
ような 預言者の言葉の意味を説明している。「ラマダーン月一 月と 翌月のシャゥヮール月に六日の余分の断 
食をする者は、まる一年を断食した ような ものである」。 

事実ィスラ—ムが採用している太陰暦では一年が三百五十五日であり、 I 月は二十九日か三十日である。 
すると〔先の預言者の言葉に従って断食する〕ムスリムは、毎年三十五日ないし三十六日断食し、その十 
倍は、陰暦の一年の平均日数三百五十五日と相応する。 

I 七六 神秘家たちは、動物的本性の激発は人間精神の完成を，阻害するものであると考えている。肉 
体を！？#に服従させるためには、肉体の力を弱めて精神の力を強めなければならない。このためには空腹、 
喉の渴き、肉体的欲望の自制ならびに舌や思想を司る心(精神)、その他の諸器官の抑制ほど効果的なも 
のはないといわれている。 
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自己完成の様相の一つとしては、動物的本性を理性と精神に服従させることがあげられる。本性は時に 
さからい、時に従順さを示す。したがってひとは、自分の動物性を制禦するために、断食のような厳しい 
修練を行なう必要がある。罪を犯したあとでも、断食を介して悔い改め、禁欲をすれば、心慰さみ、精神 
は浄化され、ふたたび悪徳に耽らぬよう意志が強化されるのである。 

天使の特性の一つとして肷み食いに関わりがないといわれて含たが•この種の摂生を行なうことにより 
人間は次第に天使に近づく。しかも彼の諸行為は神の命令に従うよう意図されているため，結局彼は神に 
より近づきその允嘉を得ることになるが、これこそは人間の究極の目的であるといえよ•っ。 

巡礼 

I 七七 巡礼(ハッジ)という言葉は、何か(この場合では自己)を抑制する努力としての、(例え 
ば神に向う)旅を意味する。この言葉は、ハッジという原語の正確な意味からは程遠いが、慣例として巡 
礼と訳されている。 

これはムスリムにとっての第三の宗教的義務である。男女を問わず成人は、生涯に一度はマッヵを訪れ、 
自己を滅却(ファナ—ゥ)し自らを神の意志と同化させる大いなる努力を払わなければならない。旅を 
行なうに足りるだけの物質的な財産をもたぬ者は、この義務を免除される。だがいつの日にか自らの宗教 
の中心地たるヵアバの神殿、すなわち神の家に詣でるために、必要な金額を僅かながらも貯えようと精出 
さないようなムスリムがいるであろうか。 

クルアーンは第三章九六節で、これこそは人類により神と一神教崇拝に献げられた世界最古の家居であ 
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ると述べているが、これは決して誇張ではない。ここではアブラハムのことを想起するだけで足りる。ィ 
スラームの伝承に従えば彼は、_アダムが建立した建物の修復者にすぎないのである。これは ソロモン 
の建てたィユルサレムの神殿より、さらに古いものであろう。マッカのカアバ神殿よりさらに古く、しか 
も今なお礼拝の場として用いられている場所は一つも存在していない。 

一七八 以下にハッジの諸行事を略述しよう。マッカ周辺の聖地を定める境界点で、人々は通常の服 
をぬぎ、宗教的制服である二枚の布をまとう。これは腰布と肩かけであるが、これは男子のみに要求され 
るもので女子はその必要がない。 

ハッジの期間中の数日は頭に蔽いをせず、自己を忘れることに努める。それからマッカの郊外アラファー 
卜に赴き、そこで一日黙想して過ごす。夕方に WMJ そこから引きかえしてムズダリファで一夜を過ごし、翌 
朝早くマッカ外辺のミナーに着く。そこで三日を過ごすことになるが、この期間に毎朝悪魔たちに石を投げ、 
山羊を犠牲に捧げ、それからカアバ神殿に参拝して(黒石の周囲を)七回まわり、カアバの前にある二 
つの丘、サファーとマルワの間を走る。この象徴的背景についても、ここで説明することにしよう。 

一七九 天国から追われたあとアダムとィヴは別れ別れになり、たがいに行方が知れなかった。二人 
は相手を探しあい、神の恩寵によりアラファートでふたたび出逢ったのである。 

神に感謝してアダムとィヴの子孫たちは、過去のあやまちにたいする宥しと将来の助力を神にねがうた 
めに、神に対面し、我を滅却して前にいる神と一体となることに努める。 

一八〇 悪魔にたいする石打ちについては以下の事柄を想起すべきであろう。アブラハムが他の何に 
もまして神を愛すと宣言したとき、神は彼にその証拠として彼の愛する息子を犠牲にするよう命じた。こ 
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のような試練に加えて、悪魔はまずアブラハムのところに赴いて彼の決意を思いとどまらせようとしてい 
るのである。そしてこれはミナーで起ったといわれている。しかしアブラハムはその都度石を投げつけて 
悪魔を追いかえした。 

悪魔はそれからハガルのところ、最後にはィシユマエル自身のところにまで赴いたが、彼らも同様に石 
で追い払った。この故事にならって人々はこの行為を象徴的に繰り返し、悪魔と戦う決意をかためるので 
ある。 

一八 I 「神の家」への参拝は自明のことである。従順の証を示すために人々は、尊崇と謙譲の念を 
もってそこを訪れる。献身、配慮、愛の対象にたいしても自己犠牲の用意があることを示すために、その 
もののまわりをめぐるのはきわめて古くからの慣習なのである。 

一八 I ( a ) 黒石については、それを尊崇する理由に関してさまざまな誤解があるため、特に説明 
する必要があろう。これは〔通俗にいわれているように〕隕石ではなく、たんなる黒い石である。その実 
際の重要性は、周囲をめぐるさいの起点を示すことにあり、その色のおかげで建造物の中にあってよく目 
立っ。 

次いでこの石は尊崇の対象ではなく、またムスリムはこの石の方向にむかってひれ伏す訳でもない。信 
徒はカアバの建物のどの部分に向ってひれ伏してもよいのであり、多くの場合黒石(アル=ハジャル=ル= 
アスワド)以外の方向を向いている。かってカルマット派がマッカを攻略したさい、戦利品としてこの黒 
石を自分の国に持ち運び、長らくそこに留めおいたことを想起すべきであろう。 

黒石がなかった時代にも、ムスリムは誰一人黒石が置かれていた(ゥマンの)方角を向かず、相変らず 
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マツカのカアバ神殿の方を向いて〔礼拝して〕いたのである。そしてカアバ神殿の建造物ですら実際に重 
要なものではない。よしんば iH 事や再建のためにそれが破壊されたとしても、またカアバに黒石があ 
ろうがなかろうが、信徒は同じ方向に向かうのである。 

上述のように黒石の実際的な重要性は、めぐり歩きの起点、終点を指示することにある。ただしそれは 
また一つ©$的意義をもっている。伝承の中で預言者は、それを特に「神の右手」ヤミーヌツ==ラーフ 
と呼んでいる。実際に人々は契約を結ぶため右手をそこにおく。神はわれわれの忠誠と従順の鬌いをそこ 
で受けとるのである。 

クル ア—ンの用語 fc 従えば神は王であり、自分の財宝、軍隊のみで なく 国土をもっている。その国土に 
は首都(ウン マ==ル： = クツ-7 )が あり、 首都には当然王宮(神の家、 パィトツ U ラーフ) が ある。そして 
臣下が自分の忠誠を証すためにはこの王宮を訪れ、自ら忠誠の誓をたてねばならない。 そして 不可梘の神 
の右手は、 i 的 tc 可視のものでなければならないが、それがカアバの神殿の黒石、アル==ハジャル=> 1 / 
=ア スワドな ので ある。 

I 八ニ サフ7 —とマルワの間を七回行く行事に関しては、以下のような話がある。アブラハムが妻 
のハガルと乳呑子のィシユマエルをマ.ツカの人気ない荒蕪の地に残していったさい、水のたくわえもすぐ 
になくなってしまった。母性愛にかられたハガルは、喉の渴いた赤子のために水を求めてあちこち K けめ 
ぐった。するとその時ザムザムの泉が湧き出したのである。 

人々はハガルが|£けめぐった同じ場所でこの行為を繰り返し、母性愛に敬意を表し、神の慈悲に感謝す 
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一八三 巡礼の社会§相もまたきわめて印象的である。そこでは最も生き生きとしたかたちでムス 
リムの世界的兄弟愛が示される。 

信徒たちは人種、言語' 出生地、階級の差別なく、そこに赴き、兄弟の間のような平等の精神をもって 
人々と交わる義務を覚えるのである。彼らは共に砂漠でキャンプし、共同して宗教的義務を果す。数日の 
間、特定の時間に、彼らは行進し、立ちどまり' 天幕の下でまたは野営して夜を過ごす。こうした事柄は、 
日に五回の礼拝以上に神の兵士を、規律ある生活のために鍛えあげるのである。 

|八三 ( a ) 他界する数力月前に預言者ムハンマドが自ら巡礼を行なったさい、彼は慈悲の丘(ジャ 
パル ッ==ラフ マ— ン) から説教を行なったがこれは ィスラー ムの人間憲章ともいいうるものである。そ 
の年にはアラビ T 各地からおよそ十四万人のムスリムがやってきており、彼らの預言者の遺言を聞いてい 
る。 

この説教の主旨を要約すると以下のごとくである。彼はィスラームの基本的な要素について指摘してい 
る。偶像その他の物質的象徴をもたぬ|神教。神にたいする敬虔の念以外に他者にたいする優越性を認め 
ぬ、人種、階級的差別のない全ムスリムの平等性。各信徒の人格、財産、名誉の三つの基本的権利を神聖 
視する特質。多少にかかわらず利子を受けとることの禁止。復簪および私的制裁の禁止。婦人を厚遇する 
義務。少数者の手に蓄積されることを避けるため、私有財産をたえず再分配、流通させる配慮(相続の義 
務に関する法律、遺言にたいする制約、利子の禁止等の方法による)。生活のあらゆる側面において、神の 
啓示のみが信徒の行動を律する法の根源たるべき点の強調。 

そして巡礼者たちは毎年、この同じ アラ ファートの慈悲の丘から誦えられる同じ説教を耳にするのであ 
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一八四 少なくとも初期ムスリムの間では、ハッジ祭礼中に前イスラーム的慣習が残されていたと考 
えられるふしがある。つまりこのような大きな集会が提供する機会を利用して毎年文学集会が催され、そ 
こで詩人たちは新作を「公表」し、演説家は熱気にとり憑かれた聴衆を前にして自らの才能を示すために 
熱弁をふるい、また職業的レスラーが観衆を魅了し、商人はあらゆる種類の商品を持ちよってきた。 

カリフ、ウマルはこの機会に、きわめて歓迎すべき行政的性格を与えている。つまり彼にとってこの集 
いは、自分の知事、司令官にたいする弾劾裁判の絶好の場所であり、同時に検討中の重要な計画に関して 
大衆討議を行なう格好の機会だったのである。 

ここで われわれは、 イスラ— ムにおいては聖と俗、精神的なものと世俗的なものが共存し、さらに調和 
ある協力関係を保っている点をふたたび想起すべきであろう。 

ザカ！卜税 

一八五 現在では一般の人々の間では、ザカートが個人の貯えた現金の何パ ー セントかの金額であり、 
毎年貧者に施されるものだというのが通念になっている。 

しかしクルアーン、ハデイ ース 、あるいは イスラ I ム 初期の慣習では、ザ カート (サダ カート ある'いは 
ハックとも呼ばれる)は、 ムスリム 国民に課せられる ムスリム 国家の公認したあらゆる税金を意味してい 
た。つまり農産物、発掘された鉱物、商業資本、公共牧草地の家蓄、貯えられた現金等に課される税金.一 
般を指していたのである。 



当初これらの税金はすべて直接政府に支払われていたが、のちにカリフ、ゥスマーンはその疣治期間中 
に、貯蓄した現金にたいする税金をクルア—ン第八章六〇節の規定に従い、政府の仲介をまたず直接に受 
領者に支払いうるようにした。 

I 八五 (a> クルアーンは第四章五節で、富は人類生存の根本的、基本的手段であると認めている。 

したがって預言者が、政府にたいする納税を、礼拝、断食、巡礼とならんで四つの基本的な宗教的柱、信 

仰箇条の I つにまで高めたのも決して驚くにあたらない。 

ィスラームにおいては、都市の長にたいして、彼の個人的な奢侈や虚栄のために「貢物」を捧げること 

はない。税金が納められる場合それは集団側の権利として、明確にとりわけ困窮者を保護するためのもの 

式なのである。そしてこれは、ザカートという語の語源的意味を示しているように、納税者の自己を r 成長 
«■ 

教させ J 、 「純化する」目的で支払われる。 

宗 

と 預言者ムハンマドはいっている。「国民の長は、実際には彼らの下僕にすぎない J 。 この言葉の正しさを 
活 

生示し、同時に精神的指導者として、また国家の首長として国民を統率するさいの完全な無私の態度を徹底 
仰 

信させるため、預言者は正式に次のように宣言している。すなわち首長自身、ならびにすベての彼の部族員 

の 

ムは、ムスリム納税者によって支払われるムスリム！！家の収入に手をつけることを宗教的に禁じられている 

一 

I ラと いうのである。 

ィ 国家の首長が人々の信頼を裏切らなければ、当然彼の下にある者たちも、彼らの義務を遂行するにあたっ 
章て良心的たらざるをえまい。 

£] 

第 I 八六 預言者の正統カリフたちの時代には、ムスリム国家において信者たちにザカート以外の税が 
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課されたことがなかった。それは喜捨といった性格のものではなく、純然とした国税であり、税額、納期 72 
の定まった義務的分担金で、頑迷な滞納者からは制裁、強制をもってとりたてられた。 

信者たちに納税の重要性をよく教えこむために預言者は、ザカートが神の唯一性にたいする信仰、礼拝、 
断食、巡礼と同等に重要な神によって定められた宗教的義務であると宣言したのである。 

信仰が精神的義務であり、礼拝、断食、巡礼が肉体的義務だとするならば、ザカートは財政的義務だと 
いえる。法学者はこれを、ィパーダ.マーリーャ(財産による神の尊崇)と呼んでいる。さらに必要が 
あるとするならばこれは、ィスラームが肉体と魂という人間の二つの構成要素のいずれをも偏重、軽視す 
ることなく、両者の調和ある均衡を保つために、人間生活のあらゆる分野を一つの全体に統合している事 
実を示す、いま一つの証明であるといえよう。 

I 八七 クル T —ンは税金を意味するものとして、特に明確に区別することなく多くの表現を用いて 
いる。随所で用いられているザ カ！卜と いう言葉の原意は、成長、純化の意である。これは人々が、徐々 
に殖えていく自分の富を清めるために、その一部を支払わねばならぬことを意味している。 

クルア—ン第九章六〇節にあるサダカートという言葉は真実、慈善の意であり、人間性に相応しくある 
ためには、不幸な者にたいして情け深くなければならぬという意味がこめられている。 

またハック(クルアーン第六章一四一節参照)とは権利の意である。これは他人の権利をさすが、他人 
の権利は当然持てる者にたいして義務を要求する。権利と義務はたがいに関連性をもつものであり、協力 
は社会のあらゆる機能の基礎なのである。 

I 八八 貯金、収穫、商品、公共牧草地の家畜、鉱山、海産物等にはすべて税金が課される。その税 
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率は異なるか、これらすべてはザカ—卜、サダカ—卜その他の同義語により無差別的に指示されている。 

I 八九 預言者時代の税率が苛酷なもので、修正不可能だったとは思われない。八八項で見てきたよ 
うに、預言者は 自ら夕—イフの 住民のザカ—卜を免除しているので ある (他の地域にも 同じ 例が見られる) 〇 

偉大なカリフ、ウマルは、アブー•ウバイドが記録しているように、マデイーナに輸入される食糧の関 
税を減じている。預言者の生存中に.は、例えば外敵から国を守るため、特別な援助を請わねばならぬ場合 
が何度かあった。 

これを f にして法学者は、政府は危機にある場合 ナワー イブと呼ばれる暫定税を とる か、税率を上げ 
うると いう結論を下している。クルアーンには課税の項目、税率に関する記述がないため、法学者はそれ 
について推論を行なうことが許される。 

I 九〇 ただしクルア—ンは、国費ならびに政府予算の最高責任者の心構えについて詳細に記述して 
いる。 

「サダカ—卜(ムスリムに課される諸税)の用途は、まず貧者に困窮者、それを徴集してまわる者、心 
を協調させた者〔新改宗者をさす。一種の慰撫政策として用いた〕、奴隸の身受け、負債で困っている者 
アツラ— の 道〔宣教活動〕 にたずさわる者、旅人、 これ だけに限る。これは アツラ— の徒。 アツラー は明 
敏、全知におわします。」(クルアーン第九章六〇節) 

上述のようにサダカ IK とザカートは同義語であり、ムスリム国民に課されるものである。非ムスリム 
に課されるハラ—ジユ、ジズヤ、ガニーマ等はザカートに含まれない。上述二種類の税の受益者は、かな 
りな相違を見せている。 
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一九一 他の立法者はむしろ収入のための規則を定めているが、クルアーンはこれに反してもっぱら 
国費支出の原理を明確に示している。 

上記のクルア彳ンの一節が言及しているザカートの受益者の八つの範疇の中には、預言者自身について 
何も述べられていないことに気付くであろう。この一節の真意を一層よく理解するためには、それが受益 
者を完全に限定していると指摘しておく必要がある。 

一九ニ カリフ、 ウマルのように偉大な権威者によれば(アブ— •ユー スフ、 r ハラー ジユ j フイ ー • 
マン•タジブ •アラ イヒ•アル=ジズヤの章)、困窮者 (フカラ ー ウ) とは ムスリム 社会の貧者であり、貧 
者(マサーキン)はほとんど同義語であるが、これは非ムス リム 住民(庇護民)中の貧者を指している。 

そしてサダカートは非ムスリムからの収入を含まないが、イスラームは彼らを、ムスリムによって支払 
われる税金の受益者に加えている点に留意されたい。 

I 九三 この財源のために働く者とは、集金人、会計士、支出管理者、会計監査官、会計検査官であ 
るが、この収入の受益者が具体的には行政上の全部門にわたっている事実にかんがみて、実際にこの リス 
卜に含まれるのは民事、軍事を問わず行政機関のすべてに働く者といいうる。 

一九四 心を協調させた者に該当する者は一様ではない。偉大な法学者アブー•ヤアラー•アル= 
ファツラ ( r アル=アフカームツ=スルターニーヤ j 一 H ハ項)はこう指摘している。 

「心を協調させた者には四種類がある。 (一) ムスリムを積極的に支援する心づもりのある者。(二)心 
が協調しムスリムに危害を与えることのない者。(三)イスラームに心ひかれる者。(四)部族の成員をイ 
スラームに改宗する契機を作った者。彼らがムスリムであろうと多神教徒であろうと、これら各種の八心 
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を協調させた者 V に恩恵を与えることは、きわめて合法的なのである」。 

一九五 「頸を解き放す」という表現は、つねに奴隸の解放、もしくは敵に捕えられた捕虜の身受け 
を意味すると解釈されている。ここで奴隸について言及するのも、決して場ちがいではなかろう。 

イスラ— ム以前の宗教は、いずれも奴隸の条件の改善に留意することがなかった。 サラフシ— の記録に 
よれば、 イスラ ームの預言者はアラブを奴隸とすることを全面的に禁止している。他の民族については、 
クルアーンは第二四章三三節で、振舞いの立派な奴隸が主人に自分の身代金を払う用意があれば、主人は 
その申し出を断わることができないとしている。実際に彼は、この奴隸 ic 解放令を手に入れるだけの金額 
を稼ぐ機会を与えるよう、裁判所から命令を受けるのである(そしてこの間奴隸は主人に仕えることを免 
除される)。さらにすでに述べたように、ムスリム政府は解放を望む奴隸を援助するために、毎年一定額 
を予算に割当てている。 

イスラームは奴隸制を認めているが、その目的は不幸な仲間を搾取することではない。むしろその目的 
は、第 一 にすべてを失なったり、なんらかの理由で故国に帰ることのできなかった戦争捕虜の保護にあっ 
たのである。また第二の目的は、彼らを教育しアッラ彳の政府が統治するイスラーム的環境の中で教養を 
身につける機会を提供することだった。奴隸は、政府が行なった合法的な戦争の結果としてのみ生ずるの 
である。私的な攻撃、誘拐または両親による子供の売り渡しには、なんの合法性も認められていない。 

一九六 巨額の借財を負う者、過大な責任にあえぐ者にたいする援助は、当然異なった形態をとる。 
カリフ、 ウマルはまた、無利子の貸付制度を創設したことで知られている。 

一九七 「アッラ—の道のために」という表現は、あらゆる慈善行為を包含する。したがって法学者 
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は、 ィスラ ー ムがこの世にアッラ—の王国を建設するため専心努力している事実にかんがみ、躊躇なくィ 
スラーム防衛のための1にとりかかることを是認している。 

一九八 旅人に関しては、本国人、異邦人---.-. V ムスリム、非ムスリムの別なく彼らを歓待するばかりで 
なく、健康、慰安、通行の安全を保証し、異国を旅する者にはその安寧をはかるため特別な配慮をするこ 
とになっている。 

結論 I 

一九八 ( a > 宗教的実践に関するさまざまな具体的事実を詳述したあとで、ふたたび ィスラ ー ム的 
な生活の根本原理が全体の発展、諸部分の対等的協調にあると指摘するのは、当をえぬことではなかろう。 

クルアーンは繰り返し「礼拝を行ない、ザカ！-卜を払え」といっている。唯一神を崇めることと、社会 
的義務を遂行することの二つが同時に要求されているという事実以上に、肉体と精神の統合をよりよく示 
すものがあるだろうか。精神的義務は物質的利益を欠くものではなく、世俗的義務はまた精神的価値を 
もっている。そしてこれらすベて はまた、こう' t た義務を遂行する人間の意図 や 動機に依存しているので 
ある0 一 
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第六章精神的生活の開発 


ィスラームは、物質面、精神面のすべてを統合する生活規範を提供している。しかし個人の性質にはさ 
まざまな相違があり、ある人々はある種の事柄に通じていても、他の領域は不得手だという事実は否定の 
余地がない。 

またたとえひとが自分の存在の精神面に注意を集中するとしても、生活の糧をうるため、自分がその一 
員である社会のため等の理由から、多少なりとも生活上の他の仕事に関係せざるをえないのである。 

二〇〇 信仰、従順、ならびにこの従順の最上の道について諭した説明の中で' 預言者は最後の点を 
このように定義している。「行ないを正す(ィフサーン)ためには'さながら神を見るかのように神に仕え 
るのだ。お前には神は見えなくとも、神はお前を見ているのだから」。 

このようにして神の至福にあずかること' つまり神への献身、奉仕のかくも素晴しく、美しい方法こそ、 
ィスラ—ムの精神的文化の中核をなすものなのである。また「神への奉仕」という表現はもっとも包括的 
なもので、一般にいわれる信仰面を含むばかりでなく、人間としての生き方すベて K 関わりをもっている。 
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精神的觖点からいって最も教養ある者は' あらゆる行為において神の意志に最も近くある者なのだから。 

二〇一 神秘主義はこの問題を中心的な課題としている。ィスラ—ムにおいては、神秘主義を意味す 
る多くの同義語があるが、それを次にあげる。ィフサーン(この表現は上述の預言者の言葉にも見かけら 
れる)。クルプ(神に近づくこと)。タリ—力(道、すなわち神に赴く旅)。スルーク(旅、神に至る旅)。 
タサッゥフ(語源的には羊毛の衣をまとうこと)。そして奇妙なことには、この最後の表現が最も一般的 
に用いられている。 

二〇二 たしかにムスリム神秘家たちは、他の文明における神秘家にしても同様であるが、自分たち 
の弟子、僚友といった限られた範囲の外にその実践方法、特異な内容を明かしたがらない。これは彼らに 
けしからぬ秘密があるからではなく、おそらく自分たちが快適な生活を放棄して「無用な」苦痛を甘受す 
る理由を' 巷間の人々が理解しえないことを怖れるためであろう。 

また一般人士が神秘家たちの個人的な体験を信じないという理由もあげられる。したがって彼らは、こ 
の種の体験を評価しえない連中から、それを隠しておいた方がよいと考えているのである。えてして秘密 
裡に保たれるものは、それを無視しながら、なおそれを知りたいと思っている人々に余計珍重されがちな 
ものなのだから。 

二〇三 個人的な性質の相違は、あらゆる人種にいつの時代にも存在してきた。しかし性質のいかん 
を問わず各個人に課されうるもの、共通にわかちあわれ、実践されるべき最少限のものを見出したところ 
に、 ィスラー ムの美点があるといえよう。そしてこの最少限の必要性は、精神的な必要と同時に物質的な 
必要に関わっているのである。 
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この事実をよく理解するためには、最もすぐれたムスリムが預言者の直弟子たち、つまり彼の教友たち 
であった点について、すべての者が合意している事実があげられよう。彼らの生涯を検討してみると、彼 
らが最初からさまざまな性質の持主であったことがわかる。例えばハーリドという戦士がいたが、この勇 
敢な兵士を愛でた預言者は，彼を讚えて「神の剣」という称号を与えている。 

またウスマーンとイブン.アウフという豪商がいたが、預言者は彼らが天国に住まう者たちであるとい 
う喜ばしい知らせを公表している。アブー•ザッルという人物は財産を所有することを嫌い*禁欲的な苦 
行生活を好んだ。ここで楽園入りに値する最少限の義務は何かということを聞くために、ある日預言者の 
もとを訪れた遊牧民の話をとりあげよう。預言者はそのさいこう答えている。「唯一神への信仰。日に五 
回の礼拝。ラマダ—ン月の間断食をつづけること。巡礼。余裕があればザヵートを支払うこと」。この遊牧 
民はイスラームに帰依し、大声でいった。「神かけて、俺はきっかりそれだけのことしかしないぞ J 。 彼が 
立ち去った時、預言者はこういった。「誰でも天国に住まう者を見たい者には、あの男を眺めさせてやれ」 
(ブハーリーとムスリム参照)。戦士のハーリドにせよ、金持ちのウスマーンにせよ、イスラームの基本的 
な義務を怠り、その精神性を蔑ろにすることは決してなかった。 

同様に禁欲主義を好んだアブー.ザッル、サルマ—ン、アブッ=ダルダーウその他の人々も、預言者か 
ら例えば隠遁生活を送ったり、いつま.でも断食をつづけたり、肉体的快楽を怖れて去勢したりする許可を 
えてはいないのである。むしろ預言者は、彼らに結婚を命じてこういっている。「お前にはお前自身の肉体 
についても責任があるのだ」(イブン•ハンバル参照)。 

イスラー ムに よれば、人間は彼自身のものではなく、神のものである。したがって神が人間の姿態をか 
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りてわれわれに託した信頼を裏切ることは許されない。 

スッフ T 

二〇四 預言者の時代にマデイ—ナの大モスクには、礼拝場から少し離れたところに スッ ファと呼ば 
れる特別の場所があった。これは預言者が親じく監督にあたる訓練、教育の場であった。そしてきわめて 
多くの ムス リムが ここを 利用しているのである。彼らは特に時間をさいて、人間と神との関わりといった 
観点から イスラ— ム的な生き方を学んでいる。彼らは他人の寄生虫となったり、重荷とならぬよう、生活 
に最低必要なものを稼ぎだすために働いたが、夜の間は最も優れた神秘家たちのように、規定以外の礼拝 
(ナファル)を行なったり、神を瞑想して時を過した。 

この修養所を修道院(テッケ、ハーンカー)と呼ぼうがそれ以外の名で呼ぼうが*とにかくこのスッファ 
で修養する者たちは、物質的な慰安よりも精神的修練の方に、深い愛着を覚えていたことは疑いない。預 
言者がこれらの初期の ムスリム 神秘家たちに命じていた修練の詳細は、おそらく今後とも知ることはでき 
まい。いずれにせよそれは、各個人の気質、能力に応じてさまざまに異なっていた害である。ただし目的 
が定まっていたため、そこに導く合法的な手段を選択する自由は充分にあったと思われる。 

ここで、預言者の言葉を引いておこう。「英知は信者の失なわれた財産である。万 I それを見つけたら、 
どこででもそれを取戻さなければならない」(テイル ミズ イ 1' イブ ン•マ—ジャ参照)。 
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神秘主義の本質 

二〇五 神秘主義を通じてイスラ—ムは、信仰、宗教的献身の諸行為の美化、純化にあたることがで 
きる。そのさい個人的行為の改善、イスラームによって課された義務の遂行、その他生活のあらゆる側面 
で預言者の生活が踏み従われるべき模範とされる。 

110六 神秘主義は、不可視のものを見る能力、1を行なうこと、神秘的な霊媒によって他人に自 
分の意志を押しつけたりすることとは何の関わりもない。 

それはまた禁欲生活、苦行、隠遁、瞑想、あるいはその結果として生ずる種々の感動(それは時として 
手段たりうるが、目的ではない)とも関係がない。まして神の人格に関するある種の信仰(汎神論等)と 
は関わりなく、いか i 師が唱えるような、神秘家はイスラ—ム法やイスラームが課している必要最少限の 
義務を超越している、といった主張とも I 切無縁である。 

二〇七 より適切な表現がないために「神秘主義」という言葉が用いられているが、これはイスラ— 
ムにおいては個人が最も善い行為を行なうための方法、つまりそれにより自己統禦、真の誠実さをかちえ、 
神を一層愛しながらすべての行動、思考においてつねに神の御前にある ことを 実現するための手段なので 
ある。 

110八 イスラ—ムの教えには礼拝、断食、慈善、悪業の忌避といった「外的な」義務がある。それ 
と同時に信仰、神への感謝、誠実さ、利己主義からの脱皮のような「内的」義務もある。神秘主義は、生 
活の後省の側面の修練に他ならない。ただし外的義務ですら、永遠の救済の唯 I の手段である精神の純化 
を促すものなのである。 
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I 般に神秘家は、自らの精神的修練によって独自の能力、才能を開発するが、これが I 般の人々には奇 
跡的なものに見える。しかし神秘家はそのようなものを望んでおらず' むしろ軽蔑している。不可視の事 
柄を知ることが、たとえある種の訓練によって可能になったとしても、それは神秘家に とり 望ましいもの 
ではない。なぜなら不可視の事柄は神の秘密を構成するものであり、それを早まって洩らすことは、結局 
人間のためにはならないのだから。よしんば神秘家がそのような能力を身につけたとしても、それを行使 
しないのはこのような理由による。彼の目的は、つねに精神を浄化し、主の意にかなうようにすることに 
あるのである。 

完全な人間とは、外面ばかりでなく内面をも純化する者、神秘家流にいうならば肉体と心を美化する者 
である。外的な様相のためにフイクフ、つまり宗教儀礼、契約問題、刑罰等外的生活のあらゆる側面を規 
定する諸規則からなる、ムスリム法の総体がある。しかし神秘主義の真の課題は内的様相にある。礼拝の 
諸行為はフイクフの領域に属するが、誠実さ、献身といった事柄は内的なもので、神秘主義に属している。 

これに関連してクルアーンから二箇所引用しよう。 r 心から礼拝にはげむ信者は、成功疑いない j (二三 
章ーーニ節)。「えせ信者たちを見てみるがよい……礼拝に立ちあがる時はものうげで、人目に立とうと 
見栄をはる」(四章一四二節)。ここで示されている礼拝の良し悪しは、■生活のあらゆる分野において、イ 
スラ— ムが信者に要求しているものを知る手がかりとなる。 

二〇八 ( a > イスラ—ム的伝統はカリフ、つまりムスリム国家の首長に政治(司法管理を含む)の 
みならず、礼拝、断食、巡礼といった宗教の外的実践の問題をとりしきる力を与えている。これらすベて 
はさまざまな法学派(後述五六七 a 項参照)により開発されているフイクフ(ムスリム法)の領域に入る。 
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この領域では、われわれの生活にとりさして重要ではないにもかかわらず、これまで人々はたがいに嫉視 
しながら権力の独占に汲々としてきた。 

預言者の殁後、彼に代って政治的、宗教的大権を行使する資格のある者は誰かという問題をめぐって、 
ムスリムの間でも派閥的対立があった。この判断については最後の審判の日の神の裁定に委ね、われわれ 
の未来、神の敵にたいする自己防衛に専念する ことにしよう。 

永遠につづく来世の救済を約束しうる唯一のものといえる内的生活の領域では、嫉妬心の介入する余地 
がない。ここでは同時に何人もの信者が、預言者のあとを継ぎえたし、事実継いでいるのだから。神秘主 
義教団のナクシュバンデイー派が、預言者からアブー•パクルを経る系統を採用しているのにたいし、例 
えばカーデイ—派、スフラワルデイー派は預言者からアリーを経る系統をとっている。スンニー派の者に 
とっては、政治的に預言者の直接の後継者はアブ I •パクルだけであるにもかかわらず、彼らはこのよう 
な系譜を採用しているのである。 

スン ニー派とシーア派を統合する このような 精神的領域は、決して気の歧けた抽象的)®念ではない。そ 
れはまた 独自の、充分に発達した行政機構を もってい るので ある。アブ ダル やアウター ドの実在は、 イブ 
ン•サアドのような 初期の著作家が伝えて いるように、 預言者自身に よって肯定されている。またスユー 
テイ ーの 研究書は、クトウ ブ、アブ ダル、 アウタ— ドと いった 主題に関する預言者の伝承を収録している。 
ここではこの 問題を詳述す る 必要は あるまい。 

注1ある一定の段階に達したスーフイ—の呼稱 

注2ス—フイズムによると、この世の東西南北それぞれの隅に座を占め、この四隅の責任を持つス—フイーが居 
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るとされるが、このような者に与えられる呼玲 

神の満足 

110九 一般の人々は、自分では神を愛してもいないのに、一方交通のように神が彼らを愛してくれ 
ることを望み、神に服従もせずに、神は自分たちをあつく保護すべきであるなどと考えている。 

クルアーンは、第二章一六五節でこう諭している。「……信仰の定まった者は、激しくアッラーを愛した 
てまつる」。また第五章五四節で、最も優れた人間の特性をこう描写している。 r …主を敬愛し、主も賞で 
たまうともがら . 」 

一二〇 神の満足をうるということは、感謝の念をためすために神が授ける物質的慰安の亨受とは同 
じでない。ときに神は、忍耐力、忠実さを試すために人々からこの慰めすら奪うのである。 

いずれの場合にせよ、ひとは神にたいし献身、愛着を示す必要がある。これは一方で、神の意志に同化 
して自己を滅却する精神的態度をうみ、他方たえず神の存在を身近に感ずる境地につながる。 

二一 I 汎神論の哲学的概念は、「神の中への自己滅却」の必要性に由来している。神秘家にとって、 
この考えをただ肯定するだけでは何の価値もなく、彼はそれと同化し、それを事実として感得しようと願 
う 。したがって真の神秘家にとって、存在の 合一という 意味での汎神論と ヴィジョンの 一致と いう 意味の 
汎神論との理論的相違云々といった相違は、言葉の遊戯にしかすぎない。これはむしろ向上心ある旅人に 
道を迷わせ、結局目的地への到達を遅らせて しまう のである。 

|二|| ここでイスラ--ムにおける汎神論の概念には、人間と神の合一を許すものは何一つないこと 
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に留意すべきであろう。 

人間がいかに神に近づいても、創造主と被造物の間には 相 変らず区別、差異、距離が ある。 人間は自我 
を滅却するが、その人間性を滅却する訳ではない。われわれが高みに達すれば達するほど、神はわれわれ 
の舌で語り' われわれの手で行ない、われわれの心で望まれるので ある (プハーリ—参照)。人間の神に 
向う上昇、旅は存在するが、両者は決して混同されない。したがって ムスリムは、 合1、混合を意味する 
「 n ミユニオン」 という 言葉を用いない。 

.ムスリムは 精神的な旅をミアラ—ジユと呼んで いる。 これは梯子、上昇の意味であるが、上昇の成果は 
個人とその能力に応じて自ずと隔たりがある。人間が到達しうると思われる最高の水準は、聖なる預言者 
の到達した段階であり' 預言者のこの経験もまたミアラージユと呼ばれている。したがって預言者はれっ 
きとした覚醒状態のままで、自分が天国に連れていかれ、神のみ前で祝福される光景をまざまざと見たの 
である。 

時間と空間の域を超えた この 伏態においても、 クル T — ン(第五三章九節)は神と預言者の間に、「弓二 
つ、あるいはそれより近い距離」ではあるが、とにかく隔たりがあったことを正式に伝えている。しかし 
預言者自身このミアラージユという言葉を一般の信者との関連で用いており、「5^!&は信者のミアラージユ 
〔梯子〕である」といっている。これは明らかに各個人が、能力と長所に応じて精神的境地を高めうるこ 
とを意味している。 

二 I 三 精神の旅路には一連の段階があり、遅々としてしかその段階を越えることができない。預言 
者ムハンマドの生活を例にとっても、まずヒラ—の洞窟での隠遁から始まることは周知の事実である。そ 
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れからマッヵ時代になるが、この期間彼は神の大義のために苦難のかぎりをつくし、偉大な自己犠牲を行 
なっている。勿論つねに神の指示に従ってのことであるが、断固力ずくで不正と戦えるようになったのは、 
聖遷以後なのである。 

ある男が托鉢僧のふりをしていても' それは上辺だけで、実は羊の格好をした狼である可能性は充分に 
ある。同様にあらゆる権力、財宝を手中にしている国王でも、少しもそれらを濫用せず、むしろ個人的な 
安逸を放棄して自分の義務を遂行するため、自己犠牲の限りをつくす場合もありうる。 

ニー四 自己放棄のためにまず必要なのは謙譲の念であるが、これは充分に培われねばならない。自 
負心は神にたいする最大の罪と見なされるのである。アル==ガザーリーはいっている。虚栄は自己讚美で 
あり、したがって多神教の一種に他ならない。 

二一五 気質はさまざまであり、それゆえ道も数多い。ひとは案内者、師の必要を強調する。医学を 
個人的に学んでも、またよしんば有能な医師たちの講義に出席したとしても、一定の見習期間を終えぬ者 
は開業が許されない。自分の欠点が皆解るような例は稀である。まして自分の過ちをすぐに矯正できる人 
間は、さらに稀である。 

第一の場合には' われわれの欠点を指摘したり、それを取り除く方法を教えてくれるような師が必要で 
あろう。人間は各自たえず進歩し、発展しつづける。そのさい師は、われわれの多くの無駄な努力を省い 
てくれる。人間が過去の経験を活用することができず、新しく生れ出た者があらゆる仕事をやり直し、し 
かも自分の殻にとじこもったままだとするならば、何世代にもわたる祖先の知識、体験の蓄積といえる文 
化、文明の進歩は存在しないであろ-っ。弟子たる者は師の判断、助言にたいし、同僚や同輩にたいしては 
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決して示さぬような強い関心をよせる。そして彼は理論的な学習を行なったあとで、その具体的な適用に 
ついて学ぶために見習期間を過す。 

このようなことは物質的な学問と同様、精神的諸学にも通用する。この世の中には本で読んだり、話に 
聞いただけでは学びえない事柄が多々ある。経験豊かな師の監督の下に行なわれる具体的適用は、絶対不 
可欠とはいわぬまでも、きわめて有益なのである。さらにたんなる知識は充分ではなく'それは同化され、 
第二の天性とならなければならない。 

|二六 神秘家は四つの実践を推奨して いる。 つまり食事を減らし、睡眠を少なくし、口数少なく、 
他人を訪ねる回数も減らせというのである。「減らす」といっても、これは完全にやめろといっている訳で 
はない。それは場合によっては(食事、睡眠の場合)不可能であり、いかなる場合にも望ましいものでは 
ない。これは要するに節度を持てという意味なのである。 

ひとは生きるために食べるのであり、食べるために生きている訳ではない。神の意志、命令を連成する 
に足りる力を得るために食べることは信仰深い行為であるが、食を減らして精神的な生産性を低めるほど 
衰弱するのは罪である。睡眠は健康に必要であり、それは人間に課された一つの義務である。ただし床の 
中にいつまでも寝そべっているような怠惰は、われわれの精神的発展を妨げる。眠りを少なくするのは、 
物質的必要にかまけて時を過すためでなく、信心、敬神のためにより多く時間をさくという意味である。 
口数少なくというのは、軽薄なお喋りを減らし、できれば曲った話を一切口にしないことである。われわ 
れは往々にして、他人には立派な助言を与えながら、自身ではそれを実行しないでいる。他人を訪ねる回 
数を減らすのは、無駄な話や不必要な訪問によって時間を浪費するのを慎しむためである。 [5 J 数を増やす 
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のに相応しいのは、他人に善を施したり、神の允嘉を得るに相応しい事柄に専念することである。 

ただし個人的な必要は、各自の発展段階に応じて異なる点を忘れてはならない。つまり熟練した師匠株 
の人間に、青二才を諭すのと同じような助言を与えたりはしない。とにかく世俗的な交際はしばしば誘惑 
の種となり、貴重な時間を浪費させるばかりか、大切な義務を忘れて しまう 誘因となるので ある。 

ここで第五の助言を加えさせて貰おう。それは出費を減らせということである。つまり賛沢、浮気、個 
人的快楽のための出費を減らし、それによって得られた貯えを、非常に重要であるが、そのために支出し 
えなかったもののために使うのである。以上五つの助言は、精神的にも、物質的にもィスラームにおける 
倹約の五原則をなすものといえよう。 

特殊な業 

二.七 ひとはいつも神を想〇ていなければならない。とりわけ重要なのは、心で想うということで 
ある。ただし精神©$は絶えず行なう訳にいかないので、集中力を強化し、つねに神に想いをはせるた 
めに肉体的な手段を用いる。 

クルアーンは第三三章四一—二節でいっている。「なんじら信者たちよ、アッラ—を念ぜよ。より多く 
念じ、朝な夕な、かれの栄光をたたえまつれ」。また第三章一九一節にはこうある。「立っている時，^座っ 
ている時も、横になっている時も神を想い、天地の創造に深く考えをめぐらす者はいう。 r 主よ、あなたは 
目的もなくこれらを作られたのではありません。貴方の栄光を讚えまつる。そして地獄の劫火からわれわ 
れを救い給え JJ 。 
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ところである特定の文句を何度もくり返す連禱があると同時に、毎日習慣のよぅに唱える祈願文もある。 
これらはときに声高に、ときに低声で唱えられるが、条件としてはすべて必らず神、神格、神の特質に関 
するもので、決して被造物に関わるものであってはならない。よしんば主題が感謝、讚嘆から預言者ムハ 
ンマドに及ぶとしても、必らず神を媒介にしなければならず、なにかを祈願するにしてもムハンマドにだ 
け祈ってはならない。例をあげれば「神よ、ムハンマドに格別の配慮を寄せ、彼をお守り下さい/「お、 
神よ、あなたが約束された栄光の座にムハンマドを蘇えらせ給え、われわれのために行なぅ彼のとりなし 
を受入れ給え」等である。 

思考の集中を発展させるため、神秘家たちは時に隠遁、隠棲し、暫くの間呼吸を止め、 g を閉じ、心臓 
の鼓動に精神を集中しながら、神について想いをめぐらす。また彼らの意見によれば、神の祈念には三種 
類ある。つまり神の名の祈念、神の名を媒介にしてなされる神格の祈念、神の名等の媒介を必要としない 
神格の祈念である。 

ちなみにこれらの業は預言者自身が推奨しているもので、外来のものではない。ここでアブー •フラィ 
ラの話をあげれば、預言者は紐の結び目を珠の代りにした珠数をもっていたが、結び目の数は二千あり、 
毎晚それを用いて祈願を繰り返したとのことである。 

二一八 その他の業としては禁欲、克己、とりわけ死と最後の審判に関する瞑想の生活があげられる。 
ィスラームにとり、これらの業は決して目的ではなく、むしろ己れを統御し、自我を打ち破るための暫定 
的な、仮の1にすぎない。 

ひとがこの世で自分のために手に入れるものは、必需品と奢侈品の二つに分かれる。そしてこの必需品 
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を放棄することはできない。なぜならそれは自殺に通ずるのだから。 

ィスラー ムは宗教的に自殺を禁じているが、それはわれわれが実はわれわれ自身のもので なく 神のもの 
であり、完全に実現される以前に何かを破壊するのは胂の意志に反するからである。奢侈品についていえ 
ば、もしもそれがわれわれの現世の目的とならなければ合法的である。ひとは自分の動物性を抑えるため 
にそれを放棄する こと もあり、生活必需品すらもたぬ者を助けるために、あるいは懺悔の目的にそうする 
こと もある。ただし大げさに、またまった く不 つり合いなやり方でそうしてはならない。 

清純な生活を送るように努力する誠意ある人間は、例えば外科手術のような手段で自分の欲望を抑える 
者よりは大きな長所をもっている。悪にたいする素質を全然もたぬ者は' 悪を受け入れる充分な素質をも 
ちながら、神を畏れてそれから自発的に遠ざかる者より優れているとはいえないのである。 

二 I 九 禁欲、精進等の精神的な業はある種の能力を高めるが、いかに奇跡的なものであろうとも、 
•?•■ のような能力の取得は神に向って旅する者の目的ではない。ひとは行為の実現を求めるが、その行為に 
よ—動的にひき起される感動を求めてはいない。不信心者ですら聖者の持つ能力のいくつかを獲得しう 
るが、それで究極の救いがえられる訳ではない。 

ただし神秘家はたえずこの目的に向けて導かれており、聖なる旅路でのこれらの出来事について特に考 
えを寄せることはなく、ましてそれから利益をえようなどという意図は少しもないのである。 

ニニ〇 托鉢僧もしくは神秘家である スー フィーは、まず過去の罪を悔い改め、可能なかぎりかって 
犯した罪を つぐなうことから 始める。神は神の権利にたいする侵害を宥し給う が、 他の被造物の権利にた 
いする侵害はそのかぎりではない。後者の場合、宥しうるのは被造者ばかりなのである。そしてこれがな 
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されてこそ、ひとは主に至る道を歩むことができる。その道は特定の人間、階級、力—ストのみのもので 
はなく、万人の手の届く範囲にあり、むしろこの道を歩むことは各個人の義務だといってよいであろう。 

この旅路のための糧となるものは神にたいする従順と、絶えざる神の祈念である。このうち従順は、ひ 
とが何をなすべきか、主の意志が何かを知りうる点でより理解し易い。神は自らの意志と命令を一般の人 
人に伝えるために、それらを選ばれた預言者たちに啓示しているのである。 

11111 神は無数の預言者たちを遣わした。彼らの教えの細部には相違があるが、それは神が意志を 
変えたからではなく、人間の能力の発展、退化が行為の規範や細部の変更を余儀なくしているからなので 
あり、すべては神の慈悲と英知に基づいている。 

この点は特にクルアーンが強調しているが、預言者たちの教えの基本的な問題、とりわけ神と人間の関 
係についてはなんの相違もないが、神の意志の最も新しい表明に従うことは、人間の神にたいする従順の 
一部なのである。例えば神が預言者アブラハムを介して何かを人々に教えたとしても、それを放棄して預 
言者モーゼの教えに従うのは決して不従順ではない。モーゼは彼の時代には最も新しい形の命令を、同じ 
立法者から受け取り、伝えているのである。さらにモーゼの命令をおろそかにし、アブラハムの教えを実 
践しつづけるとするならば、それは神にたいする許すべからざる反抗だといえよう。したがって人間は、 
相次ぐ預言者たちによって伝えられた神の命令を順次実行していかなければならないが、その最後にあた 
るのが聖なる記憶の保持者ムハンマドなのである。 

また先行する預言者たちに全面的な尊敬をよせるにもかかわらず、ムスリムが、人間に伝えられた神の 
意志の最も新しい表明にしか従いえない理由もここにある。 
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ムスリムはモ—ゼの律法、詩篇、福音書を神の言葉として敬うが、従うものといえば最後の、最新の神 
の言葉、すなわちクルアーンである。立法者〔神〕は昔ながらの古い法に従う者を、正しい法を遵守する 
従順な者とは見なされないのである。 

結論 

------ 人間は肉体と魂、外的存在と内的存在から同時に構成されているため、完成に向かって調和 

ある進歩、均衡ある発展をとげるためには、人間のこれら両面に充分な配慮を払う必要がある。 

ィスラームの神秘主義もしくは精神文化は、自我の減少と神の存在認識の絶えざる拡大を目指している。 
神の意志への没入は、決して固定化を意味するものではない。それどころか数多くの節においてクルアー 
ンは、人々に行動すること、さらには善行によって神の満足をえることを勧めている。自らの邪悪な欲望 
に従わず、神の意志だけを守っていれば、怠惰に陥ることはない。 

生起するのは、神の命じられたことばかりである。ただし人間の眼から隠されている神の意志を知りえ 
ないとしても、ひとは絶えず努力をつづけなければならない。神が啓示した命令に従って、自分の良心が 
正しいと認める目的を達成しようと試み.ても、失敗に失敗を重ねる場合がある。しかしこの努力を止めて 
はならない？ 

ひとに行動を促し、かつ神の意志を甘受せしめるこのような動的宿命観については、クルアーン第五七 
章ニニ—三節に充分な説明がある。「地上に起る災厄も、彼らの身の上にふりかかる災厄も，われらが 
それを授ける前に天の書に記されぬものは I つとしてない。このようなことはアッラーにとり、何でもな 
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い仕事。それというのもお前たちが、失なったゆえに悲しまず、与えられたゆえに慢心せぬためである。 
まことにアッラ—は、自惚れの強い高慢な者を賞で給わぬ」。 

ひとは神の偉大さ、それにたいする自分の卑少さと同時に、神が一人一人に決算を要求する復活の日に 
ついて、絶えず思いをめぐらせていなくてはならない。クルア—ンは第二九節六九章でいっている。「われ 
われは、われらの(道)にいそしむ者を正しく導くであろう。まこと ( C アッラ—は善人と共にいまし給う」。 


133 




第七章道徳の体系 


第七章道徳の体系 


人間は主として三つの種類に¢1けられる。(一)生まれながらにして善人であり、誘惑にあっても屈甘ず 
本能的にあらゆる慈悲心溢れた善い行ないについて心得ている者。(二)これとは丁度正反対の度しがたい 
人物。(三)両者との間にあり、監督、制裁を受けて強制されればきちんと振舞ぅが、さもないとなげやり 
になり、他人に不正を行なって しまぅ 者。 

11二四 極端な例である(一)と(二)に該当する人間の数は僅かだが、最後の範疇は人類の大多数 
を含んでいる。ところで(一)に属する者(天使的人間)はいかなる指導、抑制をも必要としないが、(二) 
に属する者(悪魔的人間)には悪業を回避させるために他からの抑制が必要であり、(三)に該当する者に 
たいしても充分な配慮が寄せられねばならない。 

ニニ五 (三)に該当する者は、ある点では獣に似ている。彼らが温和しく、自分の持ちもので満足 
しているのは、他人が自分たちよりよいものを所有していなかったり、他人からいかなる危害をも蒙るお 
それのない場合にかぎられている。 
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人間社会は、誘惑に屈しやすいこの邪まな性質 1 C たいして、つねに深い配慮を寄せつづけてきた。そ 
れゆえに父は子を支配する"そして家族、部族、都市国家、その他のすべての人間集団の長は、自分の支 
配下にある者にたいし、自らの持てるもので満足し、他人が正- KX 合法的な手段で獲得したものを横取 
りしないようにさせるのである。おそらく人間社会の真の目的は、もろもろの誘惑を抑制させ、すでに加 
えられた損害を補償する以外にないであろう。 

あらゆる人問は、たとえ同じ§に属していようとも、同じように成長を遂げる訳ではない。高貴な精 
神の持主はよろこんで自己犠牲を行ない、慈善を施す。また知力に恵まれた者は先の先まで理解して、よ 
しんば率先して自己犠牲を行なうに至らないとしても、当面の利益を最後には無にしてしまう結果を充分 
に考慮して、悪業から身をしりぞける。 

ただし一般の人間は、彼害者、社会もしくはその他の強大な権力の側からの力強い、直接的な反作用の 
怖れがなければ、よろこんで自己犠牲を行なうことを肯んじないばかりか、他人を利用して成上ろうとす 
る。 

愚鈍な者はといえば、このような怖れに遮られることすらなく、あらゆる反対と戦いながら最後まで犯 
罪的意図に固執し、結局死刑、投獄といった刑罰を受けて、社会的にいかなる危害をも及ぼしえないよう 
な状態におかれてしまう。 

ニニ六，あらゆる法、^»、哲学は、上例の中間に属する人々、つまり 一 ia ^ 衆にたいして、道理に 
かなった振舞いをし、貧乏人、困窮者' 援助を必要とする者を救うため自発的に犠牲を捧げるよう促して 
いる。ただしことの性質上、これで完全に事が解決する訳ではない。 
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イスラーム固有の特徴 

ニニ七 イスラー ムはすべてを包含する生活様式である。それは信仰のみならず、社会的行為の規則 
を指示している。さらにそれは固有の諸法をよりよく適用させ、機能させる配慮をも怠っていない。 

イスラームが現世の生活を究極の目的とせず、精神と関わりのない肉体を問題としていないことは周知 
の事実である。それどころかイスラ—ムは、死後の生活を説いている。クル T 丨ンが明らかにしているよ 
うに、そのモットーは「この世ばかりでなくあの世でも最善」ということなのである。したがってそれは、 
たんに勧善懲悪を唱くばかりでなく、同時に精神的、物質的な賞罰を提供している。 

禁止、禁令という側面からいえば、イスラームは心の内に神にたいする畏れ、復活ののちに最後の審判、 
地獄の劫火による懲罰の観念を植えつける。人々が不正を働き、他人の権利を侵害しないように、イス 
ラームはこれだけでは満足せず、物質的制裁の分野で可能なかぎりの予防策を講じている。信者たちが、 
他から強制されなくとも礼拝、断食のつとめを守り、政府が税額を定めるのを怠ったり、税金支払いを強 
要しえない場合にも自ら納税を行なうのは、このような事情によるものなのである。 

道徳の基礎 

ニニ八 動機、伏況のいかんにより、 I 見相似た行為の意味が大幅に異なるといった事態は、しばし 
ば見受けられる。例えば殺人にしても、盗賊の場合、獲物と間違えた獄師、正当防衛が認められる愚者、 
あるいは未成年者、法廷で宣告された死刑を執行する首長、侵略を防衛する兵士等の場合があげられる。 

こ.のような諸例において、殺人はある場合には多少なりとも厳しい罰をうけ、他の場合には宥され、ある 
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いは賞罰を伴わない通常の義務と見なされ、または賞讚と名誉に値する素晴しい行為となる。 

ほとんどすベての人間生活は、その善悪が相対的な諸行為から成り立っている。預言者ムハンマドが、 
「行為は動機によってのみ(判断)される」、としばしば述べている理由はここにある。 

1111九 イスラ—ムは預言者たちを仲介にして人々に伝えられた神の啓示にたいする信仰を基礎にし 
ている。したがってその信仰の内容である法、道徳もまた神の示された戒律に依存している。確かにきわ 
めて多くの場合、人間の理性は同一の結論に達するといえる。 

ただしイスラ—ムにおいて決定的な重要性をもつのは、それが神の啓示であり、哲学者、法学者、道徳 
家の知的所産ではないということである。人間の知的推論は往々にして異なり、完全に矛盾する結論に達 
するという事実にてらしてみれば、この重要さは明らかであろう。ある教えの動機が明らかに本質的では 
ない義務、業を不必要に強調しているなどという例は' まま見受けられるのである。 

二 =o 人間の行為は、まず第一に命令、禁止の内容に代表される善と悪に区分される。われわれが 
慎しむべき行為はまた以下の二つに分けられる。最後の審判の日における有罪宣言に加えて世俗的制裁、 
物質的刑罰をうけるもの。イスラームが罪ありとしているが、来世の制栽以外に罰をうけぬもの。 

11三 I 預言者がいったとされている言葉 (カ ーデイ—. イヤー ド、 f シファ—ゥ J 第二章参照)のう 
ちにわれわれは、 イスラ— ムの説いている人生の概念を見ることができる。 

-.■ ある日アリーは、預言者に彼の行為一般を支配している原則について尋ねた。すると預言者は答えた。 
r 知識は私の資本、理性は私の宗教の基、愛は私の礎、欲望は私ののりもの、神の祈念は私の友人、信頼 
は私の宝、懸念は私の仲間、学問は私の二の腕、忍耐は私の外套、満足は私の戦利品、謙譲は私の誇り、 


138 



第七章道徳の体系 


快楽の拒否は私の職業、確信は私の食糧、真理は私の仲裁者、従順は私の豊かな資産、闘いは私の習慣、 
そして私の心の喜びは礼拝の中にある JJ 。 

二三—また別の機会に預言者ムハンマドはいっている。 r 要するに英知の総和は、神を畏れることで 
ある。 ィスラー ムの道徳は、神以外のいかなる ものをも 崇めない ことから 始まる。己れ自身、自分.の手が創 
り出したもの(偶像、邪教)を崇めてはならず、人間性を卑めるもの(無神論、不正等)すべてから遠去 
からなければならない J 。 

二三三 ィスラ—ムは人種、皮膚の 色、 言語、出生地に依存する避け難い不平等性を除去して、例外 
なく誰の手にも届く個人の徳性をその優越性の基準であると主張し* (同時にそれを他のあらゆる教え以上 
に具体化している)。その証拠として、クルアーン第四九章一三節はこう述べている。 r 人びとよ、私は一 
人の男と一人の女からお前たちを創り、たがいに見わけることができるように民族と氏族にした。まこと 
にお前たちのうち' アッラ-にとり最も貴い者は最も主を畏れる者である。アッラ—こそは真に全知にし 
てよろずに通暁し給う J 。 

11三四 クルア—ンはその美しい一節、つまり第一七章一一三 —— 九節で、ムスリム社会の成員に十二 
の戒律を示している。 

お前の主は命じ給う。彼のほか何者をも崇めてはならぬと。 

また親に孝養をつくせと。もしも両親かそのいずれかがお前と一緒に暮らして老齢に達しても、彼ら 

に軽蔑したような言葉、荒々しい言葉を使わず、ねんごろに話さなければならない。そして敬愛の情を 

こめ、柔順の翼をそっと二人の頭上に降ろしてやるよう。「主よ、幼少のころ彼らが私を慈しみ育てたよ 
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うに、二人の上に貴方の慈悲をお授け下さい」、と祈ってやるよう。主はお前たちの心の中にあるものを 
熟知し給う。もしもお前たちの行ないが正しければ、主は悔悟してその御許に立ち返る者にたいし、ま 
ことに寛大であられる。 

近親者に与えるべきものは与えよ。また貧者や旅人にも。だが粗末に浪費してはならぬ。浪費をもの 
とも思わぬ者は、まことに悪魔の兄弟である。■悪魔とは主にたいする恩義を忘れた者。ただしお前の求 
める主の恩恵をこい願って、たとえ彼らから遠ざかっていても、その連中にはねんごろに話してやれ。 

お前の手を自分の頸に縛りつけて(吝嗇であって)はならない。また限度を越えて極端に手を開き、 
恥辱を被むり、困窮に陥ってはならぬ。まことになんじの主は、み心にかなう者に豊かに授けられ、ま 
た(そう望まれれば)控え給う。彼は下僕らのことをすベて知り*監視されているのである。 

貧困をおそれて自分の子女を殺してはならない。彼らにもお前たちにも、われらが充分に施してやろ 
う。子女を殺すのは、まことに大罪である。 

姦通の危険に近よってはならぬ。それは忌むべき行ない、悪しき道である。 

正当な理由による以外は、アッラーが禁じ給うたものを殺してはならぬ。誰にせよ不当に殺害された 
場合、われらはその相続者に(賠償を)求める権利を与えよう。ただし彼にのりを越え(やたらに)殺 
人を犯させてはならぬ。まことに彼は(法により)あつく護られているのである。 

孤児が一人前の力をつけるまできちんと管理してやるため以外には、彼の財産に近づいてはならない。 

約束をきちんと果せ。まことに審判の日には、あらゆる約束について問いただされるであろう。 

計量するさいには充分の量を与えよ。また正しい秤で計れ。それこそ適切であり、結果も最良である。 
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自分の知り及ばぬものにつき従ってはならない。いずれ聴覚、視覚ならびに心の働きはすべて尋問さ 
れるのだから。 

勝ち誇って大地を歩いてはならぬ。お前たちはそれを裂くこともできず、山の高さほど身を高めるこ 
ともできない。これらすベては悪事で、お前の主はこれらを憎みたまう。以上は主がお前(ムハンマド) 
に啓示したまう英知である。アツラ—に等しい神があるなどと考えてはならない。さもないと地獄に投 
せられ、恥辱を被むり、慈悲を拒まれるであろう。 

モーゼに下されたものと比較され*それ以上に綜合的なこれらの戒律は、預言者の昇天/ - N ミアラ— ジュ) 
のさいに啓示されている。 

二三五 クルアーンが推奨している事柄を、すべてここで引用するのは冗長にすぎよう。したがって 
一般の人間の社会的行為 ic ついて述べている部分' 第四章 三 六 —— 八節を引用するに止める。 

「アツラーに仕えまつれ。何ものをも彼に等しいなどとしてはならぬ。父母には孝養をつくし、また近 
親者、孤児、貧しい者、遠くや近くの縁者たち、道づれの仲間や旅人、それにお前たちの右手が所有する 
者(奴隸)には親切をつくせ。 

アツラ—は高慢な者、自惚れ者を賞でたまわない。彼らは吝嗇漢で他人にも吝嗇を勧め' アツラ—が彼 
らに授けられた恵みを隠す。われらは信仰を拒む者たちに、恥ずべき刑罰を準備している。連中はひとに 
見せびらかすために施しものをするが、アツラーも最後の審判の日も信じてはいない。悪魔を仲間とする 
者は、なんといまわしい仲間をもったことよ」。 

二三六 クルア—ンは他の場所において(第四九章一〇——一二節)も、ムスリム社会の特徴をこう 
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説明している。「信者たちはま さしく 兄弟である。それゆえ彼らの仲を うまくとりもち、アツラ—を 畏れま 
つるのだ。そうすればお前たちはおそらく慈悲にあずかるであろう。お前たち信者どもよ、誰にも他の連 
中を嘲笑させてはならない。他の連中の方が彼らより優れているかも知れないのだから。 

またどんな女にも他の女たちを嘲笑させてはならない。他の女たちの方が彼女らよりも優れているかも 
知れないから。互いに中傷してはならない。またあだ名でののしりあってもならぬ。信仰の道に入ったの 
ちに野卑な名を口にするのは、良いことでない◊これを悔い改めぬ者は悪業の徒である。 

お前たち信者どもよ、邪推は避けるにしくはない。邪推はときに罪なのだから。また無用のせんさくは 
してはならない。たがいに陰口をきいてもいけない。死んだ兄弟(陰口)の肉を誰が好むだろうか。お前 
たちはそれを忌み嫌う(が他人にしても同様だ)。アツラーを畏れまつれ。まことにアツラーは宥し多く、 
慈悲深い御方」。 

罪と贖罪 

二三七 上述のようなかたちで示された正しい忠言に、反対する者は誰一人ないであろう。ただし人 
間は弱点の持主である。人間は善と悪の諸要素から成りたっている。彼はもって生れた欠点のため腹を立 
てる。また誘惑に負けやすく、自衛、報復の能力をもたぬ弱者に危害を与えようとする。しかし同時に彼 
の高貴な感情が、のちに彼を1させ、この後悔の度合に応じて、自分の加えた危害を多少なりとも償お 
うとする。 

二三八ィスラームは過失を大きく次の二つの種類に分けている。すなわち神の権利を侵す過失(不信 
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心、礼拝を怠ること等)と、人間の権利を侵す過失である。 

さらに神は、人間が他の仲間に加えた危害にたいし、宥しを与えることはない。それを宥しうるのは被 
害者だけなのである。もし誰かが、人間であれ、動物であれ、それ以外の何であれ、被造物に危害を加え 
た場合には、事実上二つの罪を犯したことになる。 

つまり一つは直接の被害者にたいする罪であり、いま一つは、当の行為が神の命令にたいする違背に他 
ならぬため、神にたいする罪であるといえる。ただし他の被造物にたいして不正を行なったり、罪を犯し 
たりした場合には' 加害者は被害者にたいし、自分が奪いとった権利を回復して償うばかりでなく、また 
神に宥しを乞わなければならない。 . 

預言者ムハンマドは、その有名な言葉の中で次のような警告を与えている。それによれば審判の日に、 
紐で猫を縛りつけ、食べものも飲みものもやらず、放して自分で餌を探させもせず、結局哀れな動物を餓 
死させるような人間は、地獄に投げこまれるというのである。他の伝承でも預言者は、充分に餌をやらな 
かったり、能力以上の荷を負わせたりして、動物にたいする義務を怠る人々に下される神罰について語っ 
ている。 

預言者は、必要もないのに木を切り倒すことすら禁じているのである。人間は神が創り給うたものを利 
用すべきではあるが、あらゆる浪費、無駄を避けて、公正かつ道理にかなった方法で利用しなければなら 
ない。 

二三九 他人に危害を及ぼし、その償いをしたい場合には、採るべき方法がいくつかある。時には、 
ただ宥しを乞うだけで解決される。また他の場合には、失なわれた権利を回復するか、それが不可能な場 


143 



合にはそれに準ずるもので代替する等の措置が必要である。 

二四〇 他人に慈悲を示したり、寛大に宥すことは高貴さのしるしであり、 イスラーム はしばしば こ 
れを賞揚している。. 

クルアーン(第三章一三三—四節)はこれを称えていっている。 r お前たちの主のお宥しに預り、天と 
地ほどの広い楽園に入るために競って急げ。それは主を畏れる者のために準備されている。順境において 
も、また逆境にあっても(施し)のために金を惜しまぬ者。怒りを押えて人々を寛容する考 まことに アツ 
ラーは善行をなす者を賞で給う」。 

二四一 寛容こそ望ましいとされているが、(一般の人々には)復讐も許されている。この点について 
は、クルアーンは第四二章四〇節でこういっている。「悪業にたいして、これをやり返すのは悪である。だ 
が宥 しを 与え、和解する者には、アツラーは必ら^®酬を下さる。 まことに 彼は悪業の徒を賞で給わない JO 
これは、数多い類似の節の一例にすぎない。 

二四二 神は最も慈悲深い人間ですら比較にならぬほど慈悲深く、寛大である。 

イスラームが神を呼ぶさまざまな名称の中には、ラフマーン(最も慈悲深い者)、タツワープ(最も放す 
者)、アフゥ(過ちを消し去る者)、ガツファール(最も宥す者)等のものがある。神にたいして罪を犯し 
ても、後悔さえすれば、神は寛らかに宥し給うのである。 

クルアーンの次の二節は、神の寛大さに関するイスラ—ム的概念を明らかに示している。 

「まことにアツラーは、自らに類似のものありとする説を赦し铪わない■。ただしその余のことは何で 

も、望み通りに宥し給う」(第四章一一六節)。 
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r ……自分の魂に背いて過ちを犯した下僕たちよ、アッラ—の慈悲も届かぬだろうなどと絶望しては 

ならない。アッラーはまことにあらゆる罪を赦し铪う。かれは寛容にして慈悲深い御方」(第三九章五三 

節)。 

二四三 不信心な態度を棄て、神の宥しを乞いさえすれば、ひとはいつも神の寛大さに望みをかける 
ことができる。人間は意志が弱く'すぐに決意がくじけてしまう。ただし真の悔恨により、いつでも神の 
恩寵に浴することができるのである。 

他人の仲介により神の宥しを得るといったことは I 切なく、ひとは直接神と向いあい、心底からの海恨 
の情を神の面前で言葉のうちに(ムナージャート)示さなければならない。 

神は万物を知り、何一つとして知らぬものはないのである。預言者はある時こういっている。「被造物に 
たいする神の愛は、子供にたいする母の愛より七十倍も大きい」。また别の機会には、次のようにいってい 
る。「男が神に向って I 歩近づけば、神は彼に二歩近づく」。預言者はこうもいっている。「神は慈悲を百 
の部分に分割されたが、そのうち九十九を自分で保持し、残りの一部分を地上に生活するすべての生者に 
分け与えられた。被造物の間に認められる慈悲心は、この一部に基づいている J 。 

さらにクルアーンは、第一一章一一四節で明確にこう述べている。「善行は悪業を拭い消すもの」。疑い 
もなく喜捨や慈善は好ましいものとして推奨されているが、それである罪にたいする神の宥しを自動的に 
得られる訳ではない。一々の存在はそれぞれ独自の存在をもっており、また神の自由は絶対的なも'©なの 
である。 


145 




戒告(禁止命令) 

二四四 クルア1ソは善悪を判然と区別するために、しばしば二つの特徴ある表現を用いている。す 
なわちマアルーフ(誰もが良いと知り、認めている善)とムンカル(誰もが非難し、良くないと認めてい 
る悪)である。表現を換えれば、クルアーンは人間の本性、人間の所謂常識に深い信頼を寄せている。預 
言者の有名な言葉としてこのようなものがある。「たとえ一部の者が悪をよしとするにしても、皆が皆悪を 
とるようなことは決してない」0 

クルアーンは第三章一一〇節で、信者たちを「最良の社会的集団」と呼び、その理由を彼らが「善(マ 
アルーフ)を自らに課し、悪(ムンカル)を避け、唯一なる神を信ずる」からであるとしている。他の箇 
所(第一〇三章一—三節)では、さらにこの点を強調している。「日ざし傾く時にかけて誓う。人間は喪 
失の中にある。信仰して善行にいそしみ、たがいに励まして真理を求め、忍耐する者たちのほかは」。 

二四五 また特定の悪にたいする戒告もある。すでに述べたように、なかには一定の制裁や公開の処 
罰を伴うものもあるが、ただ来世で罰を受けるぞという警告がなされているばかりで、特に深刻な場合を 
除いて公的機関が忖度しないようなものもある。 

二四六 預言者は、別れの巡礼のさいに行なった有名な演説で、人格、財産、名誉の三種に関する人 
権の不可侵性を宣言している。 

事実ムスリムの刑法はこの点を考慮して、主要な犯罪は下記のようなものであると述べている。すなわ 
ち殺人、肉体の損傷、姦淫、姦通(以上は人格に関する犯罪)、窃盗、強盗(財産に関する犯罪)、純潔さ 
にたいする誹謗、飲酒(名誉に関わる犯罪)等である。これらの罪はすべて処罰される。 
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二四七 人を傷つけた場合の罰は、原則として報復である。生命には生命を、目には目を、歯には歯 
をである。 

だがまず第 I に大原則として動機と意図が問題となる。故意に危害を及ぼしたのか、偶然にか。また犧 
牲者(もしくは彼の権利の継承者)は、金线的補償で満足したり、あるいは全面的に容赦するという可能 
性もある。もしも犯罪が故意に行なわれたという司法上の証明がなされれば、公的機関はみだりに赦しを 
与える権利がない。問題は被害者の態度一つで決まるのである。 

二四八 姦淫、姦通の場合は上例とはまったく異なる。なぜならこれに関連して双方の合意があった 
としても、事態の深刻さは軽減されないのだから。 

預言者は教友たちの間に正義感、自己批判の精神を強く植えつけたため、教友たちは来世の罰より、現 
世における公開の酷刑をよしとしたのである。彼らは自発的に預言者のもとにやってきて罪を告白し、従 
容として法的制裁に服している。当事者たちが進んで告白しない限り、不法な性的関係を証明することは 
きわめて難しい。 

誘惑を少なくするために、ィスラ—ムはまた他の予防手段をとった。近親者を除いて男女が無差別に同 
席したり、とりわけ若い男女が誰にも監督をうけず、気軽に会合に出席することは禁じられ、女性が外出 
したり、見知らぬ者と会う場合には、ヴュィルで顔を蔽う方がよいとされている。好色な部外者の視線を 
媚態で惹きつけるようなことをせず、自分の美貌、魅力を夫にだけとっておくのがムスリム婦人の義務な 
のである。 

婦人にとり、ヴ X ィルは他にも利点がある。例えば野外で働く婦人たちと、日光に曝されることのない 
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婦人たちの間には、容貌の点で大きな差があるのは周知の事柄である。鳥の外側と内側の毛に差があるこ 
とも知られている。ヴ H ィルは実際に皮廣の魅力、新鮮さを長持ちさせる役割を果しているのである。習 
慣的に着物で被われている％: S の部分と、顔や手の皮虜とを比較してみるとその差は明瞭である。 

ヴユイルは決して隔離を意味するものではなく、見知らぬ者にたいする誘惑の機会を少なくするものな 
のである。ヴ X イルで顔を蔽うと結核にかかるなどという珍説を唱える者は、何でもすぐに信じこむ愚か 
者の粗忽さにつけこんでいるにすぎない。最新の調査が明らかにした事実によると、結核は女性がヴユイ 
ルを全然使用しない地域、つまりブラック•アフリカとか、高度に発達したフィンランドからイタリーに 
かけての一帯の間で流行している。ちなみにこのクルアーンの勧告をないがしろにした場合にも、法的処 
罰を受けることはない。 

二四九 窃盗、強盗、その他財産に関わる犯罪の戒告に関しては、ここでその諸相を詳細に論ずる必 
要はあるまい。 

二五〇 婦人の貞節に関して、彼女らの名誉を毀損した場合刑罰が課せられるのは、ィスラームの特 
徵である。ひとがとかく隣人や女性たちについて事実無根の臆測を娯しんだり、友人と根も葉もない滕手 
なお喋りをして時を過すことがままある点を考慮に入れれば、このイスラ—ムのは社会の要請に相 
応しいものといえよう。 

女性を告発しようとする場合には、きちんとした法的証拠が必要である。それがない場合、女性の名誉 
に関する勝手な臆測として処罰され、厳しい制裁を受けることになる。 

二五ー アルコール飲料の禁止は、イスラームのもっとも有名な特徴の一つである。クルアーンはこ 
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れを段階的に実施している。「彼らは酒と賭博についてお前に尋ねるであろう。その時はいえ。「その二つ 
は人間にとり多少の利益もあるが、とにかく大罪である。その罪は益よりもはるかに大きい JJ (第二章二 
i 九節)。 

また第四章四三節にはこうある。「信者たちよ、お前らが酔った時には、自分の口にすることが判然と 
解るまで礼拝してはならぬ」。%して最後にこう啓示が下った(第五章九〇—— I 節)。「信者たちよ、 まこ 
とに酒と賭けごと、偶像とくじ矢は悪魔の業である。これらを避けよ。そうすれば成功がえられるであろ 
う。悪魔の狙いは、酒と賭けごとによりお前たちの間に敵意と憎悪をひき起し、お前たちがアッラ—を念 
じ、礼拝する妨げに しようと いうものだ。それでもお前たちは慎しまないのか J 0 

ここで是非とも注意しなければならないのは、クルア—ンが飲酒と偶像崇拝を同 I 種類のものと見なし 
ている事実である。預言者は生存中、これらの禁を破った者に笞打ち四十回の刑を課していた。しかし、 
カリフ、 ゥマルは罰を二倍にしている。彼によれば、酒を飲むと淫らなお喋りをし、女性の貞節を中傷し 
がちであるが、この罰にたいしてクルアーンは、第二四章四節で八十回の笞打ちと罰則を定めており、飲酒 
の制裁もそれに準じてなされるべきだというのである。 

健康、道徳を損なう飲酒の習慣が存在しなかったとしたら、いかに莫大な経済的損失が避けられ、数多、 
くの家庭が平和をとりもどしていたであろう。 

11五二 裁判官の裁量に委ねるという以外に、特定の罰則が定められていない行為としては、あらゆ 
る種類の賭けごと(宝くじ、競技にたいする賭け等)があげられる。 

カジノの悲劇を知らぬ者がどこにいるだろうか。安易な利益、したがって非合法な利益をあげようとい 
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う空しい期待のために、いかに多くの家庭が破壊されたであろうか。 

国家的規模の宝くじは、除々に国の富の公正な分配を損ない、あらゆる経済的悪の根源となりつつある 
のである。これは政治にも影響を及ぼしている。 

二五三 社会を浄化し、とりわけ公共行政の堕落を一掃しようと望んだ預言者は、最も激しい非難の 
調子でこういっている。「賄胳を受取る者は、それを差し出す者同様地獄行きである」。ある日微税官が預 
言者に会計簿を渡していった。「これは公共の収入です。そしてこちらは人々から私への贈物です J 。 預言 
者は腹を立ててモスクの説教埴にのぼり、人々に語りかけた。「これらの徵税官たちを母親の家に留めてお 
き、そこに贈物が届けられるかどうか監視しようではないか」。 

またある時カリフ、ゥマルの妻は、ビザンチンへ行く公けの使者に託して、夫に知らせずに皇帝の妻に 
贈物を届けさせた。すると相§はそのお返しとして高価な頸飾りを送ってきたのである。 カリフは これ 
を知ると、その頸飾りを国庫 tc 没収し、妻には彼女が皇后に送った贈物の代金を自分で支払った。これは、 
タパリ—の歴史書に記録されている話である。 

二五四 公徳心を向上させるため、ある日預言者はこういっている。「時を侮ってはならぬ。夜と昼と 
を次々に交代させるのは神な炒だから、結局お前は神を侮ることになるぞ。 J これは今日の現代人にとって 
も意味深い忠告であろう。要するに毎日何回天気のことをこぼしてみても、何の益もなく、結局自分自身 
の愚かさを曝け出すだけなのである。 

二五五 ィスラ ームは不可能なことを強要しない。それは個人や集団が採用し うる 手段により、生活 
の あらゆる 分野で、人間の特性をたえず改善し ようと 努めてい る。 
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そして責任は、つね fc 個人的なものに止まっている。したがってクルアーンは、第二章二八六節^述べ 
ている。「……だれにせよ自ら行なったことで己れを損なう」。高貴な精神の持主は、他人が悪に耽るから 
といって、自分にそれを許すようなことはしない。他人の悪をまねるかわりにひとは、むしろ他人に良き 
範をたれ、高潔な人格の見本を示さなければならないので ある。 

II 五六 ここで社会的行為 I 般について言及しよう。良い隣人に与えられる権利に関して、ムハンマ 
ドはこういっている。 r ガブリエルは実にしばしば、隣人たちの権利について力強い主張を行なったので、 
私は彼が1死者の近親者の相続権まで彼らに与えてしまうのではないかと怖れたほどである J 。 

またマディーナでは預言者の家の近くに I 人のユダヤ教徒が住んでいたが、預言者は自らムスリムが非 
ムスリムの隣人にたいして採るべき態度の範を示したと伝えられている。日常の儀礼的な行為の一つをあ 
げれば、預言者はこのユダヤ教徒が病気になると見舞いに出かけ、そうでない場合にも何かと彼の手助け 
をした。 

他人との日常の関係については、預言者はいっている。「自分自身が望むことを兄弟のために望まないよ 
うな者は、誰 I 人として信者ではない」。またこうもいっている。「最も善い人間は、他人に善行をなす人 
間である」。クルア—ンはその具体的な例として、第五九章九節で、マッカから避難してきた人々に歓待の 
手をさしのべたマデイーナの初期のムスリムたちをあげ、彼らを イスラ— ムの実践的な模範として讚えて 
いる。「彼らは自ら貧困にあえぎながら' 自分たち自身より(これらの避難民を)大切に扱った…… J 。 

二五七 結論としては、クルア|ンの第四章|三五節を引けばたりるであろう。「信者たちよ、証言に 
あたってはアッラーのため公正を堅持せよ。たとえそれが自分自身、または両親や近親者の利益に反する 
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第八章イスラームの政治組織 


第八章イスラームの政治組織 


イスラ—ム的な概念によれば、生命は肉体と魂の統合であるため、宗教と政治、モスクと砦の間に密接 
な関係があったことはきわめて当然である。それ自身の社会的概念にしたがって規定すれば、イスラーム 
は rn ンミユ—ン的 J なものである。それは社会的生活を優先させ、集団の合同礼拝を要求している。 

集団礼择にあたっては皆が同じ中心(カアバ)に向い、断食の場合には世界中で同じ時間にこれを行な. 
い、男女を問わずあらゆるムスリムが主要な義務の一つとして神の家(カアバ).を訪れる。イスラ—ムは 
個人的義務をあくまでも強調し、個人の啓発について忘れている訳ではないが、あらゆる個人を組織化し 
て一つの全体、つまり世界的なムスリム共同体を作りあげる。 

階級、国家がいかなるものであれ、同じ法律があらゆる人々の問題を規制するのである。そして後に述 
ベるよぅに、同じ首長たるカリフが、全世界の信者たちから忠誠の誓いを受けることになる。 
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国籍 

11五九 人間社会には求心的、遠心的といった二つの矛盾する傾向が交互に認められる。一方では 
婚姻、家族、部族、都市国家、国家、帝国という形で、時には恣意的に、時には強制的に異なった個人が 
集合する。 

他方同じ夫婦や祖先から出た集団が、近親者たちと別れて独立した生活を送るため、大きな単位から離 
れていく。この別離は、どこか他所で生計の手段を見出し、全員に食糧を供給するには困難のある地域の 
負担を軽減するという目的で、友好裡に行なわれることもある。しかし強い感情的な出来事、喧嘩等が理 
由である場合もない訳ではない。 

11六〇 人類はすべて同じ共通の起源を持つという、万人がほぼ同意する考えがあるにもかかわらず、 
二つの要因、つまり死と距離的な隔たりが、 i 性を強調する点で大いに貢献している。 

人間は本能的に近親者や祖先に愛着を寄せるが、共通の親の死によってこのような結合的要因は消え失 
せてしまう。そして生き残った人々の親近感は、多少の重要性、影響力を持っていたにせよ、日々彼らの 
人数が増大していくため、徐々に弱まり、失なわれていく。 

距離的な隔たりについていえば、このために近しい関係の絆が忘れさられるばかりでなく、これまで歴 
史が示してきたように、のり越え難い障壁が作り出されるのである。かぐして人々は同じ言葉を話さず、 
同じ興味をもたず、同じ価値を擁護しなくなる。 

二六一 西暦七世紀にあたるィスラームの黎明期においては、人種、言語、出生地等の事柄に起因す 
る意見の相違や偏見が、例外というよりは常態となっていた。それらは深く根を下した概念となり、さら 
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にほとんど生れながらの本能と化していた？これは世界の至るところ、アラビア、 ョーロ ッバ、アフリカ、 
アジア、 アメリカ 等でも同様であった。 イスラー ムはこれらの概念を人類の邪悪な特質とみなし、それを 
根治しようと試みているのである。 

二六二 利己主義や欲望が人々の間に避け難い闘争をまき起すような世界においては、家族、氏族、 
部族を結ぶ統合の絆すら防衛、安全確保のためには充分でなかった。したがって時には、戦士たちや皇帝 
により、部族より大きな集団が力ずくで創り上げられた。しかし臣下全体の利害が一致しないため、これ 
らの人為的な統一体はたえず分裂の危機に曝されていた。 

二六三 この点を明らかにするためには、人間社会のこの面の発展について、数千年の歴史を検討す 
るまでもなく、現在広く行きわたっている国籍の概念について考慮するだけで充分であろう。 

もしも国籍が、言語、人種、出生地の同一性に基づくものならば、これが外国人、異邦人の問題を永 
久に存続させる ことは いうまでもない。このような国籍は、全世界の人々を包み込むには、余りにも狭少 
なのである。そしてもしも外国人が同化されないとすると、紛争や戦争の危険がたえずつ きまとう ことに 
なる。事実国籍の絆は、決して確実なものではない。例えば二人の兄弟が仇同志になるかも知れず、共通 
のイデオロギ I を持つ赤の他人が友人となりうるのだから。 

二六四 クルアーン(第三〇章ニニ節、第四九章一三節)は、言語、皮膚の色その他生得の特質が原 
因となる優越性をすべて斥け、敬虔さに基づく個人の優越性だけを認めている。 

ムスリムの間では、共通のイデオロギ I だけが—,国家」の基礎であり、イスラームがこのイデオロギー 
なのである。ここでは改宗を認めない宗教について語るのをやめよ，っ。 
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所謂普遍的な宗教の中でイスラ—ムは、次の諸点で特徴的であるといえよう。つまりイスラ—ムは現世 
を完全に否認せず、むしろ肉体が魂と同時に成長し作用すると主張しているのである。過去の歴史をひる 
がえってみれば、ムスリムが上述のような人種を超え、地域を超えた兄弟の理想を実現してきたことは明 
らかであろう。しかもこの感情は、今日に至るまで彼らの間に脈々と生き続けている力なのである。 

二六五 帰化、同化は' 現在あらゆる「国々」で容認されているが、新しい言語、新しい皮*の色、 
新しい土地への帰化、同化は' 新しいイデォロギ I の採用ほどたやすいものではない。 

イスラーム以外の場合には、国籍は本来回避することのできぬ偶然的な性質である。ただしイスラーム 
においては、それはもっぱら個人の意志と選択によっている。 

普遍化の手段 

二六六 上述の諸手段、つまり万人にたいする同一の法の適用、同一方向に礼拝すること、巡礼にさ 
いし一所に集うこと等の他に、全世界を統べるカリフ職という制度には特別な役割がある。 

二六七 聖なる記憶を託されたムハンマドは、自分が人類全体に遣わされた神の使者で あり (クルアー 
ン第三四章二八節参照)、また使者たちの中でも最後に派遣され(クル T —ン第三三章四〇節)、したがっ 
てこの世の終りまでその預言が通用する使者であると宣言している。そして彼の教えは人種、階級の不平 
等性を撤廃したのだった。 

さらに預言者は、自ら国家に統一し、諸組織を作りあげた共同社会において、精神的、世俗的、その他 
もろもろの権力を自ら行使した。この集中された権力は、預言者の殁後、国政を委ねられた彼の後 S た 
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ちに引き継がれた。ただしこれらの後継者は預言者ではなく、したがって神から啓一1授かることはなかっ 
たのである。 

預言者ムハンマドは、つねに公共的生活の重要性を強調した。その結果彼は次の ような 主張 さえして い 
るので ある。「イマ ーム (カリフ) を知らずに死ぬ者は、異教徒と して 死ぬ ことになる」。 同時に彼はムス 
リム社会内部の統一、連帯を重視していっている。 r この共同体から離れる者は、地獄行きで ある j (ムス 
リム、 ティルミズ ィ— 等に よる)。 

11六八 預言者の時代にも、自発的に、あるいはやむをえずイスラーム国家の域外、例えばエチオビ 
アやマッカ(預言者の征服以前).に生活していたムスリムの個人、集団があった。 

非ムスリム地域のうち、ある地域は宗教的寛容を少しも解さず、ムスリムたちを迫害している(都市国 
家マッカやビザンチン帝国のように)。しかしキリスト教系のエチオピアのように、信教、信条の問題に関 
しては自由な政策をとっていた地域もあった。 

二六九 すでに検討したように、カリフは預言者から精神的権力、世俗的権力を二つながら受け継い 
だ。彼はモスクにおける集団礼拝の儀礼の長をつとめ"同時に俗事を司る国家の長を兼ねていたのである。 

二七〇 預言者に臣従するため、人々は忠誠の誓い(パイア、従順の誓い)をたてるのを常としてい. 
た。彼らは選挙が行なわれたさい、カリフたちにもこれを行なった。 

この国家組織の基礎は、統治者と被統治者の間に結ばれる契約である。ただし実際には、人々の間でも 
最も代表的な人物だけが忠誠の誓いをたてる。もちろん I 定の契約に基づく任命である以上、契約が無 
効になったり、統治者が上述の代表的人物により免職される可能性がある。 
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11 七 I 預言者ムハンマドは、神の使徒という資格でムスリム社会を支配した。彼が公布し、後世に 
残した法律も、神の啓示に基づくものであった。 

彼の後継者たちにとっても、その能力の範囲内で、依然として神の主権は現実に存在しつづけた。そこ 
で彼らは、神の御使いの後継者たちという立場にあった。ただし彼らには神の啓示を受けとる可1はな 
く、したがって立法の分野 1 C おける 彼らの権能は制限されていた。彼らには、神の名に より 預言者が制定 
した法を廃棄する力はなかった。ただし預言者時代の法が特に言及していない問題については、在来の法 
に解釈を加えたり、新たな法を制定することができた。 

換言するならばカリフは、少なくとも立法上では専制君主たりえなかったのである。彼は憲法上の首長 
であるが、一般の国民と同様国法に従わなければならない。預言者自らが創った伝統により、ムスリム国 
家の首長たる者は法を超越した存在であってはならない、という事実が確立された。そしてアブー•パク 
ル(初代カリフ)の時代から今日に至るまで、もっとも卑しい民や非ムスリムですら、国の法廷にカリフ 
を召喚し うる ことは、歴史に明らかなのである。 

11七1| ただしカリフ職に関する理論と実践が、ムスリム社会においてつねに同じだったという訳で 
はない。この問題の歴史的な概論は、ことの実態を理解する上できわめて重要であろう。 

カリフ職 

二七三 クルアーン は良い王、悪い王について語って いるが、 共和制の ような 政治体制については少 
しも 言及して いない。 預言者の死にさいして少なからず意見の相違があったという事実は、彼が自分の後 
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継者に関して正確で、具体的な指示を残さなかったことを証している。 

一団の人々は、国家権力が相続さるべき遺産として、預言者の家族に譲渡されることを望んだ。彼には 
男の子がいなかったので、相続権のある縁者として伯父のアッバース、従兄弟の アリー の名があがった。 
また他の I 団は、特別な個人の選出を望んだ。しかしこのグル—プの間でも、誰を候補とするか、という 
点では意見がまちまちだった。だが圧倒的多数が、選挙を支持したのである。これにより樹立された政治 
形態は、世* S 君主制と共和制の中間を行くものであった。 

カリフは 選挙されて、終身その地位にあるのである。選挙という面をとれば、これは共和制に似ている 
が、権力を保持する期間を考慮に入れれば君主制に近いといえよう。もちろん当初から選任されたカリフ 
に異を抱く者がいた。また後にはこの地位を要求する対立者たちも登場し、■このため時おりこの共同社会 
内で流血の惨事が起ることもあった。 

さらに時代がさがると、権力は王朝により保持されることになった。かくしてウマイヤ朝が登場し、こ 
れにアッパース朝がとって代った。しかしアッパ—ス朝は、遠く隔たった領州スペインの忠誠の誓いをと 
りつけることができず、そこではムス リム 支配者を頭にいただく独立王朝が主権を行使していた。ただし 
スペインの王朝は、当初 「カリフ」 を僭称することはなかった。ムス リム 世界がパグダ I ド、■コルドバ、 
カイロ (ファーテイマ 朝)にそれぞれ カリフを いただくようになるまでには、 二 世紀余の時間を要してい 
るのである。 

イスラームに改宗したトル n 人は、一つの新たな要素をもたらした。まず彼らは兵士たちを提供したが、 
兵士たちのある者は指揮官となり、国家の事実上の統治権を掌握するようになった。カリフと並んでまず 
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「指揮官の長」が、のちに「スルターン」が登場し、国家権力は分割されて、行政権はカリフの名をかり 
て統治にあたるスルターンの手中に帰した。 

このような状況は貧欲と嫉妬心をかきたてずにはおかなかった。いくつかの領州は独立して地方長官た 
ちが「小王朝」を作ったが、彼らも他の野心家たちにとって代られた。そしてカリフはこのような事態が 
生じた場合、ただ既成事実を承認する以外はなかった。 

カイロのファーテイマ朝がまず i し、この王国はバグダードのカリフを認める、トルコ系クルド人統 
治者の王朝にとって代られた。そしてバグダードが異教徒のタタ I ル人により攻略されると、カリフ職の 
座はカイロに移された。その後オスマーン•トルコはエジプトを占領し、その地の^^アッバース朝カリ 
フ職を廃止させている。その後暫らくしてスペインのカリフは、キリスト教徒の征服者たちに国を譲り渡 
し、モロッコにカリフの座を再建した。イスタンブールのトルコ王朝、デリーのムガール王朝もカリフ職 
の長と自称していたが、彼らの場合帝国は広大であっても、その権威はそれぞれの版図内で認められただ 
けであった ◊ 

それ以前には、力9フとなるためには、少なくとも クライ シユ族の一員、つまり預言者時代のマッカ ( z > 
アラブの後裔でなければならぬ、という条件があった。ォスマーン•トル n の王朝も、ムガール朝もこの 
条件を満たしていない訳であるが、これについてはまた後に論及しよう。 

とにかくムガ彳ル朝は、イギリス人によりインドで占めていた力を奪いさられ、イスタンブールのトル 
n 王朝カリフも、後に自分の家臣たちによってその地位を逐われている。この家臣たちは共和政体を選ん 
だばかりでたく、国家の首長としてのカリフの威信を存続させようなどという気は毛頭なかった。カリフ 
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の権力、特権は、一応名目的には大国民議会に付与されている。しかしこの議会は -el れらの力を要求もせ 
ず、行使もしていない。 

預言者の死後百代目のカリフにあたるというトルコ人カリフ、アブド^ル=マジードニ世は、追放され、 
パリで難民として死んでいる。他方モロッ n のカリフ職の領土は、フランスの保護領となってしまった。 

一一七四 この点に関しては、以下のような議論が可能である。預言者はすでに、自分の死後カリフ職 
は 三十 年しか続かず、その後には「悼ましい王制」がやってくるであろう、と予言していた (イブン •ア 
スイー ル， r ニハーヤ j 、テイルミズイー，アブー•ダーゥ—ド参照)。また預言者の言葉といわれる他 
の伝承によれば、カリフは クライ シユ族の出身でなければならないとある。ただしこの指示が、どのよう 
な脈絡の中で述べられたものかは明らかではないが、預言者の日頃の言行から推して、これがカリフの必 
須条件であるとは思われない。 

歴史的事実によれば、預言者はマデイーナに移り、ここに都市国家を創設して以来、自領を守るための 
軍事的遠征、平時のさまざまな仕事(例えば同盟を結んだり、巡礼に出かけたりすること)等の目的で、 
少なくとも二十五回はこの町を離れている。これらすベての場合に、預言者はマデイーナに残る代理者を 
指名しているが、この一時的政治担当者はいつも同じという訳ではなかった。この代理人、つまりカリフ、 
正確なアラビア語ではハリーファには、マデイ—ナの人間、クライシユ族の者、キナ—ナ族の者等が任命 
されており、中には盲人までいるのである◊預言者が死の三 力月 前、最後の旅として巡礼に出たさい、首 
都の「カリフ」をつとめたのは盲人であった。 

留意すべき他の一点は、アブ ー•パク ルが カリフに 任命されたさい、 二 人の カリフが 同時に統治すると 
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いう、 一 種の共同統治の提案がなされている ことで あろ,。 この 提案は、実際上それが困難で あると いう 
理由で拒否された。 

ただしこれが、ムスリム政体の可能な I 例である点には変りない。なぜならばクルアーンは、国家権力 

の点でアーロンがモ—ゼと同等であると述べている第二〇章三二節で、それを認めているのだから。また 

( 2 ) 

預言者は、イスラームに改宗したジャイファルとアブドの両名に、ウマンを共同統治させるという形でこ 
の方式を存続させているのである。 

注1これは イブ ン•ヒジャームからの引用である。 イブン•サアド (三卷一五一頁)はさらに詳細にこの点を論 
じ、 預言者の慣行にも触れながらいっている 。「アブー •サイード •アル H フドリ— は伝えている。預言者が最後の息 
を引きとられると、マデイーナのアンサーリーの説教家たちが立ち上り、そのうちの一人がいった。 r マッカから移住 
されたムハージルの皆さん。預言者が誰かを知事に任命される時には、必らずその男にわれわれの I 人を仲間に加え 
たものです。ですからこの仕事 (カリフ 職)も二人で、 つまり 貴方がた.の中から一人、われわれから一人選んで共同 
で行なうべきでしょう JJ 。 

注2預言者が彼ら両名を イスラー ムに勧誘した II 翰が保存されている。それにはこう書かれている。「もしもお 
前たち両名が イスラ ームを信仰するならば、 二 人とも支配者として1しよう。だが改宗を拒否すればお前たちの王 
国は消減するであろう J 。 

■ I 七五 現在のところムスリムの間には、すべてのムスリムを統轄するカリフは存在しない。ただし 
大多数の者がそのようなカリフの出現を切望しているのである。しかし実情はといえばムスリムの存在の 
独立性そのものが、部分的に再征服を必要とするような状態にある。 
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すべてのムスリムを統治するカリフ職を復活させる前に、まずムスリムは預言者の時代の先例にならい、 
地域的な対立、郷党意識を拒否しなければなるまい。そして一例をあげればスンニー派、シ—ア派、クラ 
イシユ族、非クライシユ族の別なく、あらゆるムスリム国家の首長たちによって構成される、「カリフ評議 
会」を設けることも可能であろう。そのさい構成員は、それぞれまわりもちで、例えば I 年間評議会の長 
の座につくことができる。 

国家の任務 

二七六 ムスリム国家の任務、機能としては四つ、つまり行政(民事' 軍事)、立法、司法、文化があ 
げられよう。 

11七七 行政機関については、特に詳論するまでもあるまい。これは自明のもので、世界中至る とこ 
ろに存在しているのだから。ただし主権は神に帰属しており、それは万人の福祉のために人間の手によっ 
て管理される信託である。 

二七八 イスラ— ム世界における立法的権限の限界という点については、精神的、世俗的の別なく、 
人生のあらゆる分野にわたる法の根源として神の言葉、クルアーンが存在しているという事実に照らして、 
すでに論じた筈である。 

二七九 司法の分野において、法の前ではすべての人間が平等であり、たとえ国家元首であってもそ 
の臣下にたいして法の適用から免れえないことはすでに指摘したごとくである。 

クルアーン(第五章四ニー五〇節、および六六節)はさらに重要な規則を定めている。 イスラ— ム国家 


163 



内の非ムスリム住民は、それぞれの共同体固有の裁判所を有し、彼らの選んだ裁判官を任命し、民事、刑.；？： 
事を問わず生活のあらゆる面で独自の法律を運用しうるといった裁判上の自治を亨受するものである。ク 
ルア—ンは次のように述べている。ユダヤ教徒はユダヤ法典を適用すべきであり、キリスト教徒は福音書 
の教えを適用すべきである、と。訴訟中の当事者が異なった共同体に属しているため一方の法律が他方と 
異なった規定をしている場合には、適用される法律および裁判官の選択という問題が特別の措置により解 
決されることは当然である。この特別措置はこうした訴訟事件を律するための民間の国際法とでもいうべ 
きものである。 

二八〇 同時に文化的義務についても述べる必要があるが、この義務とは神の御言葉のみが現世で優 
位を占めるよう求めるというイスラームの存在理由そのものを意味する。 

個々のムスリムばかりでなく、とりわけム■スリム政府は、常日頃神の锭に従うのみならず、イスラ—ム 
の意義を他の人々に伝えるため外国向けの伝道を組織することを義務づけられている。クル T —ンが言っ 
ているように(第二章二五六節)その際の基本原理は、「宗教には無理強いは禁もつ」という態度である" 
これは無気力や無関、はほど遠く、イスラームの確たる根拠を他の人々に充分納得させるため不断の献 
身的な闕争が必要であることを意味している。 

政治形態 

二八ー イスラ—ムは政治の外面的形態を重要視してはいない。現在、来世における人間の安寧が達 
成され、神の淀が適用されるならば、充分なのである。それゆえ国家体制の問題は二次的であり、すでに 
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指摘した'ことく、共和制、君主制、立憲君主制、その他の政体はいずれもィスラ—ム共同体において S 
なのである。 

二八11 もしも上述の目的が一人の支配者により実現されれば、人々はその政府を受け入れる。もし 
ある時期、ある環境において、「信者たちの指揮者」つまりヵリフが、彼に当然必要な資質をすべて一身に 
兼ね備えていないことが明らかな場合には、政府をよりよく機能させるために人々は自発的に権力の分割 
を求めうるのである。 

ここでクルア—ンに記されている有名な事例(第二章二四六—七節)を引用しよう。ある預言者が民衆 
から、彼自身とは別に彼らの王を選んで欲しいと要求された。彼らはその王の指揮下で自分たちを故郷や 
家族から引き離した敵にたいして戦いを挑むことを目的としていたのである。預言者が存在するにもかか 
わらず、彼とは別に、むしろ彼の仲介によって王を選任するという事例は、この種の問題に関して人々が 
採りうる範囲を明示している。このように宗教上と世俗の職務の間には分割が可能であるが、いずれの領 
域においても専制的な力が行使されてはならないのである。預言者もまた宗教儀礼も、神の徒に従ってい 
るように、国王もまた政治そのものも、それに従わねばならない。 

権威のよりどころならびに諸法典についてもこれと同様のことがいえる。それぞれ異なった人物に応じて， 
法の適用と必要な措置の施行がなされるにすぎない。これは聖俗を二つに分割するというより*むしろ専 
門家の問題なのである。 
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諮問審議 

二八三 協議の重要性およびその効用についていかに力説してもしすぎることはない。クルア—ンは 
再三にわたって(第三章一五九、第二七章三二、第四二章三八、第四七章ニー節)、公事であれ私事であれ、 
ムスリムは協議を行なった上で決定を下すよう命じている。 

預言者の言行が実際にこれを裏付けている。預言者 ムハンマドは 聖なる啓示に導かれる という 例外的資 
質に恵まれていたにもかかわらず、決定を下す前には必らず教友や信徒たちの部族の代表者たちと協議を 
行なっているのである。初期ヵリフたちも同様に協議制度の熱心な擁護者であった。 

二八四 この点に関してもまた、クルア—ンは融通のきかぬ性急な方法を定めてはいない。選の 
数、選挙の形式、代表期間等については、それぞれの時代、それぞれの国の指導者たちの裁量に委ねられ 
ている。 

重要なことは、指導者が代表者たちの補佐を仰ぎ、円満な人格により、彼らが代表する人々の信頼をえ 
ていることなのである。 

二八五 神の御前で正統性が保証されるため、モーゼが彼の民の中から七十名の代表を選出したとい 
うクルアーンの記述は(第七章一五五節)、一種の比例代表制について言及している。さらにモーゼに従っ 
て砂漠に赴いた部族と同数である十二の泉が彼らに割り当てられたという事例(第七章一六〇節)から、 
一種の比例代表制を認めることも可能であろう。 

とにかく指名、選挙のいずれを問わず代表制の目的は、政府がつねに世論に耳を傾けるべきであると い 
うこと にある。 ィスラ ームにおいては、この目的は集団礼拝と いう 制度によって完全に実現されているの 
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である。毎日五回、そして休日にあたる金曜日ですら、すべてのムスリムは男女を問わず、各人の居住地 
あるいは居合わせた地域、もしくは街のモスクに集合しなければならない。そして礼拝を とりしきる のは 
その地域の最高の政府役人なのである。 

このことは公的な最高責任者との会見、あるいは推であれ身にふりかかった不正、困難について彼に 1 IT 
えかけることを可能にするのである。もしそれで何らの効果もあがらぬ場合には、人々はさらに上級機関、 
国家元首のところに訴えを持ち込むことができる。国家元首もまた自分の居合せる地域あるいは街の公共 
モスクで礼拝をとり行なうのであり、それゆえすベての一般人はたやすく彼に近づけるのである。 

外交 

二八六諸外国との関係は一般に国際法といわれるものに基づいている。この分野の具体的な規定は、 
特定の共同体内部での社会的行動 1 C 関する規定に比べてはるかに遅い進化の過程を示している。 

ィスラー ム以前の時代においては、独立した国際法というものは存在していなかった。それは政治の一 
部をなし国家元首の意のままになっていた。異国の友にたいして認められた権利は僅かであったし' まし 
て敵にたいしてはなおさらであった。 

二八七 ここでは 世界で初めて国際法を明確な規定として発展させただけでなく、それを(政治とし 
てではなく)法律の一分野として確立したのはムスリムであるという歴史的事実を想起すべきであろう。 
彼らはシャル(例えば為政者の行為)という名稱でこの主題に関する特別な論文を数々書いており、また 
法律についての一般的論議の中でもこれについて言及している。 
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この分野の研究を始めた初期の学者たちにとっては(ヒジュラ暦二世紀の初頭、つまり西暦八世紀)、戦 6 S 
争の問題は刑法の分野に入るものであった。したがって国内の人々の山賊行為や追剥について論じたあと 
で、法学者たちは当然の ことと して外国人による同様の不法行為に言及し、治安維持のための軍隊の大動 
員を要求している。しかし戦争を刑法の項目の中に含めている こと自体 それが、被告が法廷で自らを i 
する権利を有するような法律上の問題である事実を明らかに意味しているのである。 

二八八 ィスラ ームの国際関係を律する体系の基本原理は、法学者の言葉を借りれば、 rf の f み 
という 点では ムスリムも非ムスリムも 対等 (サワーゥ) だ」 という ことなので ある。 

古代において、例えばギリシャ人は、ギリシャの都市国家間だけの関係を規制する国際法があるという 
考えを持っていた。野蛮人すなわち非ギリシャ人については、アリストテレスが云っているように、自然 
が彼らをギリシャ人の奴隸として創ったの'だとしていた。したがって彼らとの関係を規制するのは独断的 
な行為であり' 法ではなかった。 

古代のヒンズー教徒も同じような考えを持っていた。そして不可触綫民の考えを含む力—スト制で人間 
を区分する彼らの教義は、敗北者の運命をより一層不安定なものにしていた。 

ローマ人は友朋諸国の民衆にたいしては多少の権利を認めていたが、その余の国々の民には個々の司令 
官の気まぐれや思いつき、歳月の変遷と共に変る場あたりの独断的裁定があるだけであった。 

ユダヤ法 (二 〇章一六節、サムエル•上、一'五章三節)によれば、神はアマレク人(アマーリヵ、パレ 
スティナのアラブ住民)の根絶を命じ、またその余の民はユダヤ教徒に税金を支払い、彼らの下僕として 
生活する C とが許されると述べたとされている。 
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I 八五六年にいたるま.で、西欧人士は他のキリスト教徒にたいする国際法の適用を差し控えてきた。そ 
れ以後、文明人と非文明人とは区別され、後者は依然として何の権利も持たなかったのである。 

国際法の歴史からみると、ムスリムは有事、平時を問わずいかなる差別、留保もなしに外国人の権利を 
認めた最初にしてかつ、これまでのところ唯 I の者たり続けている。 

二八九 最初のムスリム国家は、預言者により創設され、統治された。それはマディーナの都市国家 
であり、ムスリム、ユダヤ教徒、偶像崇拝の了ラブと、おそらく少数のキリスト教徒の住む自治的な村の 
連合体であった。 

当然のことながらこうした国家には宗教的寛容が求められ、事実それはこの国家の憲法において正式に 
認められており、その記録も現在にまで伝わっている。防衛上の同盟に関する初期の条約は非ムスリムた 
ちとの間に結ばれ、それらはつねに良心的に守られた。クルアーンは約束履行の義務ならびに、これに関 
する公正さをもっとも強い語調で力説している(これに違反した場合には来世において懲罰が課されるこ 
とになっている)。 

11九〇 国際的行為を規定する様々な法典は国内法のみならず外国との諸条約、その他を含んでいる。 

二九 I 法学者たちは一度とり交された約束の重要性を大いに強調している。したがってもし外国人が、 
イスラーム領内への入国許可を得て一定期間滞在し、その間にムスリム政府と彼の政府との間で戦争が勃 
発したとしても、彼の安全に関しては何の影響もなく、彼は滞在ビザの期限が切れるまで平穏に滞在する 
ことができるのである。彼は安全に帰国しうるばかりか、自分の所有物や取得した物すべてを持ち帰るこ 
ともできる。 さらに 滞在中は、戦争勃発前同様に裁判所の保護を享受しうるのである。 



二九一 - 大使たる者は、たとえ最も不快な通知を携えてきたにせよ、あらゆる迫害から免れうる とさ 
れている。彼は信仰の自由、滞在中および帰国のさいの安全を享受することができる。 

二九三 裁判権の問題もまたいくつかの特性を持っている。イスラーム領内に住んでいる外国人は、 
ムスリムの裁判に従うものとするが、ムスリム法による訳ではない。なぜならイスラームは、自らの領内 
において個々の共同体が独立した司法制度を行使するような、法の多様性を許容しているからである。そ 
れゆえ外国人は自分の宗教に基づく裁判所の裁判に従うことになる。例えば彼がキリスト教徒あるいはユ 
ダヤ教徒、または何教徒であったとしても、訴訟の相手方が同じ宗教に属している場合、相手がムスリム 
国家の市民であれ訴訟は彼らの宗教に基づく裁判所で行なわれ、その法に従って判決が下されるのである。 

普通こうした裁判権に関しては民事訴訟と刑事訴訟との間には何らの区別もない。訴訟当事者双方が、 
異なった共同体に属している場合の問題については上述した。ただしムスリム法によれば(クル アーン 第五 
章四ニー五〇節参照)、拆訟当事者双方が同意すればいつでも非ムスリムがこうした特権を放棄して、イ 
スラー ムの法廷に出ることが許されている。この場合には イスラー ム法が適用されるので ある。 

預言者の慣行にも明らかなように、ムスリムの裁判官が訴訟当事者自身の法、つまり外国の法を適用す 
ること も許されている。ブハーリーの伝える ところに よれば、姦通罪を犯した二人のユダヤ教徒が仲間の 
手で連行されてきた。預言者は聖書(レビ)を持ってこさせ、彼らをユダヤ法で裁いた。 

ここではまず適法性の問題について、ムスリム法％たちが以下の点を容認せざるを得なかったことを 
指摘しておこう。もし外国人が、外地でムスリム国家の国民であるムスリムに罪を犯し、その後平和裡に 
ムスリム領内にやってきた場合、彼はイスラームの法廷で裁かれることはない。この法廷は、その法が及 
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ばない地域で起った事件を審理する権限がないのだから。 

ムスリム法学者たちは C の点に関しては一致しており、アブー •ハニ—ファの弟子、ムハンマド .アッ 
=シャイパ—ニーはこの法を支持するものとして、次のような預言者の言葉を伝えて いる。 r アテイ— ■¥• 
イブン•カイス•アル=キラビーは預言者が次のように述べたと語った。 『もしある 男が殺人とか性的犯罪、 
もしくは窃盗を犯したため敵国に亡命し、その後安全通行権を得て帰国したとしても、彼は亡命の原因と 
なった罪に関してなお裁かれるであろう。しかし、もし敵地において殺人、性的犯罪もしくは窃盗を犯し 
のちに安全通行権を得て帰国した場合、敵領内で犯した罪にたいしていかなる罰も課されはしない jj (サ 
ラフシー、「シャルフッ=シヤル=ル=カビール j 四巻、一〇八頁)。 

二九四 イスラーム法は、国家元首のためにいかなる例外も認めず' その国のすべての住民と同様' 
法の裁きに従うものとしている。 

ムスリム国家の元首といえども自国において不正や階級差別の遗風に基づく特権を行使しえないのであ 
るから、外国の首長や大使にとって有利な特権など期待すべくもない。彼らにたいしては賓客としてその 
地位に相応しいあらゆる敬意が払われるが、彼らが法や正義を越える地位にあるという訳ではない。 

二九五 上代のいくつかの事例は、イスラーム的正義の固有な性格を浮き彫りにしてくれるであろう。 
上代においては条約当事国の一方が他方から送られてきた人質を殺害した場合、後者はそのにある人 
質に報復する権利があると特に明記して、条約を忠実に遵守する保証として人質が交換されていた。この 
種の事件はムアーウイヤおよびアル=マンスールがカリフであった時代に起こっている。 

しかしムスリム 法学者たちは、一致して次のように主張している。背信や裏切りはこれら人質自身によっ 
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てではなく、彼らの支配者により行なわれたのであるから、敵側の人質を処刑することはできない。クル 
アーン(第一六章六四節' 第五五章三八節等)は身代り刑罰および、ある者に他人の犯した罪のために報 
復を加えることをはっきりと禁じている。 

二九六 ムスリムの戦争法は人道的なものである。それは現に交戦中の者と単なる戦闘員とを区別し、 
未成年者' 婦人、老人、病人、僧侶の殺害を許さない。また敵国市民が貸与した借金が、戦争宣言に より 
影響を うけること もない。必要最低限を超えて大量殺りくを行なう こと も禁じられている。捕虜は好遇さ 
れ、交戦中の彼らの行為は犯罪と見なされない。 

征服者たる兵士の誘惑を少なくするため、戦利品はそれを奪った者の手に入らず政府のものとなり、政 
府は戦利品をすべて中央に集めてそれを再分配する。そのさい五分の四が戦闘参加者のものとなり、五分 
の一が国庫に入れられるが、.最高司令官と一兵士の分け前はまったく等しいのである。 

11九七 クルア|ソは興味深い一節(第四七章三 E 節)で、(卑屈な)和平を禁じていっている。「そ 
れゆえ落胆してはならぬ。和平を唱えてはならない。お前たちは勝利を得るところなのだから。アッラ— 
はお前たちと共にいまし、決してお前たちの行ないを失敗させたまわぬ」。さらに第八章六一節でいって 
いる。「だが彼らがもし和平に傾いたなら、お前もそれに傾き' アッラーを信頼せよ」。預言者はマゾヵを 
占領したとき' まさにその通りにしてその地の住民に告げた。「行け、お前たちは自由である」。 

二九八 クルア—ンは盟約をきわめて重要視しており、それをムスリム共同社会の物質的利益に優先 
するものとするのにやぶさかではない(第八章七二節)。 

それは次のような言葉をもって、宗教的 ie 害のさいにも中立性を尊重するィスラ—ム法の精神を教えて 
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いる。「またイスラームを信ずる者でも、 (イスラ— ム領内に)移住しない者には、彼らが移住してくるま 
でお前たちは彼らを保護する義務はない。ただし彼らが宗教上の理由でお前たちに援助を求めるならば、 
お前たちが平和条約を結んだ人々に逆らわぬかぎり、彼らを救助するのはお前たちの義務である。アッラ— 
はお前たちの行ないをすべてみそなわし給う」。 

結論 

二九九 要するにイスラームは、人種、階級、国籍の差別なく、人々の間に完全な平等が保たれてい 
るような世界的共同社会の設立を求めているのである。 

各人が神にたいして個人的に責任を持っている事実を認めるイスラームは、説得による改宗を試みるが、 
信教上の強制は行なわない。イスラームにとり政府とは信用、奉仕であり、公務員は国民の奉仕者である。 

イスラーム的見地からすれば、勧善懲悪のために絶えざる努力を払うことは個人に課せられた義務であ 
り、そして神はわれわれの行為、意図に基づいてわれわれを判断し給うのである。 
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第九章イスラームの司法制度 


ムスリムによる特別の貢献 

法は大昔から人類社会に存在している。あらゆる人種、あらゆる地域およびあらゆる人間集団は、この 
分野でなんらかの貢献をしてきた。ムスリムの行なった貢献は賞讚に価し価値あるものであると同時に、 
きわめて豊かなものである。 

法学 

三〇 I 古代の人々はすべて独自の法律を持っていたが、具体的な法律や法典とは異なり抽象的なも 
のである法学については、シャーフィイぃ(ヒジュラ暦一五〇—二〇四年、西暦七六七—八二〇年)が登 
場するまで考えが及ばなかったようである。上述の法学者の著作 r 法学論 j (リサーラ)は法学を、そこか 
ら人間の諸行為の細則が生じてくる法の根源という意味をもつ、ウスール=ル=フイクフという名で明示 
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している。 

それ以降 ムスリムの 間で ゥス ール==ル= フイクフと いう名で呼ばれる ことになった この学問は、法哲学、 
法源、立法の原理、法文の解釈、適用といった諸問題を同時に扱うものである。そして具体的な法律や諸 
規則は、この木の分枝(フル—ゥ)と呼ばれる。このような用語を用いた著述家たちは、この述語の選択 
にあたり、次のようなクルアーンの一節(第一四章二四1二五節)に暗 If 得ている。「善い言葉は善い木 
のようなもの。その根は しっかりとして 枝は天に聳え、主の御許しを得て、季節 ごとに 果実を稔らせる」。 

注1彼はヒジュラ暦二〇四年、屢八二〇年に他界した。彼には何人かの先人がいた。すなわち r 法的意見の # J 
(キター ブ H ル M ラアイ) の著者 アブ— •ハニーファ (七 六 七年殁)とその弟子 ムハンマド•アッ M シャイバ1，11とア 
ブ ー •ユースフである。 ちなみに 両者と も『法の根源の 窨 j (キタ ー ブ•ゥス—ル=ル= フイクフ) という 書を害いて 
いる。ただし上述の^はすべて i しており、内容を検討した上でその価値を論ずる ことは できない。 

行為のさいの意図‘ 

三〇二 法の基本的概念の領域における渐新な問題としては、行為の動機^^図(二—ヤ)の概念の重 
視があげられよう。この概念はイスラームの預言者(西曆六三二年殁)の有名な以下のような言葉に基礎 
をもっている。 r 行為の動機によってしか(裁かれては)ならない J 。 それ以降ムスリムの裁判所は意図的 
な誤ちや犯罪と、期せずして生じたそれとが同様に取扱われたことはないのである。 
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国家の成文憲法 

三〇三 文盲であったイスラ|ムの預言者が受けとった最初の啓示(クルアーン第九六章|—五節) 
が、未知の事柄を学ぶ手段として、また神の恩寵としての筆の賞讚であったことは、興味を唆ると同時に 
意義深いものである。 

預言者ムハンマドが自分の民に無から国家的組織を創り出したさい、彼はこの国家のために成文憲法を 
起草しているが、当初たんなる都市国家にすぎなかったものが、十年後のこの創設者の他界の時点で、広 
大なアラビ) T 半島©.全域を含み、イラク、パレステイナの南部を版図に入れるほど拡大していたことは驚 
くに当らない。 

さらにそれから十五年後ウスマ—ンのカリフ時代には、ムスリム軍のはさに驚異的な進攻により一方は 
アンダルシア(スペイン)、他方は中国領トルキスタ I ンまで勢いを伸ばし、その間の国々を占領している。 

ところで預言者ムハンマドの起草した五二箇条から成る上述の成文憲法は、現在に至るまで完全なかた 
ちで残されている(例えばイブン•ヒジャーム参照)。それは支配者と被支配者間の権利と義務、立法、法 
の運営、防衛組織、非ムスリム構成員の待遇、相互依存に基づく社会保障、その他当時必要とされた諸問 
題を多岐にわたり取扱っている。この憲法は西暦六ニニ年、つまりヒジュラ暦元年に施行されている。 

注1預言者ムハマンドによりイスラ I ムに入信するよ•っ勘 II •を受けた人々の中には、イラクのサマワの王もい 

る。またパレステイナに関しては、タブークの戦いにより、アイラ"ジャルバ、アズルがイスラ—ムの領土となっ 

た。 

注2ヒジュラ暦二七年になされたスペインの一部の征服者については、タバリ！、バラ—ズリ—等の書参照。同 
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年のトランスオクサニア、トルキスターン征服に関しては、パラ ー ズリー参照。中国の歴史家もこのを征明して 

いる。 

一般国際法 

三〇四 不幸にして人類の間でしばしば繰り返される戦争の期間は、人間が理性ある行動をとりえず、 
己れの利益に反し、敵に有利であるような事柄に公正に対処しにくい時期である。その期間にはまさに生 
死が問題となり、わずかな過失、失策が危険な結果を招くような生存競争が行なわれるため、国家の元首、 
首長は、つねに自らの判断により敵に対処する方策を定める特権を要求した。独立した国家元首のこのよ 
うな行為に関する学問は、かなり古くから存在していた。ただしそれは、もっぱら経験に基づく政治学な 
らびにたんなる自由裁量の一部をなしているにすぎなかった。 

ムスリムはこの公的な国際法に関する学問を、国家の統治者たちの気まぐれや移り気と区別し、これを 
純然たる法的基礎の上に置いた最初の人々であるように思われる。.さらに一つの独立した学問として発展 
した国際法に関する、現存する最も古い諸業績を後代に伝えたのも彼らなのである。 

この種の論述の著者としては、アブー•ハ-一1ファ、マーリク、アル H アゥザイー、アブ—.ユースフ、 
ムハンマド .アッ U シャイパ—ニー、ズファル、アル=ヮーキデイー等の傑出した人々の名が見出される。 
彼らはみなこの問題を行為(シヤル)、つまり元首たる者の行為と呼んだ。 

さらに通常の法典—現存す る 最も古い著作はヒジユラ暦ご一〇—ーニニ年に殁したザイド•イブン•ア 
リ—のもので あり、 彼の後 f たちの意見も同様で ある一 においては、 この 問題は土地法の一部をなすも 
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のだとされている。事実この問題は、追剝にたいして警察が対処するのと同じ理由で戦争が正当化される 
といわんばかりに、追剝の問題を論じた直後に検討されている。その結果、交戦国はムスリム法廷で認め 
られる権利と義務の両方を持つことになる。 

ムスリム法典の一般的特徴 

三〇五 ィスラ—ム法に関する手引きが読者の想像力を搔き立てるのは、この法が人間生活のすべて 
の領域を、精神面はもちろん物質面も調整しようと努めている点である。 

こうした手引きは、通常宗教儀礼とその実践法に関する説明で始まるが、この項目ではまた主権に関す 
る憲法上の問題も論及される。なぜならィマーム、すなわち国家元首は、職務上モスクでの礼拝の指導者 
に他ならないのだから。したがって法律書のこの部分が、税金支払いの問題を取扱っているからといって 
意外に思うにはあたらない。クルアーンはしばしば礼拝とザカート税の問題を同時に述べているが、これ 
は礼拝が肉体的尊崇であり、納税が金銭を通じての神の尊崇だからである。 

ついで法の手引きはあらゆる種類の契約関係を論じ、さらに犯罪、刑罰に言及するが、後者には外国と 
の戦時、平時の諸法、つまり国際法と外交問題が含まれている。そして最後には遗産、 it 言に関する規則 
が論じられている。 

人間は肉体と魂から成っている。そして蹈大な資源を自由にしうる政府がもっぱら物質的問題にのみ注 
意を払うとすれば、世俗的事柄に利用しうる資源に比してきわめて貧弱な、私的資源にのみ頼らざるをえ 
ない精神は、衰微せざるをえまい。肉体と魂の発連の不均衡は人間の安定性の欠如をもたらし、その結果 
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は長期的に見れば文明に災厄を及ぼすことになる。 

肉体と魂の双方をすべて取扱うということは、例えば詩人が外科手術を行なうべきではないように、宗 
教について充分経験のない者がこの分野で.好き勝手にしてよいという訳ではない。人間活動のあちゆる分 
野には、独自の専門家がいなければならないのである。 

三〇六 ィスラ—ム法のもう一つの特徴は、権利と義務の相関性の強調にあると思われる。人間同志 
の相互関係と、人間と創造者との関係はともに同じ原理に基づいている。 

礼拝とは、神慮によって授けられた現世的なものの使用権に対応する、人間の義務の遂行に他ならない。 
義務を明確にせずにただ「人間の権利」のみを主張するとすれば、人間は貧欲な野獣、狼もしくは悪魔に 
堕して しまう であろう。 

法哲学 

三〇七 ムスリムの古典的法学者たちは、諸法を善悪の二重の基礎の上に置いている。ひとは善をな 
し、悪を避けねばならない。だが善悪は時に絶対的かつ自明であるが、時には相対的、部分的である。 

このためわれわれは命令、禁令からなるすべての法的規則を五つの範鷗に区別している。かくして絶対 
的に善であるものはすべて絶対的な義務であり、ひとはこれを遂行することを義務づけられている。また 
善が優勢であることは、これを行なう方が望ましく、その行為は価値あるものとみなされる。善悪の度が 
等しいか、そのいずれも持たぬ事柄については、それを行なうか否か、あるいは時折慣習を変えるといっ 
た事柄は個人の意志に基づく自由裁量に委ねられる。この範鷗に属するものは、法律とは無関係であろう。 
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絶対に悪いことは完全な禁令の対象となる。最後に悪が優勢なことは避けた方がよく、それを行なえば非 
難される。 

行為もしくは規則を以上のような五つの範皤に区別する基本原則は、羅針盤上の方向が東西南北の主要 
な四つの方向以外に細かな差異をもつように、さらに細かく分けられる。 

三〇八 残された問題は善悪を定義づけ、それを区別することである。神の言葉であり、ムスリムに 
とっての聖典であるクルアーンは、種々の機会にこれについて言及し、マアルーフを行ない、ムンカルを 
避けよといっている。 

ところでマアルーフとは万人が善と認め、理性もそう認めるゆえに、一仃なうことが望ましいものである。 
ムンカルとは万人が少しもよい点がないと非難し、理性も禁じられてしかるべきと認めるような悪である。 
ィスラームの道徳の大部分はこの二つの領域に属している。 

クルアーンがあることを禁止し、それについて人々の意見が一致しないような事柄、例えばアル n 丨ル 
を飲むことや、賭事の禁止のような例はごく僅かである。実のところこのような場合でも、法の存在理由 
は確かな思考力をもつ成熟した人間に理解しがたいものではない。実際にはこれは、他のすべての場合に 
おいてもその指示が普遍的な正しさを示している立法者たる神の分別、理性にたいする信頼の問題なので 
ある。 

制裁 

三〇九 人類の中にはさまざまな気質をもつ者があるが、これらは大きく以下の三つの範疇に分けら 
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れるであろう。善良で、あらゆる悪への誘惑を拒み、いかなる者に強制されても絶対に悪を行なわぬ者。 
邪悪で、いかに厳しい監督下にあっても万策をつくしてそれを逃れようとする者。最後に、報復を怖れて 
いる限りでは 好ましい 態度をとるが、多少なりとも発覚しない可能性があれば誘惑に敗け、不正を行なう 
ような者の三つである。 

不幸にして第 I の範晡に入る人はごく限られている。彼らの場合は指導もしくは違反にたいする法的制 
裁を必要としない。その他の二つの範 aic ついては、社会の安寧のために制裁が必要である。他人に危害 
を及ぼすような人間の性格は、病気、もしくは犯罪的獣性の名残り、悪しき教育の結果であるか、その他 
の原因によって説明されるであろう。 

幸いにして第二の範疇に属する人間の数は少なく、彼らが行なうであろう危害を抑制、阻止するために 
は、独自の試みが必要である。 

残りの第三の範曄、つまり中間的な範鷗に入るのが大多数の人間である。彼らは制裁を必要とするが、 
それはいかなるものであろうか。 

三一〇 首長自身が禁を犯しても良心の苛貴をもたぬ場合、それにたいして他人を叱責する勇気を持 
ち合せぬであろう。それゆえィスラ—ムは、この種の悪の根元、過程にメスを入れ、たとえ首長、預言者 
であっても義務を免れるものではないと宣言して いる。 

後継者たちに受けつがれた預言者ムハンマドの教えは' いかなる制限もなく国家元首がその国の法廷に 
喚問されることが可能であると規定している。 

ィスラ—ムの伝統において裁判官たちは、実際に元首に落度があった場合' 彼らに不利な判決を下すこ 
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とをためらってはいない。 

三 I I 他のすべての文明におけると同様に、 イスラー ムの中に存在する実質的制裁に関して事細か 
に言及する必要はあるまい。とにかく国民相互の関わりの中での法と秩序の維持、監視と保護、平和と安 
寧を旨とする多くの職務が存在している。もしも誰かが暴力の犠性となった場合，彼は裁判所に苦情を 
持っていくことができる。警察は被告を裁判官の前に引き出し，最終的にはその判決が適用される。 

三 I II イスラームの預言者が考察した社会の概念は、もう一つの制裁をつけ加えている。この精神 
的な制裁は実質的なそれよりはるかに有効であろう。法の実施に関するあらゆる行政的装置を保持する一 
方でイスラ—ムは、信者たちの心の中に死後の復活、神の審判、来世における救済、懲罰といった概念を植 
えつけてきた。かくて信者はたとえ違反により処罰されぬ場合でもきちんと義務を遂行し、同時にあらゆる 
誘惑や、報復の怖れなく茇全を享受しうる有利な立場を拒んで、他人に害を及ぼさぬよう慎しむのである。 

三 I 三 支配者たりといえども、たがいに他の効果を強める役割を果している一般の法、実質的制裁、 
精神的制裁の三種類の制裁の対象になるという事実は、イスラ—ムの中に最大限の法の遵守と、万人の権 
利、義務の実現を確保しようとする試みを示している。三重の制裁は、それらの一つのみを保有する制度 
より遥かに効果的である。 

立法 

=二四 神は最高の立法者であるという事実の真意をよりよく理解するためには、この問題の種々相 
について考察しなければならない。 
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=1五 イスラ— ムは、万物の創造者にして養育者であり、 i それ自体の存在に必須の者である唯 
一の神を信ずるものである。彼は 自ら 創り給ぅたものを創造した後に「引退者の リスト」 にのせられた訳 
ではない。 

イスラ ームではさらに、神は超越的であり、人間の肉体的知覚の及びえぬもので、至る所に遍在し、全 
能、公正にして慈悲あまねき者だとしている。その上大いなる慈悲をもって彼は、人間に理性を与えたの 
みでなく、彼ら自身から選ばれ、最も賢明で人間社会にとり最も有益な指示を授かった案内者たちを送り 
こんでいるのである。 

超越者たる神は、中間的天界にある神託伝達の使者を介して自分の神託を選ばれた者に伝えている。 

111一六 神は完全にして永遠である。これに反して人間の間には絶えざる進化がある。神は自分の意 
見を変えないが、人間個人にたいし能力相応のことしか要求しない。 

神の啓示に基づくものと主張される法律中の、ある細目に相違が見られるのはこれによるものである。 
立法上の問題に関しては、最新の法律はそれぞれ以前のすべての法律を廃棄し、それにとって代るが、神 
の啓示についてもことは同様である。 

三 I 七ムスリムにとりアラビア語で書かれたクルアーンは、神の言葉、つまり預言者ムハンマドによ 
り受け取られ、彼の信者に向けられた神の啓示である。 

さらに神の使者として聖なる記憶をもつ預言者ムハンマドはこの聖典に解説を加え、さらに細かな指示 
を与えた。それらはハデイース、つまり預言者の言行の報告集に記録されている。 

三 I 八 権威筋により発布された法令は、同じ権威、もしくはより高位な権威によってのみ廃棄され 
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るが、低位の権威にはそれが不可能であることはいうまでもない。神の啓示も後の啓示によってのみ廃棄 
されるのである。 

同様に預言者の指示にしても、彼自身もしくは神の手により修正されうるが、彼の弟子やその他の者に 
はその力はない。ただしこのような理論的厳格さは、人々が直面する要求、状況の変化に対応しうるよう、 
ィスラ t ムにおいては実際にきわめて弾力性のあるものになっている。 

(一) 法律は神に起源をもつものであれ、預言者に由来するものであれ、必ずしも同じ適用範囲をも.つ 
ものではない。少し前に検討したように、そのあるもののみが義務的であり' その他のものは望ましいと 
されているだけである。つまりその他の場合には法は各個人にたいしてかなりの偏差を認めているのであ 
る0 

法源を検討してみると、第一の範疇に属する規則、要するに義務的なものはきわめて数が少ないことが 
理解される。望ましいとされている規則はそれよりや、多く、原典に言及されていない事例は無数である。 

(二) 低位の権威は法を変ええないが、それを解釈することは可能である。ィスラームにおいては解釈 
の権利は特定の者の独占ではない。その問題を特別に研究する者は、誰でもそうする権利がある。 

病人は、たとえノ —ベル賞を受けた桂冠詩人であっても、詩人に病気の手当てを頼まないであろう。家 
を建てる者は外科医ではなく、技術者と相談するであろう。同様に法的問題を論ずるためには法律を学び、 
それについて完全な知識を持たねばならない。専門外の人々の意見は臆断にしかすぎない。専門家の解釈 
によれば、神の法といえども実状に順応させることが可能なのである。なぜなら最後の預言者であるムハ 
ンマドは 他の人間同様 この 世を離れて おり、 したがって解釈に相違が ある 問題を裁定するた めに、 神から7«5 



新たな啓示を受け取る可能性はもはや存在していないのだから。 

あらゆる人間が同様に考える訳ではないのだから、意見の相違が存在することは明らかである。裁判官、 
法律顧問、その他の法律専門家もまた皆が皆人間である点は特に留意されねばなるまい。もしも彼らの間 
に意見の相逢がある場合には、一般の民衆はより権威的と思われる意見に従うことになる。訴訟問題につ 
いては裁判官の意見に従わねばならない。そ CD 他の場合には、諸法学派の解釈はその信奉者にとりより優 
先性があると見なされる。 

(三) 預言者ムハンマドは自ら次のような規定を公表している。二つの誤ちにたいして' わが民は決し 
て同一の判断を下さないであろう J (イブン•ハンパル、テイルミズイー、イブン•マ—ジヤその他に記載 
されている)。 

このような否定的な意見の一致によりイスラーム法が発展し、それが変化する状況に適応された可能性 
は大きいのである。探求精神は抑制されたことがなく、むしろこの伝承は、一致して拒否されなかった意 
見はその後も完全に無視される訳ではない、という規則を定めているかに思われる。 

(四) 数多くの出典に記録されている預言者ムハンマドの生涯の有名な一事件は、特筆に価するもので 
あろう。ヤマンの裁判官に任命されたムア—ズ•イブン•ジャパルは、任地に向って出発する前に別れを 
告げるため預言者を訪れた。そのさい次のような会話が交わされた。「お前はどのような根拠に基づいて訴 
訟の判定を下すのか。」「神の書(クルアーン)にある諸規定に従ってです。」「もしもその中になんの規定 
もない場合にはどうだね。」「その時には神の御使い(ムハンマド)の言行に従います。」 r だがそこにも規 
定がない場合どうするね。」「そうですね、その場合には自分の意見を出すよう努力します。」 
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預言者はこの返事に大変満足し、叱責するどころか満悦の面持ちでこう叫んだ。「神の使者の使者をして、 
彼の使者を喜こばせるようここまで導かれた神に稱讃あれ。」正直で良心的な人間の意見や常識に依存する 
個人的努力は、法律を発展させるであるばかりでなく、預言者に祝福を受けるに相応しいものなので 
ある。 

(五)新たな問題を法制化したり、聖典解釈を行なうにあたり、あるいはイスラ—ム法を発展させる必 
要がある場合、よしんばそれが合意に基づいたものであったにしても、ある手続きによって採用された規 
則が、後の法学者により同じ手続きによって他の規則に代替される場合がある。 

ある個人の意見は他の者の意見により、またある合意は他の合意により代替されるのである(これは法 
学者の意見にのみ関わることで、クルアーンや真憑性のある伝承とは一切無縁である)。 

三 I 九イスラ—ムにおいては立法権が、公けの干渉の外にある私的. 4' 学者たちに委ねられてきたこと 
は歴史に明らかである。このような法律制定のあり方は、日常の政治的干渉を受けず、たとえ国家元首に 
たいしてであろうと、特定の人物の利益に奉仕したりしないであろう。 

まったく平等な地位にある法学者は、各自自由に他の意見を批判することができる。かくして問題のあ 
らゆる様相を直ちに、あるいは将来数世紀にわたって明確にし、最善の解決に到達しうるのであ%。 

三二〇 以上で神に起源をもつイスラ—ムの法制度が、均斉をまったく欠くような厳格なものでない 
ことが明らかであろう。さらに重要なのは、法が神的起源をもつものであるというこのような性格が、信 
者たちに法にたいする畏敬の念を与え、それゆえに法が良心的かつ細心に守られるという事実である。 

さらに注目すべきは、古典時代の法学者たちが、たとえ以下の言葉が預言者自身のそれでなくとも、 r ム 
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スリムが善いと見なしたことは、神にとつても善である」と異口同音に述べていることであろう (サラフ册 
シーはこれを預言者の伝承であるとしているが、イブン•ハンバルは預言者の教友イブン•マスウ—ドの 
言葉だとしている)。この解釈の見地からすれば合意とは、内外の識者の推論でも神の意に叶うものであり、 
この事実が人間の法にたいする尊重の念をいやますのである。 

法の運営 

三 I 二 この点に関するクルアーンの法制の特徴は、臣下たちが構成する種々の共同社会に認められ 
る司法的自治である。 

イスラームはすべての者にクルアーンの法を課する訳ではなく、あらゆる集団、すなわちキリスト教徒、 
ユダヤ教徒、マギ教徒その他の人々が、民事、刑事を問わず、人事に関するあらゆる分野で彼ら固有の法 
を適用させるため、独自の裁判官の司る独自の裁判所をもつことを認めるばかりでなく、むしろ奨励して 
いるのである。紛争の当事者たちが異なる共同社会に所属する場合には、一種の私的国際法が異質の法の 
抵触を解決する。 

すべての者を「支配的」共同社会に吸収、同化しようとする代りに、イスラ彳ムはすべての民の利益を 
守るのである(上述二九三項参照)。 

三1111 ムスリムの法の運営については、その平易さ、迅速さとは別に、「証人の浄化 J について指摘 
すべきであろう。事実すベての地方で裁判所は、必要が生じたさい証人が信頼するに足るか否かを知るた 
めに、住民すベての品行、慣習に関する文書を作りあげる。 



第九章イスラームの司法制度 


証拠の価値を低める試みは、相手方にだけ委ねられている訳ではないのである。クルアーン(第二四章 
四節)はこぅ述べている。誰かが女性の貞操を非難しながら充分な法的根拠に基づいてそれを立証しえな 
い場合、彼は処罰されるのみでなく、以後永久に裁判所で証言する資格を失なぅことになる。 

法の起源と発展 

三|| 三 預言者ムハンマドは、弟子たちに神学的、終末論的教理を教えこんでいる。彼はまた あらゆる 
人間の行為、つまり個人的、集団的、世俗的、精神的諸行為に関する法を彼らに与えている。さらに彼は 
無から国家を創設し、それを運営し、軍隊を組織してその指揮に当り、外交、国際関係の制度を編んでそ 
れを統制した。訴訟問題が生じたとき、彼の「民」の間で裁定を下したのも彼なので ある。 

したが〇てィスラ—ム法の起源について研究するにあたり、ひとは他の誰よりも彼自身について学ばな 
ければならない。彼はマッカに住む商人、隊商の指揮者たちの家庭に生れた。若年のさいに彼はヤマンや 
東アラビア、すなわちオマ—ン(ィプン•ハンパル第四章二〇六頁参照)さらにはパレスティナの市場を 
訪れている。彼と同郷の者は、商品を携えてィラク、エジプト、 H チオビアをも訪れるのを常としていた。 

宣教活動を始めると、同郷の者たちの激しい反発のため、彼は故郷の地を離れ、他の町マディ—ナに居 
を構えたが、そこでは農業が住民の主な生計手段であっ■た。その地で彼は国家的生活を組織した。当初は 
都市国家が設立されたが、これは徐々に大国家へと発展し、彼が他界した時点ではアラビア半島全域、南 
イラク、パレス ティナの一部が版図に入って いた。 

アラビアでは国際色豊かな隊商が往来していた。ササン朝ぺルシャとビザンチンが、アラビアの I 部を 
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占領し、そこに植民地、もしくは保護領を設置していたのは周知の事実である。イブヌ=ル=カルビーや 
アル=マ スゥ ー デイーが記して いるよう に市場といっても特に東アラビアの市場では、毎年商人たちが「東 
西を問わず」、インドや中国からもやってきていた。アラビアには遊牧民だけではなく定着民もいたが、後 
者のうちヤマン族とリフヤーン族は、アテネやローマといった諸都市が建設され る 以前にすでに文明を発 
展させていた。 

三||四 イスラームの登場とともに、国の慣習法は法制化された国家の法令に変っていった。そして 
預言者は、彼の信徒や臣下たちのために旧来の慣習を修正するだけでなく、全く新たな法律を公布する特 
権を持っていた。 

神の使徒としての彼の地位は' 当然彼に例外的な t * を与えていた。したがって彼の言葉のみかその行 
為までもが、ムスリムのための生活のあらゆる分野における法を形成しているのである。彼の沈黙ですら 
彼が自分の周囲の信徒たちが行なってきた慣習に反対していなかったことを意味していた。 

このような三つの法的根拠、つまりすベて神の啓示に基づく彼の言葉、彼の行為、信者たちの慣習に関 
する彼の暗黙の承認は、クルアーンやハディースの中に残されわれわれにまで伝えられている。彼の生存 
中に、すでにもう一つの法的根拠が発生しつつあった。すなわち特に法律による言及がない場合、法令を 
作るために推論や種々の法 i 力が行なわれるが、これは国家元首とは別に法_によってなされた。 

事実預言者の時代には、首都はおろか地方行政の中心地にも裁判官や法学者がすでに存在していた。ム 
ア—ズが裁判官としてヤマンに派遣されたさい、預言者が彼に与えた指示については先に述べた害である。 
地方の役人が中央政府に指示を求めたり、下級役人が誤った決定を下した問題が上級の者の眼にとまった 
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第九章イスラームの司法制度 


場合、後者が 自ら それに干与す るよう な場合 も あった。 

旧来の慣習を変えたり、修正する命令、もしくは全国の法律のィスラーム化は徐々に行なわれたのみだっ 
た。なぜなら裁判官たちは、彼らの眼にとまった場合を除いて特に関与してはいなかったのだから。それ 
ゆえ彼らの注意をひかず、当事者たちが法に関する無智から自分たちの都合にあわせて処理した例も多 
かった。 

例えば あるムスリムは 実の妹と結婚しているが、この事実が カリフ、 ウマルに伝えられ、ウマルはその 
男に説明を求めると、彼はこの種の結婚が禁じられていることを知らなかったと答えている。 カリフは 二 
人を離婚させ、妹にたいし賠償金を支払わせたが、姦淫、近親相姦の罪で罰してはいない。 

三二五 預言者の死は、あらゆる法の実施を命じ、古い慣習を廃止したり修正する力をもつ神の啓示 
が停止した ことを 示している。 

それ以後 ムス リムの共同社会は、すでに預言者により制定された法とその法により正しいと認められた 
法の展開で自足せねばならぬ状況におかれた。「展開」とは、預言者が定めた法の廃棄を意味するもので 
はなく、特に法的言及がない場合の法を認知するということなのである。 

三二六以上の事柄に関して最も重要なのは、おそらく次の点であろう。いくつかの箇所(第四章二四 
節、第五章一節)でクルア—ンは、ある禁止事項を規定したあとで、(関係分野の)その余の事柄はすべて 
合法的であると明言している。 

したがって預言者に由来する法に違反しないすべての事柄は認容され、健全な法を形成する。外国の法 
や慣習す らも、ムスリム 法学者たちにとってはつねに原料として役立ち、 それらか b ィスラ— ムと相容れぬ 
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ものが除去されると残りは合法的となる。この法的根拠は永久に続くものである。 

三二七 いま一つの、おそらく驚嘆すべき法的根拠は、クルアーン(第六章九〇節)によって与えら 
れた以下のような指示である。それによれば先行する預言者たち—クルア—ンは X ノック、ノア、アブラ 
ハム、モーゼ、ダビデ、ソロモン、イエス、パプテスマのョハネ等二十人に近い預言者の名をあげている 
I が受け取った神の啓示も、同様に有効なのである。 

しかしその範囲は、その信憑性が確実に疑いのない啓示、つまりクルア彳ンか伝承にその旨が明らかに 
記されているものに限られている。モーゼ五書の報復法がその一例であるが、クルアーン(第五章四五節) 
はそれに関して次のように明言している。「神はそれをユダヤ教徒に与えられた」。このさい「なんじらに 
も J とは特に指定がないのである。 

三二八 預言者の殁後わずか十五年のちには、周知のようにムスリムはアジア、アフリヵの広大な領 
土と、ョーロッパのアンダルシア、つまり三大陸にまたがる広大な版図をもっていた。 

ヵリフ、ゥマルは、ササン朝の徴税制度が優れていたためイラクとイランの領州で存続させるに相応し 
いと 判断し、ビザンチンのそれは苛酷であるため シリアと エジプトでそれを改善した。この種の例は1 
いのである。 

ヒジュラ曆第一世紀は) 111 応、合併、転換の期間であった。エジプトで発見されたパピルス文書は、エジ 
ブトの行政問題の種々相について多くの情報を提供してくれる。 

第二世紀の初頭から私的法学者の編纂した法典が登場し始めるが、これら法学者の最初期の人物として 
はヒ ジュラ暦一二〇年に殁したザイド•イブン•アリ ー があげられる。 
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第九章 イスラームの 司法制度 


三二九 古代の人々はヤマンをアラビア. ペトラ、 アラビア•デセルタと区別して「アラビア. フ X 
リックス J (肥沃なアラビア) と 呼んでいたが、これも故ないことではない。自然その他の条件によりこの 
地域は、キリスト教登場以前の古代において、その文化、文明はアラビアの他の地域に比べ遥かに優れた 
位置にあり、想像を絶するほど高度であ-5た。聖書が立証しているよぅにその富は伝説的なものであり、 
その王国は強力であった。 

西暦初期に移住の波があってあるヤマン族がイラクに移り住み、その地でヒーラ王国を創設した。この 
王国は文芸を擁護したことで有名であり、イスラ—ムが興隆するまで存続している。他方ヤマン自体はユ 
ダヤ教徒(ズー •ヌワ—スによる)支配を経験し、さらにキリスト教徒(エチオビア人による)支配のの 
ちマギ教、もしくはパルシー教のイラン人に占領され、最後にイスラ—ムの版図の中に入っている。 

これらの相次ぐ相互作用、緊張の影響を受けてきたヤマン族は、ふたたびカリフ、ウマルの勧めを受け 
イラク、とりわけヒ—ラの古都の近くに新たに建設されたクーファに移り住んだ。ウマルは、預言者の教 
友たちの中でも f 優れた法学者の I 人であるイブン•マスウ—ドを派 it し、そこで学校を経営させた。 
この学校に籍を置いた彼の後継者たち、つまりアル カマ. アン==ナハーイー、イブラーヒーム.アン=ナ 
ハ—イ—、ハンマ—ド、アブー•ハ-|丨ファ等はすべて、天の配剤からか、法学の専 S ： 家であった。 

他方預言者の教友の中でも秀れた法 i であった アリ— は、カリフの居住地をマデイ—ナからクーファ 
に移している。それゆえにこの町が、断えざる伝統をもちつづけ、法学に関するいやます名声をかちえた 
ことは 驚くにあたらない。 

三三〇 政府当局は裁判官や法学者たちの言論の自由にいささかも干渉しなかったため、これがこの 
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学問の急速な発展を促すこととなった。ただしある種の不都合が存在しなかった訳ではない。 

事実 ヒジュ ラ暦 二 世紀初頭に活躍した イブヌ=ル=ムカッファア のよう な、 経験豊かで地位の高い行政 
官が、「サハーパの書」で苦情を訴えている。彼によれば' 刑法、私的身分法その他の法律諸部門で判例法 
に関し、特にパスラとクーファの間でおびただしい意見の不一致が見られるというのである。そこで彼は 
カリフに、裁判官の決定を訂正し、領土全域にわたり唯一の統一した法を課すための最高機関の設立を進 
言した。 しかし この進言は受け入れられずに終った。 

だが彼と同時代のアブ—•ハニーファは、学問の自由を切望し、それを政治の混乱から切り離そうと努 
め、代りに法律 T カデミ—を創設した。すべてがクルア—ン解釈学、伝承学、論理学、辞書編*学等の、 
法学の補助学の専門家である四十人の会員を擁したこのアカデミーは、当時の判冽法を評価し、成文化す 
る仕事にとりかかった。それはまたムスリム法において、原典も、判例上の先例も何一つ意見を述べてい 
ない事例に関する欠落を補なう試みをも行なっている。アブ— •ハニーファ(ヒジュラ暦一五〇年殁)の 
伝記作者の一人は、「彼が五十万もの法令を発布した」 ( rT ル=ムヮッファク」一一章一三七頁参照)と 
述べている。 

マデイーナのマ— リク やシリアのアル H アウザーイーも同じ時期に同じような業績をあげているが、彼 
らは独自で専ら自らの知識に頼っていたのである。 

アブ—.ハニ—ファは、あらゆる法の基礎としてクルアーンとハデイースに依拠したのは当然であるが、 
彼が推論を重視したとすれば、マーリクは推論あるいは論理的解釈を行なうにあたり、預言者の伝統が渗 
みわたっていた町、マデイーナの人々の慣行を尊重した。 
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第九章イスラームの司法制度 


三 =I クルアーンは預言者の殁後、わずか三力月で出版されている。預言者の言行はもちろんのこ 
と、彼が無言のうちに是認した教友たちの行為に関する資料、つまりハディース(伝承)と呼ばれる資料 
を集める仕事は、預言者の生存中にも若干の人々により行なわれていたが、彼の殁後はその他の多くの者 
が加わった。十万人以上もの預言者の教友たちが、この問題に関して自分たちの記憶に基づいて貴重な伝 
承を後世に伝えているのである。 

最近の研究によると五十人ほどの人々がそれを記録していたが、その余は口頭で伝えていた。法的にき 
わめて価値の高いこれらの資料は、当然のことながらウマルやウスマーンの時代に預言者の教友た.ちが移 
り住んでいった三大陸に分散されていた。これに続く諸世代には研究者たちは、預言者の教友たちの個人 
的な覚書の蒐集に依拠し、それを統合してさらに包括的な著作を編んだ。 

三三—判例法の評価と伝承の成文化が同時に平行して完成されたが、両者はたがいに他を蔑ろにし 
たり疑問視する傾向があった。 

アツ=シャー フ ィイー は アブ—.ハ ニーファが殁したさいに生れている。相互の意見の相違あるいは論 
争は、法学者たちに伝承の価値を重視させる役割をになった。そして伝承の専門家たちは、預言者の言行 
に関する資料を整理したり、伝承の出所の価値を逐 I 評価するばかりでなく、預言者の種々の発言の文脈 
や時代を決定して、そこから法を演繹しうるようにした。 アツ==シ ャーフ ィイ— は同時に法学と伝承を専 
攻していた。そして彼の秀いでた能力と努力によって二つの原理を統合する道が求められたのである。 

アツ ==シ ャーフィイーは*一国において適用される諸規則という意味での法令とは異なる抽象的な法学 
を創り出した世界史で最初の人物である。 
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三三三 いま一つの大きな法学派(もしくは法的伝統)は、アリーの後裔でアブ—•ハニーファと同 
時代に生きたジャアファル•アツ=サーデイクによって創り出された。この学派の相続法の特異な発展は、 
政治的な原因に依存するものであろう。 

アブ ー •ハー II ファ、マー リク、 アツ=シャ—フイイー、ジャアファル•アツ H サー デイク 等の法学者 
たちは、それぞれ固有の法学派を形成している。これら法学派の支持者たちは、現在 イスラ ーム内で小さ 
な単位の共同社会を形成しているが、彼らの意見の相違は、哲学諸学派の相違ほどの影響力をもってはい 
ない。 

数世紀を経るうちに、アツ==シャーフイイー信奉者のある者は、ある問題点に関してアツ=シャーフイ 
イ彳自身と意見を異にし、マーリク、もしくはアブー •ハニ—ファと考えを一にする等々といった事態が 
生じているのである。 

三三四 先に検討したように、ムスリム「帝国」はごく初期に大規模な領土拡張を行なっていた。こ 
れらの領土はそれまで、イラン、中国、インド、ビザンチン、ゴ—卜等の異った法制によって統治されて 
いた。そしてこれらにごく初期のアラビアのムスリムたちによる地域的な貢献が加えられたのである。し 
たがってある特定の外国の法制が単独でムスリム法に影響を及ぼす可能性はなかった。 

諸学派の創設者についても、アブ— •ハニ ー ファはペルシャ生れであり、マーリク、アツ=シャーフイ 
イ I 、 ジャアファル•アツ= サーデイクは アラブだったことがわかる。伝記作者アツ==ザハビ— は、 アル 
=アウザ—イーが元来シンド生れであったと報じている。そして以下の世代になるとあらゆる人種の法学 
者が現われている。 
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第九章イスラームの司法制度 


したがってムスリム法の発展は、まさに「国際的 j 事業であつたといえる。人種を異にし、異な〇た言語 
を話し、異質の慣習に従うムスリムの法学者たちがそれに参加してきたのである。スペイン、ポルトガル、 
シシリ I 出身の m — ロッパ系ムスリムもいれば、中国人、エチオピア人、インド人、ペルシャ人、トル n 
人等々、アラブ以外の数多くの人々がいたのである。 

三三五 排外主義者や自主的な思想をもたぬ人々が老師の教義の逐語的解釈に拘泥する一方、他の者 
たちが非妥協主義の危険を冒すといった傾向は、すべての国々に認められる現象である。 

しかしいつでも優位に立たねばならぬものは中庸であろう。劣等感を*にず、必要な資料を準備し' 同 
時に実践的な信者の敬虔さを持合せている者は、よしんば先人たちの意見を修正するようなことがあって 
も、実践的で合理的な解釈を見出すのに何らの困難も覚えないであろう。自信と確信をもって、偉大な法 
学者バズダゥイーは、個人的意見のみでなく、先代の合意をも後の合意によって代えることがで i といっ 
ている。 

結論 

三三六 ムスリム法は I つの国家、一つの支配的共同社会の法として発足し、ムスリム支配が地理的 
に拡大し大西洋から太平洋に拡がったさいにもイスラーム共同社会の諸目的に奉仕した。それはつねに発 
展し、時と所を問わず具体的な要請に自らを適応させる内的な力をもっていた。それは今日もなお独自の 
活力を失なってはいない。 

実際にそれは、かって外国の政治的—したがって法律的—支配下にあり、人生のあらゆる局面にジャリー 
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ア(ィスラーム 法)を再導入しよぅと試みるムスリム諸国により、善の媒介物として日々高い評価を受け 
つ、あるのである。 
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第十章イスラームの経済制度 


ィスラ—ムは、物質面精神面の別なく、人生のあらゆる局面、活動に関して信者たちに指導を与えてい 
る。経済問題についての根本的教義もクルア—ンのあちこちに述べられているのである。それはまた物質 
的福祉を軽蔑するどころか、「アッラーが生活のたつきとして創られた財産」(第四章五節〕を認めた上で、 
以下のように(第二八章七七節)命じている。「この世におけるお前の取り分を粗末にしてはならぬ」。 

ただしそれは、こういって人間にも二種類ある点を強調している。「人によっては r 神様、私どもに現世 
で(沢山よいものを)お与え下さい J 、 などとお願いする者もいるが、そのような者は来世で何の分け前も 
与えないぞ。だが中には r 神様、私どもに現世でもよいものを、来世でもよいものをお授け下さい。私ど 
もを地獄の劫火からお守り下さい j という者もある。このような者どもには、自分で稼いだだけのものが 
与えられよう。まことに アッ ラーは勘定に迅速であられる。」(第二章二〇〇—二節)。 

また他の諸節では判然と明確に、地上、海中、天界にさえ見出されるものはすべて神が人間のために創っ 
たものであり、地上、天界、海中に ある ものはすべて、星やその他のものも人間に仕えるために神が創り 
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給うたと記せられている。人間に残されている務めは、未来にたいして充分な配慮を払いながら正しく認 
織し、神の創造から道理に叶った利益を得ることである。 

三三八 クルア—ン の中にはまた、「これ(富)がお前たちのうちの富裕な者だけに限られない ように 
…」(第五九章七節)という主旨のィスラームの経済政策もきわめて明確に説明されている。富、慰安に関 
してあらゆる人間が平等であるということは、もちろん理想的であるにしても、それが必ずしも人類にと 
り完全に善いとは限らない。 

まずは生得の才能には、種々の人間の間に相違があり、したがってよしんば一群の人々が完全に等しい 
条件で始めたとしても、浪費家はすぐに困難に陥り、貧欲、羨望のとりことなってふたたび同僚の富をあ 
てにすることであろう。さらに哲学的、心理的根拠からしても、人間社会の真の利益にとっては、貧しい 
者がより一層働く欲望、刺戟をもつように、富に多少の差があることが望ましいように思われる。 

他方義務として要求される以上に仕事をしても、とりわけ報酬がある訳でなく、義務的な仕事をしただ 
けの者と何の変りもないと知れば、人々は怠慢となり、仕事に充分な注意を払わなくなるであろう。彼ら 
の才能は浪費され、結果的に人類にとって大きな損失となるのである。 

三三九 ィスラームの経済制度は、このような基本的な原理に基礎をおいている。それは少数の富者 
の存在を許してはいるが、同時に彼らにより重い貴務を課しているのである。彼らは貧者のために税金を 
支払わねばならず、しかも搾取、退蔵、富の蓄積といった非道徳的な手段を用いることを禁じられている。 
この目的のために種々の命令とともに、精神的な(来世における)報酬という約束の伴なう慈善、献身的 
な行為へのすすめがある。 



第十章イスラームの経済制度 


イスラームはさらに、 I 方で最少の必要限度と好ましい潤沢さを区別すると同時に、実質的な制裁を伴 
なう諸種の命令と、そうでないがイスラームがただ説得、訓戒しているだけのものを明確に分けている。 

三四〇 まずここでは、この問題の道徳的様相について簡単に述べてみよう。いくつかの具体的説明 
により、この問題の意味はよりよく理解されるであろう。 

イスラームは、他人に物乞いをすることが卑しい行為であり、復活の日の恥辱の原因となる点を強調し 
ている。だがそれと同時に他人に救いの手をさしのばす者には限りない賞讚を与えている。事実最良の人 
間とは、わが身を犠牲にして他人につくす人間なのである。 

同様に貧欲と浪費もともに禁じられている。ある時 イスラ— ムの預言者は、ある公共の目的のためにか 
なりな額の資金を必要とした。そこで教友の I 人が寄付するために金をもってやってきた。彼は預言者に 
尋ねられるままに、 こう 答えている。「私は神の御使いへの愛のほかは、家には何一つ残してはおりませ 
ん J 。 この人物は預言者からねんごろな賞讚を受けている。 

しかし他の例もある。預言者のある教友が重い病の床に臥し、見舞いに訪れた預言者にこう語った。「神 
の御使いよ、.私は金持ちです。そこで自分の富をすべて貧乏人のために使って下さるようお願いします」。 
すると預言者は答えた。「いいや、お前の親族の者たちが他人の世話になり、物乞いをする境遇に陥るより 
は、彼らに独立の生活手段を残してやった方がよい J 。 そこで彼は自分の財産の三分の二、さらには半分を 
提供すると申出たが、預言者は「それは多すぎる」といった。そこで財産の三分の一を喜捨すると提案す 
ると、預言者はいった。「三分の一でもかなり多いな」(ブハーリ—参照)。 

ある日預言者は教友の I 人が見すぼらしい身なりをしている姿を認めた。質問を受けてこの教友は答え 
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ている。「神の御使いよ、私は少しも貧乏ではありませんが、自分の財産を自分自身のために使ぅより、貧 
乏人のために使いたいのです」。すると預言者は答えた。「いいや、神は下僕たちに与えた恵みの跡を彼ら 
の上に認めることをお望みなのだ J (アブー •ダーゥードとティルミーズィー参照)。これらの指示にはな 
んの矛盾もない。個々の例は固有の背景をもっており、それぞれ別の問題について説明している。 

われわれは、共同社会の他の成員にたいする最少限度の義務を上廻る場合の、任意の選択の限界を定め 
る充分な機会を与えられているのである。 

相続 

三四一 人間が社会の I 員である限り、自分の富を処理するさいの個人的権利と、個人の富に関する 
集団的権利の両者は同時に満足されねばならない。個人の気質はそれぞれ大いに異なっている。病気その 
他の事故も、また人間に影響を与え、生活の安定をつきくずす。したがって集団の利益のために、各個人 
にある種の原理が課される必要がある。 

三四二 かくしてィスラームは二つの手段を採用する。すなわち第 I は故人の遗産の分配が近親者の 
間でなされ、第二は遣言を通じてなされる自由な it 産処理に一定の制限が加えられることである。法定相 
続人は特に遣言による指定をまつまでもなく'法律に定められた比率に従って故人の財産を相続する 。 it 
言は故人から相続する権利を持たぬ者のためにだけ要求される。 

三四三 同じ範疇に入る親に関してはいかなる差別もなく、また特定の子供(年長であろぅがあるま 
いが)に成年、未成年を問わず、他より多くの遗産を与えることはできない。故人の遺産は、まず葬式の 
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費用が差し引かれる。負債は相続者の「権利」に優先するため、遗産の残りはまず債権者に行く。そして 
第二番目に、(埋葬費用、負債を支払ったのち)その余の財産の三分の一を越さぬ範囲で故人の遗言が受け 
入れられる。 

これらの優先する義務が果された後に、相練人が問題となるのである 。 f (男女を問わず)、両親、子 
供たち(息子、娘)は第一級の相続人であり、いかなる場合でも相続権がある。兄弟、姉妹その他遠縁の 
親戚は、近親者がいない場合だけ相続を受ける。遠縁の親戚としては、伯(叔)父、伯(叔)母、従兄弟 
(_ 妹)、甥その他である。 

三四四 技術的な細かな問題はさておいて、基本的な原則のみについて説明することにしよう。殺人 
犯は、たとえ裁判所が過失事故による死亡事件であると認定しても、犠牲者からの相続から除外される。 
その基礎となっている考えは、遺産を早く相続するため金持の親族を殺害するという誘惑を完全に阻止す 
ることを目的としているように思われる。 ■ ' 

預言者はまた、宗教を異にする親族間の相続は、たとえ夫婦の間柄でも禁止している。ただしこの場合、 
贈与、遗言の権利は認められている。例えばムスリムの夫は、臨終の床にあってすら、財産め一部を非ム 
スリムの妻に it 贈することができる。古典的なムスリム法学者たちは、彼らの時代の国際的' 政治的条件 
を理由に他の抑止策、すなわち領土 (例えば政治上の国籍)の相違を相続の禁止に該当する施策を講じて 
いる。これに反して互恵主義に基づき、国家間諸条約が国際私法を規制することは明らかである。 

三四五 政府がィスラームの相続法を採用していない諸国においては、遺言権が認められており、ム 
スリム住民は、死後の財産処理に関する宗教的義務を遂行するため、この便宜を利用することが可能であ 
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るし、またそれを活用しなければならない。 

遺言 

三四六 すでに述べたように、遺言書に基づく遺産の分配は、債権者および相続人以外の者のために 
財産の三分の一以内の範囲で実施される。 

この規則の目的は二つあるであろう。第一に通常の規則では困難が生ずるような例外的な場合に、個人 
に問題の調整を許すということがあげられる。このような道義的義務をすべて遂行するには、財産の三分 
の一で充分であろう。 

遺言法のもう一つの動機は、少数者の手に富が蓄積されることを防ぐ点にある。故人が近親者を全く度 
外視して、全財産をただ一人の手に与えようとすれば、当然このようなことが起こってしまうであろう。 

ィスラームは家族の利益を考慮に入れながら、富が可能なかぎり多くの人々の間で流通するよう意図し 
ているのである。 

公共財産 

三四七 人々はまたより大きな家族、すなわち彼らの住む社会、国家の一員としての義務をもってい 
る。経済的領域においては、彼らは税金を支払い、政府はそれを集団のために再分配する。 

三四八 税率は種々の収入源に応じて異なっている。クルアーンが予算の支出に関して正確な指示を 
与えているが、国家収入に関する規定や率について明言していないは注目に価する。 
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預言者や彼の直接の後継者たちの慣行を尊重する--?方で、クルアーン自体がそれに関して沈黙を守って 
いる事実は、政府が一般民衆の利益のため、状況に応じて収入の諸規定を変更できる自由が与えられてい 
ると解釈しうるであろう。 

三四九 預言者の時代には農業税があり' 農民たちは収穫が最少限の免税点を越え、さらに自分たち 
の土地を雨 t しくは泉で灌溉している場合、収入の十分の一を納めた。灌溉の手段として井泉を使用し 
ている場合はその率の半分でよかった。 

商業、鉱業 fc 関しては、商品の二•五パーセントが納められた。輸入税については、外国人隊商の長に 
課された興味ぶかい事実があり、これを明らかにすることは有益であろう。預言者の時代にはこれは関税 
として十分の一税の範禱に入っていたが、カリフ、ゥマルはマデイ—ナに輪入するある種の食糧に関して、 
外人に課される税金を半分に減らしている(アブー•ゥバイドの報告による) 

政府当局によるこの先例は、イスラ—ムの経済政策の基本的原理を理解するための光を投げかけるもの 
であろう。預言者の時代には、公共の牧草地で飼われ、かつその数が最少限の免税点を越えた場合、駱駝、 
羊、山羊、牛にたいして課される税金があった。ただし荷運び用の動物、耕作、灌溉に用いられる動物は 
税の対象とならなかった。 

三五〇 貯蓄、金、銀にたいする二•五。ハーセントの税がある。これは人々に、たんなる退蔵にふけ 
らず，彼らの財産を増や$力をするようにかり立てるものなのである。 

国家経費 
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三五ー クルアーン(第九章六〇節)はイスラームにおける国家経費の予算を規定する法則を定めて 
いる。 r 喜捨(サダカ、ムスリムに課される税金)の用途はまず貧者に困窮者、それ(税金)を徴集して廻 
る者、心を協調させた人、頸(奴隸、戦争の捕虜)の解放、負債で困っている人、神の道(イスラームの 
布教活動)、旅人、これだけに限る。これはアツラーのおとり決め。アツラーは明敏、全知におわします」。 

実際的に共同体の成員のあらゆる必要を網羅しているこの支出の八項目については、その明確な適用範 
囲を理解するために、さらに説明が必要であろう。 

三五ニ サダカという言葉は、ムスリムに課される国税と訳されるが、ザカ— 卜と 同義であり、農業、 
鉱業、商業、工業、牧畜、蓄財その他の項目に属し、ムスリムが平時に国家に支払う税のすべてを指す。 
ここからは、非常時のさいに課される臨時税、自国の民であれ外人であれ、非ムスリムに課される税金、 
あるいは義務的でないあらゆる ess の寄付金が除外されている。 ss イスラームの司法上の著作や、特に 
預言者の言葉から察して、サダカという言葉がこの意味で用いら. n たことは疑問の余地がない。これは義 
務的でなく、支払いの額および時期が定まっていない施しをさすものでは決してなかった。 

施しの同義語としては神の道のための経費(インファーク.フイー.サビーリツ•ラー)あるいは自発 
的慈善(タタツゥゥ)という表現がある。 

三五三 貧者と困窮者はほぼ同義であるが、この最初の二つの項目 1C ついて預言者は何の説明もし 
おらず、したがってこれに関して意見の相違が見られる。 

カリフ' ゥマルの言行(アブー•ユースフが「租税の書」に記録している)によれば、貧者(フカラー 
はムスリムの貧者であり、困窮者(マサ—キン)はイスラーム領内に居住するユダヤ熟徒、キリスト教： 


て 
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等の非ムスリムの貧者である。 

法学者アツ=シャ—フイイ—は、この表現が完全に同義的なもので、神はその寛大な心遣いから、二重 
の備えをするために二つの異った表現を用いたと考えている。この典拠によれば、クルア—ン中に記され 
た八項目の各項はそれぞれ国家収入の八分の一を受けるべきであるから、貧者は八分の二を受けることに 
なる。解釈のいかんはともかく、国家の第一の義務は、イスラーム領内の住民は誰であれ食料、衣服' 住 
居等の生活の手段を奪われぬよう留意する点にある。 

三五四 次の項目は、公務員、すなわち徴税官、会計官、諸支出の監督官、会計検査官等の給与に関 
するものである。実際のところこの範疇は、受益者の諸範囔に関する説明のさい理解されるであろうが、 
民事、軍事、外交等 a ；： 政上のすべての公務員を含んでいる。 

歴史家アル=バラーズリーは(彼の「系譜の書」の中で)、カリフ、ウマルがシリアの大守に次のように 
要求した公文書を記録している。「われわれのところ(マデイーナ)に収入帳簿を書き入れるギリシャ人専 
門家を送れ J 。 非ムスリムといえども行政機関に雇用されるばかりでなく、ムスリムにのみ課されたサダカ 
の受益者たりうる事実を示すために、これ以上権威ある資料はあるまい。 

三五五 心を協調させた人という項目は、「機密費」という現代的表現で容易に理解されるであろう。 
法学者アブー•ヤアラー•アル=ファツラーウはその書「アル=アフカ—ムツ•スルタ—ニーヤ」で書 

いている。 r 心を協調させた者には四種類ある。(一)心が協調し、ムスリムの援助に参加させうる者、 

(二)ムスリムに害を及ぼさぬようさせうる者、(三)イスラームを受け入れる可能性のある者、(四)彼 
らを介してその一族、一家がイスラームに改宗する可能性がある者。ムスリム、多神教徒を問わず、この 
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種の人々に金を使うのは合法的である」。 

三五六 「頸を解放する」という表現は、つねに二つの出費を意味してきた。すなわち奴隸の解放と 
戦いにより敵に捕えられた捕虜の受け戻しである。 

イスラーム法(クルア—ン第二四章三三節)によれば、あらゆる奴隸は主人に自分の値を支払って自由 
を購う権利を持っている。またそれに必要な額を稼ぐために、主人に自分の職場を提供させることができ 
る。その期間中彼は主人に仕える義務がなく、さらに上述のように' 政府は義務として毎年予算の一部を 
さいて奴隸が自由を購う援助を行なわなければならない。 

ゥマイヤ朝のカリフ、イブン•アブド U ル==アジーズの時代の文献(イブン■•サアドが報じている)に 
よれば、ムスリム政府が支払った身代金の額は、敵の捕虜となるはずであった非ムスリムまで釈放するに 
充分だったということである。 

三五七 負債で困っている者の範囔には、古典時代の慣習にならって I 連の適用例が見られる。洪水、 
地震等の天災を蒙った者には援助金が与えられた。この範繭はクルア I ンの節の冒頭ですでに述べられた 
貧者に該当するものではなく、不可抗力による異常な状態のため損害を蒙った裕福な人々を対象としてい 
る0 

カリフ •ゥマルは、一時的に金が必要であり、償還に必要な担保を提供した者にたいして、無利子で金 
を貸し出すために、公共基金の中に特別部門を設けている。また カリフ 自身も私的な必要のためにこの制 
度を利用している。無利子貸与の「国営化」は、利子を禁じている イスラー ムにおいて当然必要なもので 
ある ことはいうまでもない。この カリフは 商人たちに一定期間公共の金を貸与 さえして いるのである。国 
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庫は彼らの事業の利益を彼らとともに分ちあい特定のパーセンテージを取ったが、利益が上った時はかり 
でなく、損失が生じたさいにもこれに関与した。 

この種の国家支出の他の適用例として社会保険に属するものがある。もしも誰かが過失致死罪で有罪と 
なり、法律で定められた賠償金を自分の財産から支払うことができない場合、預言者の慣行のいくつかの 
例が実証しているように、政府は予算のこの項目を適用して援助を行なっている。これについては後にふ 
たたび論及することにしよう。 

三五八 「神の道 J という表現は、ィスラームの特殊用語によれば、まず軍事上の防衛ならびに人員、 
装備のための支出を意味している。しかしこの表現は学生の援助、モスクの建設のような宗教のための助 
.成、援助金といったすベての慈善事業に適用される。 

三五九 最後の項目(つまり旅人)は、広い意味での運輸、観光上の交通と関係している。すなわち 
橋、道路、ホテル、レストランの建設、通路の安全(警察を含む)、衛生上の手配、旅人の輪送、さらには 
外人旅行者が提供されるあらゆる便宜がこの項目に入る。そこには代金を課さず、可能なかぎり彼らを歓 
待することも含まれている。かっては I 力 所に三日の間この種の歓待が保証されていたのである。 

三六〇 クルアーン が述べている このような 配慮の長所を認めるためには、それが適用されたのが今 
を去る十四世紀の昔、ィスラームのごく初期のことであったという事実を銘記する必要がある。 

上記のような支出の諸項目に、さらに付加されるべきものは、それほど多くはあるまい。現在において 
も、国民の安寧に深い関心を寄せる進歩的な福祉国家がこれらを適用しうる可能性は充分にあるといえよ 
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特別税 

三六 I サダヵは預言者や正統ヵリフの時代には唯一の国税であった。後代には臨時に資金が必要と 
されると、法学者はあくまでも暫定的措置であるが、特殊の必要のために追加税を課する法的可能性を認 
めている。このような税金はナヮーイブ(災厄税)と呼ばれる。 

社会保険 

三六11 巨額の出費を強いるような危険だけが保険の対象となるが、それは時代と社会環境に応じて 
異なる。 イスラ ーム初期のアラブの間では通常の病などほとんどなかったため、実質的に医療に金がかか 
ることはなかった。また I 般の人々は自分で自分の家を建て、主な建築資材にも金を支払う訳ではなかっ 
た。したがって病気、火災等にたいする保険の必要がなかったことは容易に理解されるであろう。 

これに反して捕虜、暗殺にたいする保険には実際的な必要性があった。この点は預言者の時代にすでに 
関心を呼んでいた。そのためある種の配醱がなされたが、それは環境に応じて発展、^^る！をもっ 
ていた。 

ヒジユラ暦元年にマデイ—ナの都市国家で発令された憲法において、この保険はマアキールと呼ばれ、 
次のような仕方で行なわれた。もしも誰かが戦争のさい敵に捕われた場合、彼の自由を購うためには身代 
金の支払いが必要であった。同様に肉体的損傷、犯罪的殺人にたいしては損害賠償、血の報酬の支払いが 
要求された。 これらはしばしば 関係者、 つまり 囚人 または 犯人の 個人的 資力を超えるものであった。 

そこで預言者は相互保障の原理に基づき保険制度を確立している。部族員たちは自分の資力に応じて拠 
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金した部族の中央公庫に頼ることができた。もしもこの公庫の支払能力が充分でない場合には、この部族 
と関係があるか、その隣りに住む部族が援助する義務があった。そして諸単位を I つの全体に包括するた 
めに統一した階層組織が創られた。 

マディ—ナではアンサ—ルの諸部族については充分に知られていた。そこで預言者は、元来マッカの種 
種の部族に属していたり、エチオピア出身であったび、他の地域の出身のアラブからなるマッカからの移 
住者たちが、上述の社会保険を実施するために、新たな独自の「部族」を構成するよう命じている。 

三六三 のちのカリフ、ゥマルの時代には、相互保障性、つまり保険の諸単位は職業別に、つまり各 
人の所属する民事、軍事行政職別に、あるいは地域別に組織された。そして中央あるいは地方政府は、国 
家支出について述べたさいに言及したように、必要のさいにはいつでもこれら諸単位の救済に手をさしの 
ベた。 

三六四 保険とは本来個人の負担を軽減するため、それを可能なかぎり多くの人々に割り当てること 
を意味している。資本主義社会における保険会社とは異なり、ィスラームは相互保障、協調の原理に基づ 
き、構成単位が階を追って結局中央政府に至る援助の態勢をもつ保険制度を設立している。 

三六五 個々の構成単位は、それぞれの裁量に委ねられる未使用の資金を用いて、資本を増やすため 
に商業活動に従事することができた。単位の構成員が、それ以上分担金を支払う必要がなく、むしろ商業 
の利益の配分に預る事態が生ずる場合もありえたのである。 

相互扶助の原理の上に立つこれら構成単位が、交通事故、火災、輸送中の損失等あらゆる災害にたいし 
て保険をかけうることはいうまでもない。また保険業務が、あらゆる種類の危険、もしくは例えば小包発 
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送に伴な うような I 時的な危険のために「国営化」 されうる のもい うまで もない。 

三六六 細かな専門的な問題には立ち入らないが' イスラームは被保険者が保険額に応じて会社の利 
益の分け前に預らないような資本主義的保険制度を容認しない。なぜならこのような保険は一種の賭事に 
すぎないのだから。 

三六七 事のついでに、 カリフ* ゥマルの時代の もう I つの社会制度について 言及しよう。 彼は国民 
すべてのために年金制度を創り上げているのである。 

イブ ン.ザンジ ユワイフの 「財産の書 」、 アル=ジャ| ヒズの「ゥスマ— y 書簡」によれば、非 ムスリム 
の国民もこの年金の受益者に含まれていた。したがって子供は、生れるとすぐに 一 種の年金を受けとった。 
成人は生活に必要な最少限の金額を受けとることができた。 

初期においては、カリフは年金受領者の範睡の相違にしたがい差別を行なった。最少限を I とすると、 
最大の恩恵に浴した者は四十を受けとっていた。ただし晩年に彼は完全な平等を実施しようと決意してい 
る。だが彼は i が導入される以前 ic 他界してしまった。 

「デイーワーン」と呼ばれるこの制度は、以下の記録が示しているように、預言者の時代に始まったよ 
うである。「この慣行の基礎は、パヌ=ル= ムス タリク族から得られた钱利品のうちの政府の取得分である 
五分の一の保管にあたり、預言者がマフミーヤ.イプン.ジャズゥを担当官に任じたという伝承にある。 
事実このマフミーヤは、すべての戦利品の五分の I にあたる政府の取得分の保管者の地位にあった。サダ 
力 (ザカート税)は別個に管理され、特別な担当官がいた。また敵から平和裡に得られた収入(ファイゥ) 
のためには別の担当官が任命されて I ' た。預言者はサダカを孤児、病弱者、貧者のために使用するのを常 
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としていた。孤児が成人に達し、兵役 C シハード)の義務が課されるようになると、彼はサダヵの受益者 
の リストからファィ ゥのそれへと移された。ただし彼が兵役を拒否した場合、彼はもはやサダヵを受ける 
ことはできず、自分で生計をたてなければならなか r た」(ムナ ッジ ド編、サラフシー著「シャルフッ=シ 
ヤル=ル=ヵビール」九七八項参照}。 

賭博 . 

三六八 賭博を禁止するにあたりクルアーン(第五章九〇節)は、それを「悪魔の仕業」と呼びなし 
ているが、それには充分な理由がある。 

周知のことながら社会悪のほとんどが国民の富の不公平な配分に起因している。ある人は余りにも富裕 
になり、他の者がきわめて貧しくなると、その結果貧乏人は金持の搾取の犠牲になる。 

賭事や富くじは、安易に利益をあげることへの誘惑があるが、安易な利益はしばしば社会にとって害と 
なる。もしも競馬その他の競技で、あるいは公私を問わずなされる富くじその他の賭事で、実際にある国 
国で行なわれているように、国民が毎週三百万ポンド使ったと仮定しよう。するとたった十年の間で4.お 
めて多くの人々から一五億六千万ポンドにのぼる金額が集められ、それが馬鹿げたほど僅かな人々の間で 
再分配されることになる。国民の1パ—セント弱の人間が、他の九十九パーセントの損害によって巨利を 
占めるのである。換言すれば、一。ハ—セントを富ますために九十九パーセントが貧しくなり、九十九。ハー 
セントに組織的に損害を与えて. I パ—セントの百万長者を産みだすのである。 

富くじをはじめ！18々の賭事が私的なものであろうが公的なものであろうが、大多数の損失のもとに少数 
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者が富を蓄積するという悪が大手をふるう事実に相違はない。 

イスラ—ムが賭事や富くじを全面的に禁止する理由はここにある。資本主義的保険制度と同じように、 
賭事においても損失は一方的なのである。 

貸与金の利子 

三六九 おそらく世界中で、高利貸を禁じなかったような宗教は存在しないであろう。イスラームの 
特色は、それがこの種の儲けを禁じているばかりでなく、人間社会においてこうした悪い制度を存在させ 
る原因そのもの正している点にある。 

三七〇誰|人として借金の利子を喜んで払おうとする者はいない。金が必要であり、利子を払わね 
ばそれが手に入らぬために利子を支払うのである。 

三七 I イスラームは商業上の利益と貸与金の利子を明確に区別している。 

クルアーン(第二章二七五節)はこういっている。「神は商売を許し、高利貸を禁じ給う」。その少しあ 
とで(第二章二七九節)こうもいっている。「もしもお前たちが(利子)を思い止まらなければ、アッラー 
とその御使いから戦いを宣言されるであろう。 しかしお前たちが悔い改めるならば元金 (無利子) は取り 
返すことができる。お前たちは他人に不義を働く訳でもなく、不当に遇される訳でもない J 。 

三七二 利子禁止の論拠もまた、一方的な危険にある。なぜならある人間が所得を増やすために金を 
借りてみたものの、情況が不利で約束の利子を支払う ,:, t 分な利益をあげえない場合もありうる。そのさ 
い貸手は企業の危険を分担してはいないのである。 
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にとり何と大きな損失であろう。 

飲酒の特殊性としては、ごく少量で人を陽気にし、それ以上飲むまいという決意を弱める事実があげら 
れる。酔払いには、自分の行為に関する自制心がなくなってしまう。それで気がつかぬうちに金を浪費し 
てしまうのである。こうした渚悪に加えて、炊酒によって子孫にまで遺伝される不健康な影響があげられ 
ねばなるまい。クル T I ンの一節(第二章二一九節)は、興味深い表現で酒について述べている。「彼らは 
酒と睹事についてお前に尋ねるであろう。言え。「それらには大きな罪があるが、人間にとって益がない訳 
ではない。だがその罪は、利益より遥かに大きいのだ JJ 。 

クルアーンは飲酒にある種の益がある事実を否定してはいないが、同時にそれが社会にたいする、個人 
そのものにたいする、そしてもちろん立法者にたいする罪であると言明しているのである。他の節(第五 
章九〇節)においてはクル T —ンは、飲酒を偶像崇拝に匹敵するものとして おり、 悪魔の仕業であると宣 
言している。そして人々が二つの世界で幸福になりたいと思うならば、賭事と飲酒は避けねばならないと 
つけ加えている。 


217 






第十一章ムスリム婦人 


第十一章ムスリム婦人 


イスラ— ムにおける婦人の主要な権利と義務について検討するにあたり、まず以下の点について指摘し 
なければならない。すなわちムスリムの法は情況に応じて適応、発展するものであるにもかかわらず、社 
会生活のある分野において資本主義、共産主義下の西欧社会で今日婦人が事実上享受している過度の自由 
を認めることはないであろう。 

イスラ— ムは女性が分別ある存在であることを求めている。それは女性に天使になったり、悪魔になっ 
たりするよう求めてはいない。預言者は「中庸こそ最善のもの J といっているのでもし イスラ— ムに 
おける女性の地位を他の文明、法体系に属する女性のそれと比較し よ， る場合には、たんに個々の慣習 
をとりだすだけではなく、あらゆる事実を考慮に入れなければならない。事実道徳のある部門においては、 
イスラ— ムは現代の他の生活体系より一層厳格で、清教徒的である。 
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概論 

三八-ィスラ i の伝統にぉぃては、母の地位はきわめて高ぃ。預言者ムハンマドは、「天国です 
らお前たちの母親の足許にある」とさえいっている。 

アル H ブハ— リ—は 次のように伝えている。「ある男が預言者に「神を一番喜ばせるにはどうしたら よ 
いでしょうか j と尋ねると、彼は答えた。「定めの時間の礼拝だ j 、 男はさらにつづけた。「それからど 
んなことでしょう。 j すると預言者は答えた。 r 父と母に物惜しみしないことだ J 」。 クルアーンはしばし 
ばこの問題に立ち返り、自分を腹に宿し、その後もあれこれと気をつかい、あらゆる犠牲を払って育てて 
くれたのが母親であることを忘れてはならないと人々に銘記させている。 

三八二 妻としての女性に関する預言者の言葉は有名である。「お前たちのうちで最も優れた者は、 
妻を最もよく遇した者である。 j 最後の巡礼のさいになされた記念すべき訣別の説教の中で、預言者は女 
性の問題について詳細に述べ、特にこういっている。 

「そこで皆の者は男たちが義務として守らねばならぬような女性の権利がある。また女たちが義務とし 
て守らねばならぬような男性の権利もある。女たちが男性のために守らねばならぬ義務とは、彼女らが、 
お前たち以外の者に自分の寝床を踏みにじらせてはならぬということである。お前たちの許可なしに他の 
男を招き入れ、不義を犯してはならない。彼女たちがあえてそう しようと する場合には、神はお前たちに 
彼女らを譴責し、寝床を別にし、 叩くこと さえ許している。ただしそのさいも 強く 叩いてはならない。 

だが彼女らが慎み深く従順ならば、良俗にのっとって食料、衣服を提供するのはお前たちの義務である。 
私はお前たちに、女性を手厚くもてなすよう命ずる。なぜなら彼女らはお前たちの家庭のとりこのような 
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ものであり、自分自身のためには何 I つ所有していないのだから。 

ところでお前たちは彼女らを神からの預りものとして保管し、神の言葉にしたがって彼女らと睦 みあう 
のだ。したがって女性に関して神を怖れねばならない。さらに私が彼女らを手厚くもてなす よう お前たち 
に命令する。よいか、私はすでにこう伝えたぞ、神よこの証人であらせられ給え0 J (イブ ン •ヒ シャ ーム 
参照) 

111八三 娘としての女性に関するイスラ—ムの態度は、イスラーム以前、つまり多神教時代の女児誕 
生のさいの行為にたいする クル アーンの非難から想起されるであろう。「彼らは神に娘たちを 割り あて 
る(自分たちは娘を望まないのに、天使を神の娘だな どと いう)が、神よ(このような考えから)清めら 
れんことを。そして自分たち自身には彼らの望む(息子を)願う。そして彼らの一人に女児の誕生が 知ら 
されると、顔を終日黒くして立腹する。悪い知らせに人目を避け、不面目を忍んでこの子を抱えこむか、 
それとも土の中に埋めて しまおうかと 思い惑う。だが彼らの そうした判断 こそ災いである」 (クル アーン 
第一六章五七！九節)。 

三八四 自然は両性の間に完全な平等を望んだ訳ではなく、それぞれに固有の職業と役割を配分した。 
例えば男たちは子供を身ごもることはできない。それと同様に女性には、男性の天賦の特質を行使するこ 
とはできない。 

女性は頭脳や.骨骼にも影響するような繊細な体格の持主である。そしてこの繊細さを保持するのに必要 
な一層優れた趣好をもっているであろう。より頑強な男性はより多くの力をもち、そのために生活のより 
厳しい分野で働く にたりる ものを授かることになる。これらの本性は、男女それぞれの必要に対応して自 
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然であり、理にかなっている。 

三八五 両性の間には生れつき等しくない事柄もあるが、生活の多くの他の側面ではたがいに似通〇 
ている。したがってそれらの領域における彼らの権利と義務も類似している。 

三八六 上記の点は ィスラ— ムの女性に関する教えをある意味で要約している。ある点においては女 
性は男性と同等である。しかし他の点ではそうではない。後者については女性の義務と権利について述べ 
るさいに、よりよく理解されるであろう。 

女性の義務 

三八七 宗教的な事柄に関する彼女の第 I の義務は、男性のそれと同様、神の唯 I 性を信ずる ことに 
ある。これこそは来世における救いの唯 I の手段なのだから。 

ィスラームは誰でも構わずその教えに強制的に改宗させることを正式に禁止したことは周知の事実であ 
る。ムスリムの夫を持つ非ムスリムの女性でさえ、ムスリム男性の妻でありながら、自分の宗教を保持し、 
自らの資格でそれを実践する完全な権利をもっている点は留意されるべきであろう。 

また ムスリム共同体内部では、その全体を保持し、その生活体系を保存す るた めに厳格な規律が課され 
ていることも周知の事柄である。この点に関する裏切りは処罰の対象であるが、正統カリフ時代の諸例に 
見られるように背教に対する女性の処罰は男性に対する処罰より手加減がされている。 

三八八 種々の宗教的実践の中でも礼拝は、多少の譲歩はあるにせよ、男性と同様女性にとっても義 
務で ある。 成人した婦人は、毎月何日かは平常の礼拝の務めを免除される。金曜日の集団礼拝は、男性に 
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三七三 無報酬、無利子で他人に金を貸すために、個人から彼の金を強制的に奪いとることは不可能 
である。 

イスラームが、国家収入の用途の I つとして負偾に難渋す る 者を援助す る 義務をあげてい る 点について 
は、すでに上述した。したがって公庫は、慈善家や慈善団体が提供する貸付金とは別に、またそれを補充. 
する意味で無利子の貸付制度を設けている。その原理は相互扶助と協力である。 

三七四 商業上の貸付には、貸方が利益も損失もともに分ちあぅムダーラバと呼ばれる制度がある。 
例えば二人の人間が会社を設立し、各自が資本と労力を折半する場合には、利益の分配には何の困難も伴 
なわない。だがもし資本は一方から、労働は他からといった場合、あるいは二人が資本を提供するが I 方 
だけが働くとか、両者'®分担の割合が平等でない場合には、利益の配分が行なわれる以前に、労働にたい 
する適正な報酬が予め合意に達した条件に基づいて考慮される。 

種々の危険を防止するために可能なあらゆる予防措置がとられることはもちろんであるが、イスラーム 
は、あらゆる契約上の共同事業において’利益も損失も同様に契約当事者双方によって分担されねばなら 
ぬと命じている。 

三七五 銀行に関しては、その活動は主として三つあるとされている。つまり一力所から他の場所へ 
の送金、顧客の貯金の安全の確保、利潤を目的とする資金の貸与である。運営上の費用は、銀行業務の利 
用者によって負担される。ところで問題は、商業、工業その他商売上の動機のための資金の貸与にある。 

もしも銀行が債務者の利益、損害のいずれにも参与するならば、イスラ—ムはこのよぅな銀行活動を許 
可するが、さもない場合には許可されない。 
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三七六 信用は信用によって支えられる。もしもある政府に所属する貯蓄銀行が年の初めでなく、終 
りに顧客にたいして利益を何パーセント支払えると宣言した場合、これは ィスラー ムの観点からして 合法 
的であるばかりでなく、人々は初めに予期される利益の額を知らなくとも自分たちの貯えを躊躇なく政府 
の銀行に預金するであろう。この投資は彼らが公けの管理を信用しているゆえになされるのである。 

三七七 要するにあらゆる商業上の契約において、利益と同時に危険にもたがいに関与する原理が遵 
守されなければならない。 

統計 

三七八 あらゆる計画を立案するにあたり I 人手しうる資源に関する認識をもつ必要がある。アル== 
ブハ—リーの報告によれば、預言者はムスリムの人口調査を行なっている。 

ゥマルのヵリフ時代には、動物、§、その他の品物に関する調査が行なわれ、新たに領有された諸地 
方では耕作地の測量がなされている。民衆の福祉にたいする深い関心に満ちた寛大な心をもって、ゥマル 
は税金®取立て後に諸地方の民衆の代表者を招くのを常とし、彼らがその年間に徴税人の振舞いにたいし 
て不平を抱いたかどうか知ろうと試みた。 

日常生活 

三七九 ムスリムの日常生活の具体的な特色をなす重要な二つの禁止事項、すなわち時としては連続 
的に何の報酬も得ることなく浪費してしまう賭事については、すでに何度か論述した。これは経済的弱者 
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とっては義務であるが、女性にとっては任意である。断食も女性の場合男性ほど厳しいものではなく、分 
挽，月経のさい等にはラマダーン月の断食を後まわしにすることができる。ハッジ(マッカへの巡礼)に 
関しても、女性に特有の理由のため不可能な場合、ある種の務めを果さなく ともよい とされている。 

要するにイスラームは、女性に対し、寛大で思いやりがあるのである。最後の基本的な義務、つまりザ 
カート税の支払いに関しては、男女相違がないがある法学派*例えばシャーフイイー派は、女性にある譲 
歩を行なっている。つまり蓄財にたいしては税金が課せられるが、女性が装飾品その他私用に出費し1分 
は免税される。 

イスラ— ムは、国家の富をたえず増大させるためにそれをたえず流通させ、退蔵したさいにはそれに 課 
税するといった方法でこれを抑制させる政策をとっているが、それにもかかわらず女性と、その固有の趣 
好にたいしては譲歩を行なっている。 

三八九 同様に社会的な義務もある。国家の富を公正に配分するために、利子' 賭事のよぅに少数者 
のみに富が集中する手段は禁じられている。 

この点に関してはムスリムの女性も男性同様定めに従わなければならない。富くじ、競技にたいする賭 
等は社会の経済的均衡のためには有害であり、男女を問わず明白に禁止されている。 

三九〇 ここで無数の不幸の源であるアルコ—ル性飲料について論じてみよぅ。これを慎まねばなら 
ぬことはすべてのムスリムにとって明らかな義務である。クルアーン(第五章九0節)は飲酒を悪魔の業 
と呼んでいる。その健康面.経済面*道徳面その他の面で及ぼす害はあまりに良く知られているため説明 
するまでもない。 
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ところで白らの血で胎児を育て、乳で赤児を育てるのは女性なのであり、彼女は自分の健康、あるいは 
病いを子供に、つまり新たな世代、人類の未来に伝えることになるのである。 

三九 I きわめて包括的な義務として道徳に関するものがある。精神性がわれわれと創造主との関わ 
りにおけるわれわれの側の義務であるとするならば、道徳はわれわれと仲間たちとの相互関係においてこ 
れと同じ地位を占める。 

たんに悪の徴候のみでなく、その根源を断ち切ろうという強い願望から、 ィスラ ームはある種の行為を 
命じ、勧め、また奨励している。それらはもしもその深い動機に思い至らなければ、時としてわれわれを 
驚かせるに足りるものなのである。あらゆる宗教は姦淫、姦通を罪悪であるとしている。 

しかし ィスラー ム はさら に進んで種々の誘惑を減少させる手段を与えているのである。各個人が誘惑に 
うち勝つに足りる道徳心を養うよう期待するのはやさしい。しかし人間の大部分を占める性格の弱い人々 
が、初めから敗北が明らかであるような戦いに従事する機会を減らすことの方がより賢明であるといえよ 

，っ0 

三九二 それゆえクルア—ンは、第三三章五九節において、故意に人目を引く機会を減らし、男性の 
邪まな行為から女性を守るために、まず r ジャラビ—ブ(頭から足までを蔽う一種の長衣) j をまとうよう 
勧告した。それから家庭内で友人や訪問者と過す場合にとるべき態度について啓示(第二四章三〇—三 I 
節)している。 

「男性の信者たちにいえ。 r (自分の系累以外の女性にたいしては)お前たちの視線を低くし、貞淑を守 
れ 0 J こうする方が彼らにはより清潔なのである。アッラ—は彼らの行ないをすべて熟知し給う。また信 
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者の女たちにいえ。 r お前たちの視線を低くし、貞淑を守れ、外に現れるものの他は美しい飾りを目たたせ 
ては ならぬ。 そして フムル (顔を蔽うヴ X イル) を胸の上に垂らせ JJ 。 

預言者の時代を含めイスラーム史を通じてどの時代にも、ムスリムの女性が彼女らに相応しい職業につ 
いていた事実は明らかである。彼女らは看護婦、教師として働き必要な場合には男性とともに、戦闘にも 
従事しており、さらに歌手、理髪師' 料理人等の職についている。 

イブン•ハジャルが「イサ—パ」で 記録して いるところによれば、カリフ、ウマルはシファーウ•ビン 
卜•アブドッ= ラー という 女性を首都(マデイ—ナ) の 市場監督官に任命して. いる。この 女性は、預言者 
の 妻 ハフサに 読み書きを教えて いる。 法学者たちは女性が裁判所の判事を つとめうると 認めているし、 こ 
れに 類す るさまざまな 例も ある。 

要するにムスリムの社会においては、女性は「寄生虫 j となるどころか、男性と共に働き、自分の生活 
費を稼ぎ、才能を伸ばすことができたのである。 

三九三 クルアーン(第三〇章二一節)はいっている、「彼がお前たち自身から、彼女らにより慰安 
を得るようお前たちのために配偶者を創り給うたのは、彼の徽の I つである。そして彼はお前たちが、た 
がいに愛と情をもつよう命じ給う J 。 女性と男性は、たがいに他を補いあう存在である(クル T —ン第一一章 
一八七節)。したが〇て彼らはたがいに便宜を計らなければならない。 

対等な二人が万事につけて何もかも協調しうるとは限らない。家族の間の相互理解を深めるためには、 
双方の譲歩が必要である。妻の待遇に関して夫に与えられたクルアーンの勧告(第四章 一 九節)は、この 
問題を考えるさいの糧となるであろう。「彼女らと生活を共にする場合には親切を旨とすること。もしもお 
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前たちが彼女らを嫌うならば、神が多くの善を恵まれたものを嫌うことになるのだから J 。 事実、人は賢明 
であればあるほど、とりわけ彼の力が強ければ強いほど*より大きな譲歩をするのである。 

三九四 ひとは結婚の目的をもって愛する人を求め、好意をもつ。ただし愛の問題は、人間の歴史に 
暗い影を投げかけている。愛の動機は' とりわけ若者の間では、しばしば気紛れではかないものである。 
優しい声*快い微笑、美しい目、皮膚の色、髪形、その他のちょっとした仕種からこのドラマが始まる。 

しかし本当の夫婦生活を営むためにはこれだけでは充分ではない。この点について預言者はわれわれに 
大変賢明な忠告を与えている。「美しさだけのために結婚してはならない。たんなる美は道徳的退廃の原 
因ともなりうるのだから。富のためにだけ結婚してはならない。富は反抗の原因になりうるから。むしろ 
宗教的献身を基礎に結婚するがよい」(イブ ン •マ— ジャ 、伝承 I 八五 九)。 

イスラームという宗教は生活のあらゆる領域を規制するものであるから、宗教的義務を良心的に守る人 
が、家庭においてももっとも容易に平和を築きあげうることはいうまでもない。 

預言者はまた他の機会に次のようにいっている。「現世とは人がかりそめの便宜を得るはかないもので 
ある。とは云え世俗的なものの中で良い(敬虔な)妻ほど優れたものは何一つない」(同上、伝承一八 
五五)。またアッ=ティルミズィーとアン H , ナサ—イ—は、預言者の他の言葉を伝えている。「非の打ち 
どころない信者とは、非の打ちどころない人格をもち、妻に親切な者である」。 

三九五 今述べたように、イスラ—ムは道徳を特に重視する。したがって男女関係の乱れは、あらゆ 
る手段によって防止されるよう命ぜられている。 

クル T I ン(第四章三四節)はいっている、「妻の不行跡(ヌシュズ三八二項参照)が懸念される場合 
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には、まず訓戒し、それから臥床を別にしてこらしめ、最後には叩いてもよろしい。ただし強く叩いては 
ならない」。 

もしも矯正しようがない場合には、預言者が「法に許されたことの中でももっとも忌むべきもの」と規 
定している離婚が、問題を解決してくれるであろう。 

少し後でクルア—ン(第四章一二八—三〇節)は、もし妻が夫の不行跡(ヌシュズ)、冷遇を怖れる場 
合、彼女は和解の努力を払うべきであるが、最後の手段として裁判所に よる 離婚請求権をもつといってい 
る0 

三九五 ( a ) 良き相互理解とは、夫婦の意見の一致を意味する。時として夫婦が自然と同じ結論に達 
する場合もある。だが一方が譲歩し自分の意見を放棄してこうなる場合もある。だがそれにも限度があり、 
したがってクルア—ン(第二九章八節)や伝承が「創り主に逆ってまで人間に従ってはならない J 、 と命 
じているとしても驚くにあたらない。 

ひとは愛により、またたんなる便宜のためにあらゆる種類の譲歩を行なうことが許される。ただしこれ 
には ィスラー ムの正式な法を犯さぬかぎりという条件がついている。何はともあれ宗教的な命令は絶対に 
犯されてはならないのである。 

三九五 ( b ) 聖なる預言者にとってきわめて重要な問題で、さまざまな機会にそれについて言及して 
いる事柄がある。つまり男は女性的な行為を避けるべきであり、女は女で髪型、衣装、話し振り等々の点 
で男を真似てはならぬというのである。 

人間は本然の傾向にしたがって自分を育てるべきであり、それに逆ってはならない。さもない場合、こ 
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の傾向に棹さした者には「神の呪い」が降りかかるのである。 

女性の権利 

三九六ィスラーム以前のアラブは、男性の人格ほど女性のそれを重要視してはいなかった。それゆえ 
犯人が男で儀牲者が女である場合、報復も行なわれなかった。 

クルアーンはこの不平等を廃止し、女性にたいする犯罪は、人格、財産、名誉のいずれに関するもので 
あれ男性にたいする犯罪と同列におかれた。むしろある場合には女性の権利の方がより重視されていると 
さえいいうるのである。 

たとえばクルアーン(第二四章—五節)は、ある女の不貞を非難してその証拠をあげえない男は、誤っ 
た非難にたいする所定の罰を受けるだけでなく、以後永久に法延で証言を行なうに相応しくない者と宣告 
され i している。(さらにこの場合来世で神罰が下されるが、一般に神罰は悔悛したさいに宥されるもの 
と考え..！ている ■>) ほとんど一致した意見として*悔悛は終末論的な意味で罪を解消するの 1 C 充分である 
と考えられているが、これほど悔悛の効力が認められているにもかかわらず、上述のような「証拠提出不 
可能 J の罪は！されることがない。 

クルア—ンは、殊に傷つけ易く、癒しにいく事柄に関して無分別な発言を行なう悪を、社会から追放し 
ようと求めているようである。 

三九七女性の完全な独立は、財産問題を検討すれば端的に明らかにされる。ィスラーム法によれば、 
女性は自分の財産に関して絶対的な権利をもっている。 
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成年に達した女性は、父親、兄弟、夫、息子その他の誰と相談するまでもなく、自分の意志で財産を処 
理する権利がある。彼女の夫、父あるいは他の親戚が自分たちの資産を超える債務を負っていても彼女の 
財産には手をつけることはできない。同様にこれらの親戚も、彼女が負った債務には貴任がない。 

財産の取得権についても男女の間に相違はない。女性は財産を相続し、贈与として受けとり、また自ら 
額に汗して築きあげることが可能なのである。どのような手段によれ、獲得された財産は彼女だけのもの 
なのである。彼女は自分の財産の完全な持主であり、それで娯しもうが、気に入りの者に贈物として与え 
ようが、売却その他の法的手段で処分しようがまったく勝手である。 

これらの権利はすべて女性に本来備わったものであり、それが特殊の契約、例えば夫との契約あるいは 
ある人物からの報酬として得られたものである等の点はまったく問題にされない。 

三九八相続権については多少の説明を必要とする。イスラーム以前のアラブ女性は、父からも夫から 
もつまり誰からも相続する権利がなかった。預言者は宣教初期の十五年間 この 問題には注意を払わなかっ 
た。年代記編者たちは、ヒジユラ暦三年に金持のアンサ—ル、アゥス•サ—ビトが死んで未亡人と年端の 
ゆかぬ四人の娘たちが後に残されたと記録している。 

マディ—ナの慣習によれば戦争のさいに武器をとりうる成年男子だけが相続権をもち、息子でも未成年 
は亡父の財産にたいしてなんの権利もなかった。そこでアゥスの従兄弟たちが遺産をすべて所有したため、 
家族は I 夜にしてまったく無一物となり、生計の手段を奪われてしまった。そのさいクル アーン の一節が 
啓示され相続法が発布されることになったが、これは爾後 ムスリムに よって守られ、 レバントのキリスト 
教徒の ような 他の共同体においても適用されている。 


229 



この法(クルアーン第四章七—一二節および一七六節)によって、さまざまな女性の親族、とりわけ妻 、 g 
娘、母、姉妹が相続権をうるようになったのである。相続に関してイスラ—ムは動産、不動産を区別して 
いない。すべての物が正統な相続人の間で分配されなければならないのである。 

イスラームはまた悪質な気紛れを避けるために、遺言によって遺産を近親者から剥奪し、他人に贈るこ 
■とを禁じている。事実近親者は遺言に より 指定をうけるまでもなく、自動的に遗産を相続しうるのである。 

遣言は相続にたいする個々の親族の権利を増減することも不可能である。この権利は法そのものにより定 
められているのであるから。 

遺言は故人の財産にたいし直接相続権をもたぬ r 他人」のためにのみ有効なのである。イスラームは遺 
言によって処理しうる最大限を全財産の三分の I と定めている。そして三分の二は近親者に配分される。 
遺産の三分の一を超えるものに関する遺言は、遺産分配のさいすべての相続人が同意した場合にかぎり有 
効とされる。 

三九九相続人たちの分け前は個々の条件に応じて変化するため、相続法はかなり複雑である。残され 
た者が娘だけの場合、息子もいる場合、母だけの場合、父もいる場合、その場合でも子供たちがいる場合、 
いない場合、姉妹だけの場合、故人の兄弟、父もしくは子供がいる場合等いちいちの場合に相続の比率は 
異なる。 

ここで詳細にこれを説明することはわれわれの目的とするところではないが、女性相続人の分け前につ 
いて簡単に述べておこう。妻は、故人が子供を一人残した場合には八分の一を相続するが、子供がない場 
合には四分の一を受ける。娘は一人の場合半分であるが、何人かの娘がいる場合には三分の二を公平に分 
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配する。以上はすべて息子がいない場合である。 

息子がいる場合、娘は彼の半分を受ける。母は一人残された場合三分の一を受け故人の 父と 子、 あるい 
は兄弟姉妹がいる場合には六分の一となる。故人に息子がいる場合姉妹は相続しないが、姉妹が I 人だけ 
の場合には半分を受ける。姉妹が二人以上の場合には三分の二を等分する。娘がいる場合姉妹は六分の一 
を受け、兄弟がいる場合その半分を取る。同父母の姉妹、同父異母の姉妹、同母異父の姉妹の分け前にも 
相異がある。 

四〇〇ここで兄弟姉妹、父母、息子と娘の間の分け前の不平等について説明する必要があるであろう。 
立法者は女性の諸権利を総体的に、しかもあらゆる法は通常の生活の諸事例のために作られるのであり、 
珍ら しい 例外のためのものでない という 事実にのっとって考慮しているように思われる(とはいえ例外的 
な事柄についてはつねに特殊な手段が講じられているのだが)。 

すでに述べたように女性は自分の財産を単独に所有しており、父、夫、その他いかなる親戚もそれにた 
いしていかなる権利ももっていない。単独に財産を所有しうる権利とともに女性は、生活維持(食糧、衣 
類、住居等)の権利をもっている。裁判所は女性の父、夫、息子などに、彼らの負担で彼女の必要とする 
ものを提供させるのである。 

さらに女性は夫から婚資金(マフル)を受けとる。ィスラ—ム以前においてはこれは彼女の父親のもの 
となったが、ィスラームにおいてはすべて当の女性のものとなるのである。このマフルは必ずしも義務的 
ではない持参金とは異なる。マフルはそれなしでは結婚が認められない必要条件なのである。このように 
してみると、一層重いさまざまな義務をもつ男性に比べて、自分の面倒さえ見ればよい女性の物質的必要 
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が少ないことは明らかであろう。. 

このような状況において男が女より多くの相続上の権利をもつ事情は容易に理解される害である。女性 
が他人の出費で養われる権利があるにもかかわらず' イスラ—ムは相続という形で財産に関する補助的権 
利を女性に与えている点に留意しなければならない。 

家政が円滑1!:いくためには相互の協力が必要であることはいうまでもない。家庭の収入を增やし、さ 
もない場合嵩む出費を押えるためにも女性は働かなければならない。ただしここでは女性の権利について 
述べているのであって、個々に異なる社会的慣習を述べている訳ではない。 

イスラ—ムにおける扶養の観念はきわめて発達しており、法的には妻は乳呑児に乳を与える義務もない 
のである。もしも母親が乳を与えたくない場合、幼児の父親は自分の費用で乳母を雇わねばならない義務 
があるのである。 

四01ついで結婚の問題に言及しよう。これも数多くの問題を提供する。イスラームによれば、結婚 
とは二人の契約当事者の自発的同意に基づく相互的契約である。もちろん両親は子供のために人生の伴倍 
を探し、選ぶために助言を与えたり、自分たちの経験をもとに援助を行なうが、この問題について最終的 
決定を下すのは当人たちである。 

この点については法律に関するかぎり、男女の差はない。さまざまな地域、階級の間には程度の差はあ 
るにせよ合法的でない慣習が存在しない訳ではない。ただし諸規則に違背するような慣習は法の認めると 
ころではない。 

四011イスラ—ムが一夫多妻を許しているのは事実である。ただしこの点でムスリム法は一夫多妻を 
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ければならない。ここではその問題を詳細に論じえないが、 ィスラ— ム法はこの種の弾力性を誇りとして 
いるのである。 

四〇四古代の宗教法には、男が所有しうる妻の数には何の制限もなかった。聖書に現れる預言者たち 
もみな I 夫多妻であった。一夫一婦制と同義語のようになったキリスト教においてすら、ィエス自身は一 
夫多妻制 1 C 反対するような発言を I 度も行なっていない。 

他方ル—テル、メランクトン、ブーセル等の著名なキリスト教神学者たちは、マタィによる福音書(第 
二五章 I I I 二節)に述べられている十人の処女の寓話から' 躊躇なく一夫多妻制を合法化しようとして 
いる(ヴィグルー著「聖書辞典」一夫多妻の項参照)。なぜならィエスはそこで男が同時に十人もの娘と 
結婚できる可能性について想いを馳せているのだから。もしもキリスト教がこの許可を利用したくない 
としても、(この宗教の創始者は彼らに許可を与えていたように思われるが)、それだからといってこの 
法が変えられる訳ではない。 

これはまたムスリムにも該当するものであり、彼らの法律は一夫多妻のさいの妻の数の上限を明らか 1 C 
定めた歴史上唯 I のものなのである。(キリスト教のこの問題に関する議論、ならびにその理論と実践に 
ついては、「エンサイクロペディア•プリタニカ」の結婚と一夫多妻の項も参照されたい。またゥエスタ— 
マーク著、「人類の結婚の歴史」全三卷参照) 

注1「重婚が重い刑事上の i であるばかりでなく神の冒潰でもあると見なされるI方、一夫一婦制こそが唯一無 

二の結婚形態であるとする意見は、事実上きわめて稀である。§に関するこのように排他的な理想、厳格な見解は， 

おそらく現代の、比較的最近の西欧文化の展開以外に見い出しえないであろう。 C のようなことはキリスト教の教義自 
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断じて認めない他の法律制度よりは一層弾力性があり、また社会的必要に合致している。仮りに幼い子供 
を抱え慢性病に罹り、家事を一切行なえない女性の例を考えてみよう。このため夫は夫婦生活上の自然な 
必要を満たす機会はもちろん、女中を雇う資産もないとする。 さらに 病気の妻が二番目の妻を迎える こと 
に同意し、また当の男性との結婚に同意した女性がいたと仮定しよう。 

西欧の法律はこの悩み多い家庭に幸福をもたらす合法的結婚よりは、むしろ不道徳を許すのである。 

四〇三 ムスリム 法は実際かなり道理に 叶 〇 たものである。なぜなら 女性自身が このような 生活に同意 
する 場合には、一夫多妻が許される の だから。 この 法は一夫多妻を強制してはいない。ただしある場合に 
それを許して いるので ある。 

これがあくまで女性の同意に基づく点についてはすでに述べた。これは第 I 夫人と、二番目の妻になろ 
うとする女性のいずれにも該当する。二番目の女性が妻をもつ男性との結婚を拒みうることはいう迄もな 
い。すでに見てきたよう|?、何ぴとといえども女性の同意なしに彼女を結婚させることはできない。そし 
て女性が「夫を共有する妻」となることに同意する場合、男性のみに恩恵を与え、女性にたいしては残酷、 
不正であると法を非難しうるであろうか。 

I 夫多妻の承認は第一の妻の決定 ( C かかっている。なぜならば彼女は結婚にあたり、夫に I 夫一婦制を 
守ると約束さ甘、それの条項を結婚契約書に挿人させることも可能なのだから。このような条件は、法的 
契約に関する他のすべての条件と同様の効力をもっている。女性が自分のもつこの権利を行使しえないと 
しても、法律は彼女にそうする義務を課している訳ではないのである。 

ここで われわれは例外的な事例について論じたが、法律はそれらについても可能な救済策をもっていな 
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は、以後男はすべて二人の女との結婚を許されるという決議を通過させた (V •ヘルヴ X ルト、「人間の家庭」 i 九頁 
注)。 

キリスト教のいくつかの教派は' 熱心に一夫多妻制を唱導している。一五三一年にアナパブテイスト派は、ミュンス 
夕—で、真のキリスト教徒となりたい者は数人の妻をもつべきであると公然と説いている(同上五五八頁注一)。 

また全世界で知られているように、モルモン教は一夫多妻制を神聖な制度と見なしている(ウェスタ—マーク、 

の結婚の歴史」第三卷五〇|五一頁)。 

「マルテイン•ルーテルとフイリップ•メランクトンに尋ねる必要のあった問題に関して、ヘッセのフイリップがマ 
ルテイン•ブ ー セルに宛てた指示の中に、以下のような記述が見られる。第十項、彼らの協議の動機から明らかなよう 
に、ルーテルとメランクトンが英国王にたいして、王妃と離婚するよりは二人目の妻を娶るよう塾0したことを知っ^ 

( r ブスュェ全集」一八七七年バール•ル•デュック新版第三卷中の、 B •ブスュェ"「プロテスタント渚教会の 
変遷史」第六書一五七三年から I 六四六年迄、二三三 I 二五〇頁、特に二四四頁。同時に F •ヴイグルー 「聖書 辞典」 

|九一二年パリ刊第四卷五一三頁、一夫多妻の項霞)。 

四〇五 またムスリム法においては、つねに結婚破棄の可能性が存在した。夫は妻を一方的に離婚する 
権利をもっている。また妻も結婚の契約を行なうさいに同様の権利をもつことができるのである。もしも 
夫が夫婦_の義務を遂行することが不可能であったり、特にひどい病に罹ったり、数年間行方不明になっ 
たような場合には、裁判所は妻の訴えに基づいて夫婦を離婚させる権利をもっている。さらに両者がたが 
いに夫婦の絆を絶つことに同意するをらば、ある条件の下で離婚も可能である。 

クルア！ン(第四章三五節)は、両人は決定的に離婚する以前に彼らの紛争を調停に委ねるべきである 
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体の中に^ i ベられてはいない。「エンサイクロペディア•ブ リタニカ」；^ の項) 

「義務的な一夫一婦制を西欧社会に導入したのはキリスト教であるといぅことはできない……。キリスト教は§や 
_の場合を除いては、一夫多妻をはっきりと禁止していない(テモテ第|書第三章二節、一二節——ただしこれも聖 
バウロの肋告であってキリスト自身の言葉ではない)。……しかも初期の公教会会議はいずれも一夫多妻に反対していな 
いのである。 

さらに(キリスト教以前の)異教時代にこの制度が発生した国々では、後にそこを統治した王たちもこの惯習を阻止 
するための妨害策を何一つとっていない。六世紀半ばのアィルランド王ディアルメィトは二人の王妃と二人の妻をもっ 
ていた (H •タルボワ•ド•ジュバンヴィール「ケルト文学講義」第六卷二九二頁参照)。また(フランスの)メロヴィ 
ンガ朝の王たちの間でしばしば I 夫多妻が行なわれていた。シャルルマ il ュ王にしても二人の妻と多くの妾をかかえ 
ていたのである。彼の時代のある法律を見ると僧侶の間にすら一夫多妻がない訳ではなかったと思わせるものがある 
(A •ティェリ—、「メ P ヴィンガ朝の物語」一七頁以降。 V •へル.ヴァルト、「人間の家庭」五八八頁注。 L •ハッラー 
ム、「中世の ml 〇ッ•ハ」一四二〇頁注二)。 

その後ヘッセのフィリップ、ブロシアのウィリアムニ世は、ルーテル派の牧師の認可を得て重婚を行なっている。 
(フリートべルタ、 「カトリック 、ェヴァンジ JL リン教会法教程」第一卷四三六頁、一四三項の注)。前者の重婚につい 
てはルーテルばかりでなくメランクトンもそれを認めている(コスリン、「マルティン•ルーテル」第二卷四七六頁以 
降)。ル—テルはさまざまな機会に|夫多妻についてかなり寛大な態度で言及している。それは神に禁じられてはいけな 
いのである……(同上第 I 卷六九三頁以降)。 

三十年戦争で人口が激缄したウェストファリア講和条約の直後 H ハ五〇年に、-1ュ—ルンべルダのフランク戦争会韉 
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ここでイスラーム法が社会的進化の件にたいする適合性をもっているといった指摘をせずとも、ム 
スリムの法が神的起源をもっているため、他のいかなる非宗教的法律よりも大きな安定性をもつ事実に関 
しては議論をまつまでもあるまい。その結果は以下の'ことくである。 

四 10イスラ—ム 法は、非 ムスリムに 関する諸規則の正しい遵守を要求す る。 したがって これら 非 
ムスリムは その居住する国の政治的紛争や議会選挙にさいして、 イスラ—ム 法の実施に関しなんら懸念を 
抱く必要はない。議会を牛耳る人間ですら、これらの規則を修正することはできないのである。 

基本的概念 

四 I I 信者と不信仰者は平等ではありえない。信者は天国に赴き、後者は地獄に行くが、これはす 
ベて f の—である。現世の問題について、アッ=ダプーシー等の法学者は'後に見るように「近親者」 
と「他人」の間に自分たちの制度と相いれうる最大限の平等を提示してきたのである。 

四一二 まずは宗教的寛大さの問題があげられる。クルア—ン(第二章二五六節)は' 宗教には強制 
があってはならぬとしている。居住民ぱかりでなく I 時的滞在者も彼らの安全および信教の自由が保証さ 
れている。 

四 I 三 次ぎに歓待、保護があげられる。これに関する理論的立場は千年以上にわたる実践により強 
化されている。 

クレア—ンには次のような有名な一節(第九章六節)がある。「もし多神教徒のうちお前(ムハンマド) 

に庇護を求める者があれば、保護してやれ……そしてその後彼を安全な場所に送り届けてやれ J 。 人種的、 
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宗教的、政治的その他の迫害の犠牲者たちは、常にイスラ—ムの地に避難し、保護を求めているのである。 

預言者の実践 

四 I 四 預言者ムハンマドがマデイーナに住みついたさい' この地は血なまぐさい争いで分裂してい 
た諸部族を統一する国も王者ももたぬ無政府状態にあった。 

しかしわずか数週間のうちに、彼はこの地域の全住民を団結させ、秩序をもたらす ことに 成功している。 
彼は、ムスリム、ユダヤ教徒、多神教徒のアラブ、それにおそらく少数のキリスト教徒からなるすべての 
住民が、社会契約に基づいて国家機構に所属するような都市国家を設立しているのである。 

四 I 五 一連の住民たちのグループが盟約により結ばれたこの最初の「ムスリム」国家の憲法は、完 
全なかたちでわれわれの手に伝えられている。 

その第二十五条には、「ムスリムには彼らの宗教を、ユダヤ教徒には彼らのユダヤ教を」とか、「そこ 
には慈悲と公正があるであろう」といった言葉が見られる。 

また同じ条項中には次のような予期しえぬような表現が見いだされる。「ユダヤ教徒は、信者たち(ムス 
リム) と(連合す る) 共同体の成員で ある——イブン•ヒジャ ーム 、ならびに アブー. ゥパ イドの伝えて 
いる 表現によれば' 信者たちの(一部を構成する)共同体の成員で ある—— J 。 

四一六 この都市国家が成立したさい、ユダヤ教徒の諸村落が自由意志でこの連合国家に加わり、ム 
ハンマドを彼らの最高の政治的首長と認めている事実は、筆者の見解によれば、少なくともこの国の政治 
に関するかぎり、非ムスリムの民がムスリム国家の首長選挙にも投票権をもっていたことを示すものであ 
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四 I 七 現在問題にしているこの公文書によれば、軍事的防衛はユダヤ教徒を含めた あらゆる住民の 
義務であった。これは採用される諸計画の協議、遂行に彼らもまた参画し うる ことを意味している。 

事実第三七条にはこう記されている。「ユダヤ教徒は自分たちの費用を、ムスリムは自分たちの費用を 
それぞれ負担する。 また 侵略者がこの公文書中の当事者を攻擊 した 場合、彼らはたがいに助け合わな けれ 
ばならない」。第四五条には、この公文書の当事者たちにとり、戦争と平和は不可分で あると している。 

四 I 八 この都市国家設立後数力月のうちに、預言者ムハンマドはマディ—ナ近郊の多神教徒アラブ 
と防術岡盟、相互援助関係を結んでいたことが知られる。 

これら アラブのある者は、十年ほど後に イスラ— ムに帰依している。このような長期にわたりたがいの 
信頼は申し分ないものであったが、それは以下の事実から明らかである。 

四一九 ヒジュラ暦二年にマッカの多神教徒は、エチオピアのネガスに外交使節を送り、彼の国に避 
難したマッカのムスリムの「引き渡し」を要求した。彼らの陰謀の裏をかいて預言者も、同郷の土の宗教 
的迫害により自国を離れ、彼の国に保護を求めた人々のためにネガスにとりなすよう大使を派遣した。こ 
のイスラーム側の大使は、「いまだにイスラームに帰依していない」アムル•イブン•ゥマイヤ•アッ= 
ダムリーであった。彼は実のところ、先に述べたマディーナ近郊の同盟部族の I 員であった。 

四110 広範なィスラ|ム領土の国境地帯で戦闘が絶えなかった時代に_{±.、兵役は決して生活の糧を 
うるための安易な手段ではありえなかった。戦間員の生命や経済状態の危険は切実なものだったのである。 

非ムスリムの民の兵役免除の動機が、彼らの信頼性の稀薄さにあったとし1も、ムスリムの支配を受け 
入れ、外国人と共謀してその打倒を企てようとしなかった非ムスリムは、すべ：てこの兵役免除を歓迎した。 
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ムスリムがあらゆる種類の危険を犯しながら軍務に従事してい K ® に、彼らはこのようにして平穏のうち 
に自らの職業に従事し、豊かな生活を営むことができたのである。 

それゆえ非ムスリムは少額の補助的税金、ジズャ(人頭税)を支払った。これは過大なものでも、不正 
なものでもなかった。しかも非ムスリムのうち、女、子供、貧乏人はこの税金を免除されていたのである。 

預言者の時代にはこのジズャは年間十ディルハムであったが、この額は|般家庭の生活費の十日分ほど 
のものであった。さらにある年に非ムスリムが兵役に従事し遠征に参加した場合、その年度のジズャは免 
除された。この税の真の性格は、いくつかの典型的な事例により示されるであろう。 

四ニー イスラームの初期には、マディーナその他のムスリム国家にはこの税は存在しなか〇た。ク 
ルアーンがこれに関する規定を行なったのはヒジユラ暦九年頃のことである。この税がイスラームの教義 
によって定められた義務でなく、便宜的なものである事実は、以下の事柄により充分に示される。 

預言者ムハンマドは、息子のイブラーヒ—ムの死にさいしてこういった(ズフリ—の伝えた伝承として 
イブン •サアドが書いた記録による)。「もしも彼が生き残ったとしたら、 イブラ— ヒームの母親(古代 X 
ジブトの血を嗣ぐキリスト教徒のコプト人)にたいする敬意として、すべてのコプト人からジズャを免除 
したところ だが」。 

またある非ムスリムのエジプト人が X ジブトの食糧をマディーナに向けて水路を利用して輪送する便を 
はかるため、フスタ|卜(カイ0)から紅海に至る古代運河の再掘計画、つまり有名なアミール=ル=ム 
ゥミニーン運河の計画をムスリム政府に提出したさい*カリフ、ゥマルは彼にたいする報酬として生涯ジ 
ズヤの支払を免除している(スユーテイー、「フスヌ=ル=ムハ—ダラ」ハリージユ•アミ—ル=ル=ムゥ 
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、、、ニーンの章参照)。 

ある法学者たちは、イスラ—ムが全世界に浸透し、非ムスリムの統治する諸国家に数百万のムスリムが 
居住している事実にかんがみて、これらムスリムの利害に影響を及ぼすような国際的反響を充分に考慮す 
べきだとしている。彼らの意見によれば、イスラ—ム領内のキリスト教徒、ユダヤ教徒、ヒンズ—教徒等 
からジズヤを取った場合、当然キリスト教国その他で生活するムスリムにたいする反動が予想されるとい 
うのである。 

四ニニ 預言者が臨終にさいして述べたといわれているもので、ヒジャ—ズ地方のユダヤ教徒とキリ 
スト教徒を他の地域に移すよう指示した言葉が残されている。伝承中にはその背後関係は記録されていな 
いが、これは当の地域のある人々の政治的態度に起因するものであり、該当するすベての人々にたいする 
I 般的な禁止でないことは明瞭である。 

カリフ時代には男女を問わず非ムスリムの奴隸がいて、ムスリムに従属し、マッカやマデイーナ等で主 
人たちと生活を共にしていたことがあげられよう。自由な身分の非ムスリムの好例としては、あるキリス 
卜教徒の医者があげられるが、彼の診察室は(マッカの)カアバ神殿のマナ—ラのすぐ下にあった。彼は 
ウマル•イブ ン •アブド=ル=アジ—ズの時代、 もしくは その少し後までそこに住んでいた(イブ ン•サ 
アドの書、第五卷三六五頁、ダ—ウ—ド•イブン•アブドッ=ラフマーンの項参照。このダ—ウ—ドは敬 
虔なムスリムであるが、医者であった彼の父親は終生キリスト教徒であった)。 

イブン•サアド(第三卷一章二五八頁)はまた、マデイーナで生徒たちに読み書きを教えていたジュファ 
イナというキリスト教徒について記録している。 
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四二三 ここでわれわれは臨終のさいの預言者が告げたといわれる他の指示を想起することができる。 
r 私が非ムスリムの民に与えた保護を注意深く維持するように J (アル H マーヮルディー参照)。 

またアブー•ダーゥ—ドが報じている預言者の言葉に次のようなものがある。「非ムスリムの民に迫害 
を加えた者は誰でも、復活の日に私が(圧迫したムスリムにたいし)非ムスリムの擁護者となることを知 
るべきである . T 

四二四 預言者のさまざまな指示と実践は、ムスリムにとっての最高の法を形造るものである。上述 
のさまざまな指示がムスリムの生活、後代人々の実践にどのように適用されたかについては、歴史的事実 
を検討することにより充分に理解されるであろう。ここでは若干の事実のみをとりあげることにする。 

後代の実践 

四二五 カリフ、ゥマルの時代にある太守が非ムスリムの秘書を雇った。その知らせを聞いてカリフ 
は、太守にこの秘書をムスリムに代えるよう命令している。ただしこの時には問題の地方がいまだに平定 
されておらず戦闘が継続中であった。秘書の地位の重要性、新参の征服者にたいする住民の不信を考慮に 
入れれば、この措置は当然である。 

ゥマルの態度をさらによく理解するために、この偉大なカリフに関するもう一つの事件を想起してみよ 
う(アル=バラ—ズリー、「アンサーブ」より)。「ある日彼はシリアの太守に書簡を送った。 r われわれの 
収入の会計決算ができるようなギリシャ人を送れ J 。 カリフはマディーナにおけるこの関係局長にキリス 
卜教徒を任命したのである」。 
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四二六 このカリフは軍事、経済ならびに行政上の問題に関して、しばしば非ムスリムに意見を求め 
ている。 

四二七 イマーム(モスクの礼拝の指導者)を信者仲間で独占しようとするムスリムを非難する訳に 
はいかない。 イスラー ムは、 less 、 世俗的を問わず、生活のあらゆる分野の統合を望んできた。したがっ 
てモスクでの礼拝の指導を行なうのは事実上宗教の長を兼ねる国家の長の義務でもあり、特権でもある。 

このような事情を考慮するならば、非ムスリムの民が何ゆえにムスリム国家の首長に選ばれないかは容 
易に納得がいくであろう。 

四二八 ただしこの例外は、非ムスリムを国家の政治、行政面から排除する C とを決して意味するも 
のではない。歴代カリフの時代以降、非ムスリムはムスリム国家において大臣の要職についてきた。ムス 
リムの国民がいない訳ではない比較的重要な、非宗教的民主主義諸国において、これと類似の例は見当ら 
ない。 

カリフたちのこの行為が イスラー ムの教えに反するものでない点については、古典時代の著作家たちが 
証言している。シャーフィイー派の法学者たち(アル=マーヮルディ—のような)やハンバル派の法_ 
、たち(アブー•ヤアラ— •アル=ファツ ラ— ウのような)は躊躇なく、カリフが非ムスリムを大臣や行政 
府の委員に任命することは合法的であるといっている。預言者自身が非ムスリムを大使として派遣した事 
実については、いま^^したばかりである。 

四11九 非 ムス リムにたいする態度に関して、 イスラ— ムのもっとも顕著な特微は、彼らに社会的、 
司法的自治磨を与えている点にあるであろう。以下にクルアーンから長い引用を行なう。 
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かれらがもしなんじ(ムハンマド)のもとに来たならば、かれらの間をさばくか、それとも相手にする 
な。もしなんじが相手にしなくとも、かれらはいささかもなんじを害することはできないであろう。また 
もしさばくならば、かれらの間を公平に判決せよ。アツラ—は公平に行う者を、めでたまう。かれらには 
律法があるのに、どうしてなんじに、裁判を仰ぐのであろうか。その中には、アツラーの公正な判決があ 
るのだが、かれらはその後においても、なおそむき去る。-<1れらの者は真の信者ではないのである。 

まことにわれは、導きと光明のある律法を、モ—ゼに下した。そこでアツラ—に服従帰依する諸預言者 
は、これによってユダヤ教徒を、さばいた。聖職者たちや法律学者たちには、アツラーの啓典の守護が託 
され、それによっており、かれらはその証人でもあった。それゆえ人びとを恐れず、たマわれを恐れよ。 
わずかな代価で、わがしるしを売ってはならぬ。もしアツラ—が下したもうたものによらず、裁判するな 
らば、かれは不信者である。われはかれらのために律法の中で定めた。生命には生命、目には目、鼻には 
鼻、耳には耳、歯には歯、もろもろの傷害にも、同様の報復と。しかその報復を控えて許すならば、それ 
は己れの罪の償いとなる。 

およそアツラ—が下したまえるものによって裁判しない者は、不義を行なう者である。わたしはかれらの 
足跡を踏ませ、マリヤの子ィエスをつかわし、かれ以前に下した、律法の中にあるものを確証するために、 
導きと光明のある、福音をかれに授けた。これはかれ以前に下した律法の確証であり、また主を畏れる者 
への導きであり訓戒である。それで福音の信者をして、アツラーがその中に示したまえるものによって、 
さばかしめよ。およそアツラーが下したまえるものによらずして、さばく者、これらの者は違犯者である。 
われは真理によって、なんじに啓典を下した。それ以前にある啓典を確証し、それを守るためである。そ 
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れでアツラーが下したまえるものによって、かれらの間をさばけ。なんじに賜った真理にもとづき、かれ 
らの私欲に従ってはならぬ。 

われはなんじらそれぞれのために、一つの教律と公明な道とを定めた。もし アツ ラーのみ心なら、なん 
じらをあげて一つの教国になされたであろう。しかし、これをされなかったのはかれがなんじらに賜った 
ものによって、なんじらを試みたもうためである。それゆえ相競って善行に励め。なんじらはこぞって、 
アツラ— に帰るのである。そのときかれは、なんじらが論争していたことについて告げたまう。 (クルア— 
ン第五章四二—八節) 

四三〇 このような訓戒に基づいてイスラ-ムの預暮とその後継者たちは、イスラ-ム国家内の非 
ムスリム共同体の成員にたいして司法的自治権を認めてきた。それは個人的身分ばかりでなく民事、刑事 
等生活のあらゆる問題に関して認められたのである。 

例えば正統カリフ時代にはムスリム政府が、キリスト教信者にたいして世俗的な問題に関する多くの司 
法的権限を与えていた事実を明かす同時代のキリスト教徒の証言がある(原文については後述四九七項参 
照)。またアツバース朝カリフの時代にはキリスト教長老とユダヤ教裁判官が、国家の最も枢要な地位に 
ある人物に伍して直接カリフと交渉をもっていたのである。 

四三 I 預言者の時代には、マデイ—ナのユダヤ教徒は自分たちのバイト H ル H ミドラス(ユダヤ教 
会堂であると同時に教育機関でもある)をもっていた。さらにナジュラ—ン(ヤマン)のキリスト教徒と 
の条約において預言者は住民の生命、財産の安全を保証したばかりでなく、明確な表現でキリスト教共同 
体の成員に主教や僧侶の指名権を残している。 
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四1ニニ ー般大衆の間には、衣裳、髪形、作法といった生活の外面的行為に関して、太守や族長たち 
を真似る傾向が ある。その 結果陳腐な同化が行なわれるが、それが上層階級になんの利益 ももたらさない 
としても、隸属的な態度で物真似を する 階層に道徳的.打擊を与えずにはおかない。 

イスラーム国家 1 C おいては、非ムスリムは庇護民(ズインミ— )の階層を形成する。したがつてこれら 
「異邦人」の正当な利益の保護は政府の当然の義務なのである。アッパース朝ヵリフの時代には、政府は 
r 異邦人たち」を力ずくで同化させようとするどころか、むしろ相互の模倣を妨げた。ムスリム、キリス 
卜教徒、ユダヤ教徒、マギ教徒その他の信徒たちは、それぞれ固有の衣裳、社会的風習、際立った個性を 
保持したのである。ただ改宗 1 C よって全体的同化が求められたが、諸共同体間の混乱は生じてはいない。 

これは採用された措置が イスラ ームの宗教的諸要請とはなんの関わりもなく、—預言者の時代にはその 
痕跡はまったくない—当時の社会的通念に応じた生活条件とのみ関わるものであった.証明である。その 
基本的な目的は' まずそれぞれの宗教的共同体と個人の存在を認めることにあった。その意図はこのよう 
にして個々の文化を守り、その結果その内的価値、あるいは欠陥を浮彫りさせることにあったのである。 
なお イスラ— ムの国籍に関する考え方が、人種的起源あるいは生国によるものではなく、 イデオロギ I の、 
つまり宗教上の一致に基づくものである点は、ふたたび留意さるべきであろう。 

四三三 イスラ—ム領内においては、各個人の人格、財産、名誉は' 土着の民で、他所者の別なく、 
充分に守られた。現在も用いられている法律便 S 、 「シャルフ=ル=ヒダ—ヤ」は、例えば次のような 
特徴ある表現を用いている。「ムスリム、庇護民(非ムスリム)のいずれを問わず、名誉の毀損は禁じら 
れている」。 


250 



第十二聿イスラームにおける非ムスリムの地位 


また法学の偉大な権威である「アル=バフルッ=ラーイク J の著者はいっている。「庇護民(非ムスリ 
ム)の死者の遺骨はムスリムの遗骨同様尊ばれねばならず、それを冒溃することは許されない。庇護民の 
生存中に虐待が禁じられているならば、彼が享受した保護のゆえに、その死後も遗骨をあらゆる冒渍から 
保護することも義務的なものだからである」。 

ムスリムの法学者は異 D 囘音に、ムスリムが非ムスリムの婦人を犯した場合、ムスリム婦人を犯したの 
と同じ刑罰を受けると主張している。 

四三四 カリフ、ウマルの時代 1 C 何人かのムスリムがユダヤ教徒の土地を奪ってそこにモスクを建て 
た。この報せを聞いたカリフは、ただちにそのモスクの取り こわしと 土地の返還を命じている。カル ダヒ_ 
教授(レバノンのキリスト教徒。以下は彼が一九三三年にハーグで行な〇たイスラ—ムの国際私法に関す 
る連続講義より引用)は書いている。「このパイト U ル==ヤフーディーと呼ばれるユダヤ教徒の家は、今 
なお現存し、人々の間で有名である」。 

イプン•カ シール その他の引用して いる 他の古典的な例は、 ダマスカスの 大モ スクの それで ある 〇 ある 
ウマイヤ朝カリフは、 このモスクを 拡張するために陕りの教会をとりあげていた。その後カリフ、ウマル • 
イブン•アブ ド n ル =アジ—ズ の 許に苦情が寄せられる と、 ■彼は モスクの |部を取り こわし 教会を再建す 
るよぅ 命じた。しかしキリスト教徒たちは、自ら金钱的補償を望み、一件は友好的に落着している。 

四三五 ここでカリフ、ウマル•イプン.アブド=ル=アジーズの布告(イブン•サアドの書第五卷 
二八0頁参照)を引用しよぅ。これもまた雄弁な ii £ 言なのである。 

「慈悲ふかく、慈愛あまねき神の御名において。神の下僕にして信者たちの長であるウマル(イブン. 
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アブド=ル=アジーズ).より (太守) アディ—イ•イブ y •アルタトならびに 彼を友と する 敬虔なる ムス 
リムに告げる。.貴方がたに平安あれ。その上貴方がたに唯一なる神の讀美を送る。 

さて、庇護民(非ムスリム)の状態にはくれぐれも注意を払い、彼らを優遇するように。彼らのある者 
が老齢に達し、生活のたつきをもたぬ場合、貴方がたが生計を助けねばならない。彼に契約上の兄弟があ 
れば、その者に生計を助けさせよ。誰かが彼に過ちを犯したならば、それにたいする報復を行なえ。これ 
は貴方がたが奴隸をもち、彼が年老いたならば、死ぬまで生計を助けてやるか、自由にしてやるようなも 
のである。聞くところによれば貴方がたは、酒の輸入に十分の一税を課し、それを神のものである国庫に 
収めているという話である。いかに少額であろうとも、合法的な所得でないかぎり、神に所属する国庫に 
収めてはならない。貴方がたに平安あれ」。 

四=六 同じカリフの他の書簡(ィブン•サアドの書第五巻二五二頁参照)は次のようなものである。 
「帳簿を正し、過剰な義務(不正な課税)をとり去れ。また古い記録を点検せよ。もしもムスリム、非ム 
スリムに不正がなされていた場合、彼にその補償をせよ。彼が故人となっていた場合、相続者に補償せよ。」 

四三七，ムスリム法学者が、隣人に先買権を認めているのは周知の事実である。誰かが不動産を処分 
する場合' 他所者にたいして隣人が優先権をもっている。この権利は非ムスリムにも認められているので 
ある。 

四三八 イスラーム領内における非ムスリムの権利の保護は至れり尽せりであり、彼らにはイスラ— 
ムの慣習とまったく反することを行なう自由までもが与えられている。例えば飲酒はムスリムにたいして 
は禁じられているが、その国の非ムスリム住民は飲酒のみならず、酒の製造、輸入、売買についても完全 
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な自由をもっている。賭事、近親結婚、利子を伴なう契約についても同様である。昔はこのような事実が 
ムスリムに影響を及ぼすこともなく、その間接的影響から惹き起される弊害は稀であった。 

現代の法学者は、国際的商業に関するかぎりでは、この種の自由を制限している。禁酒の試みは、すべ 
ての国民に適用されぬかぎり効果がない。しかし非ムスリムの代表者たちの同意のおかげで、ムスリム法 
学者の仕事が容易になった。ただしこれらの法学者は、原則として宗教を異にする他の共同体の成員の慣 
習に千渉してはならないのである。 

四三九 ィスラ— ム法は、個々のムスリムとの関係に関するかぎりでは、さまざまな非ムスリム共同 
体の間に区別を設けている。非ムスリムはいわゆる「進化した者」、「未開の者」、つまり唯一の神を信じ、 
彼らの宗教の創始者に啓示された神の法に従う人々と、そうではない者(偶像崇拝者' 無神論者、多神教 
徒' 精霊信者等)の二つに区分される。彼らはすべて国民として優遇され、生命、信教の a 由に関する保 
護を受けるが、ムスリムは私生活の点で彼らを異なって処遇することになる。 

すなわちムスリム男性は「進化した」非ムスリム女性と結婚できるが、「未開の」女性とは不可能であ 
る。したがってムスリム男性はキリスト教徒、あるいはユダヤ教徒の女性と結婚できるだけではなく、妻 
に彼女の宗教を守る自由を与えることができるのである。彼女はキリスト教会に行ったり、ユダヤ教の会 
堂に赴く自由があり、酒を飲んだりしても一向に構わない。ただしムスリム男性は、(唯一なる)神を信 
じない者、偶像崇拝者、多神教徒の女性との結婚を禁じられている。 

地方 ムスリム 女性は、いかなる種類に属するものであれ、非 ムスリムとの 結婚は許されない。 さらにム 
スリムは 「未開」の共同体の成員により屠殺され た 動物の肉を食べる ことは 許されない。 
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四四〇 イスラーム法は、非ムスリムに彼らの信仰を維持する自由を認めている。イスラ—ムはこの 
ように他人を改宗させるあらゆる強制的手段を明確に禁じているが、その反面ムスリム自身には厳格な挂 
を課している。 

ィスラ—ム的観点からする「国籍」の基本は宗教的なものであり、人種、言語、地域に基づくものでは 
ない。したがって背信が政治的反逆とみなされたのは当然である。事実この罪には刑罰が課されるが、歴 
史が証明しているようにその必要はほとんどなかった。 

ムスリムが太平洋から大西洋にかけて主権を握っていた時代はもちろん、ムスリムの間で政治的、知的 
弱体化が生じている現代においても、ムスリムの背信は驚くほど少ないのである。これはほとんどムスリ 
ム国家とみなされるような地域においてはもちろん、ムスリムを他の諸宗教に改宗させようと人事のかぎ 
りを尽してきた植民地主義的支配の下にある諸地域についても当てはまる。 

現在 イスラ— ムは、西欧の人々の間にも' すなわち フィンランド、ノ ルウ H — から カナダ' アルゼン チ 
ンにかけて地歩を得ている。しかも組織的な布教活動なしにこのような結果が生じているのである。 

聖戦 

四四 I 非ムスリム世界でもっとも誤解されている問題について多少の説明を行なってこの簡単な解 
説を終ることにしよう。それは聖戦について人々が一般にもつ考えを指すものである。 

ムスリムたる者の全生涯は、精神的、世俗的いずれの問題に関しても、神の法により定められた規律の 
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遵守であるといえる。もしもムスリムが信念なしに(例えば見せかけのために)礼拝を行なったとしても、 
それは信仰に相応しい精神的行為ではなく、神にたいする犯罪' すなわち来世において処罰される自己崇 
拝にすぎない。 

これに反してムスリムが、神にたいする自分の義務を果すのに必要な力を得るという目的で食事をとっ 
た場合' たとえば神の法にたいする従順の行為として妻と夫婦の交りをすることも' それは法が命じてい 
るものであり、これらの必要な悦ばし舎行為は、聖なる行為' つまり敬虔な行為を構成することになる。 
預言者の言葉が示しているように、これらの行為は良き行ないのために約束されたあらゆる神の報酬に相 
応しいものなのである。 

四四11 生活に関する基本的な考えがこのようなものであるため、正しい努力とはすなわち聖なる行 
為以外のなにものでもありえない。 イスラー ムでは、神の法に照らして正しい理由により行なわれるもの 
以外のすべての戦いが禁じられている。 

預言者の生涯を通じて、彼が行なった戦争は三種類、つまり防衛、懲罰、予防のための戦いだけであっ 
た。ビザンチン領内におけるムスリム大使暗殺に関連した、ビザンチンのへラクリゥス大帝宛の有名な書 
簡の中で、預言者は三つの選択の可能性を提示している。「イスラームに帰依せよ。さもなければ貢物を 
支払え。さもない場合には、イスラームに帰依しようと望むお前の民に干渉してはならない。■それも肯ん 
じなければ人頭税を支払うまでだ」(ァブ|*ゥパイド「キターブ=ル=ァムヮール」五五章参照)。世 
界に信教の自由をうち立てることが預言者ムハンマドの戦いの目的であった。そしてイスラ—ムにおいて 
は、誰が彼以上に権威をもちうるであろうか。 
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問題としているのはムスリムの「聖戦 J であり、それは搾取のためになされるのではなく、神の言葉を 
普及させるという唯一の目的のために犠牲の精神をもって試みられるものなのである。 

その他のものはすべて違法である。人々を強制的にィスラ—ムに帰依させるために行なわれるような戦 
いは絶対になされてはならず、もしもそのような戦いが挑まれたとすれば、それは聖ならざる戦いとなる 
であろう。 
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第一三章諸学芸にたいするムスリム'の貢献 


学問の分野は数多く、したがって一々の分野におけるムスリムの貢献を充分に説明し、この広範な主題 
に関する概観をまとめる共同作業を行なうためには、諸分野の数ほどの専門的 - E 史家を必要とする。この 
主題を充分に取り扱うなどという思いあがった考えはないが、ここではムスリムがさまざまな学問、芸術 
の発展に貢献した役割の一般的特徴についてあえて述べてみよう。 

一般的態度 

四四四 ィスラ—ムは、人生に関する広範囲な認識であり、ただ単に人間と創造主との関係を説明す 
る宗教ではない。それゆえ、まず学問や芸術の追求に関するィスラ—ムの態度を明確にする必要がある。 

四四五 クルアーンは現世における幸福な生活を思いとどまらせるどころか、至るところで以下のよ 
うな指示を表明している 。 r (ムハンマドよ)云ってやるがよい。アッラ—がせっかく ft 徒たちのために 
作って下さった飾り(よい贈物)を禁止したり、おいしい食べものを禁止したりしたのは誰だ」(第七章 
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三二節)。クルアーンは次のように唱える者を称賛している、「神様、私どもに現世でもよいものを、来世 
でもよいものをお与え下さい。私どもを地獄の劫火.の罰からお守り下さい」(第二章二〇 I 節)。 

クル ア—ンは人類に こう 教えている、「この世におけるお前の努力を忘れてはいけない。アツラ—にも 
これほど親切にして頂いたのだから、お前も大いに親切にしなければならない」(第二八章七七節)。 

宇宙に存在するすべてのものについて、そこから利益を得、そして神に感謝するために、出来る限り徹 
底的に研究し、学ぶように人間をかりたてるのは、この幸福の探求なのである。 

クルアーンはいっている「われらはお前たちをこれこの通り大地にしっかりと据えつけてやった。食い 
しろも充分そこに備えてやった。それなのに、有難いとも思わないのか」(第七章一〇節。)第一五章二 
〇—二 I 節参照)。そしてこうもいう、「アツラーこそはお前たちのために地上に I 切のものを創造して 
下さった方 …… J (第二章二九節)。さらに「お前たち気がつかなかったのか。アツラーは天にあるもの、 
地にあるもの、すべてをお前たちの用に供し、内からも外からもふんだんにお恵みを授けて下さったでは 
ないか J (第三一章二〇節。第」四章三ニー三三節。第一六章三節。第ニニ章六五節。第六五章 I 11 1 
I 一節等参照)。 

クルアーンは「彼らに食を与えて飢えから救って下さったお方、彼らの心を安らかにして怖れを除いて 
下さったお方 j (第一〇六章三—四節)である唯一の神を崇める義務を人間に気づかせる一方では、 r 人 
間はそれぞれに自分の努めた分だけが点になる」(第五三章三九節)という因果関係を示して、現世にお 
ける努力の必要性を告げている。 

クルアーンは(第三〇章四二節)、「いってやるがよい「お前たち、方々旅してみることだ。昔の人々が. 
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いかに哀れをとどめたか自分の目で見ることだ JJ と述べ、探検に赴くことばかりでなく、新たな発見を 
行なうよう勧めている。またこうもいっている(第三章 I 九 I 節)、「そういう人々は絶えず心にアッラ— 
を念じ、天と地の創造に思いをひそめ r 神よ、かくばかりのものを、汝は徒おろそかにお創りなされたの 
ではござりますまい JJ 。 

四四六 知識を博める方法に関していえば、無智な人々の間に生れた預言者に下された最初の啓示が、 
読み書きを命じ、人間の知識の唯一の手段であり管理者であるともいえる「筆」を譜えたものであったこ 
とに留意すべきであろう。 

r 誦め、 r 創造主なる主の御名において。いとも小さい凝血から人間を創りなし給う 。 j 
誦め、 r 汝の主はこよなく有難いお方。筆もつすべを教え給う。 

人間に未知なることを教え給う、 j と。」(第九六章一—五節) 

これはわれわれに次のような諸節を想い起こさせる。「お前たちもし万一知らないのなら、お諭しを受 
けた民にきいてみるがよい」(第 H ハ章四三節、第二一章七節)。「……お前たちが元来授かっている知識 
はまことに些少なもの」(第一七章八五節)。さらに r ……われらは、欲するままに誰でも何段も高い階 
位に引き上げてやる。いかなる智者をとっても、(我らの)智は遙かその上にある j (第二一章七六節)。 

クルア—ンは人々に、「いえ、 r 主よ、わ.が知識を増し給え J 」 (第二〇章一一四節)と教えているが、 
この句は何と美しい祈りであろうか。 

四四七 預言者ムハンマドは次のようにいっている、「ィスラ—ムは五つの基本の上に成り立ってい 
る。 アッ ラーを信ずること、礼拝、断食、唯 I の神の家への巡礼、そしてザヵート税(喜捨)である。 


259 





信仰が神学関係の渚学の研究を求めるとするならば、その他の事柄は世俗的な諸学研究を必要としてい 
る。例えば礼拝にしても、それを行なうには顔をマッカの方に向け、しかも特定の自然現象が起った時点 
でこの義務を果さなければならない。このためには地理学と天文学に関する諸事実についての知識が必要 
となるのである。断食もまた夜明け、日没等といった自然現象に関する理解を必要とする。巡礼を行なう 
には、マッカへ行くための道筋および輸送手段に関する知識を欠かすことができない。ザカートの支払い 
は、数学の知識を必要とし、この知識は死者の遺産配分のための計算にも応用される。 

同様に'クルアーン理解にあたっては、歴史的な事実や隠諭について知り、そしてそこに含まれている 
種々の学問を具体的に照合するといった作業が基本的に必要なのである。事実クルアーン研究は、まず何 
よりも それが書かれている言葉の知識を必要とする。さらにそれが言及している人物について知るために 
は、歴史と地理の知識が欠かせない等の事情がある。 

四四八 ここで預言者がマディーナに遷り住み、独立した生活を始めたさいに、最初に行なったこと 
は、あの有名なスッファと呼ばれる学校に一部を当てたモスクの建設であったという事実を銘記しておこ 
う。このスッファは、昼の間は講堂として' 夜間は学生の寮として用いられた。 

四四九 クルアーンの中では、「アッラ—の神の大義に尽す者を助ける」 という 意味の言葉がしばし 
ば繰り返されている(第四七章七節、第ニニ章四〇節)。 

ムス リムが、一般大衆の間に知識を博めるために安価で大量の用紙を手に入れる幸運に めぐりあった と 
しても驚くには当らない。ヒジユラ暦二世紀以来' 広大な ムスリム 帝国の至る ところで 製紙工場が建設 さ 
れはじめているのである。 
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リット語の作品が、アラビア語訳として後世に保存されるという幸運な結果をもたらした。. 

新たな学問 

四五四 ムスリムが社会科学の発展に果した役割はきわめて重要である。ムスリムの学問の顕著な持 
徴は、その急速な発展にある。クルアーンはアラビア語で書かれた最初の書物であった。その後二百年も 
たたぬうちに無智な遊牧民のこの言語は、世界でももっとも豊かな言語の I つとして発達し、結局は名実 
ともに当時でもっとも豊かな言語となったばかりでなく*あらゆる種類の学問のための国際語ともなった 
のである。このような現象の原因を探るために、他の事実にふれてみよう。 

最初のムスリムはほとんどすベてアラブであったが、神とその預言者の言葉の貯蔵庫ともいえる彼らの 
言語を除いては、絶対的平等の原則に基づきあらゆる人種を イスラ ームに受け入れるという イスラ ームの 
教えの影響により、彼らは自分たちの個性をむしろ払拭することに努めた。それゆえあらゆる人種が r イ 
スラ—ム j の学問の発展に寄与することになつたのである。 

イスラームの学問とは、イスラームを受け人れたアラブ' イラン人、 ギリシャ人、 トルコ人' ヱチオビ 
ア人、 ベルべル 族、インド人等の学問である。キリスト教徒、ユダヤ教徒、マ ギ 教徒、仏教徒、その他の 
人々が 彼ら 自身の宗教的学問の分野ばかりでなく、その他の学問の諸部門でムスリムの学問を 一 層豊かに 
するために協力した という 事実は、ムスリムの宗教的寛容さがどれほど大きく、学問の擁護がどれほど完 
全であったかを物語っている。アラビア語は世界のどの言語よりも広範囲に普及したが、それはこの言語 
が中国からスペインに及ぶ版図を有するムスリム国家の公用語であったためである。 
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四五五 法学はその綜合的性格とともにムスリムの間できわめて初期から発展した。国家の一般的な 
諸法典とは異なる、抽象的な法学思想を世界で初めて抱いたのは彼らなのである。 

古代人は多少な りと も進歩し、法典化された固有の法をもっていたが、法哲学、法源について、あるい 
は、法律の制定、解釈、適用等に関する方法について研究する学問を欠いていた。これらの事柄は、イス 
ラーム以前の法学者の気を惹くことは絶えてなかったのである。 

ヒジュラ暦二世紀(西暦八世紀)以来' ゥス—ル=ル=フイクフ(法学基礎論)と呼ばれるこの種のイ 
スラ—ム研究がものされてきた。 

四五六 古代において、国際法は' 国際的でもなく、法でもなかった。それは政治の一部をなしてお 
り、政治家たちの裁量に委ねられていたのである。さらにその諸規則は、同一宗教、同一言語の人々が住 
む限られた国家にのみ通用したのだった。 ムスリムは それにまつわる諸々の権利、義務を創りあげ、それ 
をれっきとした法にした最初の人々だったのである。これは、きわめて初期から ムスリム 法の法典、ある 
いはそれに関する論述中で、国際法の諸規則のために特に I 章が設けられていることからも明らかであろ 
•っ0 

事実われわれの手に残されているもっとも古い法学論考は、ヒジュラ暦一二0年—西暦七三七年—に没 
したザイド■イブン•アリ—の「マジュムーゥ J である。そしてこの論考中にも問題の章が含まれている 
のである。さらにムスリムは、この分野の研究を独立の学問として発展させ、通称シヤルと呼ばれるこの 
問題に関する個別研究は' ヒジュラ暦二世紀の中葉から存在していたのである。 
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四五〇 ここで簡単な素描を行なうにあたり、ムスリムが人類のために特に重要な役割を果たしたい 
くつかの学問についてふれることにしよう。 

宗教学及び哲学 

四五一 宗教諸学は、ムスリムが人間に下された聖なるお告げ、つまり神の言葉として受け取 P たク 
ル T —ンと共に始まったことは至極当然である。 

クルア—ンを厳密に理解するためには言語、文法、歴史の諸学はおろか、思弁的学問等の研究さえもが 
必要であった。これら諸学は除々に独立して一般の用に供されるよう 1 C なった。また聖典の朗誦も独立し、 

(後述する) ィスラ— ムの宗教「音楽」に発展していった。 

クルアーンの保存は'正確さという観点ばかりでなく、美的観点からもアラビア文字の改善をもたらし' 
た。他の言語には欠けている完全な句読法、声音化の規則をもつアラビア語は、世界のいかなる言語より 
も厳密であることは議論の余地がない。 

ィスラ ームの普遍的な性格は、非アラブのクルアーン理解をぜひとも必要とした。したが 〇 て預言者の 
時代にすでにその部分訳を行なったサルマ—ン♦アル==ファ—リシ—以降、現在に至るまで連綿として 
種々の翻訳が行なわれているのである。'ただこれらの翻訳は、アラビア語を知らぬ人々が内容を理解する 
ためのもので、決して礼拝用ではなかった事実を指摘しておく必要がある。礼拝のさいにはアラビア語の一 
原典だけが用いられるのである。 j 

預言者は聖典を完全に保存するために特別な方法を指示したが、それは以後も継承された。それは筆記、一 
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暗誦を併用して記録する方法であった。夫々の過程は、失念や過失を防ぐのに役立ったのである。さらに 
実証のための批判的な方法の採用が、この方式を完全なものにし、したがってその道の権威であるという 
証明書を手にするためには、定評ある師にクルア|ンの完全な写しを提出するばかりでなく、彼の前でそ 
れを始めから終りまで朗誦しなければならなかった。この慣習は現在まで続けられているのである。 

四五ニ ムスリムはクル T I ンにたいすると同様、彼らの預言者の言葉にたい しても 特別の愛着を もっ 
た。かくて預言者の公私にわたる言行の記録が保存されたのである。このような言行録の作成は、何人か 
の教友の発案ですでに預言者の生存中に始められており、さらに彼の没後にも第一次資料の蒐集といった 
かたちで続行された。 そしてクル アーンの場合と同様すベての伝承に高度な信憑性が要求された。 

ノア、モ—ゼ、イエス、釈迦その他古代の偉大な人物について知られている事柄は、すべて数べ—ジで 
語り尽されるが、預言者ムハンマドの生涯に関して知られる細部は数百ぺージにも及んでいる。これは正 
確な、記録ずみの資料を後世に残そうという関心がいかばかりであったかを示すものであろう。 

四五三 特に信仰、教義に関する宗教の思弁的側面は、預言者の生存中に始められた議論がヵラ—ム 
(護教的 スコラ 哲学)やタサッ ゥフ (神秘的精神主義) のよう な種々の学問の基礎になったことを示して 
いる。 非 ムスリムとの、.さらにはムスリム 同志での宗教論争は、ギリシャ、 インド 哲学等の外的諸要素を 
導入す る 結果となった。 

そして後代のムスリムは、アル“キンデイ I 、 T ル H ファ—ラ— ビー 、イブ ン•シ —ナ ー( アヴイセン 
ナ) 、イプ y . ルシュド(アヴュロ H ス)等のような独創的で博学な偉大な哲学者にこと欠かなかった。 

また外国語の著作のアラビア語化は、現在では原典が散佚している数百にのぼるギリシャ語、サンスク 
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イブ ン V ハジ ャルはその著「タワー リ—ウッ=タアシ|ス」 において、この種の個別研究を最初に行なっ 
たのは、上述のザイド•イプン •アリー の同時代者アブ1ハ-一—ファであると述べている。 

この国際法に特徴的な点は、外国人の間にいかなる差別も行なわぬ ことに あるであろう。それは ムス リ 
ム相互の関係を論じてはおらず、全世界の非ムスリム国家のみを扱っている。 イスラー ムは原則として唯 
I の構成単位、唯 I の組織的共同社会を構成するものなのである。 

四五七 法律の分野におけるいま一つの貢献は、比較範例法である。ムスリム法にさまざまな学派が 
出現したため、それぞれの相違の諸原因と同時に、法のある種の問題に関する原理の相違がもたらす結果 
を明確にするとい う 目的から、 このような 研究が必要となった。 

ダブーシーやイブン•ルシユド(アヴユロエス)の著作は、この問題に関する古典的労作である。サイ 
ムーリ I は比較法学、あるいは法学基礎論 (ウスー ル.ル= フイクフ) について著作をものしている。 

四五八 国家の成文憲法を初めて編んだのもムスリムである。事実それを書いたのは預言者ムハンマ 
ドであった。マデイ—ナに都市国家を設立したさい、彼はそのために成文憲法を創った。イブン.ヒシャ ー 
ムと アブ— •ウパイドのおかげでこの公文書はわれわれにまで伝えられているが、その内容は五十二条 1 C 
分けられる。それは厳密に国家の長、その構成員、一般民衆の権利と義務を行政、立法、司法、防衛の諸 
観点から規定している。それは西暦六ニニ年のことなのである。 

四五九 法そのものに問題をかぎると、諸法典はヒジユラ暦二世紀初頭から現れ始めた。それらは三 
つの重要部分に分割される。つまり宗教儀礼もしくは宗教的実践、あらゆる種類の契約関係、ならびに刑 
罰である。 
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その生活にたいする包括的な観点に相応しく、イスラームにおいては礼拝場と砦の間に区別はない。国 
家の原理、つまり憲法は宗教的実践の一部をなしている。なぜなら国家の長は、信教上の長を兼ねている 
からである。諸収入、財政問題もまた宗教的実践の I 部である。なぜなら預言者は、それぞれ礼拝、断食、 
巡礼とならんでイスラームの四つの基本の一つであるとしているからである。国際法は刑罰の一部をなし 
ている。それというのも戦争は、略奪をなりわいとする盗賊、海賊その他法や条約の違反者にたいする措 
置と同列に置かれているのだから。 

四六〇 ここでこの問題を詳細に論じたのは、ムスリムを律する法の以上のような包括的性格を明ら 
かにするためである。 

四六 I これらの分野におけるムスリムの役割は、二つの見地、つまり確実性の保証' ならびに詳細 
多岐にわたる* M の蒐集、保存という点で重要である。白日の下にさらされて誕生したイスラームは、伝 
説、伝聞を必要としなかった。他人について述べた資料としての物語には、それぞれ相応の価値が与えら 
れた。 

ただしイスラ—ムの具体的な歴史は、各時代を通じてその包括性を維持するために、充分信頼しうる方 
法を必要としていた。証人の証言は' かつてはまったく裁判所のみのものであった。しかしムスリムはそ 
れを歴史に適用したのである。報告された物語には証拠が必要であった。事件後一世代しか経っていない 
場合には、それに関して信頼するに足る証人が一人いればよかった。しかし二世代経ったあとでは二人の 
連続する証人が必要であった。つまり「私は A から、彼がその事件当時生きていた B が、彼にそれについ 
て詳しく語ったという話を聞いた」、という形式が必要だったのである。したがって三世代00ちには三 
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人の証人といったように、証人の数が増していくのは当然である。 

このような徹底的照合によっ.て、一連の系統的出所の信頼性を確かめえたのだった。なぜなら各個人の 
性格のみならず、その師、主要な弟子たちの名まで記された人名辞典を参照す る ことが可能だったからで 
ある。この種の証拠は、預言者の生涯に関してばかりでなく、世代から世代へと語り継がれた あらゆる分 
野の情報、時にはたんなる娯楽や気晴しに語られた秘話についても入手することができるのである。 

四六二 人名辞典は、ムスリムの歴史的文献の特徴といいうるであろう。この種の辞典は、職業、都 
市ある. I ,'は地域、時代等の別によって編集された。同様にとりわけアラブの間では、系図がきわめて重視 
された。 

多少なりとも重要な数百、数千人の人脈についてなされたこの種の研究は、さまざまな事件の真相の解 
明に取りくむ研究者に多大の便宜を与えずにはおかない。 

四六三 純粋に歴史の分野に入る年代記の基本的な特徴は、その普遍主義である。イスラ—ム以前の 
人々が民衆史を書いたとすれば、ムスリムは世界で初めて世界史を書いたといいうるであろう。 

例えば イスラ— ム最初期の歴史家の一人であるイプン •イス ハ—ク(七六九年没)は、その湄大な年代 
記の冒頭に宇宙創造の話やアダムの歴史を書いているばかりか、当時知りえた他の諸民族についてもくま 
なく 言及している。この仕事は、 I 段といやます情熱をもって彼の後継者たち、アッ U タパリ 1' アル= 
マ スウ ーデイ I 、ミスカ ワイヒ、サイ ー ド•アル H アンダル I シ ー 、ラシ I ドッ H デイ I ン•ハ ー ン等に 
よってうけ嗣がれていった。 これら 歴史家が、アッ=タパリーの例から見ても解るように、その著作の冒 
頭で時間の観念について議論している点は興味深い。 
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さらにイブン•ハルドゥーンは、彼の有名な r 普遍的歴史の序説」で、深遠な社会的、哲学的議論を展 
開しているのである。 

四六四 ヒジュラ暦一世紀の時点ですでに歴史の二つの分野が個々に発展を始めており、その後合体 
して一つの完成体となった。 

その一方は預言者の生涯から諸カリフ時代に至る イスラ ームの歴史であり、他方は イスラ ーム以前の ア 
ラビア、もしくはイラン、 ビザンチンのような外国の非ムス リムに 関する歴史である。その格好な例は、 
その大部分が未出版の ラシ ードッ=デイーン •ハ ーンの歴史である。この著作は アラビア 語とペルシャ語 
で同時に書かれ、預言者たち、諸カリフ、法王はもちろんローマ、中国、インド、モンゴルの王者たちに 
ついて縦横の知識を披瀝しながら言及している。 

地理学と地勢学 

四六五 広大なムスリム帝国においては、巡礼や商業のために交通が必要であった。バラ—ズリ—と 
イブヌ= ル H ジャウジ r はこう 書いて いる。 「いつでも ある 目的地に向って、それも トル キス タンから エ 
ジ ブトにかけて、毎日のように郵便が出ていた。カリフ、 ゥマルは 首都においてその詳細を布告させ、公 
けの急行便により私信も送り届けられるようにしている J 。 郵便の局長は同時に道路案内書を用意してい 
たが、その種の刊行物にはいつも多少なりとも各地の歴史的、経済的説明があり、しかも地名はしばしば 
アルファベット順に整理してあった。このような人文地理学はその他の科学的研究を促進させた。 

ブトレミーの地理学書ばかりでなく、インド人のサンスクリット文献もアラビア語に翻訳された。各種 
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の旅行、航海書は日々一般の人々の知識を拡げていった。資料の多様性は盲目的な愛国心が生ずる芽を摘 
みとり、人々はあらゆる事柄を具体的な試み、実験の秤にかける よう 要請された。「アル== ムワッファタ」 
(第一卷一六一頁)が報じているアブ-•ハニ丨ファ(七六七年没)©対話は有名である。 r ムアタジラ 
派を奉ずるある男が彼に、大地の中心はどこかと尋ねたことがあった。その時彼はこう答えている。「君 
が坐っている場所さ J 。 この答えは、地球が球形であるという事実を伝えようとするかぎりにおいて可能 
なのである。 

ムスリムが作った最初期の世界地図でさえ、地球は円く描かれていた。例えばィブン•ハゥカル(九七 
五年頃)の地図作製法によれば' 地中海や中東諸国を識別するのにいささかの困難もない。シシリ I の口 
ジャー王(一一〇ーー五四年)のために作られたアル=ィドリ—シーの地図は、その素晴しい精密さ、正 
確さによってわれわれを驚嘆させるに充分である。それはナィル JII の水源さえ明示しているのである。ち 
なみにアラブ.ムスリムの地図は、南が上、北が下に表示されている。航海のためには、経度、緯度表は 
もちろん、天体観測儀その他の航海用器具の使用が必要であった。 

スカンジナ ビア、 フィンランド、 ロシア、 カザン 等の発堀により発見された数千にのぼる ムスリム 貨幣 
は、中世における ムスリム 隊商指導者た ちの 商業活動を明確にあとづけている。 インドまでパスコ. ダ • 
ガマの水先案内人を つとめたィブン •マージドによれば、当時羅針盤の使用は一般的であった。われわれ 
は ムスリムの 水夫が、 バスラ(イラク)から 中国まで航海していた事実を知り、 その 技術、勇気 1 C 讚嘆の 
念を禁じえないのである。 

arssal (一一^庫)、 admiral (提督)、 cable (ケ—ブル)、 moosoon (季節風)、 douane (税関)、 tariff 
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(関税)といった言葉は、すべてアラビア語に起源をもつが、これらは現代西欧文化に及ぼしたムスリム 
の影響の確実な証拠である。 

天文学 

四六六 数多くの星の発見、研究が、ムスリムの貴重な、看過することのできぬ貢献である事実は一 
般の認めるところである。 

現在西欧語の中にアラビア名をもつ数多くの星の名が残されている。また太陽の表面にある黒点の存在 
を認めたのは、イブン•ルシユド(アヴ J - ロエス)であった。ウマル=ル=ハイヤームによってなされた 
暦の改革はグレゴリオ暦のそれより遙か以前のことである。 

イスラーム以前のアラブ遊牧民は、砂漠の夜旅や気象学、降雨等のために、すでに大へん精確な天文学 
的観察を行なっていた。「キターブ=ル=アンヮーウ J といぅ 名で呼ばれる数多くの著作は、アラブの知 
識の範囲がいかばかりであったかを充分に証明している。 

その後サンスクリット語、ギリシャ語等のさまざまな著作が、アラビア語に翻訳された。たがいに相違 
する資料を検討するためには、新たな実験と辛抱強い観察が必要であ？た。そして測候所が至るところに 
新設された。 

カリフ、アル=マアム ーンの時代に地球の周囲の計算がなされているが、その正確な結果はまさに^18; 
すべきものである。潮の VHI 、 夜明け、黄昏、虹、太陽や月の*'とりわけ両者に関するあらゆる事柄' 
それらの運動を取り扱った著作が、かなり初期に数多く編纂されている。後者はとくに礼拝、断食の問題 
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と直接に関係していたため、研究がいち早くなされているのである。 

自然科学 

四六七 この 分野におけるイスラーム科学の特徴は、偏見の ない 実験、観察の重視にあるであろぅ。 
アラブの用いた方法は、きわめて独特であり、同時に素晴 しい ものである。著作家たちは種々の科学的研 
究を行なぅにあたり、それぞれ自分自身の言語中に見出される術語をとり出し、それを項目別に整理して 
術語辞典を作った。驚くべき忍耐心をもって彼らは、詩や散文で書かれた著作を渉猢し、解剖学、動物学、 
天文学、鉱物学等、各専門分野ごとに術語をとり出し、しかも便利な引用を付している。 

後の諸世代は、先達の著作を訂正し、それに新たな事実をつけ加えてきた。文学的 もしくは 逸話的な観 
察が付記されたこれらの用語の簡単なリストは、翻訳作業が始められたさいに測り知れない価値を！^た。 
外国の特殊用語をアラビア語化すること、つまりアラビア語的にそれを保持する必要は、ごく稀であった0 

四六八 植物学で用いられている用語は、きわめて特徴的である。ムスリム世界では見当らないある 
種の植物名以外は、外来の術語はただのひとつも見当らず、あらゆる事項がアラビア語で示されているの 
である。六巻の大冊からなるアッ=ディーナヮーリ—の「キタ—ブ=ン=ナバート J (植物大鑑)は、こ 
の主題に関するギリシャ語の諸著作が初めてアラビア語に翻訳される以前に編纂されている。 

ジルバーベルクはいっている。千年に及ぶ研究の蓄積ののち、ギリシャ植物学はディオスユリデス.、テ 
オフ ラストスの 著作に要約された。ただしこの問題に関するムスリムの最初の著作、つまりアッ=ディー 
ナヮ—リ—のそれは、その学殖、範囲の点で、上述した二人の著作を遙かに凌駕して いる。< 
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アッ H デイ—ナヮ—リ ー は一々の植物の外観について述べているばかりでなく、その栄養、薬効その他 
の諸特性を詳述している。彼はまた植物を分類し、産地等をこまかに書き残している。 

注1彼は実際には次のように書いている。 r とまれ古代の植物学的文献のすべてをあげても、われわれの著作 
(アッ H デイ—ナヮー リーの 著書)に匹敵するものはただの 二 例しかない事実は驚嘆に値する。 ムスリム 人士が' 文 
芸生活を始めたばかりのごく初期に古代ギリシャ人のような天才的な人々の水準に達し、この点に関してはむしろ後 
者を凌駕するに至ったのは一体いかにしてであろうか 。 j (アッシリア学雑誌、スト ラスプ— ル刊、二四—五巻、一九 
j 〇丨一一年、第二五卷四四頁参照) 

医学 

四六九 ムスリムの間では医学もまた、解剖学、薬学、病理組織、開業免許取得のための受験志望者 
にたいする訓練等の分野で著しい発展を遂げた。ビザンチン、中国、インド等と境を接していたため、ム 
スリム医学は世界の医学的知識の集大成といえるものとなった。古い研究が試練の対象となり、同時に新 
しく、独創的な貢献もなされているのである。 

ラ—ジー(ラ I ゼス)、イブン•シ ーナー (アヴイセンナ)、アブ==ル： =カー シム(アブカシス)等の 
g は、 ごく 最近まで西欧においてすら あらゆる 医学的研究の基礎となっていた。現在では、 イブヌ H ン H 
ナフイース の著作のおかげで、彼らが血液の循環についてまで知っていたことを確認している。 
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光学 

四七〇 こ©は、とりわけムスリムに負うところが大きい。われわれの手許にはアル=キンディー 
(九世紀)の光学書が伝えられているが、これはすでにギリシャの燃える鏡説よりはるかに進んでいる。 
彼に続くイブ ヌ== ル==ハイサム(アルハゼン、九 六 五年)は、 まさに 不滅の名声に価する存在で ある。 

ムスリム at 子の代表者であるアル=キンディー、アル=ファー ラ ービー 、イブ ン .シ ーナー、アル n ビー 
ル—ニー等は世界の科1において誰にもひけをとらぬ人物である。 

鉱物学、機械学等 

四七 I 鉱物学は、医学的見地、ならびに王者や富者が求めてやまなかった貴石を見分ける目的のた 
めに、識者の関心を惹いた。アル H ビ—ル—二—の著作は、この分野で現在もなお利用価値のあるもので 
ある。 

四七ニ イプン•フィルナス(八八八年没)は長距離を飛行しうる機械を発明している。彼は事故で 
死亡したため、その仕事を継続し、発展させる後継者をもたなかった。他の人々は沈んだ船を引揚げたり、 
巨木を難なく引き抜いたりするようなさまざまな機械を考案している。 

四七三 水産学の研究にしても、真珠や真珠貝の処理に関する多くの論文がある。 

動物学 

四七四 アラビアの遊牧民たちは、つねに野生動物や鳥類の生活の観察に魅了された。アル=ジャー 
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ヒズ.(八六八年没)はこの学問を一般に普及させる結果となった湄大な著作を残しており、そこで進化論 
について言及して.いる。 

この主題はのちに、ミスカワイヒ、アル=カズウイーニー、アツ=ダミ—リー等によってさらに展開さ 
れている。ちなみに鹰狩り等、飼育した動物や猛禽を用いて行なぅ狩猟に関する著作も数多い。 

化学と物理学 

四七五 クルアーンはムスリムに、宇宙の創造について想いをめぐらせ、天地がいかに人間に役立つ 
かを学ぶよぅ、繰り返し勧めてきた。したがってイスラームにおいては信仰と理性の間に矛盾はなかった 
のである。かくしてムスリムは、きわめて初期から化学、物理学を真剣に学び、発展させたのである。 

ハーリド •イブ ン •ヤジ I ド (七〇四年没)や偉大な法学者 ジャアファル ツ=サ| デイク (七六五年没) 
の著作といわれるいくつかの科学的研究が ある。 そして彼らの弟子、 ジャ ー ビル•イブ ン•ハイヤーン 
(七七六年頃)は、正当にも時代の制約を超えてその令名をはせているので ある。. 彼らの著作の特徴は、 
たんなる考察のかわりに客観的な実験を基礎にしている点に ある。 彼らは観察を通じて種々の事実を兎集 
した。彼らの影響により、古代の錬金術は、事実を基礎とし、論証可能な厳密科学へと変っていったので 
ある。 

ジャービルはすでに燃焼、還元の化学作用を知っていた。蒸発、昇華' 結晶等の方法を開発したのも彼 
なので ある。人間のこの種の知識を開発するには、幾世代、幾世紀にわたる辛抱強い研究が必要である 
ことは明白である。ヨーロツ。ハで長い間教科書として用いられた、ジャービル等の著作のラテン語訳の存 
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第十三章諸学芸にたいする ムスリムの 貢献 


在は、近代科学がいかにムスリム学者の研究に負うところが大きいかを示すに足りるものである◊その急 
速な発展は、ギリシャ人の思惟的方法よりは、むしろアラブ•ムスリムの実験的方法に負うところが大き 
いのである。 

数学 

四七六 数学の発展に関しては、ムスリムは消しがたい足跡を残している 。 algebra (代数 ) zero 
(ゼロ) cipher (ゼロ)等の語源は、すべてアラビア語である。アル"フワ—リズミー、ウマル=ル=ハ 

ィ ヤ—ム、アル==ビールーニ ー 等の名声は、 ユーク リッドやィンドのシッダン タ 等のそれと同様に歴史に 
残るものであろう。 

ギリシャ人は三角法を知らなかった。その発見の功績は、疑いもなくムスリム数学者に帰せられるので 
ある。 

要約 

四七七 ムスリムは、東のバグダ—ド、西のコルドヴァ、グラナダという主要な知的中心地が深刻な 
不幸に見舞われるまで、学問的な貢献を続けてきた。 

ただし学問にと^;わめて遺憾なことであるが、これらの中心地は、印刷機がいまだに普及していなかっ 
た時代に野蛮人の手に占領され、数十万部にのぼる手稿本を所蔵する図書館が焼失するという莫大な、取 
り返しのつかぬ損失を受けているのである。大虐殺のため、学者たちも見さかいなく殺された。数世紀に 
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わたって建設されたものが、僅か数日の間に破壊されたのである。 

このような災難のために一たん文明が衰亡すると、その距離を埋めるために、数世紀もの時間と、さま 
ざまな与件が必要となる。これには例えばある文明の担い手が滅びさったあと、それをうけ継ぐ可能性の 
あった他の人々の業績、研究の便宜までもが含まれるのである。 

さらに崇高な人格、偉大な精神は望みのままに得られるものではない。それらは人間にたいする全能の 
神の恩寵、賜物である。崇高な人格の持主が掣肘をうけて国民を指導する立場に立てず*実際は無能で無 
節操な人々が政権をとっている事態は、しばしば見うけられる嘆かわしい事実なのである。 

芸術 

四七八 クルアーンは諸学問にたいすると同様、ムスリム 1 C 積極的に芸術を発展させるよう促してい 
る。儀礼のさいのクルアーンの朗誦は、音楽に新たな分野をもたらした(後下掲四八五参照)。またその 
原典保存の必要性は書道、製本術を産み、モスクの建造は建築術や装飾美術を発展させた。後になるとこ 
れらに、富裕な人々の世俗的要求が付け加えられる ことになっ たのである。 

肉体と精神の平衡を重視するィスラームは、あらゆる事柄に関する中庸を教え、人間が本来授った才能 
を正しく伸ばし、各個人の調和ある綜合的完成を目指している。 

四七九 ムスリムの r サ ヒ—フ 」や、ィブン.ハンパルの「ムスナド j は、興味ぶかい預言者の言葉 
を伝えている。「神は美しくおわし' 美を好み給う J 。 r 美は万物の中に示されている。誰かを殺すとして 
も、思いやりがある方法で殺せ J 。 
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これについては、形而上的、心理的、生物的、社会的諸理由があげられる。種々の異なった存在界が創 
造されたが動物界が最初 f の i れ、_界、鉱物界はその下位に来た。そして創造者を心から畏敬する 
t り、人間は最高の創造のを神に譲り、人間は下位のを表現 t ことで満足した。心理学者はこ 
う指摘している。創造にさいして動物界が占める特権的地位(動作能力、特に人間に関しては発明能力) 
にかんがみて、人間は動物を表現することに二重の抵抗 ' L がたい誘惑を覚える。まず彼はたんに加工した 
にすぎないのに、自ら「創造」したと過信する誘惑にかられる(自分が彫った像に恋をしたギリシャの彫 
刻家の有名な話がこの証拠である)。ついで自ら表現したものに接近可能な神性の魂、理想的徳性を付与 
したがるという誘惑がある(古代人の偶像崇拝の歴史、英雄' 有名選手、スターにたいする現代の趣向を 
参照)。 

生物学的側面から説明すると、未使用の才能はつねに使用されている才能を補強するという乙とがいえ 
る。それゆえ盲人は通常の人間よりはるかに優れた記憶力と感受性をもっているのである。_、版画、 
彫刻等において動物の表現を避けることにより、芸術家の天賦の才能は他のはけ a を求め，芸術の他の領 
域における表現で素晴しい活力を示すのである(果実を増やすために余分の枝を切り払う例を想起して欲 
しい)。 

社会的側面からいうと、すぐに偶像崇拝の域に堕して しまう 盲目的な愛国主義にたいする怖れと、動物 
を表現することの禁止はともに、偶像崇拝そのものを阻止する役割を果すのである。ただしこれにも例外 
はある。子供の玩具、クッションや械锻の装飾等はその一例であるが、預言者はこれらをはっきりと許し 
ている。また科学的な必要性(解剖学、人類学等の講義のための)、治安上の必要性(警察等の身分証明， 




第十三章麵娜子^ 貢献 


また神はクルア—ンの中でこういわれた。「私は最下層の天を数多くの灯で飾った」(第六七章五節)。 

「まことに地上のよろずのものは、私が装飾として設けたもの。彼らのうち誰が もっとも 優れた行ないを 
なすかを試みるためである」(第一八章七節)。またこうも命令している。「(礼拝で)身をひれ伏すさい 
には、 さっぱりとした 衣服を身につけよ」(第七章三 一節)。 

四八〇 預言者の生涯には、次のような教訓的な事件がある。ある日彼は墓地の内部の土がきちんと 
ならされていないのに気付いた。そこで彼はきちんと直すように命じ、それが死者にとって格別良くも悪 
くもないが、生者の目には一層心地良いものであり、神は人間がなにかをするにあたり、最上の方法で為 
すことを好まれるとつけ加えた(イブン•サアド第八卷一五六頁参照)。 

四八 I 人間は美術にたいする趣向を生れつきもっている。他の生得の we に関すると§イスラー 
ムは、芸術的才能を中庸の精神をもって発展させようと試みている。イスラ—ムが過度の禁欲、精神的修 
練を禁じている事実を想起すべきであろう。 

四八-預言者のために準備されたモスクの中の最初のミンバル(説教埴)には柘榴のような二つの 
_の飾りがあった。預言者の二人の孫がそれで遊び興じたこともあったのである。ところでこれが木彫 
の始まりであった。 

その後クルアーンの写本は色彩で飾られ、製本に多大の苦心が払われた。要するにイスラ|ムは芸術的 
進歩を少しも禁じてはいないのである。唯一の禁 i 項は、動物(人間も含む)の姿を表現する C とであ 
る。ただし後にふれるようにこの禁止も絶対的なものではなく、預言者はこの行為に制限を設けたという 
のが真相のようである。 
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第十三章諸学芸にたいするムスリムの貢献 


逃亡中の犯人の顔写真等)あるいは^<業等における必要性は決して無視されてはいない。 

四八=具体的な歴史は、ムスリム世界において「具象 j 芸術の制限が、芸術一般の発展を阻止した 
というような事実が存在しないことを実証している。それどころか抽象芸術の分野で驚嘆すべき発展が認 
められるのである。 

クルアーン自体(第二四章三六節)が美しいモスク建設を奨励している。マディーナの預言者モスク、 
アグラ(ィンド)の夕—ジ•マハ—ル、グラナダのアルハンブラ宮殿その他の建造物は、建築術からして 
も、装飾芸術の観点からしても他の文明の傑作に決して劣るものではない。 

四八四 芸術として認められた書道は、ムスリム世界の特産といえる。書は絵画の代りに芸術の地位 
を占めているのである。それは絵画や壁画のレ.リ—フ等に用いられ上等な布やその他の素材を飾っている。 
力強く優雅で美的な技のかぎりをつくして完成された書道の優れた作品は、‘もっぱら鑑賞すべきもので、 
言葉で表現しうるものではない。 

四八五 いま I つのムスリムに固有な芸術は、クルアーンの読誦である。楽器の伴奏もなく、韻文で 
書かれている訳でもないクルアーンの読誦は、預言者の時代から大いに注目されてきた。 

アラビア語はその散文に、他の言語の韻文がもっている以上の甘美さ、快い施律を与えているのであ 
る。クル アーン を読誦し、毎日数回礼拝の呼びかけを行なう優れた吟 d 者、つまりカーリウの声を耳にし 
た者は、このムスリム独自の芸術的表現に比類のない魅力が存在する事実を認めるのである。 

四八六 な音楽歌 f 、 ムスリム世界では王者や金持の庇護の下に発達した。アル=ファ—ラー 

ビ I、 r ィ フワ ーヌッ =サファー論叢」の著者たち、アヴィセンナ等の理論家たちは、この問題について；§ 



I 記念碑的な著作を残しているばかりでなく、ギリシャ、インド音楽にたいして有益な修正を行なっている 
のである。 

彼らは楽譜をあらわすのに特別な符号を用い、種々の楽器の特性を明らかにしている。異質の詩に相応 
しいメ n デイ—の選択、情況に適した楽器の選定が深い研究の対象となった。喜怒哀楽の表現、病人に聞 
かせる演奏等状況に応じて適切な選択がなされたのである。 

四八七 詩に関して預言者は こういっている。 「英知に満ちた詩もあれば、魔術的な効果を惹き起す 
演説家の説教もある」。クルア—ンは不道徳な詩を禁じている。預言者は<1の指示に従って、当代の一流 
の詩人たちを周囲に擁し、彼らの踏むべき道、守るべき限界を示して、 この 偉大な天賦の才能を用いるさ 
いの善悪の基準を明確にした。 

ムスリムの詩作はあらゆる言語に見出され、あらゆる時代に及んでいる。したがってここでそれらにつ 
いてきわめて簡単な素描を行なうことは不可能である。アラブであるかぎり、遊牧民をとってみても、詩 
を自家薬籠中のものとしている。 

次にあげる単語の多義性の内容からみてもこの事実は明らかであろう。「パ イト」 は家、天幕を意味す 
ると同時に二つの半句からなる詩の一行をさしている。「ミスラ J は天幕の吊り扉の意であるとともに、 
詩の半句をさす。「サバブ J は天幕の綱の意味と、韻律上の特殊の脚韻の意がある。また「ヮタド」は天 
幕の止め木と、別種の脚韻をさす。またさまざまな詩の韻律に与えられた名は、駱 K の種々の歩調、例え 
ば速い歩調、遅い歩調を示す言葉と同語なのである。以上はこの言葉が持つ諸特性のごく一部にしかすぎ 
ない。 
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第十三章諸学芸にたいする ムス リ ムの 貢献 


四八八 要するに芸術の分野でムスリムは、有害な要素を避け、審美的側面を開発しながらまったく 
新たなものを創造して価値ある貢献を行なった。この領域においても、発展にたいする彼らの寄与は注目 
すべきものである。さしあたりここでは二点だけをあげておこう。 

(一)もしもムスリムが固有の文化をもっていなかったとしたら、つまり預言者が積極的に彼らを教化 
した普遍的な ィスラ—ム 文化が存在しなかったとしたら、これらの ムスリムは 自分たちがかく t 容易に、 
かつ速やかに征服した人々の諸文化に吸収されてしまったことであろう。 

01 ) きわめて広大な版図をもったィスラーム国家の国民には、あらゆる宗教の信者がいた。しかも例 
えばキリスト教徒、ユダヤ教徒、ゾ aT スター教徒、サバ教徒、婆羅門教徒、仏教徒等はそれぞれ固有の 
伝統を担っていた。 

彼らはたがい ic 他と協力しない場合でも、政治的指導者であるムスリムとはすべて協力関係をもった。 
彼らはそれぞれ自分たちの立場をムスリムに説明したが、ムスリム自身はこのためにいずれをも模做しえ 
ない立場におかれた。種々の学術的主張の間には予盾する点も多々あったからである。ただし人類と学問 
を1する目的で、それらをすべて試錬にかけ、一種の綜合を行なう機会をもったのである。 
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第一四章イスラーム通史 


イスラームの歴史とは、具体的には過去十四世紀にわたる世界史を意味する。ここではこの歴史の主要 
な事件の概要を簡単に要約することしかできない。 

正統カリフ 

四九〇六三二年(ヒジュラ暦 I 一年)に、預言者は最後の息を引きとった。これに先立つ二十三年間、 

«* 彼はたゆまぬ努力の結果宗教の創設に成功しただけでなく、無から一国家を建設した。当初この国家はマ 

- A ディーナの市の一部を支配するのみの小都市国家であったが、わずか十年間でアラビア半島全体とパレス 

スティナ、 イラクの 南部を領有するほどになった。さらに彼は全面的に彼の教義を信じ、動揺することなく 

ィ彼が始めたの継続に邁進する数十万人の信者を残したのである。 

章 

四 四九ーイスラームの預言者の現世的成功をまのあたりにして、彼の晚年には何人かの策謀家が自ら預 
m + 言者であると唱えるよぅになった。預言者ムハンマドの没後の数力月、後継者アブ—.パクルの主たる任 
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務は、預言者の死に力づけられ、支持者を周りにつけたこれらべテン師たちを鎮圧することにあった。 

四九二預言者が他界した頃には、ビザンチンとの間は戦争状態にあり、イランとの関係もほぼ同様で 
あった。ここでムスリムの大使がビザンチン領内で暗殺されたことを想起する必要があろぅ(前掲四四二 
項参照)。皇帝には賠償の意図など少しもなく、預言者の提案をすべて拒否したばかりでなく、懲罰のた 
め派遣されたムスリム遠征軍にさからって、下手人を保護する軍事的介入さえ行なった。 

I イランに関しては、数年来この国とそのアラビアの保護領との間に血なまぐさい小ぜり合いが続いてい 
た。この地域に住むあ■る部族は、すでにイスラームに改宗していたのである。イラン人の侵略、抑圧的態 
度は' これを看過すれば国際的な紛糾を惹き起こしかねぬほどになっていた。当時のビザンチン帝国、サ 
サーン帝国は世界の二大強国であったことに留意しなければならない。 

それに反してアラブといえば、とりわけ優れたものをもっていた訳ではなく、軍備' 物的資源のいずれ 
も欠いた一握りの遊牧民にすぎなかった。 

四九三 カリフ' アブー♦バクルは、いかに賞讚してもしきれぬほどの勇気と大胆さをもってこれら 
両強国にたいして戦いを挑んだ。初めての遭遇戦でムスリム勢は、国境地域を占領した。ついでカリフは、 
平和的解決を求めてコンスタンチノ—プルへ使節を送ったが' すべては徒労に帰した。しかしカエサリア 
司令官の敗北に危険を感じた皇帝は、新たな軍隊を徴発した。. 

アブー•パクルはムスリム軍の一部をイラク(当時イラン帝国領) から シリアに 送る 必要が あると判断 
した。六三四年にはエルサレム®近のアジュナダインで新たな勝利を博し、その直後に フイ フル (ベッラ) 

で大勝したムスリム勢は、パレステイナをほぼ完全にビザンチンから奪い取った。 
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第十四章イスラーム通史 


この頃年老いたアブ—•バクルが他界し、後継者ゥマルは彼が受け飼いだ事業を維持する以外に選択の 
余地がなかった。程なくしてダマスカスと北シリアのエメサ(ヒムス)がムスリム勢に降った。さまざま 
な事実が、これらの地域の住民がムスリム勢を征服者、敵としてではなく、解放者として迎え入れたこと 
を証している。 

エメサ陥落後、皇帝へラクリゥスが死力を尽して抵抗したため、ムスリム勢は f 度でこの市の周辺から 
撤退し、充分に軍勢を再編成、組織する必要にかられた。撤退作戦が決められたときムスリム司令官は、 

この地の住民—すべてが非ムスリム—から取り立てた税金を全額返すよぅ命じている。臣下の保護を行な 
いえない場合' 税金を使用する権利はないのである。したがって征服者が撤退を余儀なくされるのを見て、 

被征服者たちが涙を流したとしても驚くにはあたらない。 

ド.フーユは、その著作「シリア征服覚書」でこぅ書いて いる。 「事実シリアの人々のアラブにたいす 
る態度はきわめて好意的であった。事実彼らはそれに相応しかったのである。なぜなら彼らが被征服民に 
示した寛大な態度は先の征服者(ビザンチン)たちが加えた厳しい圧制ときわ立った対照をなしていたの 
だから」。戦術的撤退を行なってしばらく後に、ムスリム勢は軍隊を補強して引き返し、民衆から歓呼の声 ■ 

をもって迎えられた。 

四九四イランの運命もさしたる相違はなかった。第一次作戦でヒーラ(現在のクーファ)その他の要 
塞地が占領された。シリアに分遣隊が派遣されたため、一時的な平静伏態があったが、数力月後戦闘が再 
開され、難なくマダーイン (クテシフォン) が陥落した。ヤズディギルド皇帝は、中国の皇帝、トルキ 
スタン王、その他近隣の諸侯に援軍を求めたが、彼が受けることのできた援助はついに役立たず、彼の同级 



盟国も大きな損失を蒙った。 

四九五ゥマルの時代(六三四—四四)にムスリム勢はトリポリ(リビヤ)から•ハルフ(アフガニスタ 
ン)、アルメニアからシンド(パキスタン)、グジユラート(インド)にかけて、またその間に横たわる 
シリア、 イラク、 イラン 等の国々を領有した。 

さらに彼の後継者 ゥス マーンの時代(六四四—五六)には、彼らは遠く ドンゴラ 周辺に至るヌビアを統 
治し' 同時にアンダルシア (スペイン) の一部を占領している。また東方では オクサス(ジャイ フ— ン) 
河を越え、中国の版図を II 食した。キプロス、 ロー ドス、 クレタ 諸島も イスラー ム領に併合され、ビザン 
チンにたいする防衛戦中に、 n ン スタン チノープルが最初のアラブによる攻擊を経験している。 

預言者の死後十五年も経たぬうちにムスリムは東西に版図を拡げ、大西洋から太平洋に近づいていっ 
た。占領された領土はョーロッパ大陸全域に匹敵する広さであった。この電擊的な征服において驚くべき 
W * は、いかなる地域でも：^服者が不平を抱いていないことである。 

これはまた、六五六年にムスリム勢が最初の内戦で分裂をきたしたさいにも、内部でいかなる叛乱も起 
らなかったことからも証明されるであろう。そのさいにもビザンチン皇帝は、かっての自分の民に少しも 
援助を頼ることができず、慎重なシリアのムスリム統治者から、彼の中立と引替えに約束されたわずかな 
貢納金で満足せざるをえなかった。 

四九六この急速な拡張を一つの原因に帰せしめるのは誤りであろう。たがいに戦火を交えて力を弱め 
ていたビザンチン帝国、ササ I ン朝ペルシャ帝国の弱体は、装備、組織その他物的資源に関するアラブの 
弱体と相殺される。ムスリムは中国からスペインにわたって集団的に住みつくことはできなかった。アラ 
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ブの数はこの広大な版図に分散させるには充分ではなかったのである。これらの戦闘の始まりは、むしろ 
政治的なものであった。 

ムスリムは、強制的に宗教を押しつけようとは絶対にしなかった。このような考えは、公式的に彼らの 
宗教により禁じられていたのである。そして歴史的にも、被征服者にたいし、当時改宗のための強制的手 
段がとられなかったことは明らかなのである。彼らの宗教的教義の平易さ、合理性は、ムスリムたちが具 
体的に示した生活上のと相まって新たな改宗者の心を魅了した点は疑いないのである。 

征服の迅速さを説明する動機として戦利品や経済的利得をあげるような低次元の説明も、種々ある原因 
の一つといいうるであろう。ただし征服者の交代は、被征服者たちにより、よりよき変更としてむしろ歓 
迎された。 

最近エジプトで発見されたパピルスに書かれた当時の公文書によれば、アラブは H ジブトにおいて税負 
担を大幅に軽減したことが明らかにされている。したが-〇て同じ種類の改革が征服された諸国至るところ 
に取り入れられた模様である。簡素なアラブの生活の慎ましさとムスリム行政官の潔癖さは、行政負担を 
著しく軽減させた。 

ィスラ— ムにおいては、戦利品はそれを分捕った兵士のものとはならず、政府のものとなった。政府は、 
法に定められた比率でそれを、遠征に加わった者に配分しているのである。カリフ、ゥマルは、その気に 
なれば隠し了せることも容易であった宝石や貴重品を進んでさし出す兵士や将校の正直さを見て、しばし 
ば驚喜している。 

四九七ここで当時のキリスト教文献を引用してこの項を終えることにする。それはあるネストリゥス 
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派の僧正が友人にあてた書簡であり、現在に至るまで保存されている(アツセマ—二、東洋学叢書九六— 
三、二頁参熊)。「われわれの時代に、神が統治者たることを許されたタイイ族(アラブの一族)も、われ 
われの支配者となった。ただし彼らはキリスト教と敵対し. y り甘ず' むしろわれわれの宗教を保護し、僧 
侶や聖人たちを尊敬し、教会や修道院に財政的寄付を行な〇ている J 。 

ゥマイヤ朝 

四九八六五五年の第11一代ヵリフ、ゥスマーンの死去にさいして、ムスリム世界は後継者争いに直面し 
た。その後の二十年間に何度も C の種の争いが繰り返され、その過程で幾人もの君主が登場しては舞台か 
ら消え去った。 

しかしアブド H ル==マリク(六八五丨七〇五)が権力を手にするにおよび政府はふたたび安定し新たな 
征服の波が起った。 I 方ではモロッコとスペインが、他方ではインド•パキスタン大陸の北方はもちろん、 
トランスオクシアナまでがムスリムの版図に入った。ボルド！、ナルボンヌ、トゥ—ル—ズ(フランス領) 
もまた、彼らの手に帰しているのである。 

首都はマデイーナからダマスヵスに移された。預言者が活躍した聖なる市から、かってはビザンチン帝 
国の一領州であった地域に首都が移されるとともに、宗教的献身も水増しされ、世俗的な活動に席を譲っ 
た。奢侈と富の濫費' えこひいきにこと欠かず' その結果反乱' 動乱が相ついで起った。しかし知的、社 
会的諸分野における征服は続けられた。産業は大きな刺戟を受け、医学は特に政府の厚い保護下にあった。 
政府は外国の医学書を、ギリシャ語、その他の外国語からアラビア語に翻訳する事業を助けている。 


288 



第十四章イスラーム通史 


短期間ではあったが、ウマル •ィブ ン •アブ ド=ル=アジ ー ズ(八一七—二〇)の統治は輝かしく、画 
期的なものであった。厳格に一夫一婦制を守るといった例にも明らかな彼の敬虔さのおかげで、ふたたび 
アブー •バ クル、 ウマルの理想的な時代が再現されたのである。彼は古い没収者の リストを 点検し、不当 
に財産を奪われた所有者' 相続人にそれを返還する努力を払った。彼はまた多くの不当な税を廃止し、不 
公平な裁判にたいしては圧制者がムスリムであり、被害者が非ムスリムであっても、厳格でひるむことが 
なかった。彼はムスリム軍が裏切りにより占領した 町々、 例えばサマルカンドから軍隊を撤退させる よぅ 
命じてさえいるのである。また略奪した土地の上に建てられた首都の大モスクの I 部の取りこわしを躊躇 
なく命じている(前掲四三四項参照)。 

その結果はまさ te 驚くべきものであった。この王朝の初期、例えばイラクからの収入は I 億ディルハム 
にのぼっていたが、ウマル•イブン•アブド“ル=アジーズの一代前のカリフの時代には、わずか千八百 
万ディルハムしかなかった。それが彼の治世下では|億二千万ディルハムに増えているのである。 

彼の宗教的献身は世界中に好感を与え、シンド、トルキスタン、ベルペルの地の君主たちがイスラーム 
に帰依している。あらゆる人々が宗教諸学に興味をもち始め、綺羅星のよぅな学者たちが、ムスリム共同 
体内の諸学問を頂上にまで高めるためにひしめきあったのである。不正にたいする厳格な抑制措置により、 
いたるところで政府行政機関は民衆の信頼をかちえる ことにな った。 

四九九この時代の記念碑的な建築物としては、六九一年に建立されたエルサレムの岩のドームがあげ 
られる。ダマスカスその他の地にある廃墟、あるいは遺跡は、この領域におけるムスリムのいち早い成熟 
の証拠となっている。楽譜の表記法はいまだに発明されてはいなかったが、音楽も著しい発展を示した。 
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ただしこの発展の性質を明確に規定することは不可能である。 

二つの大きな宗派、スンニ—派とシーア派が別れたのもこの時代のことである。これら二派の相違は、. 
預言者の後継者が選挙により選ばれるか、預言者の近親者により相続されるかという政治的な問題に基礎 
をおいている。近親者の相続はシーア派にとって教義的問題となり、このためにィスラーム世界は思想的 
に分裂し、内部でさらに諸分派が生じている。.いずれにせよこの分派の登場により、種々の内戦が生じて 
いる。 こうした 内乱の一つが ゥマィヤ 朝を亡ぼし、結果として七五〇年に アツパー ス朝がこれに代ってい 
る。ただしこの変化の過程においても、シーア派は得るところが何もなかった。 

現在世界中のムスリムのうち、約十。ハーセントがシーア派で、その余はほとんどスン-一—派である。こ 
こでは当時登場し、現在ではごく少数が残っているにすぎないハヮーリジユ派という一派も存在すること 
のみを指摘しておこう。 

アツバース朝 

五00ア ツバ ー ス朝は七五0年に権勢の座についたが、これにより初めてムスリムの版図が二つに分 
割されることになった。そしてこれ以降さまざまな国家が次々に独立していくのである。 n ルドパ(スぺ 
ィン)に、対立する王朝が設立されたが、この王朝は' ダマスカスに代ってパグダ—ドを首都とした東方 
アツバース朝が一四九二年に没落するまで、ついにこれと和解することがなかった。 

五〇| アツバ I ス朝の時代には、大規模な軍事的征服はなかった。例外としては、バグダードの カリ 
フを自分たちの君主として一応認めていた従属的な地方族長たちの存在があげられるであろう。ただし彼 
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らは 外交' 内政いずれに関してもカリフを頼りにしていなかった。ここではこのような問題に関連す るィ 
ンド亜大陸の状況を、別の項目で検討することにしよう。 

ビザンチン帝国との関係はますます厳しく、血な まぐ さいものとなり、このギリシャ帝国は小アジアを 
決定的に手離し、長らくョーロッパ地域の領有のみで満足しなければならなかった。 

五〇ニアッバース朝は、志願兵からなる人民軍を常備軍に切替える政策をとった。常備軍としては日 
ましにトル n 系の職業軍人が増えていったが、この政策の結果封建制度が生じ、のちに諸領州が独立して、 
各地に太守たちの「小王朝」が乱立する結果となった。 

権力奪取後一世紀ほどす るう ちにアッバース朝カリフは、彼らの首長としての特権を遠隔の地の支配者 
に委任したり、後者にそれを奪われたりしている。王朝の統治権は徐々に彼らの宮殿内にだけ限られるよ 
•っになり、その余はアミールという名の実力者たちに牛耳られ、特に強力なアミ—ルは首都を占領さえし 
ているのである。 

ここには D — マ教皇制との奇妙な対照が見られる。教皇は当初なんらの政治的権力をもっていなかった 
が、その後、とくに数世紀ののち神 S ローマ帝国が創立されて以来権力を享受するにいたった。彼らばじ 
ばらくの間皇帝以上の権勢をもっていたが、時が経つにつれてそれを失なっていった。 

ところでカリフは 当初全権を有する統治者でありながら、のちにスルタ—ン(権勢の所有者の意)たち 
と権力を共有し、結局はなんの力もない名目上の首長、君主となっている。. 

五〇三 アッパ ース朝時代に、シシリー島の内戦に干渉す るよう 乞われたのはチュニスのアグラブ朝君 
主であった。彼はシシリー島を占領す る ばかりか、ィタリア本土に攻め入り、ローマの城壁にまで迫って 
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いるのである。フランスの南部も、スイスのかなりな領土と同様彼に併合されている。この相つぐ拡大は 
アグラブ朝によってなされたが、この王朝は明らかに武力によってファーティマ朝にとって代られた。 

シーア派を信奉するこのファ—ティマ朝は' 首都をカイロに移し、その地で自らアッパース朝と対立す 
るカリフとなった。この王朝の支配者はおおむね英明であったが、彼らの一人が愚かにもエルサレムの聖 
なるキリスト教会を冒濱するような行為を行なった。これがョーロッパを激怒させ、法王たちまでもがイ 
スラームにたいして聖戦を主張するようになった。 

その後一連の十字軍が派遣され、二百年にわたり東西の間で流血の惨が惹き起された。第一次十字軍の 
さい、ファ ー ティマ朝はいち早くパレスティナを放棄しており、無辜の民間人が侵略者の狂暴性の餌食に 
なった。さらにみじめなことに、ファーティマ朝はしばしば十字軍と手を結び、レヴァントのイスラーム 
勢にたいして敵対行為をとっているのである。 

当時イスラーム世界は中核となる勢力をもたず、数多くの小国家、あるいは時代錯誤の都市国家に分裂 
し、しかもそれらは互いに争うという状態であった。西欧との戦いの経過において、小国の君主の地位は 
アラブからクルド人やトルコ人にとって代られていった。 

第二次十字軍のさいムスリム側の英雄サラ I フッ=ディーン(サラディン)は、シリア•。ハレスティナ 
から ョ|ロ ッ。ハ人を駆逐したばかりでなく、エジプトの ファー ティマ朝を倒してしまった。 サラー フッ= 
ディーンと 彼の後継者はかくしてバグダ—ドのカリフを正統と認めたが、このカリフは多数の小国家の間 
に分割された政治権力をついに回復することができなかった。もっともこれら小国のあるものは、辺境で 
イスラーム圏を拡大していった。 
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五〇四九二 一 年に r ブルガ—ル」(ロシア領ヴォルガ川沿いのカザン地方)の王が、バグダードから 
ムスリムの使節を派遣するよぅ要請してきた。そのさい任に当ったのがイブン•ファドラーンである。興 
味津々たる彼の旅行記によれば、このブルガ—ル王はイスラ—ムに帰依し、非ムスリム地域の真中に、い 
わばイスラームの島を創りあげたのである。 n 丨カサスと近隣地域のイスラ—ム化が、緩慢ではあるが続 
けられた。 

インド 

五〇五アフガニスタンのガズニ！朝は、インド再征服に着手した。そして後の諸王朝もこの事業を受 
け嗣いたが、彼らはこの国の北部の領有だけで満足していた。南部に向って征服を行なったのはハルジー 
朝が興ってからのことである。黒人司令官 マリク•カフー ルは、電撃的遠征に より n モリン岬まで進出し 
たが、南インドにムスリム国家が建設されたのはさらにその後のことである0 

インドのムスリム史で特に賞め讚えられているのは大ムガ1ル帝国 ( j 五二六—一八五八 ) である。長 
期にわたり彼らはこの広大な大陸のほとんど全土を支配し、世界の「大国」と認められていた。だが彼ら 
の権力の中枢としての威信は、一八世紀以降地方の支配者により弱体化されていった。 

イギリス人が彼らを追い出し、この国の五分の三をイギリスに併合したのは一八五八年の ことである。 
その余の領土は土着の諸国家に分割されたが、その中にはムスリム国家もあった。これらムスリム国家が、 
現在にいたるまでインド•ムスリム文化を保存しているのである。 

その I つ、ハイダラバ—ドはインド中央に位置し、イタリアほどの大きさで二千万人の住民がいた。こ 
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の国は、そのィスラ—ム教育の改革に関する貢献で有名である。西欧的方方式で創られたこの地の大学 1 C 
は十二の学部があり、イスラーム神学科もあった。この大学は、すべて©学科で、またあらゆる段階で、 
アラビア文字を用いた地方語ウルドゥー語で教育を行なった。専門化は_大学課程前に始められ、その時点 
ですでに英語' 数学その他現代教育にある諸学科とともにアラビア語、'?-ィクフ(ムスリム法)、ハディ— 
ス(預言者の言行に関する記録)が必修課目とされている。 

大学課程においては、神学科の学生は高度の英語とアラビア語を学， a 、 同時に純然たるイスラ—ム学の 
諸学科を学ぶことになる。さらに比較研究も盛んに行なわれている。7--ィ クフと 現代の法学、 カラ—ムと 
西洋哲学史、アラビヤ語とへブライ語、あるいはヨーロッパ語、特に1 s ランス語とドイツ語等の比絞研究 
が行なわれるといった具合である。学生が論文を準備するさいには二大の指導者がつけられるが、 I 人は 
神学部の教授であり、他の一人は場合に応じて人文学科、もしくは法学部の教授が配される。この方式に 
より、ある特定©問題に関してイスラーム世界における事実と当代の S 洋の動向を同時に会得することが 
できる。 

ただし三十年の実績と喜ばしい結果がもたらされたにもかかわらず、現在ではその遥かな記憶が残さ 
れているにすぎない。.なぜなら I 九四七年にイギリスがこの国から永久に立ち去ったさい、そこを ムス リ 
ムのバキスタンと 非 ムスリムのバラ—卜に 分割してしまった。そして一この非 ムスリム 国家は、近隣の土着 
の諸国家を併合しただけでなく'それらを解体して他の行政的連合 体に 組みこみ、絶えず 分裂の 危険をも 
つ言語的諸 r 国籍」を創りあげたのである。 I 

五〇六ここで記述を本題に戻そぅ。パグダ—ドのカリフは、消極的な観察者として諸領州に ひきもき 
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らず生ずる変化を傍観するばかりであった。これらの地方ではクーデタ丁により支配者が代り、一つの領 
州が分割されて 二つ、 またはそれ以上の単位に分けられたり、いくつか1の領州が一人の手に握られたりし 
た。ただイスラームの版図が非ムスリムの手亿渡る場合は稀であった 。I 

セルジュ—ク朝については特に言及する必要があろぅ。十一世.紀に興^!したセルジュ ーク 朝は、 コニ ヤ 

(イ n - ー ゥム) に首都をおいてつとに中央アジアを領有したばかりで な一く、 小アジアの果てまで征服の手 
を伸ばした。数世紀にわたる輝かしい統治 CDf あとで、彼らはいわゆ fl ットマ ン •トル n に席を譲っている 
のである。 ボスフ*ラス 海峡を渡り、ゥイ— ンの 城壁まで イスラー ムの一版図を拡大したのは後者である。 

彼らの首都は初めブルサにあったが、ついでコンスタンティノープル | C 匕ザンチゥム、現在のイスタン 
ブール)に、現在はアンカラ(アンゴラ、アンシール)に移されてい1。彼らの後退は十八世紀に始まり、 
この時点でョ 1P ッ•ハの地から撤退しているが、第一次世界大戦に完敗するに及び、弱体化はその極に達 
した。国 g 性格をもつ幸運な事件のおかげで、トルコは共和国のか上ちで再興された。この共和国は当 
初きわめて民族主義的であり、非宗教的であったが、$民主的なそ©政権は次第に熱心なムスリムであ 
る国民の宗教感情に応えざるをえなかった。 

十六世紀に オット マン•トルコは、ョ ー ロッ。ハは才1 スト リアまで、北アフリカはアルジュリアまで、 
アジアではグルジアからイエメンまで、その間メソポタミア、アラ ビエ、 小アジアの諸地域を領有してい 
た。かってムスリムの支配下にあった地域のいくつかは、現在独立国 t となっているが、その他一部はソ 
ピエトの支配下に入り、非ムスリムが多数を占めるある地域はトルコ^!ら分れたことはいぅまでもない。 

五〇七 十三 世紀の時点では、 タター ル人の一部はいまだに ィスラ 丄ムに帰依していなかった。フラグ 
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は彼らを率い、途中で数十万人を虐殺しながら、一二五八年にはカリフが 一 身をおいていたパグダ ー ドを破 
壊した。ただし彼の軍勢は、。ハレスティナにおいてエジプトのムスリム a 令官バイバルスの手により硪滅 
されている。フラグは再度侵攻を試み' 十字軍と同盟して攻めよせよう1したが失敗に終った。 

C の時期に ムスリム 科学の衰退が始まり、西欧科学が興隆することになる (一一 +-$1紀の今日においても、 

I 

この分野においてムスリムは、アメリカ•西欧人士に非常な立遅れを見—ている)。ムスリム神秘主義者 
たちの努力が、これら野蛮なタタ—ル人を結集する役に立った点は見逃春ない。 イスラ ームに帰依した彼 
らは イスラ ームの大義を受け入れたばかりでなく、ョーロッパの各地に^ a し、各国に植民地を作った。 
現在もなおその名残りをフィンランド、リトアニア、ポーランド、ソビ壬卜のムスリム共同社会のうちに 
認めることが" e きる。 

アンダルシアのカリフ統治 I 

五〇八 前述のように、アッバース朝のカリフの力が勃興したさい忙、スペインは東方ムスリム地域 
から分離した。千年近い統治ののち、一四九二年にムスリム国家の最後⑦名残りがカスティリヤのキリス 
卜教徒の手により抹殺されている。 

ムスリムの統治の時代は、スペィンにとっては物質的な発展と繁栄の t 代であった。その地の諸大学は、 
絶えずョーロッパ各地の非ムスリム学生たちを魅きつけていたのである----©--今なおィベリア半島で見かけら 
れるムスリム建築の遗跡は、この分野で達成された驚くべき進歩を示している。 

政治的没落ののち当地のムスリムは、彼らをキリスト教に改宗させるだめの血なまぐさい迫害や、図書 
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館の大規模な破壊を目擊している。図書館では、印刷機がいまだに発明されていない時代に、一度に数十 
万冊の手写本が焼かれているのである。 

東アジアと東南アジア 

五〇九 中国の大部分は、現在までのところムスリム支配を経験していない。中央アジアから進出し 
たムスリムは、東トルキスタン(現在の新疆省)をイスラ—ム化した。さらに海路によったものであろぅ 
か、ムスリムは雲南省南部を心服させている。短命ないくつかの小王国が生れている事実があるが、中国、 
チベットの数百万の人々がムスリム宣教者の平和的活動によってイスラームを受け入れている。しかし中 
国の大部分が現在までのところ、イスラ彳ムの一神教の圈外にある。 

五一〇 東南アジアの例はこれとまったく異っている。この数世紀にわたり、南アラビアや南 インド 
のムスリム商人が大陸のこの部分にまで旅行し、布教のための彼らの無私の努力により、マレ！半島ばか 
りでなく、この地域の数千の島々がほぼ完全に イスラ ームに帰依した0 インドネシアと フイ リピンの 南部 
諸島では イスラ ームがきわめて優勢なのである。ただし多数の小国家に分裂していたこの地域は、次第に 
ヨー 〇 ッパ 人、とりわけ イギリス 人、 オランダ 人の隸属下に入っていった。 

数世紀にわたる外人支配ののち、七千万人のムスリムを擁するインドネシアは、よぅやく独立をとり戻 
した。イギリス連邦内にあって完全な主権を要求していたマレー1は、これをきわめて平和裡に獲得し 
た0 
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アフリカ 

五 I I エジプトからモロッコにかけての北 アフリカ ー帯は、ごく初期からイスラームの版図の中に 
あった。この大陸の他の地域はそれぞれ固有の発展の歴史をもっている。東アフリカは、地理的にアラビ 
.アに近かったため、まず最初にイスラームの影簪を受けているのは当然である。その他の大部分が強度に 
イスラ— ム 化されたばかりでなく、きわめて重要な ムスリム 諸国家が成立して いる。 

五 I 二西アフリカがイスラームを知ったのは後のことであるが、幾人かの当地のムスリム支配者の精 
力的な努力 —— 土着の文化の密着した努力——のおかげで、大部分がこの信仰に帰依した。 

この地域には数世紀にわたり正真正銘のムスリム帝国がいくつか存在しているのである。アラブの年代 
記作者によれば、最初にアメリカ、とりわけブラジルへの航路を発見したのは、この地域の冒険的な船乗 
りであったといわれる。クリストファー • n ロンブスやその後継者たちのもとでブ-フジルに赴いた. C く初 
期のョーロッパ人は' その地で黒人を発見している。 

歴史的文献は散佚しているが、アメリカの植民地化 (C ブラック.アフリカのムスリムやべ.ルべル人が参 
加したと信ずるに足りる理由がある。なぜならブラジルという名称であるが、ベルベル族にはビルザラと 
いう有名な部族があり、その成員は集合名詞でまさしくブラジルと呼ばれているのである。大西洋にある 
パルマ島は、办 P てべルべルのベニー•フワラ族になんでぺネ.ホアレと呼ばれていた。この事実は上記 
の仮説を有力にするものであろう。 

西アフリカのムスリムとアメリカの関係は、ムスリム.スペインが没落し、 3~ D ッ。ハがアメリカに航 
海を始めるまで続いた。ただしアフリカもフランス、イギリス、ドイツ，イタリ—、スペイン、ポルトガ 
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ル、ベルギー等の ョ ーロッ。ハ列強の餌食となった。 アフリカ 大陸には、 イスラーム 支配をかって経験した 
ことのない広大な地域がある。 

しかしこの地域では現在でも、西欧の支配者や黒幕たちが行なう怠りない警戒、妨害にもかかわらず、 
イスラームが普及しつつある。最近の脱植民地化に伴ない、 イスラー ムが多数を占める国々は、 非ムスリ 
ムの独裁と圧制のとりことなっている例外的な国々があるにせよ、ほとんどが独立をかちとった。また他 
の諸地域も、より多くの自治権獲得のために邁進しているのである。仏領ソマリランド、 コモ レス、スぺ 
イン領サハラがその顕著な例である。 

現代世界 

五一三 インドネシアから モロッコにかけて、すでに国連に加盟した国家の数は 三十を こえている。ョー 
ロッ。ハにアルバニアがあるというならば、ソビエト領内にもいくつかの ムス リム共和国があり、その自治 
権は徐々に増大し、 イスラ— ムの宗教についても自由がかちとられつつある模様である。 

イギリスが発展させた連邦制は、あらゆる非ムスリム諸国と接近したところで、もしも統率者が理性と 
廉直さの持主であり、私的関心に国家的関心を優先させる人物であれば' ムスリムの独立達成を妨げるこ 
とが決してできない事実を証明した。 

もしも スペイン、フランス、ロシア、インド、中国がそれぞれの ムスリム 保護領を真の自治に向かって 
指導するならば、具体的な解放闘争は存在理由を失ない' 同時に人々は普遍的な福祉の観念に基づいて、 
協調、協力の精神をもって生きることができるであろう。 
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五一四今やィスラ ー ムは、事実十数世紀にわたり、主要な人種に属する人々の間で説かれてきた。例 
外といえば、 アメリカの レッド.インディアン位であろう。 

アラビア1の SSH 民は、特にイスラーム本来の教えの「管理者」であり「貯蔵所」ともいえるクルアー 
ンとハディースが彼らの言語で書かれている点を、自慢のたねにしている。インド.パキスタン人とマレ 
— •ィンドネシア人は、二つの最も数の多い人種的グループを形成している。黒人種は、今日にいたるま 
でその H ネルギーを貯えつづけているという特権^受している。 

ロンドンのアーノルド •トイ ンビー のような博識な学者たちは、人類の文明の来るべき段階に指導的な 
役割を果すのは黒人であろうと躊躇なく考えている。現実にイスラ—ムは、この人種の中におびただしい 
信者を獲得しつつある。 これらの 新たな改宗者たちが示す熱心さはひとも知るところである。 

五 I 五世界中のムスリムの正確な数を述べることはほとんど不可能である。死亡、出産による変化は 
もちろんのこと、個人的理由から公表を望まない改宗者もいるからである。ただし入手しうるすベての証 
拠から、アダムとイヴの子孫の四分の一から五分の一が、すで 1 C 毎□カアバ神殿(マッカ)を向いて' 
「アッ ラ ー フ . アクバ ル」つまりアツラ ー は至大な りと 唱えていることは疑いない。 
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誕生 

五 I 六 もしもある宗教が特定の人種' 特定の国民のためのものでなく、全人類のためのものである 
とするならば、誕生には二つの種類，つまり恣意的なものと恣意的でないものが存在する。 

五一七 第 I の恣意的誕生、つまり自分の行為を完全に意識しぅる成人による自由意志に基づく改宗 
があげられる。これは預言者ムハンマドが、「舌による宣言と心による肯定」と述べていることと関係し 
ている。 

候補者はまず入浴するか、シャヮ I を浴びることが望ましい。これは無知と不信の穢れを身体から象徴 
的に洗い清めるためのものである。ついで彼は、普通二人の証人の前でつぎのよぅな決まり文句を唱える。 

「アシユハド•アツラー•ィラ—ハ•ィツラツ==ラ—フ•ワ•アシユハド•アンナ•ムハンマダン=ラス 
I ルツ==ラ—」 (私は アツラー 以外に神は ないことを 証言し ます。またムハンマドがアツラー の御使いであ 
る ことを 証言し ます)。 
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五 | 八 預言者は新改 AMP に名を尋ね、それがイスラーム的なものでない場合、彼に新しく、適当な 
名前を授けることをつねとしていた。したがってもしも「カアバの崇拝者」とか「太陽の崇拝者」、「放蕩 
者」、「誤まてる者」といった名前がついていた場合、•預言者は決してそのよう i を許さなかった害であ 
る。 

現在改宗者は一般に、聖なる預言者と、信者にとっての母ともいえる彼の妻たちの母国語、したがって 
すべてのムスリムの母国語であるといえるアラビア語の呼び名をもっている。 

五 I 九 アラビア語がすべてのムスリムの精神的母国語であるとすれば、クルアーンを原典で読むた 
めに、ムスリムがそれを' 少なくともそのアルファベットを学習することは彼の社会的義務である。改宗 
者たちは、あらゆる時代を通じてアラビア語をきわめて重視してきたため、母国語にアラビア文 f 採用 
している例も少なくない。ペルシャ語、トルコ語、ウルドゥー語、マレ—語、パシ-ユトゥー語' クルド語 
スペイン語、リトアニア語、アフリカ—ン捂等がこの例に該当している。 

イスラ—ムへの新改宗者は' 社会的義務として、アラビア文字を学習し' 自国語で通信するさいにも、 
少なくともムスリム同志ではそれを用いることが望ましい。事実アラビア文字がその母音表記の符号とと 
もに用いられた場合に.は正確さ、曖昧さの欠如といった点で世界のいかなる文字よりもはるかにすぐれて 
いる。そ®美的なこと、経済的価値(それが速記の表現に似ているという点で)についてはいわずもがな 
である。 

五一九 ( a ) 非アラブ•ムスリムが自国語にアラビア文字を採用する場合、アルファべットの文字そ 
のものばかりでなく、.母音記号を増やす必要があった。このような増補は国と時代によって異なっている。 
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それというのもムスリム世界には' I 定の改革 f 作り、実行させるようなの学術的権威が存在し 
なかったからである。事実アラビア語ではない言語*固有名詞をアラビア文字で表記するにあたり統 I し 
た方式を創り出すために、ムスリム諸国、ならびにアラビア文字を用いている非ムスリム諸国がすぐにで 
も国際会議を催す必要は十分にあるといえよう。これにより不幸にも現在見られるような事態、つまり T 
ラビア語ではない同じ立 f 異なった言語が異なった文字で表記するという混乱が避けられるであろう。 

アラビア語アルファベットの文字の追加のもっとも古い例は' ペルシャ語とトル n 語に見られるもので 
あろう。また母音記号の増補のもっとも古い例はスペイン人が非アラビア語のために考案したものである 
(この場合非アラビア語とはスペイン語で aljamiado であるが、これは非ア-ブビア語、つまりイベリア 
半島の言語を意味する all^jamiyat の訛りである。この形式ではクルア—ンの翻訳を初め_にのぼ 
る手稿本が現存している)。 

さらに アラブは現代において外国語の固有名詞の発音や' それほど重要ではないが方言のもつ特殊な音 
を正確に再現するため、■ある種の増補が必要であるとしている。われわれの知るかぎり、これまで提案さ 
れた方式でもっとも良く、正確なものは、デカンのハイデラバードにあったオスマニア大学が採用した方 
式であろう。 この 大学は固有の^^を用いて エルネスト•ニスの 「諸国民の法の起源」その他の大規模な 
出版を行なっているが、 この 方式に より 十二もの新旧ョーロッパ語の表記が行なわれている。 この ア ラビ 
ア文字に よる 表記方式の詳細は'「イスラミック. カル チャー J 、 ハイデラ，ハード、一九四〇年刊四八六頁 
以降に見られる。 
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五二〇 普通アラビア語アルファベットは、二十八文字から成っている。この数は月の二十八宿に一 
致し、同時に一から千を示す数字としても用いられている。なおこれを書く場合には右から左方向にむか 
つて書く。 

注1現在は文字の順序は教育的見地から S されている。そしてそれぞれの文字は辞書においては形態の類似性 
にしたがって配列されている。ちなみに i には完全形と不完_がある。不完全形は通常の筆記に、完全形は次の 
語と区別するため各語の最後に来る形である。ここでは完のみをあげた。 


1 ■ — 、 


C5S -C5? •匕 S 


3こ Ur 3 i 

E J d30c> 加 

J V r ^ 〇 5 

メ v , 6 ^ .0“ 
J < ACT15 • c/o 
9^ ^ i ^ 
J .?*. プ州 


I Kw 


こ 》 


ふ 


9¢上川 


^ s J 

< 4 /fc 

0 J ; f 

4 / • 4 4 

0 J o 

< 4 ✓% 4 

こ〇 -. 乙 -} 
こ * bcj> 

• こて ocs 
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f ら左に並べられたこれら二十八文字は概ね以下のよぅな音価を示している(説明のさいには煩雑を 
避け英語の発音に準ずる)。 (一) 曖昧音、母音の性質、文字の位置により a 、 i、U もしくは a a と発音 
される。(二 ) b (三 ) t (四) th (英語の ) (五 ) j (六)軟口蓋音の h (七)軟口蓋音の kh (八) 
d (九 ) dh c dz に近い)(十 ) r (十| ) Z (±1) s (±5 sh (十四) SW (十五) dw (十六) tw 
(十七) ZW (十八)曖昧软口蓋音、母音の性質により a 、 .1 もしくは U (十九) gh (軟口蓋音の bo ) (二 十) 
f (二 f ) q (軟口蓋音の K ) (ニニ ) k (二三)1 ( 二四) m (二五 ) n (二六)場所により W も一 
00(二七 ) h (二八)場所により ブもしくは时。 

アラビア文字の通常の母音記号は以下のごとくである。 

♦ S » I ^ \ 

I I I ，- ■1 •11 n H 
免 \ 

gs s2S lmn 1 

上記の諸記号は右から左にかけて以下のよぅな音価を示す。 (一 )a (一一 ) i (三 ) u (四 ) aa (五) 
休止(六)同子音重複(七)§ (八 ) in (九) un 。ただしこれらは、読者が読むさいに、暧昧になるのを 
避けたい場合にのみ用いられる。これらはき' 印刷の場合にも普通用いられることはない。アラビア 
語を母国語とする読者にはこの種の補助的記号は不必要だからである。 

以上の文 f 記号のみで、基礎的なアラビア語のためには十分である。アラビア語のひどい方言でない 
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かぎりこれで足り、通俗的な発音にも通用する。ただし非アラビア語を再現するさいこれでは特殊の場合 
に不十分で*)る。 . 

五二〇 ( a ) イスラーム圈東方のペルシャ語、クルド語、パシユトゥ—語、ウルドゥ—語等のような諸 
言語においてもまた西方諸言語においても' 以下のような増補が行われ、またそれでほとんど十分である。 
aw (^ 11 の? 0 £の 0 に類似) 

P 

ch (英語の chance ) 

英語の pleasure の su 

ドイツ語 sprechen , einig の ch もしくは ig 
V (英語の一 ove もしくはドイツ語の w) 

G 

フランス語一 ig o e の gn 

鼻音の n (フランス語におけるような) 

フランス語 sfe の e 、 のような音、(英語 base の a に近い) 

母音記号で補足されるものは以下の通りである。 
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これも右から左にかけて、(一)英語の at の a (二)英語 let の e (三)短い0、フランス語 de の e の 
ような 音(四)英語 and もしくは Allen のような 長い a 。 

五二 I つぎに問題となるのは恣意的でない誕生であるが、これはムスリムの家庭に子供が生まれる 
よ)0な場合である。助産婦が仕事を終えるとすぐに子供の右耳にアザーンが唱えられ' ついで左耳にィカ 
丨マが唱えられる。それは子供が耳にする最初のものが信仰の証しであり、創造者の尊崇、自らの幸福へ 
の呼びかけであるようにという配慮からなされる。 

アザーン、つまり礼拝への呼びかけはつぎのようなものである。(原文と読みは付録一参照)。「アツラ 
I は至大なり」(四回繰り返す)。「(私は)アツラー以外に神はなし(と証言する)」(二回 ) r (私は)ムハ 
ンマドがアツラ！の御使いである(と証言する)」(二回)「礼拝に来たれ」(二回)「繁栄のもとに f れ」 

(1 一回)「アツラーは至大なり」(二回)「アツラー以外に神はなし j (二回)。 

ィカ—マ、つまり礼拝の準備完了を述べる言葉は以下のような表現からなりたっている(原文と読み方 
は付録二参照)。「アツラーは至大なり。アツラ—は至大なり。アツラー以外に神はなし。ムハンマドはアツ 
ラーの御使いなり。礼拝に来たれ。繁栄のもとに来たれ。かくて？*の準備は完了した。アツラーは至大 
なり。 アツ ラーは至大なり。アツラー以外に神はなし」。 

注1アザ—ンは普通マナ—ラの上から声高に唱えられる。朝の礼拝の場合には、「繁栄のもとに来たれ」という言葉 
のあとに「礼拝は眠りにまさる)アツ=サラート•ハィルン•ミナン=ナウム)」とい.っ言葉が二度繰り返される。シ— 
ア派はその代りに「善行のもとに来たれ(ハイヤ—•アラー•ハィリ==ル==アマル)「という言葉を唱える。 
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注 2 ィカーマは：^:の直前に唱えられる。 

若年の頃の生活 

五ニニ 赤ん坊の髪の毛を最初に切ったおり、その重さと等量の銀もしくはそれに相当する現金を貧 
乏人に分け与える。可能な場合には山羊か羊を屠殺し、貧乏人や友人に振舞う。これはアキーダと呼ばれ 
る0 

五二三 年令には制限がないが、男子の場合幼少の頃に割礼が施される。ただし成人改宗者にはこれ 
は必要ではない。 

五二四 子供が学業を始める年令、つまり四才頃になると、その家庭は子供が最初の授業を受けた直 
後に宴会を催す。そしてその子供の前で、彼を祝福する意味でクルアーン第九六章の最初の五節が唱えら 
れる。これは無学なィスラ—ムの預言者に下された最初の啓示であり、読み書きに関するものである。子 
供は一語一語それを復唱させられる。以下はその翻訳である(原文と読み方は付録三参照)。 

慈悲ぶかく慈愛あまねきアツラーの御名において…… 

誦め、 r 創造主なる主の御名において。いとも小さい凝血から人間をば創りなし給う 。 j 

誦め、 r 汝の主はこよなく有難いお方。筆もつすべを教え給う。人間に未知なることを教え給う。」 




第十五章ムスリムの日常生活 


五二五 それをすますと子供は、礼拝の仕方を教えられ、徐々に後に詳しく述べるようなクルアーン 
の原文の暗誦を始める。男子、女子を問わず七才になると、両親は子供たちが礼拝の習慣を身につけるよ 
う彼らを教育し、それに欠ける場合制裁を加える。 

五11六 子供が思春期に達する と、 礼罾同様断食も義務的な ものになる。 ただし ムスリムの 家庭では 
子供たちはそれ以前にその習慣をつける。事実子供が初めてラマダ—ン月に断食を行った日は非常な喜び、 
祝宴の時である。 

普通子供が十ニオになると、まず手始めに一日だけ断食を行なう。その後毎年日数を増やし、彼が丸一月 
の断食という努力■に耐えうるようにする。成人したさいにはそれが必要なのである。 

五二七 巡礼は、可能な場合一生に一度行なう義務がある。それはズ=ル=ヒッジャ月の第二週、±1 
日に行なわれる。そのさい人々はマッカに集まり、マッカ近郊のアラファート、ムズダリファ、ミナー等の 
場所で約一週間を過ごす。種々の儀式を行なうにあたっては、職業的な案内人が巡礼者を一々指導する。そ 
の他の時期にカアバ神殿に参拝することをウムラという。その詳細は以下のごとくである。 

五二七 ( a ) 巡礼にあたり人々は通常の衣服を用いてはならず、儀式のための正式な装い、つまり 
ィフラームを着用しなければならない。これは縫い目のない腰布と、肩を蔽うもう一枚の布からなるもの 
で、頭は蔽ってはならない。(女性は日常の衣服を着用できるが、華美にわたってはならない。両腕、な 
らびに両足は踝まで蔽う必要がある。) 

外地より訪れる者は、マッカに入る前にハラムの外、つまり市の入口のところでィフラームに着換えて 
いなければならないが、マッカの住人は市内でこれに着換えてよい。 
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ついで アラ ファ—卜を訪れるが、そこでズ==ル=ヒッジャ月九日を丸一日礼拝と祈念で過ごす。そして 
その晚はムズダリファで過す。その後十日、十一日、十二日をミナ|で瑪こすが、その間毎日悪魔に対す 
る石投げの象徴的な儀式を行う。同時にマッカを訪れ、カアバの黒石の七回まわり(タワーフ)とサアイ 
の儀式を行なう。サアィとはカアバの近くにあるサファーとマル , 7の岩の間を七回歩く儀式である。タワー 
フのさいに唱えられる文句については付録二三、二四を参照されたい。またサアイのおりに唱えられる文 
句は付録二五を参照されたい。この文句はサファーとマルワの間を住復するさいに唱えられる。 

ィフラー ムを身につけてからそれを脱ぎすてるまで、信者はたえず、 とりわけ 礼拝のあとで夂ルビヤを 
唱え神の呼びかけに応えなければならない(原文は付録二六参照)。 

五二七 < b ) ウムラの場合にはアラファー ト 、ムズダリファ、ミナーで時を過す必要はなく、 タワ 
I フとサアィを行なえばよい。この儀式に関しては、ィフラ~ムを着用するさい、マッカの住人ですらも市 
の外に出なければならない。そしてタワーフとサアイを行ない、その後髮の毛の一部を剃ると平常の伏態 
に戻る。 

五二八 ザカ—卜とは、金銭.その他の蓄え、増大する富、例えば農業、工業、鉱業の結果えられる 
もの、公共牧場における羊、山羊、牛、駱駝の飼育、貯金等に課せられる税である。現在では非ムスリム 
国ばかりでなく、ムスリム諸国の信者の個人的な慈善行為に委ねられているのは貯金の対象分であり、そ 
の余は地1府が課税している。 

.ある男が若干の金額(例えば二百ディルハムとしよう。ディルハムとは預言者時代の銀貨で、ほぼ五ポ 
ンド、十四ドルに相当する)を稼ぎ、丸 I 年盱えていたとすれば、彼はその一一•五パーセントを税として 
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を繰り返し唱えてやる。これはタルキ—ムと呼ばれる。死体が硬直する前に、死者の両手は礼拝を行なう 
場合と同じ位置に、つまり胸の上で交差するか、両脇にまっすぐ伸ばすかする。 

五三 六 死者の遺体は、可能な場合埋葬前に洗い浄められる。そして通常の衣服をとりさったあと、 
三枚の布からなる死装束に包まれる。遺体を洗う場合、初めに石けんもしくはそれに類似するものの混ざ 
った水を注ぎ、二度目に石けんの類を洗い流し、最後に樟脳のようなものを混ぜた水で全体を洗う。水で 
洗うことが不可能な場合にはタヤンムム(これについては五五二項「沐浴」の説明参照)で代行する。死 
者を死装束で蔽ったのち、葬儀が行なわれる(その方式については五六九項参照)。 

葬儀は遺体がない場合にもとり行なわれることが可能である。葬儀はいかなる場所で行なわれようと有. 
効なのである。基は可能な場合マッカと平行して掘られ、死者の頭は力 T パの i に向くよう' やや右向 
きに置かれる。死者を墓に安置するさい、人々は「アッラーの御名において。アッラ—の御使いの宗教に 
のっとって」(原文と発音は付録四参照)と唱える。 

ムスリムの信ずるところによれば、二人の天使が死者の信仰についてある種の質問をしに墓所に彼を訪 
れる。死者の埋葬後、人々は死者がそれに答える方法を指示してやるかのように、墓所でこう唱えてやる 
のである。その文句の翻訳は以下の通りである(原文と発音は付録五参照。原文は死者が男性の場合と、 
女性の場合多少の相違がある。) 

「アッラーの下僕よ' 現実の世界を離れたさいの盟約を想い起こせ。それは次のような証言に要約され 
る。アッ ラー 以外に神は なし。 ムハンマドはアッ ラー の御使いで ある。 死後の楽園は真実で あり、 地獄の 
劫火も真実である。また墓での審問も真実であり、復活の時が来ることにも疑いはない。そしてアッラ— 
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は墓地に憩う者すべてを蘇らせ給う。お前はアツラ—を主として崇め、ィスラームを宗教として信じ、ム 
ハンマドをお前の預言者とし、クルアーンを導きに、カアバ神殿を：^の方向に、すべてのムスリムを兄 
弟とすることに満足した。アツラーがお前の確信を確かなものとされますように〇」 ( なぜならクルアーン 
は第一四章二七節でいっているのだから) r アツラーは信仰ぶかい人を現世においても、来世においても、 
善いお言葉でしっかりと立たせて下さるが、邪悪な人々は迷いの道にお引き入れになる。アツラーは御心 
のままにいかなることもなし給う J 。 

また(第八九章二七—三〇節参照) r 静かに安らぐ魂よ、主のみもとに帰り行け、気に入り、気に入ら 
れて。さあわしの下僕らの仲間となるがよい。わしの楽園に入るがよい j ともある。 

五三七 墓所で奢侈をきわめることは禁じられている。墓は簡単なものであればあるほどよい。余分 
の金はむしろ貧者や施しに相応しい者のために費やされるべきであり、この慈盩 JB 仃為の報酬が死者に及ぶ 
よう神に祈ることが望ましい。 

一般的慣習 

五三八 日々の礼拝や一年の祝祭の他に、ムスリムにとって望ましいある種の慣習がある。とりわけ 
重要なものは、たえずクルアーンの原典と注釋、もしくは翻訳を学び、その内容を自分の生活に同化する 
ためにそれについて熟考する習慣である。アツラーの言葉を祈念する以上に喜ばしいことがありうるであ 
ろうか。 

五三九 信者は何ごとかを始める前にビスミツ=ラーヒ(アツラーの御名によって)と唱え、それを 
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成し終えたさいにアル==ムハド•リツラー ヒ (アツラ ー に感謝を捧げたてまつる) と 唱えるべきである。 
ある ことを 望み、将来の ことと して約束した場合には、すぐに イン•シャー •? ツラ ー ( アツラーの 御心 
のままに) と 唱える。 

五四〇 二人のムスリムが出会った時にはサラ-ム•アライクム(もしくはアツ=サラ-ム•アライ 
クム貴方に平安があよ•っにの意)といって挨拶し、相手も同様に答えるか、ヮ•アライクムツ=サラ 
丨ムという。これらの表現はイスラ—ム以前の無明時代に用いられていた「今日は 1 T , 「今晩は」式の挨拶 
より広く用いられるものである。 

五四 I 眠りにつくにつけ、朝眼をさますにつけ、アツラーを讃える習慣をつける必要がある(その 

ための一番簡単な文句はスブハーナツ=ラ—である)。また次のように唱えて預言者にたいするアツラーの 

慈悲を乞う。アツラ—フンマ•サツリー•アラー •ムハンマデイン•ワ•パーリク•ワ•サツリム(神よ 

ムハンマドを祝福し、慈悲と平安を授け給えの意)。 

活 

生 五四二 預言者は右側を好まれた。はき物をつける時には、まず右足にはき、それから左足につけ、 

日脱ぐ時にはその逆にした。1を着る時にも右袖から先に通し、それから左袖を通した。髮をとかす時も 
ム頭の右半分を先にし、家やモスクは入る時にも右足を先にしている。ただし浴室や便所に入る場合には左 
ス足を先にし、出る時にはその逆にした。着物やはき物を脱ぐ時は左を先にし、ものを配る場合には右側の 
人々から始めた。 

五 五四二 ( a ) 自然の必要にかられたにせよ'恣意的にせよあらゆる行為を行なうにあたって、また例 
第えば礼拝の準備のようなもっとも^5な行為を始めるにあたって、たえず神を祈念する必要がある。ある 
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種の機会に聖なる預言者が用いた祈念の文句については先に記した(一六六項 ( b ) )。その他のものにつ 
いてはより詳細な、大著を参照されたい。 

食料と飲料 

五四三 この点に関してもっとも大切な事柄は以下のようなものである。 

五四四 豚(肉も脂も)はいかなる形でも食べてはならない。この点については T ル nl ル炊料も飲 
んではならないのと同様である。 

ここで後者に関する誤解を晴らす必要があろう。クルアーンで用いられているハムルという言葉は、本 
来葡萄の果汁から作られる葡萄酒の意味であるが、預言者の時代にはすでに材料のいかんを問わずすべて 
のアルコール飲料を指していた。ハムルに関する一節が普不されたさい、マディーナのムスリムが葡萄酒 
だけではなくあらゆる種類のアルコール肷料を捨ててしまったのはこのためである。マディーナにおいて 
は醸造炊料は棗椰子の実から作られていたことに留意すべきであろう。 

また肉類に関しては、ムスリムは正式に屠殺された動物、鳥の肉汁以外を食用にしてはならない。クル 
アーン(第五章三節)はいっている。 

「お前たちに禁じられているもの(食物は)は、死獣の肉、血、豚肉、それからアッラ—以外のもの(神) 
に捧げられたもの' 絞め殺された動物、打ち殺された動物、墜落して死んだ動物、角で突き殺された動物、 
また他の猛猷のくらったもの、ただしお前たちが自分で手を下して最後の止めをさしたものは別である。 
また偶像神の石壇で屠られたもの……だが はげしい 饑饉の時は、 自ら 好んで罪を犯そうとしてするのでな 
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く、無理強いされる者にたいしては、まことアツラーは限りない寛容と慈悲を示したまう」。 

合法的な動物、鳥類にしても、非ムスリムの手で屠殺された場合、彼が天啓の書をもつ共同体(例えば 
キリスト教、ユダヤ教)の一員で、その宗教の正式な手続にのっとって屠殺された場合を除き、それを食 
ベることは許されない。したがってキリスト教徒が絞殺した鶏は、ムスリムが頸を締めた鶏同様合法的な 
食物ではない。 

五四五 正式な屠殺を行なうさいにはビスミツ=ラ I ( アツラーの御名において)と唱え、喉元を切る。 
つまり気管、食道、二本の頸動脈を切る訳である。動物が完全に死ぬまで背骨に手をつけたり、まして首 
を切り離したり、皮をはいだりしてはならない。 

五四六 金銀の皿や食器の使用はムスリムには禁じられている。預言者はいっている。「男性は金と 
純絹を用いてはならない。それらは女性だけに許されたものである J 。 これには多少の例外がある。したが 
って衣服に絹を用いることは許される。歯の治療に金を用いるのもよい。カリフ、ウスマ—ンは金歯をし 
ていた。 

またアルファジャ•ィブン♦アスアドという男は、預言者自身からアルファジャが金の鼻をつけてふ6 
と許されたとのことである。この男は戦争で鼻を失ない、銀の人工鼻をつけていたが、これが腐食してし 
まったためである。 

衣装と髪形 

五四七 ムスリムの男性は、すべて天然の絹で作られた着物を着てはならず、赤い衣裳も禁じられて 
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いる。預言者は顎 a を生やしており、ムスリムもこうすることがよいとされている。 

五四八 ムスリム女性は' きちんと肉体を蔽うような衣裳をつけねばならない。したが〇て身体の部 
分をあらわに多くみせる袖なし上着、肩を出した夜会服' 透けてみえるような布で作った洋服等はさける 
必要がある。 

衣裳、髪形のいずれにおいても男性の真似をしてはならないし、派手な女たちがするようなことは一切 
慎しむべきである。 さらに 礼拝を行なうにあたっては頭を蔽わなければならない。 

預言者は女性が。ハンタロンを - ii くように勧めている。または女性の上衣は脛の中央より短かくてはなら 
ず、踝の下まで達している方が望ましい(アブ—•ダ—ゥード、ティルミズィー、ィブン•ハンパル等多 
くの人々が伝えている伝承による)。 

礼拝と沐浴 

五四九 預言者は、「清潔は信仰の半分である」といっている。したがって礼拝を行なうにあたり、ま 
ず信者の肉体は清潔でなければな-5.ない。 

普通、日常的な礼拝を行なうにあたっては、たんなる沐浴で十分である。ただし他の場合には入浴が必要 
とされている。このさいもシャヮ—を用いる方が望ましいとされている。これが必要なのは、夫婦が性交 
を行なったあとであり、また男性の場合夢精のあと、女性の場合月経ならびに出産後のおりものが終ったあ 
とにも必要である。毎週金曜日の集団礼拝のさいには入浴する方がよいとされている。 

五五〇入浴の方法は、一定の洗浄を行なったのち、身体中に水を頭から足まで少なくとも三回かける。 
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浴槽を用いて入浴した場合、それを空にしたあとで、シャワ I がない場合、例えば大きな水差しで頭と肩 
に清潔な水を注ぐ。 

五五 I 沐浴の方法は以下のごとくである。まず初めに沐浴を行なう意志を明らかにするため、ビスミ 
ツ=ラー(アッラー の御名において)と唱える。 そして 両手を手頸まで洗い、それから水で口をすすぎ、 
鼻孔を清める。ついで顔を額から顎にかけて洗い、それからまず右腕、ついで左腕を肘にかけて洗う。そ 
して濡れた指で頭と耳孔(ある学者によれば頸も)をなで、その後まず右足、ついで左足を踝のところま 
で洗う。これら一々の行為は三回ずつ行なわれなければならない(水がない場合は別である。その■さいには 
一度でも十分で ある)。 

五五二 完全に水がない場合' タヤンムム、つまり土による沐浴が許される。これは医学的理由から 
水にさわることのできない病人にも許されている。このさいにも洗浄を行なう意志を明らかにするためビス 
ミッ=ラーと唱え、両手を清潔な土 (家の壁でもよい)の上に置き、それから掌で顔をなでる。それから 
ふたたび両手を土の上に置き' それから左の掌で右の前腕をなで、ついで右の掌で左の前腕をなでる。こ 
れは全能の神を前にした人間の謙譲を示す象徽的な行為である。 

五五三 沐浴は礼拝ごとに繰り返す必要がない。ただし睡眠、放庇、小便、もしくは陰部から何かが 
出た場合、あるいは嘔吐によって先の沐浴が無効になった場合はやり直さなければならない。また便所で 
は普通水を用いるべきであり、紙だけでは十分ではない。 

五五四 礼拝のさいにはまた、清潔な衣裳をつけ、清潔な場所を選び、同時にキブラ(マッカのカア 
パ神殿)の方向を知っていなければならない。そのためには' ごく普通の世界地図を利用し、マッカ(ア 
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ラビア半島西岸のほぼ中央)の方角をたやすく知ることができる。それから磁石を用いて正確な位置を求 
めうる。例えばイギリスにいる人々は南東を向き、アメリカ合衆国にいる者は東南東を向けば良い。 

ただし地球は球形をしており、任意の場所と カ アバとの最短距離が求められねばならぬ点に留意すべき 
である。したがって ニユ —ml クに いる者にとって東南東が最短距離であるが、 アラスカに いる者にとっ 
ては南西が近い。 

カアバと正反対の地点はサンドウィッチあるいはサモア諸島のあたりであるが、例えば船でこの地点を 
通過し.ている場合、四つの方角がすべて等距離になる。それゆえ方角はカアバ神殿の内部 1 C おけると同様、 
礼拝の指導者の選択に委ねられる。 

五五五 礼拝は日に五回なされるが、そのうち毎金曙日の二番目の礼拝は集団礼拝にとって代られる。 
その他年に二回の特別な礼拝があるが、それは断食月の終りの祭りと、マッカ巡礼のおりと一致する犠牲 
祭を祝うためのものである。 

すべての礼拝は形式的には類似しており、長さが異なるのみである。ただし葬儀の礼拝は例外であるが 
これに〇いてはのちに五六九項で述べる。したがって夜明けに行なわれる一日で最初の礼拝はニラカート、 
(この言葉については後述する)である。そして第二、第三番目の礼拝(正午と午後の礼拝)は四ラカー 
卜、四番目(夕方)の礼拝は三ラカート、五番目(夜)の礼拝は四ラカ—卜である。金曜日と祭日の礼拝 
はすべてニラカートである。預言者は五番目の礼拝のあとでいま一つの礼拝、ウィトルと呼ばれる三ラカ 
1卜の礼拝を追加するよう勧めている。 

五五五 ( a ) 毎日義務的なものとされているのは、日に五回の礼拝であるが、預言者はそれぞれの 
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のさいに追加の？^を行ない、それが信者たちにたいしてもきわめて望ましい行為とみなされている。 

それを別記すれば、朝の祈りの前のニラカート'正午の祈りの場合、義務的な礼拝の前の四ラカート、 
(もしくは ニラカートの礼拝二回)と後のニラカ— 卜、 夕方の祈りのあとのニラカート、それに夜の■祈り 
のあとの三ラカートの礼拝である。最後の礼拝はウイ トルと 呼ばれているが、これはハナ フイー 派の場合 
で、他の法学派によれば初め fc ニラカート 、ついで T フカートの礼拝が行なわれる。これら追加の礼拝は、 
きわめて望ましいものなのである。 

これ以外にもナファル、つまり義務以外の宗教的行為として好きなだけ礼拝を捧げることができる。 
礼拝は多ければ多いほど良いのである。さらにモスクを訪れたさいには、 タヒーヤト =ル= マ スジド(ア 
ツラ—©家居にたいする挨搜)としてニラカートの祈りを棒げることが望ましいとされている。 

五五六 礼拝の仕方は以下のごとくである。信者はまず必要な沐浴をすませ、適当な場所を探し、力 
アバの方角に顔を向け、両手を耳のところまであげて正しく礼拝の意志を述べる。 

「私は個人として(あるいは集団礼拝のイマーム、4^0くはイマームに従う者として)カアバ神殿に向 
き、何 ラ カートのかくかくの祈りをアツ ラ— に捧げます」(図|参照)。こういったあとで「アツ ラ—フ* 
アクパル」(アツラーは至大なり)と唱え、両手を下におろす。マーリキー派とシ—ア派によれば手は両 
脇に垂らし腿にふれるような姿勢をとるが、その他の派はすべて両手を腹の上で組み合わせ、そのさい左 
手が下で腹にふれ、その t に右手が くるよう にする(図 二 b 参照)。 

礼拝が始められたら、他人と話をしてはならず、視線は跪座したさいに額がつくあたりに固定される。 
そして一々の動作ごとに(立礼' 座礼、正座等)「アツ ラ—フ • ア クバ ル」と唱える。 
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注 1 二人 だけで 礼拝する場合 、I 人が イマ—ムを つとめ、 もう 一人は イマ—ムの右側のわずか後に立ち、彼に従う 。322 
三人以上の場合は、イマームの後に一列もしくは数列に 並ぶ。 イマームに従う者は声を立ててはならず、他人にきこえ 
ぬように祈りの文句を唱えなければならない。そして動作は完全にイマームの後に従う。 

五五七 礼拝はまずアツラ—を讚える言葉(付録六)で始まり、それからクルアーンの開扉の章(付 
録七)と、同じクルアーンの一章もしくは数節(例えば付録三、八、九、十、十一)が唱えられる。クル 
アーンのある部分を除き、原典はすべて声を立てずに唱えられる。クルア—ンの一部は、第一、第四、第 
五の礼拝のさい、ならびに金曜日、祝日の礼拝のさいにだけ声を立てて唱えられるが、それもイマームに 
限られている。 

五五八 上述したようなクルアーンの読誦が終ると、信者は立礼し、両手を曲げずに膝の上におく。 

この i で「讚えあれアツラー偉大なる御方」(付録一二、図三)と三回唱える。それからをなおし 
て直立し ' r われらが主よ、汝に讚えあれ」(付録 I 三)と唱える。この場合は手は組まず、両脇に垂らす。 
それから座礼を行ない、膝を曲げ、額と鼻、掌を床につける(図四 a 、 b )。 この姿勢で、 r 讚えあれアツ 
ラー、至大なる御方」(付録一四)と三回唱える。 

それから正座する(図五 a ) がそのさい重心は左足にかけ、右足は爪先を床につけ踵を上にむける(図 
五 b ) 、この姿勢でアツラーの許しを求める(付録一五)。それから二度目の座礼を行ない、第|回目と同 
様 アツ ラ—を讚える言葉を三回唱えて立ち上る。以上直立、立札、二度の座礼を合わせて ー ラカート 

五五九 第ニラカートは、クルアーンの開扉の章(付録七)を唱えることで始まり' それからクルア 
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—ンの他の一部(例えば付録八から十 I までのどれでもよい)を続ける。 

このさいアツラ—を讚える言葉(付録六)は省略する。それから立礼し、三度アツラ—を唱えて立ち上 
り、アツラ—に感謝を棒げ、それから二度座礼し、第ーラカートと同じ文句を唱える。この段階で、立ち 
上らずに左足に重心をかけ正座したままアツラ—に呼びかけ、自分の信仰を証明する言葉を述べる(付録 
I 六)。 

五六〇 ，第一{朝)の礼拝と金曜日、祝日の礼拝はニラカートであるため、このアツラ—への呼びか 
けのあとで' 祈願(付録 I 七)を付け加える。そして最後に顔を右に！ S 1'- けて「アツサラーム.アラィクム 
•ヮ •ラフマ トツ H ラー」(あなた方に平安とアツラ—の恵みあれ」と唱える(図六 a )。 それか.向き 
(図六 b )、 その場合にもほとんどの流派によれば上述の文句 f っ|度繰り返し、礼拝は終了する。 

礼拝がニラカート以上の場合は、アツラーへの呼びかけ(付録 I 六)のあとでふたたび直立し、すぐク 
ルアーンの開扉の章(付録七)を唱える。(最初のニラカ—卜と異なり)そのあとで何もつけ加'ぐに 
立礼し、直立し、二度の座礼を行なう。 

夕べの祈りのように、三ラカートの礼拝の場合、ここで座ったままアツラ—への呼びかけを行ない、祈 
願を唱え' 右左へ向けての挨搜で礼拝を終る。 

正午、午後と夜の礼拝のように四ラカートの礼拝の場合には、第三ラカートの二度の座礼を終えてすぐ 
に立ち上り、それからクルアーンの開扉の章(付録七)を唱える。それから立礼、直立、二度の座礼を行 
なったあと、正座したままアツラ—への呼びかけを行ない、祈願を唱えて、挨拶をして礼拝を終る。 
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いくつかの特例 

五六ー シャーフイイー派とハンパリー派は、朝の礼拝のさいにクスートと呼ばれる特別の文句を唱 
える。その場合第ニラカートで立礼したのち直立したさい、座礼を行なぅ前にこの文句(付録ニー)を唱え 
る。他の流派は、預言者の慣行が一時的なものにすぎぬとして、これを正式にとり入れていない。 

礼拝のさいの種々の姿勢 
図一、礼拝の開始 

図二、クル T —ンの読誦。 ( a ) シー了派、マーリキー派、 ( b ) ハナフイー派、； N ャーフイイ—派、 

ハンパリー派の場合。 

図三、ルクーゥ(立札) 

図四、 サジダ (座礼)、 ( a ) 前方から見た図。 ( b ) 後方から見た図。 

図五、二度の座礼の間の正座の姿勢。 ( a ) 前方から見た図。 ( b > 後方から見た図。 

図六、最後の挨拶' ( a ) 右を向いた姿勢。 ( b ) 左を向いた姿勢。 
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五六 ニ ハナフイー派もクヌート(付録ニニ)の文句を唱えるが、これは夜の祈りの後に行うゥイト 
ルの礼拝の第三ラカートに行なう。この場合第三ラカートのクル T —ン開扉の章読誦ののち、立礼する前に 
この文句を唱える。唱え終ったあとで立礼し、以後通常の方式で礼拝を終える。ただし集団礼拝の場合' 
イマームが何派に属していようと、彼に従わなければならない。 

五六三 また第ニラカートの終りで? I めてアッラーへの呼びかけを行なうさい' 預言者にたいする祝 
福を行なうべきであるとする派がある。ただし他の流派は二度目に正座した最後にこれを行なえばよいと 
している。 

法学派による相違 

五六三 ( a ) ( | ) ムスリムの間には三つの主要なグループ、つまりスンニ—派、シーア派、イバー 
デイ—派(ハヮーリジユ派ともいわれる)があり、さらにそこからいくつかの小分派に■分かれている。た 
だし彼らの間の相違は教義、儀礼のいずれをとってもごく僅かなものにすぎない。 

この入門書において、これらの相違の詳細、歴史について言及することは妥当ではあるまい。とはいえ 
大都会でさまざまな流派のムスリムが同じ行為を異なった方法で行なう姿を目擊する人々は、このような相 
違が何に由来するかと問わずにはいられないのである。 

ここでは各派の指導的な理論家の推論の結果である教義の側面を f して、儀礼的な問 SI についてのみ 
説明しよう。そのさいまず初めに、あらゆる主張が誰かの創意によるものではなく、預言者自身に由来し 
ていること、つまり彼の言行に関する報告から帰納的に引き出されている ことに 留意しなければならな 
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(二) 預言者自身、時おりある種の行為、礼拝の文句を変えている。時には彼は自分の以前の慣行を廃 
棄すべきであると明言さえしているのである(例えば立礼のさい、預言者は初め両 f 下に垂らしていた。 
しかしの ちに両手を膝におき、先の慣行を禁じている)。 しかし 他の場合には'慣行を変えても特にそれに、 
言及して いない。 いくつかの場合には預言者の没後数世紀のちに議論がもち上り、1たちが預言者の言 
行に関する報告に異なった解釈を下している例がない訳ではない。 

(三) したがって実際には、これらの相違はすべて聖なる預言者自身の異なった慣行に由来しているこ 
とは明らかであり、誰もそのいずれかを蔑視する権利をもってはいないのである。同一の行為を行なうさい 
の方法の相違がいつ生じたかを決める資料はしばしば存在せず、したがって後の慣行が先の慣行を廃棄す 
るという法則が適用できない例が多い。ところでもしもあるシャーフイイ—派の信者が' ハナフイー派の 
イマ— ムの指導のもとでの礼拝を拒むとするならば、それはこのシャーフイイー派の男が、預言者に従う 
ことを拒む態度に他ならない。預言者はシャ—フイイー派が認めていない方法できちんと礼拝を行なってい 
たのである。これはなんという尊大な態度であろうか。 

(四) イスラー ムの文献に現れる預言者ムハンマドの呼び名の中に「アッラーに賞でられた者」(ハピー 
ブッ=ラー)という名がある。聖なるクルアーンは明らかに(第三三章二一節)ムハンマドの中にはすベ 
てのムスリムが範とすべき最良の資質がある、と述べているのである。実にアッラ—は彼を愛するあまり 
ムスリムたる者は預言者が廃棄しなかったありとあらゆる行為を模倣するよう望まれているのである。 

同一の行為を異なった方法で行なうことに関しては、ある者がある方法を採用し、他の者が他の方法をと 
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る以外に解決の手段はない。したがってアツラーは彼の愛する預言者のすべての行為を異なった流派によ 
って永続させようと望まれたかの感さえあるのである。この点に関してはたがいに寛容の精神をもって他 
を尊敬しなければならない。 

礼拝の防害 

五六四 礼拝中に他人に話しかけたり、放庇したり、声高 fc 笑ったり、飲み食いした場合には礼拝は 
無効になる。その場合ふたたび沐浴を行なってから新たに礼拝を行なわなければならない。ただし、礼拝 
のさい 1 C ある行為を忘れてしまい、後になって想い出した場合、礼拝をやり始める必要はなく、最後まで 
続け、呼びかけ、祈願(付録一六、一七)を行なったら二度座礼し、最後の挨拶を述べればよい。 

失念を補うこの座礼のさいには、通常の アツ ラーにたいする讚美(付録 I 四)を唱えてもよいが、他の 
文句(付録一八)、つまり「眠ること、忘れることなき アツ ラーよ讚えあれ」がより相応しいとされてい 
る。 

五六五 金曜日の礼拝に遅れて#^した者は、すでに行なわれてしまった部分に関して思いまどうこ 
となく、イマ—ムの動作 1 C 従う。. 

まるまるーラカ—卜もしくはそれ以上遅れてしまった場合には、イマームが最後の挨拶を行なったさい 
に立ち上って、遅れた部分のーラカ—卜、もしくはそれ以上を自分で捧げ、呼びかけ等の定めの行為を行 
なったあとで礼拝を終える挨拶をする。 

例えば朝の礼拝で第ニラカ—卜の座礼の部分で集団の礼拝に加わった場合、イマ—ムとともに捧げる礼 
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拝はーラカートである(しかしこのーラカ—卜は勘定に入らない)。したがってその後立ち上ってもう I 度 

I ラカート行ない、正座して第一の呼びかけを行ない、ついでもう I ラカート行なって礼拝を終える。 

ただし イマ— ムが立札しているさいに加わった者は、その ラ カ— 卜を すべて行なったとみなされ、遅れた 
部分、例えばクルアーンの読誦について考慮する必要がない。ただし イマー ムの立礼のあとで参加した者 
は、直立して.いようが、座礼していようが、座礼の姿勢にあろうが、その ラ カ—卜を失ない、したがって 
イマ— ムが挨搜したあとで不足分を補わなければならない。 

一般的問題 

五六六 もしもカアバ神殿の正確な方角が解らない場合には、推測を下すだけで足りる。神はどこに 
でも遍在されるのだから。 

礼拝のさいには真擎であること、1¢#の$に努めなければならない。そして(座礼のさい)額が床に 
つくあたりを見凝め(立札のさいには足の爪のあたりを見つめ、座礼のおりにも眼をきちんとあけている) 
上を仰ぎみたり、左右に向いたりしてはならない。座礼のさい、あるいは直立の姿勢に戻るさいなどに位 
置が前や後にずれるのは大変悪い習慣である。 

五六七 礼拝の後に、アッラーに自分の a みをいかなることでも祈念してよろしい。ただし最良の祈 
念は、クルアーンそれ自体が指示しているようなものである。 

五六八 礼拝のさいの文句はアラビア語で唱えられねばならないため、それらを暗記する必要がある。 
そ®さい、ファ—テイハ(開扉の章、付録七)から始めるとよい。この章は礼拝に欠くべからざる、もっ 
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とも基本的なものと見なされているのである。 

葬儀の礼拝 

五六九 葬儀の礼拝は形式的に他の礼拝とは異なる。沐浴を行なったのちカアバの方角を向き、両手を 
耳のところまであげ、礼拝の意志を述べ、例によってアツラーフ•アクバルを唱えたのちにアツラ—を讚 
える言葉を述べ、それからファーティハとクルア—ンの一部を唱えるまでは他の礼拝と同じである。ただ 
しそこで立札も座礼も行なわない。クルアーンを唱え終ったのち、さらにアツラ—フ •アク バルと唱え、直 
立したまま預言者への恵みを乞う言葉で始まり、生死を問わずすべてのムスリムを宥すよう神に願う文句 
を唱える(付録一九)。それから三度目のアツラ—フ•アクバルを唱え、ついで死者にたいする祈りの文句 
(付録二十)を唱える。そして四度目のアツラーフ•アクバルを唱え、最後に挨拶をする。 

病気と旅行 

五七〇 もしも病気で床についていなければならない場合、座っていても寝ながらでも、可能なかぎ 
りの礼拝を行なえばよい。座った姿勢で礼拝する場合、立札にあたる礼は、頭が床につかぬように行なう。 
横になって礼拝する場合、心の中で直立、立礼、座礼等を想いうかべながら、一々の段階でそれに相応し 
い文句を唱える。 

五七 j 旅行中の人々は預言者により、四ラカートをニラカートに縮める許可が与えられている。ま 
た預言者は時間が十分にない場合、いくつかの礼拝を一度に行なうことも許している。例えば第二、第三の 
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礼拝を昼間、日没、その他任意の時間に、また第四、第五の礼拝を夜間にといった具合 (£- 行なってかまわ 
ない(前掲一七〇項参照)。 

礼拝の時間 

五七|| 普通第一の礼拝(ファジユル)は黎明から日の出の間、眼覚めた時間に行なう。第二の礼拝、 

r スフル)は、太陽が正午に子午線を越えたあとで行なわれる。このための時間は三時間ほどである。第三 
の礼拝(アスル)は午後遅く、日没までの間に行なうべきとされている。四番目(マグリブ)は日没の直後 
に行なわれ.るが、その後一時間半ほどがこの5^:の時間とみなされている。最後の第五の礼拝(ィシャ ー) 
は黄昏の光が失せたあと、黎明がさしそめる前までの間いつでもよいとされているが、夜中の十二時以前 
がより好ましいとされている。 

五七三 上述のような礼拝時間は赤道地帯と熱帯の国々ではきわめて実行しやすくいかなる不都合も 
ない。しかし両極に近づけば近づくほど、昼夜の長さは夏と冬では大きな相違をもたらし、そのため太陽 
の動きはあまり役立たなくなる。 

北緯九十度、南緯九十度では、つまり極地では、太陽は冬至の一日を除いて六か月の間ずっと沈まず、 
他の六か月の夏至の日を除いて地平線の上にあり続ける。それより緯度の低いところでも、太陽は地平線 
上にあり続け、「昼」も「夜 j も沈まない。その期間は例えば緯度七十二度のところで； aw 月九日から八月 
四日まで、七十度では五月十七日から七月二十七日まで、六十八度では五月二十七日から七月十七日まで 
六十六度では六月十三日から同月二十九日までとい〇た具合である。それに対応する冬の期間には、太® 
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は地平線下にあり' 二十四時間の間少しも姿を現わさない。例えば北緯六十六度の地.点では' 六月三十日 
には零時三十分に太陽が出て、二十三時四十六分に沈む。また七月二日には零時三十分に太陽が昇り、二 
十三時三十二分に沈む。つまり陽が沈んでいるその余の僅かな時間に夜の三つの礼拝、マグリブ、イシャ 
~、ファジユルを三つとも果さなければならないのである。 

人々ははるか以前からこのような極地を訪れており、現在はさらに旅行する機会も多く、またその地に 
住みついている者も多いのである。ソ連圈には多くのムスリム労働者がいるといわれている。このような 
特殊な地域では、礼拝ばかりでなく、毎年の断食も太陽の動きによっていないことはいうまでもない。金 
曜日の問題にしても陽が七回沈んでのちという規定の仕方は通用しない。したがって法学者は、このよう 
な地域では太陽の動きによらず、時計に頼るよう勧めている。ただし妥協が許される特殊な地域と、通常 
の地域をどこで区切るかという問題が残る。同様にこのような特殊地域においても正確な礼拝時間を定め 
る必要がある。種々のムスリム国家の i たちが会議で認めた合理的な結論は以下のようなものである。 

五七三 (a) クルア—ン(第二章二八六節)はいっている。「アッラ—は誰にも能力以上の負担を背 
負わせ給うことはない。 , -またこうも(第九四章五—六節)いっている。「苦あれば必ず楽があるもの。苦あ 
れば必ず楽があるもの。」そして預言者は自分に従う者たちや代表者たちに向"〇ていっている。「容易にし 
てやることだ。問題を面倒くさくしてはならない。人々が(イスラ—ム法を)嫌うように仕向けてはなら 
ず、彼らを兄弟同様に扱ってやれ」。 

このような一般的指示とは別に預言者は、ムスリム，アブ—.ダーゥ—ド，テイルミズイー、イブン. 
マ—ジャ等が伝えている黙示録的なハディースで異常に長い日の問題について答えている。 
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とも基本的なものと見なされているのである。 

葬儀の礼拝 

五六九 葬儀の礼拝は形式的に他の礼拝とは異なる。沐浴を行なったのちカアバの方角を向き、両手を 
耳のところまであげ、礼拝の意志を述べ、例によってアツラーフ•アクバルを唱えたのちにアツラ ー を讚 
える言葉を述べ、それからファーティハとクルア—ンの一部を唱えるまでは他の礼拝と同じである。ただ 
しそ<1で立札も座礼も行なわない。クルアーンを唱え終ったのち、さらにアツラーフ•アクバルと唱え、直 
立したまま預言者への恵みを乞う言葉で始まり、生死を問わずすべてのムスリムを宥すよう神に願う文句 
を唱える(付録一九)。それから三度目のアツラ—フ•アクバルを唱え、ついで死者にたいする祈りの文句 
(付録二十)を唱える。そして四度目のアツラ—フ•アクバルを唱え、最後に挨拶をする。 

病気と旅行 

五七〇 もしも病気で床についていなければならない場合，座っていても寝ながらでも、可能なかぎ 
りの礼拝を行なえばよい。座った姿勢で礼拝する場合' 立札にあたる礼は、頭が床につかぬように行なう。 
横になって礼拝する場合、心の中で直立、立礼、座礼等を想いうかべながら、一々の段階でそれに相応し 
い文句を唱える。 

五七 I 旅行中の人々は預言者により，四ラカ—卜をニラカ—卜に縮める許可が与えられている。ま 
た預言者は時間が十分にない場合、いくつかの礼拝を一度に行なうことも許している。例えば第二、第三の 
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拝は i ラカートである(しかしこのーラカートは勘定に入らない)。したがつてその後立ち上ってもう一度 
ーラカート行ない、正座して第一の呼びかけを行ない、ついでもうーラカート行なって礼拝を終える。 

ただしイマ—ムが立札しているさいに加わった者は、その ラ カ—卜をすべて行なったとみなされ、遅れた 
部分、例えばクルアーンの読誦について考慮する必要がない。ただしイマームの立礼のあとで参加した者 
は、直立していようが、座礼していようが、座礼の姿勢にあろうが、その ラ カ—卜を失ない、したがって 
イマームが挨搜したあとで不足分を補わなければならない。 

一般的問題 

五六六 もしもカアパ神殿の正確な方角が解らない場合には、推測を下すだけで足りる。神はどこに 
でも遍在されるのだから。 

礼拝のさいには真摯であること' 精神の$に努めなければならない。そして(座礼のさい)額が床に 
つくあたりを見凝め(立札のさいには足の爪のあたりを見つめ、座礼のおりにも眼をきちんとあけている) 
上を仰ぎみたり、左右に向いたりしてはならない。座礼のさい、あるいは直立の姿勢に戻るさいなどに位 
置が前や後にずれるのは大変悪い習慣である。 

五六七 礼拝の後に、 アッラーに 自分の望みをいかなることでも祈念してよろしい。ただし最良の祈 
念は、クルア—ンそれ自体が指示しているようなものである。 

五六八 礼拝のさいの文句はアラビア語で唱えられねばならないため、それらを暗記する必要がある。 
そ®さい、ファ|テイハ(開扉の章、付録七)から始めるとよい。この章は礼拝に欠くべからざる、もっ 
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「ダッジャール(字義的には性悪の詐欺師の意)が人々を惑わしに現われるさいに、彼は地上に四十日 
留まるであろう。そのうち最初の I 日は一年の長さがあり、次の日は一力月、その次の日は一週間の長さ 
がある。その余の日々の長さは普通の一日と同じである。」そこで教友の一人が立ちあがり尋ねた。「 I 年 
も長い日に礼拝は普通の五回だけで良いのでしようか。」すると預言者は答.えた。 r いいや、だが計算する 
のだ 。 j 

ここで述べられている最初の I 日は南北緯度九十度、つまり二つの極点の場合と一^している。二日目 
は例えば六十八度のやや南、第三日は六十六度のやや南の場合といえようか。預言者のこの指示に従 
ってムスリム学者たちの会議は、このような状況にある場合、太陽の動きに従わず、時計のそれに従うベ 
きだと命じている。そして問題を簡単にするために、§の時間に関しては、緯度四十五度から極地の間 
にいる者は、四十五度の礼拝時間を標準にするよう命じている。 

五七四 赤道直下においては、日の出、日没の時間は実際的には I 年中ほぼ変わらない。ただし、こ 
の問題に関する不安定性というか耐えがたい厳しさは極地においてきわまる。地理学者は赤道から極地ま 
でを九十度に分けている。それゆえ分割線は南緯四十五度、北緯四十五度となる。 

赤道地帯、熱帯つまり南北緯度四十五度の間に住む人々は、四季に多少の差があるが太隔の動きに従っ。 
そこを 外れた地域に住む人々は、それぞれの地方の日の出、日没の時間に関係なく、緯度四十五度の時間 
を標 f する。この特殊地域においては、ある季節にはまだ陽のあるうちに断食を止め、他の季節には太 
陽が沈んでからも飲食をとらない。緯度四十五度の地域の時間については後述五八三項参照。 

五七五 南北緯度四十五度による分割は、理論的に地球を二つに分割する。ただし居住可能な地域の 
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四分の三は通常の地域に含まれるのである。 

地球上の人間の圧倒的多数は、アフリカ、ィンド、オセアニアの全域ならびに中国と二つのアメリカ、 

(カナダ、アルゼンチン、チリの辺境地域を除く)のほとんど全部を含む通常の地域に住んでいる。また 
特に強調さるべきことは、この分割法がムスリムたちの長い年月にわたる実生活上に何ら不都合な影響を 
与えていないという事実である。 

預言者とその教友たちによって イスラ— ム化された アラビア、シリア、トルコ、 H ジブト、スペィン、 
イタリア、 南 フランス、イラン、トルキスタン、インド•パキスタン、さらに 人 □ 稠密なマレー、 インド 
ネシア といった国々は何世紀もの間に慣習となったことを行ない続けるであろう。 

特殊地域の特例が適用されるのは、ョーロッパではボルドー、ブカレスト、セバストポールの北側、北 
アメリカではハリファックス、ボートランドの北側、南半球ではアルゼンチン、チリの南部のきわめて小 
さな部分とニユージーランドの南の僅かな島々である。 

イギリス、フランス、ドィツ、オランダ、スカンディナヴィア、フィンランド、カザン、カナダ等のム 
スリム 社会は、上述のような預言者自身の指示に基づいた ムスリム 法の明確な具体化に より、 利すること 
が大きいであろう。通常の地図を参照すれば、緯度四十五度を境とする通常地域の内に住んでいるか、そ 
の外にいるかは容易に理解しうるであろう。 

礼拝はなぜアラビア語でなされなければならないか 

五七五 ( a ) 7* ( アラビア 語で サラート)のさい、ムスリムがアラビア 語の みを用いることは 周知の 
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事実である。彼らはクルア ー ンの一部を復誦したり、アッラ ー の崇高さ、人間の串小さを証言するために 
決りの文句を唱える。アラブも非アラブも、アラビア語を一言も知らぬ者もこうしている。預言者ムハン 
マドの時代にも、またその後今日に至るまで、ムスリムの居住する国、母国語がなんであれ、このしきた 
りに変わりはないのである。 

( b ) 一見したところ信者が主にたいし、自分の唱えている言葉の内容について十分知りうるような仕 
方で？^を捧げるのが当然であり、またそのほうが望ましいように思われる。もちろんそのためには母国 
語がもっとも良い手段であり、礼拝はムスリム共同体が用いている言語と同じ数の言語でなされてもよい 
という考えもあるであろう。しかしさらに熟考すれば、このような解決法に強く反対するさまざまな理由 
が見い出されるであろう。 

( C ) まず第一に形而上^心理的理由があげられる。聖なるクルア—ンによれば(第三三章六節)預 

言者の妻たちはムスリムの母とみなされている。われわれは、これら尊敬すべき婦人たちがみなアラビア 
活 

生語を話していた事実を認めている。この点からみるとアラビア語はすべてのムスリムの母国語といえるの 
m である。一体母国語で礼拝を捧げることに反対の者がいるであろうか。 

ACD (•<!) おそらくこの議論はすべての人々を納得させるのに十^一ではないであろう。そこでさらに検討を 
スすすめ、留意すべき点をあげよう。 

ィスラ I ムによればクルアーンは神の言葉であり、クルアーン自体がその読誦は価値あることであると 
五い-〇ている。これは精神的観点からみて明らかであろう。信者は主自らの聖なる言葉を介して主に至る旅 
*+ 路を進む。主の言葉は主に至る道であり' 電流をながし電球を灯らせる電線のようなものである。主の御 
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許に至る旅は、もちろん個々の魂が求める最終の目的である。ところで本来の神の言葉はアラビア語で啓 
示された。そしていかなる翻訳も人間の業であり' 人間の産み出した言葉にすぎない。このようなものは 
問題となっている神秘的な旅には少しも役立たないのである。 

( e ) より世俗的な理由を求める人々のためにはまず次のような点を想起しよう00まり祈願という意 
味での祈り(ドゥア ー) と神の尊崇という意味でのそれ(サラ—卜)とは明確に区別されねばならない。 

ドゥ T 1に関するかぎり、つまりこれは一般的な意味での祈願で、神との対面(ムナ—ジャ ート) によ 
り神を正式に尊崇する祈りとは別のものであるが、個人が自分の必要、願いを好きな姿勢で、いかなる言 
語に より 神に訴えかけようとも唯|人として反対しないであろう。それは純粋に個人的、私的な問題で、 
個人と創造者との直接的な連がりに関するものなのである。 

それ 1 C たいしてサラートは集団的，公的な問題であり' そのさいに fi 集った他の仲間の必要、要求が考 
慮されねばならないのである。これはサラ—卜が原理的に他人とともに(ジャマ—了)行なわれることが 
望ましい事実を明らかにしてくれる。他人が離れて一人で行なう礼拝は許容されてこそいるものの決して 
推奨されてはいない。集団的礼拝がより望ましい点は明らかなのである。ここで他の人々と共に行なわれ 
るこの集団的、公的行為に関する諸相をより詳細に検討してみよう。 

( f ) もしも ィスラ— ムが地域的もしくは人種的、国家的宗教であったならば、人々はその地域、人種、 
国家が採用している言語を用いたであろう。しかしその信徒がいずれをとってもその余のすべての人間集 
団にと r て理解不可能である何百 もの 地域的言語を話し*地上に存在するあらゆる人種、あらゆる地域に 
所属しているような普遍的宗教が必要としているのは、これとはまったく異質のも®である。 
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今日のわれわれの生活は日に日に国際的になっている。そして実際どの街にもそこに定住したり、一時 
的に滞在する種々の言語を母国語とする ムス リムたちがいる。 さらに 外部よりの訪問者たちにたいする寛 
大なもてなしといった側面も十分に配慮しなければならない。 

あるィギリス人が中国に行き、中国語を一言も話さなかったとする。そして道路で「チン、チャン、チ 
ユン」といった言葉を耳にしたとしよう。そのさい彼は、その言葉が何を意味するか皆目見当がつかない 
ことは明らかである。そしてもしもそれが人口に親しまれた「アッラーフ.アクバル」とい.っ礼拝への呼 
びかけの中国語訳であったとするば、彼はそれを認知することができず、結局金曜日の礼拝、つまりその 
時の集団礼拝を見逃してしまう。(ちなみに中国のモスクは普通ィギリス、フランスその他東洋諸地域に 
あるモスクとは似ておらず、マナ—ラがない。) 

同様に他国を旅行する中国人ムスリムは、もしもその地の同じ宗教の信者たちが自分たちの言葉で集団 
_を行なう場合、共通のものを何ももたないことになる。したがって普遍的な宗教はすべての信者に とり 
雖共通な ある 種の基本的なものを必要とする。礼拝への呼びかけ、礼拝のさいに唱えるべき文句は明らかに 
⑽このような 宗教的儀式を実行す るにあたり 基本的な要*をな している。 

の 

ム ここで 以下のような事実に言及して おくと しよう。 時おり 二つの異なった言語に属する言葉で音が同じ 
スで意味が異なる場合がある。そして一方の言語では無難な意味の言葉が、他の言語では奇妙な、あるいは 

卑わいな意味をもつ場合がない訳ではない。この種の危険は、その言葉を使用する人間が当の言葉の属す 
章 

五る言語を完全に理解せず、例えばそれを旅先で小耳にはさんだような場合により I 層おこり易い。このよ 
第うなことがあれば神にたいする礼拝の威厳を著しく損ねるであろう。ただし幼い頃から親しんできた事柄 
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に関しては当人がアラブでなく、特定の文句をアラビア語で唱えたとしてもこの種の混乱は生じないであ 
ろう。 

( g ) ときに外人嫌いという狭量な偏見を示す人間の心理的側面も決して忘れてはならない。例えば政 
治的(国家的)もしくは個人的摩擦により、あるイギリス人がフランス語、 □ シア語その他の言語でなさ 
れる礼拝には参加しないといった事柄は日々生じうるのであろう。 

しかし クル アーンとハディー スの言語で あるアラビア 語は あらゆるムス リムの心中で高い評価と固有の 
輝きを もって おり、信者はそれをアラブの言語でなく、預言者 ムハンマドと その妻たちの言語、神自らが 
その最後の言葉と して われわれに啓示するさいに選ばれた言語と して 用いるのである。 

( h ) ここで国際会_の例をあげることもできよう。例えば国連の会議に出席する さい、 ひとは気紛れ 
に表現の媒体である言語を撰択する訳にはいかない。それは会議の目的に反するであろうし、また会議に 
出席している他の人々に自分の意を伝えることができなくなってしまうであろう。したがって参加者は自 
分自身で公式的に認められた言語を用いるか、自分の話の内容をその言語に翻訳させるかしなければなら 
ない。現在のところそれは実際的な観点から英語かフランス語ということになっているが、これについて 
は誰も異存はないのである。 

一般的な利益のためには、私的な利益を犠牲に供さなければならない。大局的にみて私的な利益を失な 
うこと になって もそう しなければならないのである。 

( i ) この問題に関して同様に重要ないま一つの側面がある。翻訳はいかなるものであっても完全に原 
典の代りとなりえない。例えば現在すでに聖クルアーンの多くの英訳がある(それは事実上世界のほとん 
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どすベての言語に翻訳されているが)。それにもかかわらず旧訳のある部分が不完全であるため、他の新 
訳を上梓し ようという 試みが不断になされているのである。 

これは英語についてのみではなく'世界中のどの言語についても、またこれまでのすべての翻訳につい 
てもいいうることである。ところでひとは欠陥のあるものと完全なもの、.翻 SSaj 原典のいずれを用いるベ 
きであろうか。 

( j ) この点について以下のような事実を想い起こすことにしよう。事実上 ィスラー ム以外のいかなる 
宗教も、それが基礎をおく啓示の原典、その創立者の教え自体を現在そのままのかたちで所有してはいな 
い。それはキリスト教、ユダヤ教、ゾロアスター教その他の共同体が人為的に手をつけた翻訳' もしくは 
よくて断片にしかすぎない。ムスリムはその点幸運にも例外的な立場にあり、完全に啓示された内容その 
ままの原典である聖クルアーンを所有しているのである。 

( k ) さらにクルアーンは散文で書かれているもの®韻#、余韻、壮麗な文体といった詩的な美しさ、 
魅力を十分に備えている。したがって原文中の一字を足しても引いても、詩において韻が狂うように美点 
が損われてしまうのである。 

かつて1は次のような議論をしたことがある。本職の音楽家であるフランス人のムスリムがある日私 
に指摘した。彼はよればクルアーンの第一一〇章は、ある句がかけているのではないかというのである。 

rfs deenillaahi afwaaja,Fibbih :•」という読み方は音楽的に不可能だというのが彼の論拠であっ 
た。そのさい私の僅かなクルアーン朗読法に関する知識が役立って、私は答えた。「いいえ、そこの正しい 
読み方は r fee deenil-laahi afwaajan - v fasabbitri J です。 n と f の音は同化し、したがって n の 


339 



あと fasabbih の f の音を発音する前に軽い V の音が入るのです。」するとこの善意に満ちた兄弟であ 
る音楽家はすぐに叫んだ。「これで信仰をさらに強めましたよ。貴方の説明で音楽的な観点からみた問題 
は十分に解決されました。欠けている文句などありませんね。」 
クルアーンの散文は'詩行と词様に計算され尽している。もしそうであるとするならば、このように完 
全で素晴しいものと' それと比：^れば凡庸なものを取りかえようとする者がどこにいるであろうか。 

(l) 礼拝を通じて暗誦する文句はきわめて少ないという事実を忘れてはなるまい。まず T ザ—ンと 
ィカーマ(礼拝への呼びかけ)があ'る。それから礼拝そのものとなると、アツラーフ.アクバル、スプハ 
—ナ.ラツビヤ=ル==アズィーム、スブハ—ナ•ラツビヤ=ル=アアラーという文句に短い S 6 の章とそ 
れ以外の短い二章、それにタシャツフドだけである。これは全部でも小型版の一頁を出るものではない。 
しかもこれらの文句の意味は一般のムスリム大衆によく理解されており、ムスリム諸国のあらゆる言語の 
中に渗透している。したがって子供や初心者でも苦もなくその意味を学ぶことができるのである。そして 
これらの文句の意味が理解されれば、ムスリムの礼拝はもはや意味もわからずに唱える機械的な銃唱では 
なくなることになる。 

( m ) 筆者の私見であるが、神からその預言者 ic 啓示された原典と同程度にクルァ—ンの翻訳を尊重 
するようなムスリムは一人としていないであろう。なぜならその翻訳は所詮普通の人間の手になったもの 
であり、預言者のつねとして神から誤りのないよう保護を受けた、不謬の人物の手によるものではないの 
だから。 

( n ) ある時一人の若い学生が' 自分の唱える(もしくは祈る)言葉の内容を理解することはきわめ 
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て重要であると主張していた。 

さまざまな論議が百出したが、どうしても彼を説得* L えない時に私はいった。「君が日 1C 五回の礼拝を規 
則的にかならず君の母国語でやると私に約束するならば、君はそうしてもよいことにしよう。」すると彼は 
一^中断し、二度とその問題にふれようとしなかった。これはつまり信仰、宗教儀礼を局地化しようとす 
る人々は、結局それをきちんと実行しない人々だということなのである。少なくとも彼らは大半はこのよ 
うな分類に入るのである。¢2#たる者は不信者、もしくはイスラームを寒行せぬ者に相談をもちかける必 
要はない。 

(〇)最後に、イマーム•アブー •ハー11ファ(西歴七六七年没)の権威によるとして、礼拝のさい 
にクルアーンの翻訳を唱えてもよいという意見を支持する人々がいる。しかしこれは半面の真実にしかす 
ぎない。 

彼らは、イマーム•アブー•ハニ—ファが最初そのような意見をもっていたが' のちにそれを訂正して 
いる事実にはふれていないのである。(この点を明確にした釋としては、アル=マルギナ ー ニーのヒダー 
ャや アル=ハ スカフイー の アッ =ドゥッル==ル=ム フタ— ルといった権威ある法学者の概説書があげられ 
る)。結局彼は I 般の意見にならい、通常の場合？*にあたりアラビア語が用いられるべきであるとして 
いる。 

もちろん新たな改宗者にたいして等、例外的な場合に関する用意もある。改宗してその日から彼は日に 
五回の礼拝を始める必要があり' そのさいどうしても一定の文句を暗誦しなければならないのである。 

この点についてわれわれはサルマーン•アル=フ 7 —リシ—のような好例をもっている。彼は預言者ム 
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ハンマド自身の許可をえて、あるペルシャ人改宗者たちのために翻訳を送りつけている(夕—ジユッ=シ 
ャリーア著アン==ニハーヤ—アル=ヒダーヤの注釈書 ■—— 参照)。そしてこ^り新改 {I 署はアラビア語の 
原文に憤れるまでそれを用いている。したがって数時間、数日の間は、新改宗者は翻訳を用いてもかまわ 
ないのである。 

(P) 以上で礼拝を棒げるさいに自分にとっての外国語を用いることの長所、短所が明らかにされた 
はずである。これは普遍的宗教の信者たちが礼拝を捧げるさい地域的言語(つまり母国語)を用いること 
にも妥当する。このような場合ひとは長所と短所とを重みにかけて撰択を行ない、どちらが欠点が少ない 
かを見きわめなければならない。 

何ゆえに太陰暦を用いるか 

五七六 周知のようにイスラームは、例えば断食を行なうラマダーン月、巡礼を行なうズ=ル H ヒッジ 
ャ月のように宗教儀礼を行なう ic あたり年とともに季節が変っていく太陽暦を採用して いる。 イスラーム 
以前のアラブも閏日の存在を知っていた。 

しかし —— 永らく熟考した結果ともいえるが1それを廃止したのは聖預言者自身なのである。彼は死 
の三力最後の巡礼期間中に閏制度を非難した啓示(クルアーン第九章三七節)を受けとった。これ 
は未改宗者の批判のたねとなり劣等感に悩み、いつでも他人を盲目的に真似たがる連中の心を脅やか-^。 
このイスラー ムの改革には多くの効用があるが、そのうち三点について_を加えて おこう。 

( a ) 断食に関するかぎり、これはきわめて有用であるといえる。なぜならばこれにより信者はある 
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なさまざまの著作を参考にするか、学識者、あるいはエジプトのアル Hr ズハル、チュニジアのザイトゥ ー 
ナ、フェス(モロッコ)のカラゥイイ！ン、その他インド、パキスタン、インドネシア等の諸機関に尋ね 
られたい。 
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時はさして t くないが、必ずしもいつも容易ではないといったように、いつの季節にでも食料、飲料の 
欠如にたいする適性をうることができるからである。 

( b ) ィスラー ムは全世界の民のものであるため、種々の気候の相違と いう 点も考慮されねばならな 
い。もしも断食が太陽暦のある月に定められたとすれば、その目的は、自然によって損なわれてしまうで 
あろう。しかも肉体的にもそれは困難になってしまう。 

事実赤道の北に位置する北半球の夏は、その南に位置する南半球の冬にあたる。また赤道地帯において 
冬は快よい季節であり、極地の近くではおそろしい季節とみなされることになろう。さまざまな地域に居 
住する！}たちの間の差別は、太陰暦を用いることにより容易に回避されるのである。あらゆる者が^^ 
あらゆる季節に種々の宗教儀礼を経験するのである。 

(C) 農作物を除く貯金、商業活動にかけられるザヵートの支払いは、支払う側が意識せぬうちに増 
加する。つまり太陽暦の三十三年は太陰暦の三十四年に相当するが、結局支払者は太陽暦の三十三年間に 
三十四回税金を支払うことになる。太陰暦により雇用者の給料を支払ったのちでも、この制度により政 r 
が貯えうる金額はかなりなものであろう。そしてそれは国家建設の費用にあてられたり、個別的には貧し 
い階層のために用いられるのである。 

結論 

五七六 ( a ) 筆者はこのささやかな努力が、ィスラ彳ムの諸相について知りたいと望む人々を啓発 
するとい う 目的に役立つよう神に祈る者である。 さらに 詳細にわたる問題については、包括的かつ専門的 
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第十五章ムスリムの日常生活 


付録の翻訳 

五七八 

( A 、 B 、 c 、 D 、 E )、 本文の中にすでに翻訳が付されている。 

( F ) (1)、ハナフイー派の場合 

おお神よあなたに栄光と賞讚あれ。あなたの御名の1されんことを。あなたを除いて神はなし。 

(2)、シャ—フイイー派の場合 

多神教を信ぜず、誠実にして従順な者として私は、自分の顔を天地の創造主に向けます。私の礼拝も勤 
行も、また私の生も死もよろず世の主におわすアツラーのもの。アツラーに伍するものはなにひとつない。 
そして私はそれ(アツラーへの信仰)を命ぜられ、まず第一に従順の態度を示す者。 

( G ) 慈悲ふかく慈愛あまねきアツラーの御名において。讚えあれ、アツラ—、万世の主、慈悲ふか 
く慈愛あまねき御神、審判の日の主宰者。汝をこそ我らはあがめまつる、汝にこそ救いを求めまつる。願 
わくば我らを導いて正しき道を迪らしめ給え、汝の御怒りを蒙る人々や、踏みまよう人々の道ではなく、 
汝の嘉し給う人々の道を歩ましめ給え。アーメ y '。 

( H ) 慈悲ふかく慈愛あまねきアツラ—の御名において。日ざし傾く頃にかけて。おしなべて、人は 
みな浮ばれぬもの。そうでないのは、信仰に入り、義しいことに精出して、かたみに真理勧め合い、かた 
みに忍耐勧め合う人。 

( I ) 慈悲ふかく慈愛あまねきアツラ—の御名において。われらはお前に澜沢を授けよう。さあ主に 
お祈りをするのだ。犠牲をささげるのだ。お前を憎むようなものは、かならずたねなしにしてやるぞ。 
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( J ) 慈悲ふかく慈愛あまねきアツラ—の御名において。告げよ、「これぞ、アツラー、唯一なる神、 
永却不滅のアツラーぞ。子もなく親もなく、ならぶ者なき御神ぞ 。 J 

( K ) アツラー。かれを除いて神はなく、とわに生き、万物を しろしめす 御方。まどろみも眠り も 
かれを把え る ことなく、七天にあるもの、大地にあるものみなかれに帰属する。かれの許し；：^、かれにと 
りなし を行いうる者がどこにいるであろうか。かれは人々の前にあるもの、後にあるものをすっかりお 
見通し。ところでかれ以外のものはかれが望み給うもののほかその知識をなに一つ知りえない。かれの玉 
座の足おきは七天と大地を含み、かれはそれらを倦むことなく保持される。かれこそは至高にして至大の 
御方。 

( L ) わが主、偉大なる神に栄光あれ。 

(M ) アツラーよ、あなたを賛える者の賞讚の声を聞きたまえ。われらが主よ、あなたに譜えあれ。 

( N ) わが主、至高の神に栄光あれ。 

(〇)わが主よ、私を宥し、あわれみたまえ。 

( P ) もっとも祝福あふれる挨援、こよなき敬愛の想いをアツラーにささげます。預言者よ、あなた 
に平安あれ。またアツラーの慈愛と祝福のあらんことを。われらにもまた敬虔なるアツラ彳の下僕たちに 
も平安のあらんことを。私はアツラー以外に神はないと証言します。またムハンマドがかれの下僕、御使 
いであることを証言します。 

( Q ) 神よハンマドに格別の寵愛をたれたまえ。ちょうどあなたがィブラーヒームとその一充て 
寵愛をたれたもうたように。まことにあなたは賞讚にあたいし、栄光あふるる御方です。またムハンマド 
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とその一統に祝福を与えたまえ。あなたがィブラ—ヒームとその一統に祝福を与えたもうたように。まこ 
とにあなたは賞讚にあたいし、栄光ある御方です。神よ、私は罪と負债をのがれてあなたのみもとに救い 
を求めます。神よ、私は自分の魂を多くの不正で汚した者です。そのかずかずの罪を宥すことのできるの 
は、貴方をおいてありません。ですから私をお宥し下さい。私に慈悲のとばりをおかけ下さい。まことに 
あなたはよく宥し、限りない慈悲をたれたもう御方です。 

( R ) 眠りもせず、まどろみもせぬ御方に栄光あれ。 

( S ) 神よ、ムハマンドに格別の寵愛をたれたまえ。かれに祝福と平安を与えたまえ。神よ、われ 
らの生ける者、死せる者、ここにいる者、いない者おしなべてあなたの広大な御慈悲によりお宥し下さい。 

( T ) 神よ、 ここな■る死者をお宥し下さい。まことにあなたはよく宥し、慈悲あまねき御方。 

( U ) 神よ、あなたが正しく導かれた者の道にわれわれを導きたまえ。あなたが守りたもうた者の避 
難所でわれわれを守りたまえ。あなたが庇護者となりたもうた者同様にわれわれの庇護者となりたまえ。 
またあなたがこれまで授けられたと同じよ きこと をわれわれに授けたまえ。あなたが定められた悪からわ 
れわれを守りたまえ。あなた こそ よろずを定め、なにものもそれにさからえないのですから。 

あなたが庇護者となられた者は決して卑められず、あなたを敵とする者はいかなる名誉も与えられませ 
ん。われらが主よ、あなたは至福至高の御方です。あなたの定められたことに讚えあれ。われわれはあな 
たに宥しを求め、慊悔します。アツラ—よ、われらが長ムハンマドに格別の寵愛をたれたまえ。 

?) 神よ、われわれはあなたにこそ助力を求め、宥しを乞い願います。またあなたをこそ信じ、そ 
のみこころにすべてを委ねます。神よ、われわれはあなたをこそあがめまつり、あなたに祈り、拝跪しま 
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す。そしてあなたの御許に近づこうと努め、道を急ぎます。われわれはあなたの慈悲を乞い願います。 
またあなたの罰をおそれます。あなたの罰は、われわれを不信の葷にしてしまうのですから。 

( W ) 力 T パ神殿の黒石の前で七回めぐりを行なう意志を示す文句 

アツラーの御名により私はこれから七回めぐりの儀式を行ないます。アツラーは至大なり〇神よ、私は 
あなたと天啓の害の正しさを信じ、あなたとの誓約に忠実に、またあなたの預言者にしてわれらが長、ム 
ハンマドの先例にならつてこれを行ないます。ムハンマドにアツラーの祝福と平安のあらんことを。 

( X ) 七回めぐりのさいの祈願の文句 

(1) カアバ神殿の戸口の前で 

神よ、この家はあなたの家居。この聖域はあなたの聖域。この安全はあなたの安全。これは地獄の却火 
を逃れあなたに避難を求める者の場所。 

(2) 第一壁の途中で 

神よ、私は疑惑、多神教、分裂、偽善、道徳的 WT 家族、財産、子孫にまで及ぶ悪道から逃れて、あ 
なたに避難所を求めます。 

(3) 第二壁の途中で 

神よ、あなたの玉座の影しか影のない審きの日に、われわれに影をなげかけたまえ。われらが長ムハン 
マド—アツラ— よかれに祝福と平安を与えたまえ—の盃で、その あと 決して渴きを覚えぬような甘く 
渴きをいやす飲ものを与えたまえ。おお限りなき陵威と寛大の持ち主よ。 

(4) 第三壁の途中で(正式の巡礼(ハツジ)、略式の巡礼 (ゥムラ) のいずれの場合にも通用する) 
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神よ、これを有効な巡礼(もしくはゥムラ)となしたまえ。そして罪を宥し、努力を) It で、商いを成功 
させたまえ。おお力ならぶ者なく、宥し多き御方。 

(5) 第四壁の途中で 

われらが主よ。この世において善きことを、またあの世においても善きことを授けたまえ。そして却火 
の罰から守りたまえ。 

( Y ) サファ I とマルヮの間を往き来するサアィの行のさいの祈願の文句。(正式の巡礼、略式の巡礼 
のいずれにも通用する。) 

わが主よ、宥したまえ。慈悲をたれたまえ。あなたの知りたも.っすベてのことを宥したまえ。まことに 
あなたは力ならぶ者なく、この上なく寛大な御方。神よ、これを有効な巡礼(もしくはゥムラ)となした 
まえ。そして罪を宥し、努力を*で、商いを成功させたまえ。おお力ならぶ者なく、宥し多き御方。アツ 
ラ—は至大なり。アツラ—は至大なり。アツラ—は至大なり。讚えあれアツラー。われわれに正しき道を示 
したもうたアツラーは至大なり。われわれにかくも恩寵を下されたアツラ—よ、讚えあれ。唯一なるアツ 
ラーを除いて神はなし。かれに伍するものはなに一つなく、王国はかれにのみ属し、賞讚はかれにのみ帰 
するものである。またかれは万能におわします。唯|なるアツラーを除いて神はなし。かれは約束を確実 
にはたし、その下僕(ムハンマド)を助け、その軍勢の力を強め、かれのみが相集う敵を打ち破りたもう 
た。アツラー以外に神はなし。われわれはかれ以外の者を信ぜず、かれのために宗教を純化す る。 いかに 
不信の輩が忌み嫌おうとも。 
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( Z ) タルビヤ 

あなたの御許に参りました、神よ。御許に参りました。御許に参りました。あなたに伍するものは あり 
ません。御許に参りました。なべて賞讚も恩恵も、また主権もあなたのためのもの。あなたに伍するもの 
はなに一つありません。 
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第十五章 ムスリムの 日常生活 


付録の日本語読み 

五七九 

( A ) アッラーフ=アクバルアッラーフ•アクバルアツラーフ•アクバルアツラーフ•アクバ 
ル アシュハド•アツ•ラ.一•イラーハ•イッラツ H ラーフ アシユハド•アツ•ラー•イラーハ•イッ 
ラ' yH ラーフアッシュハド•アンナ•ムハンマダン•ラスールッ=ラー アジュハド•アシナ•ムハン 
マダン•ラスールツ n ラー ハイヤ•アラッ=サラ— ハイヤ•アラツ H サラー ハイヤ•アラ"ル"フ 
ァラーフ ハイヤ•アラ U ル； T ファラーフ アッラーフ•アクバル アッラーフ•アクバルラー•イラー 
ハ •イツ ラツ=ラーフ 

( B ) アッラーフ•アク パル アツラ—フ•アクバ ル アシュハド•アッ•ラー•イラーハ•イッラ 
ッ=ラーフアシュハド•アンナ•ムハンマダン•ラスールッ"ラー.ハイヤ•アラッ"サラー ハイヤ 
•アラ H ル"ファラーフアツラーフ•アクバル アッラーフ•アクバル ラー•イラーハ•イツラツ= 
ラーフ 

(C ) ビスミッ；：：ラーヒッ=ラフマーニッ"ラヒームイクラウ•ビスミ•ラッビカッ=ラズイー • 
ハラク ハラカ=ル=インサ I ナ•ミン•アラクイクラウ•ワ•ラッブカ"ル"アクラムツ=ラズイー 
•アッラマ•ビ"ル"カラム アァラマ：=ル=インサーナ•マー•ラム•ヤアラム 

( D ) ビ スミツ H ラーヒ•ワ•アラー•ミ.ッラテイ•ラスーリツ"ラー 

( E ) ヤー(了ブダッ"ラーヒ•ズクルまたはアマタッ"ラーヒ•ズクリ ー) アル=アフダッ"ラ 
ズイ I ( ハ ラジュタまたは ハ ラジュテイ) T ライヒ•ミナッ= ド ゥンヤー •シャハ ーダタ•アッ•ラー • 


359 



イラーハ•イッラッ = ラ ー フワ•アンナ•ムハンマダツ"ラスールッ H ラーワ•アンナ"ル"ジャン 
ナタ•ハツクワ•アンナン=ナーラ•ハックワ•アンナ"ル"カブラ•ハックワ•アンナツ=サー 
アタ•ア1ティヤトッ•ラー•ライバ•フィーハー ワ•アンナッ H ラーハ•ヤブアス•マン•フイ H ル 
=クブール ワ•(インナカ•ラデイータまたはインナキ•ラディーティ)ビッ"ラーヒ•ラツパン ワ 
•ビ=ル=イスラ I ミ•ディーナン ワ•ビ•ムハンマディッ•ラスーラン ヮ•ビ H ル"クルファ11一 
•イマ i マン ワ•ビ=ル"カアバティ•キブラタン ワ•ビ"ル"ムウミニ--ナ•イフワーナーアッ 
* フーフ(ユサッビトカまたはユサッビトキ) ユサッビトッ=ラーフッ=ラズィーナ•アーマヌー •ビ n 
ル=カウ リッ =サービティ•フィ=ル=ハヤーティッ=ドゥンヤー•ワ•フィ H ル：：アーヒラ ワ•ユ 
ディッルッ H ラーフ•マー•ヤシャーウヤー•アイヤトハン n ナフス=ル；：：ムトマ ィン ナト•ルジイー 
•イラー•ラッビキ•ラ ー ディヤタ y ' •マルディ I ヤファ •ドフリー •フィ ー •イバ ー ディ •ワ •ドフ 
リ I •ジャンナティー 

( F ) (1)、ハナフィー派の場合 

スブハ ー ナカッ=ラーフンマ ワ i ビ•ハムディカ•ワ•タパ—ラカ•スムカ ワこフ ー •イラ ー ハ， 
ガイルカ 

(2)、シャーフィィ—派の場合 

ワッジャフト•ワジュヒヤ•リッ"ラズィー•ファタラッ=サマーワ t ティ•ワ= ル"アルダ•ハニ ー 
フアン•ムスリマン ワ•マー•アナ•ミナ H ル" ムシュリキーン インナ•サラ I ティー•ワ•ヌスキ 1* 
ワ•.マフヤ—ヤ•ワ•ママーティ-—•リッ"ラーヒ•ラ■ッビ H ル；=ア I ラ ミ I ン ラー •シャ リ ー カ•ラ 
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( R ) スブハーナ.•マツ=ラ— •.ヤナ—ム•ワ•ラ I •ヤスフ I 

( S ) アツラ—フンマ•サツリ•アラ— •ムハマディン•ワ•パーリク•ワ•サツリム アツラー 
フンマ •グフイル •リ•ハイイナ— •ヮ •マイイ テ イナー •ワ •シャ —ヒデイナー •ヮ•ガ I イビナ 1* 
ビ•ラフマテイカ=ル"ワ—シア 

( T ) アツラーフンマ•グフィル•リ•ハ—ザ=ル==マイイティン•ナカ•アンタ=ル=ガフ—ルツ 
ルツ H ラヒ—ム 

( U ) アツラ I フンマ•フディナ I •フィー •マン•ハダイタワ*ア I フィナ I •フィ— •マ 
ン•アーファイタ ワ•タワツラナー•フイー•マン•タワツライタ ワ•バ—リク•ラナー•ミナ"ル 
"ハイリ•フイ—•マー•アアタイタ ワ•キナー•シャツラ•マ—•カダイタ ファ•インナカ•タク 
デイー•ワ•ラー•ユクダー•アライカワ•インナフ•ラ I •ヤズイツル•マン•ワーライタ ワ • 

ラー•ヤイツズ•マン•アーダイタタパーラクタラツバナ—•ワ•タア—ライタラカ=ル=ハムド 
•アラ—•マ—•カダイタ.ナスタグフイルカ•ワ•ナトゥ—ブ•イライカ ワ•サツラツ"ラーフ•ア 
ラー•サイイデイナー•ムハンマド 

( V ) アツラ—フンマ•インナ— •ナスタイ—ヌカ•ワ•ナスタグフィルカ•ワ•ヌウミヌ•ビ 
力•ワ•ナタワツカル•アライク アツラ—フンマ•イ — 4 —力•ナアブド•ワ•ラカ•ヌサツリ—•ワ 
•ナスジユドワ•イライカ•ナスアー•ワ•ナフフイドゥナルジユ—•ラフマタカ•ワ•ナフシャ— 
•アザ—バカインナ•アザーバカ•ビ H ル"クツファ--リ•ムルヒク 

( W ) ヵァバ神殿の黒石の前で七回めぐりを行なぅ意志を示す文句 
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ナワイトゥツ n タワ ー フア•ビスミツ！： ラ ー ヒ •ワツ "ラ I フ•アクパル アツ ラー フンマ•イ j マ ー 
ナン•ピカ•ワ•タスデイ~カン•ビ•キターピカワ•ワファーアン•ビ•アフデイカ•ワツ•テイバー 
アツ •リ•スンナテイ •ナビ ー イカ •サイ イデイナ ー •ム ハン マ デイン サツラツ=ラ~フ•ア ライヒ • 
ワ•サツラム 

( X ) 七回めぐりのさいの祈願の文句 

( a ) カアバ神殿の一尸 □ の_刖で。 

アツラーフンマ•インナ=ル=バイタ•バイトクワ=ル H ハラマ•ハラムクワ=ル：：：アムナ•アム 
ヌクワ•ハ—ザー•マカーム H ル：：：アーイズイ•ビカ•ミナン：：：ナール 

( b ) 第一壁の途中で 

アツラーフンマ•インニー •アウーズ•ビカ•ミナツ"シャツキ•ワツ"シルキ•ワツ•シカーキ•ワ 
ン"ニフアーキ•ワ•ス I イ H ル"アフラーキ•ワ•ス—イ=ル=ムンカラビ•フイ"ル"アフリ•ワ= 
ル：：：マ1リ•ワ"ル"ワラド 

( C ) 第二壁の途中で 

アツラーフンマ•アズイツリニー•フイー•ズイツリカ•ヤウマ•ラー • ズイツラ•イツラー •ズイツ 
ル•アルシクワ•スキニ I •ビ•カアシ•サイイデ•イナー•ムハンマデイン•サツラ , y ラ—フ•アライ 
ヒ•ワ•サツラム•シャルバタン•ハニーアタン•マリーアタツ“ラー•アズマウ，バアダハー•アバ 
ダン•ヤー•ザ"ル=ジャラ—リ•ワ"ル"イクラ—ム 

( d ) 第三壁の途中で(正式の巡礼、略式の巡礼いずれにも通用する) 
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アツラーフンマ(ジュアルフ•ハツジャン•マブルーラ—またはジュアルハ1ウムラタン•マブルー 
ラ)ワ•ザンパン•マグフーラー ワ•サアヤン•マシュクーラー ワ•テイジャーラタツ"ラン•タブー 
ラ•ヤ I •アジーズ•ヤー•ガフール 
( e ) 第四壁の途中で 

ラツバナー•アーテイナー •フイツ H ドゥンヤー•ハサナタン•ワ•フイ=ル：：アーヒラテイ•ハサナ 
タン•ヮ•キナー•アザーバンりナール 

( Y ) サファーとマルヮの間を往き来するサァイの行のさいの祈願の文句(正式の巡礼、略式の巡礼 
のいずれにも通用する) 

ラツビ•グフイル•ワ•.ルハム•ワ•タジャーワズ•アンマ I •タアラムインナナ•アンタ H ル H ア 
アツズ；=ル H アクラムアツラーフンマ(ジュアルフ•ハツジャン•マブルーラ I またはジュアルハー • 
ウムラタン•マブルーラ)ヮ•ザンバン•マグフーラー ヮ•サアヤン•マシュクーラーヮ•テイジャー 
ラタツ"ラン•タブーラ•ヤー•アジ I ズ•ヤ I •ガフール アツラーフ•アクバル アツラーフ•アク 
バルヮ•リツ=ラーヒ=ル：：：ハムドアツラーフ•アクパル•アラー•マー•ハダ—ナーヮ"ル H ハ 
ムド•リツ"ラ—ヒ•アラー•マー•アウラーナー ラー•イラーへ•イツラ , yH ラ—フ • ワフダフ 
ラー•シャリーカ•ラフ ラフ"ル H ムルク•ワ•ラフ"ル U ハムド ワ•フワ•アラー•クツリ•シャ 
イイン•カデイール ラー•イラ I ハ•イツラツ"ラーフ•ヮフダフサダカ•ヮアダフ•ヮ•ナサラ • 
アブダフ•ヮ•アアツ ザ •ジュンダフ•ヮ•ハ ザ マ：：：ル"アフザーバ•ヮフダフラー•イラ I ハ•イツ 
ラツ H ラーフ ワ•ナアブド•イツラー•イーヤーフ•ムフリスイーナ•ラフツ H デイーン ワ•ラウ • 
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カリハ"ル"力ーフィルーン 
( Z ) タルビヤ 

ラツバイカアツラーフンマ•ラツバイカ ラ ツバイカラ—•シヤリ—力•ラカ•ラツバイカ イン 
ナ H ル：：：ハムダ•ワン"ニアマタ•ラカ•ワ"ル=ムルク•ラー•シャリ—力•ラカ 

五八〇ィスラームの採用するヒジュラ暦は太陰暦であり、閏を用いない。そしてその一年は三百五十 
四日か三百五十五日である(三十年の周期のぅち十一年が三百五十四日でその余が三百五十五日である)。 
したがってこれはキリスト教の採用するグレゴリオ太陽暦の一年より約十一日短い。 

ヒジュラ 暦の一年は ム ハッ ラム 月の一日から始まるが、聖 なる 預言者の誕生日 ラビーウ=ル H アウワル 
月の十二日は一般にそれから七十一日目にあたる。その後百六十六日目に断食月である ラマダ— ン月が始 
まる(この月は二十九日の場合と三十日の場合がある)。その九十八日後に犠牲祭がやってくる。これは 
巡礼あけの祭日で、ズ "ル" ヒッジャ月の十日にあたる。以下の表に示した日々と実際に新月がみられる 
日との間には一日の誤差がありぅる。各々の地域の人々にとっては、実際に新月を見ることが祭日の正確 
な日々を決定する唯一の手段なのである。 
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ヒジュラ暦 

ム ハツ ラム月 

1 B 

預言者誕生日 

ラマダーン月 

1 日 

ズ 5= ル=ヒツ 

ジャ月 10 日 

1388 

1968. 3.31 

1968. 6.10 

1968. 11.23 

1969. 3. 1 

1389 

1969， 3.20 

1969. 5.30 

1969.11.12 

1970. 2.18 

1390 

1970. 3. 9 

1970. 5.19 

1970.1 1. 1 

1971. 2. 8 

1391 

1971. 2. 27 

1971. 5. 9 

1971.10. 22 

1972. 1.28 

1392 

1972. 2.16 

1972. 4.27 

1972.10. 10 

1973. 1.16 

1393 

1973. 2. 4 

1973. 4.16 

1973. 9.29 

1974.1. 5 

1394 

1974. 1.25 

1974. 4. 6 

1974. 9.19 

1974.12. 26 

1395 

1975.1,14 

1975. 3.26 

1975. 9. 8 

1975.12. 15 

1396 

1976.1. 3 

1976. 3.14 

1976. 8.27 

1976.1 2. 3 

1397 

1976. 12. 23 

1977. 3. 4 

1977. 8. 17 

1977. 11.23 

1398 

1977.12. 12 

1978. 2.21 

1978. 8. 6 

1978.11 .12 

1399 

1978.12. 2 

1979. 2.11 

1979. 7.27 

1979.11. 2 

1400 

1979.11. 21 

1980. 1.31 

1980. 7,15 

1980.10 .21 

1401 

1980.11. 9 

1981. 1.19 

1981. 7. 4 

1981.10. 10 

1402 

1981.10. 30 

1982.1. 9 

1982. 6. 24 

1982. 9,30 

1403 

1982.10. 19 

1982.12. 29 

1983. 6.13 

1983. 9.19 

1404 

1983.10. 8 

1983.12. 18 

1984. 6. 1 

1984. 9. 7 

1405 

1984. 9.27 

1984.1 2. 7 

1985. 5. 21 

1985. 8.28 

1406 

1985. 9.16 

1985.11. 26 

1986. 5.11 

1986. 8,17 

1407 

1986. 9. 6 

1986.11 .15 

1987. 4.30 

1987. 8, 6 

1408 

1987. 8.26 

1987.1 1. 5 

1988. 4.19 

1988. 7.26 

1409 

1988. 8.14 

1988.10. 24 

1989. 4. 8 

1989. 7.15 

1410 

1989. 8. 4 

1989.10. 14 

1990. 3.29 

1990. 7. 5 

1411 

1990. 7.24 

1990.10. 3 

1991. 3.18 

1991. 6.24 

1412 

1991. 7. 13 

1991. 9.22 

1992. 3. 6 

1992. 6.12 

1413 

1992. 7. 2 

1992. 9.11 

1993. 2.24 

1993. 6. 2 

1414 

1893. 6.21 

1993. 8.31 

1994. 2.13 

1994. 5.22 

1415 

1994. 6.10 

1994. 8.20 

1995： 2. 2 

1995. 5.11 

1416 

1995. 5.31 

1995. 8.10 

1996. 1.23 

1996. 4.30 

1417 

1996. 5.19 

1996. 7.29 

1997. 1.11 

1997. 4.19 

1418 

19§7. 5. 9 

1997. 1 . 19 

1998. 1. 1 

1998. 4. 9 

1419 

1998. 4.28 

1998. 1 . 8 

1998. 12. 21 

1999. 3.29 

1420 

1999. 4.17 

1999. 6. 27 

1999.12. 10 

2000. 3.17 
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五八 I 「日常生活」の章で述べたように、通常ムスリムは毎日五回神に礼拝を捧げなければならない。 
(1) 暁の礼拝。黎明がさしそめてから、つまり日の出の約一時間半前から日の出までの間いつでも 
よい。 

(二)正午の礼拝。緯度によって異なるが太隄が子午線を通過した時点から以後三時間の間に行な 

.っ0 

S 1) 午後の礼拝。正午の礼拝の時間が終ってから日没前までの間に行なう。 

(四) 夕べの礼拝。日没後から黄昏の光が消えるまで、つまり日没後約一時間半の間に行なう。 

(五) 夜の礼拝。黄昏の光が消えてから黎明がさしそめるまで、つまり暁の礼拝の時間が始まる前ま 
でに行なう。 

ただし赤道から遠く離れた地域では右に定めた時間ではきわめて不便で *> る。そこで太陽の動きの代り 
に、計算による時計の時間に従う。そしてすでに述べたように緯度四十五度の地点の時間が、その緯度か 
ら極地までの地域すベてに適用される。したがって31 ロッ パではボルド I からブカレスト、北アメリカ 
では ポ—ト ランドから ハリファックスを 結ぶ線が通常地域の北限となる。これらの諸都市以北の地域はす 
ベてこれらの場所の礼拝時間に従う。南アメリカのアルゼンチン、チリの南緯四十五度以南の地域に関し 
ても同様の操作を行なう。 

五八二以下に南•北緯度四十五度の現地時間での礼拝の時間を表示するが、なお_の説明を加えて 
おく。 

( a ) ここでは日の出と日没の時間を表示しておく。正午の礼拝の起点は季節によって異なるが十二 
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時少し前から十二時半までの時間にあたる。他の二つの礼拝、つまり午後と夜の礼拝の時間は上述の説明 
に準じて計算される。 

( b ) 現地時間と標準時間の間には非常な相違がある。事実赤道直下では約十五マィルごとに一分の 
違いが生ずるのである。極に近づく 1 C したがって一定距離間の時間の誤差は縮まっていく。アメリカ合衆国、 

カナダ、ソ連のような大国では、東の境での日の出の時間が、西の境のそれよりも八時間から十時間も早 

、〇 

IV 

本書の時間表は現地時間で fc るが、各々の国で用いられている。「標準時間」との調整は' 教育ある人 
々にとっては少しも難かしくないであろう。例えばフランスの時計は、実際の現地時間より一時間進んで 
いる。したがって時計が十二時を示した時には、実際には現地時間で十一時なのである。毎日の礼拝、ま 
たは断食の開始、終了時間を定めるにあたっては、この事実を考慮に入れなければならない。 

(C) 地球が球体であるため、一日が始まる場所を任意に設ける必要がある。現在では日付変更線は 
アジアと T メリカの間に定められているが、政治的配慮もあり必らずしも直線にはなっていない。 

ところでこの問題はムスリムにとってはいささか重要である。例えばムスリムの旅行者が船か飛行機で 
日本または才ーストラリア、ィンドネシアからアメリカへ、またはその逆のコースを旅しているとしよう。 
アメリカに向っている場合、この人為的な日付変更線上を通過するとそこで二十四時間の相違ができる。 
土曜日が金曜日になり' その後一定の時間を経てまた土曜日になる。アメリカからアジアにやってくると、 
同じ時点で丸一日が追加され、金曜日がすぐに土曜日になる。もしも正午以前に上陸、着陸した場合' 金 
曜日の礼拝は到着地の日々に応じてなされ、旅行者が出発した国の日々は勘案されない。 
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( d ) 飛行機の速度が増すにつれ、決定を要する新たな諸問題が生じてくる。現在では例えば日の出 
の直後に西に向けて出発すれば、ある国に日の出前に到着し、途中で太陽が東に沈むのを見ることになる。 
日没後に出発すると西から太陽が昇ってくるのが見えるのである(このような現象こそ、「古き J 世界の 
終焉の兆であると聖なる預言者がいっているが、そうではないと誰がいいうるであろうか)。逆にある国 
を六時に出発し、三時間後現地時間が九時の代りに十二時であるといった事態も生ずるのである。 

( e ) 迅速な飛行機による旅行によってもたらされる諸問題の一つに、断食終了時間の問題がある。 
例えば春の季節にサフール(断食前の食事)を午前四時にとり、日の出(午前六時)の時間に東京からタシュ 
ケント経由でチュニスに向ったとする。時速九百キロで八時間飛び、飛行機が着陸したさいには' 現地時 
間は午後二時ではなく、いぜんとして午前六時で' 太陽が出たばかりなのである。これは両地点間の日の 
出の時間の相違が八時間あり、飛行機が西に向って、つまり r 太陽の進む方向」に、太陽と同じ速度で飛 
んだ結果である。 

ところで当の旅行者が午後六時まで待った場合、つまりチュニスの日没を待った場合、彼は十四時間で 
はなく、二十二時間断食することになる。同様にもしも彼がチュニスから東京に向った場合、時間は通常 
の速度より二倍の速さで過ぎることになる。そして飛行時間六時間後に、つまり彼の腕 at が正午十二時 
をさす時には太陽はタシュケントの東で沈み、さら fc 二時間後、つまりチュニスの時間で午後二時に東京 
に到着すると、東 iM はすでに夜の十時なのである。 

これと同じような現象は、北から南、南から北べ旅行した場合にも生ずる。この場合は時間の差ではな 
く、季節の差が生ずる。十二月といえばノルゥューやヵナダでは極寒の冬の季節であるが、チリやケープ 
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五八四 本書の中で引用した著作の著者に関してごく短かな解説を付したとしても、それだけで一冊の 
書物が必要であろぅ。一々の人物については一般に r エンサイクロペディア•オプ•イスラーム j を参照 
することができるが' その場合すベての項目が充分に客観的であるとはいえない。またここでは キリスト 
教暦の年度を用いた。以下の人物は、特に指示のないかぎり、すべてムスリムである。また編集の都合上 
順序はアルファベット順を採用した。 

アブー•ダ—ウ—ド (八八八年没)ハディ—スの主要な 編赛 者の一人。 r アッ=スナン j の著者 

アブ—•ハ——フ T (七六七年没)ハナフィ ー 法学派の創立者。世界のほとんど八十パ—セントのムス 
リムがこの学派に従っている。 

アブ—•ウパイド (八三八年没)有名なハディ ー スの編 II 者。ィスラ—ムの財政学の 書、 r アル"アム 
ヮ—ル j の著者。 

アブ—•ヤアラー.アル J ファ ッ ラ—ウ (一0六五年没)ハンパリ—派の法学者。政治学の書、 rT ル 
•アフカームッ=スルタ—二ーヤ j の著者。 

アルカマ.アン"ナハーイ— (六八一年没)偉大な法¥。預言者の教友、イブン•マスウードの弟子。 

アル=アウサイ— (七七三年没)偉大な法学者。父親はシンド(現在のパキスタン)出身。一時彼の法 
学派は、ィスラーム世界で多くの信奉者をもった。 

アヴィセンナ (一〇三七年没)アラブ名はィブン•シーナー。偉大な自然科 _、 哲_で、彼の著 
作は現在でも大学で教えられるいる。 

アル =パラ|ズリ|<八九二年没)偉大な歴史学者、伝記作者。著書の「フトゥーフ=ル=プルダ|ン」 
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タゥンでは酷暑の夏である。そのような飛行旅行を行なう場合には、出発地の時間に従うべきであり、常 
に変化する通過地の現地時間によるべきではないというのが常識の認めるところである。これは断食と同 
様礼拝にも通用する。 
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第十五章 ムスリムの 日常生活 


には英語、ドィツ語、ウルドゥ—語訳がある。他に r アンサ—ブ H ル=アシユラ—フ j の著作がある。 

パイパルス (二一七七年に)パグダードを破壊し、カリフのアル"ムアタスィムを殺害したのち、 H ジ 
プトに進軍するフラグ汗を、アイン•ジャル—卜で破ったエジプトの支配者。 

アル.ビー.ル— III ( I 〇四八年没)多才な学者でその科学、歴史、社会学 ic 関する著作は記念碑的な 

もの。 

プ—ザ—もしくはプッツァー ( 一 五五 I 年没) 著名な ドィツの 神学者。 キリスト教 内に プロテスタント 
教会を設立した創立者た ちの 一人。 

アル"プハ —yi (八七〇年没)もっとも真憑性の高いハディ—スの編 II 者。 r アッ"サヒーフ j その 
他の著作の著者。 

アッ=ダミーリ|(一四〇五年没)有名な動物 i で r ハヤート=ル=ハヤワーン j の著者。 

アッ"ダ IU ミー(八六九年没)ハディースの主要な編 II 者の I 人で、 r アッ"スナン j の著者。 

アッ=ザハビ ー ( I 三五二年没)偉大な歴史 I 、伝記作者。 

アツ"ディフラウィ—、ワ U — ユッラ ー •アフマド (一七六二年没)伝承学、スーフィズムに通じた著 
名な学者。インド•パキスタンのムスリムの間でルネッサンスの父と仰がれている。 

アッ"ディーナワー U — (八九五年没)多才な学者で、最大のムスリム植物学者。 

アル = ファ—ラ—ビ I ( 九五〇年没)独創的な大哲学者。 

アル=ガザ— uf ( I 一 I 一年没)偉大な神学者、スー フィー である。その明晰さは、いかなる種類の 
哲学がィスラームならびに理性と相容れるものかを明らかにした。 
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ハンマ—ド {七三七年没〕大法1。アブー.ハ ニー ファの 師。 

ハンマード.イプン•ムナツビフ (七一九年没)■初期のハディース編«者。預言者の教友、 T ブー•フ 
ライラの弟子。 

イプン.アプド U ル：：ハカム (八七 一 年没)歴史学と伝承学に精通した学者。 r 7 トウーフ .ミスル j 
の著者。 

イプン • ファドラーン 九二 I 年に大使兼宣教師としてロシアに派遣され、ブルガール(現在のカザン) 
の王を改宗させた。彼の旅行記が残されている。 

イプ ン •フィルナス (九二一年没)空飛ぶ機械を発明し、星ばかりでなく雲や稲妻の姿を写し出すブラ 
ネ タリウムを 作った特異の才能の持主。偉大な音_でもぁる。 

イプヌ=ル"ハイサム (一 〇三九年没)有名な科学者で、特にその光学上の著作が高く評価されている。 
イプ ン ，ハジヤル•アル"アスカラ—- 1— ( 一四四九年没)著名な伝承学者' 伝記作者。 

イプン•ハンパル (八五五年没)ハンバリ—法学派の創始者。アツ=シ+ |フィィ f の弟子で、同時に 
主要なハディ—ス編纂者の一人に数えられる。 

イプ ン •ハウカル {九七七年頃没)有名な地理学者。 

イプ ン •ヒジヤーム (八三四年没)歴史学者。彼の r 預言者伝 j は、正当にも高い評®をぅけている。 
この 著作は A . ギーヨームにより 英訳されている。 

イプヌ"ル"カルビ— (八 I 九年没)歴史学者。特に イスラー ム以前の古代 アラビアを 専門と している。 
イプン•ハルドウーン (一四〇六年没)社会学者、歴史学者。彼の年代記の r 序説 j は新たな学問、歴 
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史哲学を産みだした。 

イプ ン •マ— ジャ(八八六年没)ハディースの主要な編 i の一人。 

イプン •マジ—ド 十五世紀の偉大な航海者。ヴァス コ •ダ•ガマの船隊を導いて、アフリカからイン 
ド 1 C 航海している。 

イブヌ=ル"ムカツファア(七五六年没)異教徒であるが' 行政能力に秀でた文人。 r カリ—ラ•ヮ • 
ディムナ j その他のペルシャ語の作品を、アラビア語訳している。 

イプヌン=ナフィ—ス (一二八八年没)ダマスカスで医学を学ぶ。アヴィセンナの解剖学に付した彼の 
註釈は、血液の循環系を正確に伝えている。この点で彼は'ガレノスとアヴィセンナの意見を否定してい 
る。 

イプン.ルシユド(一一九八年没)偉大な法学者、哲学者、科 f 。 

イプン.サアド(八四四年没)初期の歴史学者。堪大な伝記的事典の著者である。 

イブン•シ—ナ—アヴィセンナの項を見よ。 

イプラ—ヒーム，アン=ナハ—イ I ( 七一三年没)大法学者 

アル=イドリーシ ー( 一一六四年没)彼の地理書と世界地図は、当時の驚異の一つである。 

アル=イヤ|ド (一 一四九年没)有名なハディ—スの編纂者、歴史学者。 

ジャ—ビル•イプ ン .ハイヤ I ン(七七六年頃没)もっとも初期の科学、哲学者たちの一人。 
ジャァファル.アツ"サ—ディク (七六五年没)偉大な法学者、スーフィ—。 

アル H ジ ャ|ヒズ (八六八年没)多才な学者、文人。 



アル = キンディ— (九〇〇年頃没)独創的な科 IHT 哲 f 。 

ルタ ーニ五四六年没)プロテスタント教会の設立者。彼は同時にアラビア語に精通していた。 

マ—リク (七九五年没)マリ t キ t 法学派の創立者。 r アル=ムワツタウ j の著者。 

■7 アマル.イプン.ラシ—ド (七七〇年没)初期のハディ— ス編赛 者の一人。 r アル"ジャーミウ j 
著者。 

アル =7 アム— ン(八三三年没)パグダードのアツパース朝カリフ。学芸の 擁 «者。 

アル•マスウ—ディー (九五六年没)歴史学者。多くの著作の著者。 

アル•マ—ワルデ ィ ー ( 一〇五八年没)政治家、法 tMP ' 政治学 者。 その 著書 「アル=アフカ—ムツ 
スルターニーヤ Jfc は英訳もある。 

メランクトン (一五六〇年没)ドィツ人。プロテスタンティズムの創始者たちの一人。 

ミスカワイヒ (一〇三〇年没)歴史学者、社会 i 。 

ムスアブ.アツ=ズ パ イリー (八五0年没)初期の歴史 f 。 r ナサブ•クラィシユ j の著者。 

ムス U ム (八七五年没)最良のハディースの 編纂 者の一人。 r アツ"サヒ—フ j の著者。 

アン=ナサ—イー (九一五年没)ハディースの主要な 編籌 者の一人。 r アツ"スナン j の著者。 
アル"カズウィーニ ー (一 二八三年没)有名な科 i 、 歴史 
ラシードツ = ディ—ン •ハ ーン (一三一八年没)有名な世界史の著者。 

アツ=ラ —ジ ー( 九二五年没)哲学者。同時に名声をはせた医師。 

サ—イド•アル = アンダル—シ I (一 〇七〇年没)有名な社会学者。歴史学者。 


の 


378 
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サラ— フッ"ディ—ン( I 一九三年没)エジプト.シリアの支配者。- 軍 時代にヨーロッパの連合軍 
と戦い成果をおさめている。同時に敬虔な支配者として知られる。 

アッ”サラフシ— (12 〇年没)偉大な法 i 。 その著書「アル：：：マブスート j は 印刷され て 三十巻 
に及ぶ。 

アツ =シ ャーフイイー (八二〇年没 ) シャ|フイ イ—法学派の創^,。『アル M ウン ム J、r アッ=リサー 
ラ J の著書が ある。 特に後者は抽象的な意味 1 C おける法学に関する、世界で初めての著作と いえる。 ちな 
みにこの書には英訳が ある。 

アッ"タパ U — (九二三年没)多才な学者。彼のクルア—ン、法学、歴史に関する諸著作は、驚異的な 
博学をしのばせる。 

夕ージユッ=シャ u -ア.ウマル*イプ ン •サドルツ"シャ 'J — アト；：ル"アウワル 彼は|二九五年 
に r - l ハーヤ.ハーシヤト=ル=ヒダーヤ j を編んでいる。これは rT ル H ヒダ I ヤ j の註釈書であるが 
現在でもハナフィー派のムスリム法教®関で利用されている。 

アッ"ティルミズィー (八八八年没)ハディ—スの主要な編 f の一人。 r アル"ジャ—ミウ j の著者。 

ウマルー世(イプヌ=ル H ハッターブ )( 六四四年没)初代カリフ、アブ！パクルの後を継ぎ、偉大な 
征服をなしとげた。同時にもっとも敬虔で公正な支配者の一人であった。 

ウマルニ世(イブン.アブド"ル=アジーズ )( 七二〇年没)ウマイヤ朝のきわめて敬虔なカリフ。 

ウマル"ル"ハイヤ—ム (一一三—— •' 年没)多才な天文学者で あると 同時に文人。 

ザイド.イプ ン •アリ— (七三八年没).ザイディ—法学派の創始者。もっとも初期の著作家の一人で、 
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彼の法学、クル TI ン、ハデイ ー スに関する著作は今日まで伝えられている. 0 
ズバイル.イプン•パッカールムスアブ•アッ"ズバイルの甥で、博識な系譜学者。 
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択者略鼴 

黑田美代子 

麋応義塾 大学文学部仏文学科卒。 

カイロ、 T ズハル大学ディラーサ•ハッサ 
修了。 

論文「イスラームの女性觀 j 「 イスラームへ 
の回帰」しマレスティナ人難民化の過程/イ 
スラーム世界とリサイクル」その他。 


ィスラーム概説 

一九八三年七月二〇日初版第一刷発行 
著者 ハミ—ドッ H ラ— 

訳者黑田美代子 
発行所 ィスラミック 

センタ 1• ジャパン 

1都世田谷区大琢 I — 十六—十一 
Wig •〇三—四六〇—六一六九(代) 
振替.東京五—六七九七 ■ 


1 j 株式会社千友 


◎ 19 ffiprs ' tea . inJ*ps 
落丁、乱丁本はお取费え致し f 


ISBN4-900122-02-5 C0014 Y1800E 







ム文化センターの要請により*フランスの読者のために書かれた入門*である。著者のハミードッ H ラー 
は•イスラ—ム猪学' とりわけ法学に精通した ムスリムで ある。本書で読者は、 タウ ヒード' 一化の教え 
であるイスラ—ムの思想が，具体的にウンマ，共同体の宗教としていかに社会的，文化的に機能し、信徒 
たち C よっていかに実践，維持されているかを簡明に知ることができるであろう。発刊後多くの読者に受 
け入れられて版を重ね，多くの言語に翻訳されている本軎の紹介は、イスラームとその実践の実体 K つい 
て，総合的な視野をうるために' 時宜をえたものと思われる。訳業は四年前に完了しており、猪般の事情 
のため刊行が大巾に遅れたが' 現在でもなおイスラ— ム 理解のための基礎的な著作として重要性は失なわ 
れていないであろう。 

I 九八三年七月 

黒田美代子 
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訳者あとがき 

ここ数年来のわが国におけるイスラームへの関心の高まりについては、特に記すまでもない。オイル • 
ショックの危機が過去のものとなった現在，当時ほどではないにしても、新聞' 雑誌等に la 介されるイス 
ラ—ム，もしくはイスラ—ム世界の関連記事は以前と比較して圧倒的に数多い。しか ' L イスラ—ムとは何 
か、という根本的な問題について読みやすく解明した著作.は意外に少ない。イスラームという教え' イス 
ラーム世界と縁遠いわれわれにとって，このような状況は対象の真の理解を妨げる要因以外のなにもので 
もない。 

困難は' イスラームそのものの包括性にあるといえよう。生活をとりまく睹価値が極端に異化、細分化 
される傾向にあるわれわれの' 局部的な判断を集積してみても，イスラ—ムという総合的な価値体系は容 
易に把握しえない。生活のあらゆる局面を統ムロ的に把握するイスラームは，むしろ細部の異化そのものを 
拒否しているのであり，したがって例えばイスラームの宗教儀礼，神学等々一部分に微細な検討を加えて 
も、結局理解することはできない。イスラームの統合的な世界観は、事態を総合的に把握しようと努める 
姿勢なしにはついに把ええないのである。 

イスラ—ムの統合的な特質という本質的な性格に加えて、この教えの真の理解を妨げている要因として 
は、ムスリム側の怠惰もあげられる。各論を めぐる 小冊子のみを翻訳、出版したところでその全体像は' 
つまりこの教えのもっとも肝要な部分は、理解されえないのである。 

上述の欠如を捕うために、最初の試^てなされたのが本書の翻訳である。本書は元来。ハリのイスラ— 
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アル"キンディ— (九〇〇年頃没)独創的な科学者、哲学者。 

ルタ— (一 五四六年没)プロテスタント教会の設立者。彼は同時にアラビア語に精通していた。 

マ—リク (七九五年没)マリーキー法学派の創立者。『アル=ムワツタウ J の著者。 

マアマル•イブンこフシ—ド (七七〇年没)初期のハディース 編纂 者の一人。『アル"ジャーミウ J 

雲。 

アル=マアム—ン (八三三年没)パグダ ー ドのアツパ—ス朝カリフ。学芸の 擁護 者。 

アル.マスウ—ディ— (九五六年没)歴史学者。多くの著作の著者。 

アル•マーワルディー (一〇五八年没)政治家、法 twp 、 政治学者。その著書1アル=アフカームツ 
スルタ1ニーヤ Jfc は英訳もある。 

メランクトン (一五六〇年没)ドィツ人。プロテスタンティズムの創始者たちの一人。 

ミスカワイヒ (一 〇三〇年没)歴史_、社会1。 

ムスアブ•アツ=ズ パイ U — (八五〇年没)初期の歴史 i 。 r ナサブ.クライシユ j の著者。 

ムスリム (八七五年没)最良のハディ—スの編纂者の一人。 r アツ H サヒーフ j の著者。 

アン”ナサ—イ I ( 九一五年没)ハディ ー スの主要な編 II 者の一人。 r アツ"スナン j の著者。 

アル=カズウィ— - 1 丨 (一二八三年没)有名な科3 MP 、 歴史学者。 

ラシ—ドツ n ディーン，ハーン (一三 |八年没)有名な世界史の著者。 

アツ = ラ—ジ I ( 九二五年没)哲学者。同時に名声をはせた医師。 

サ—イド.アル=アンダル—シ I (一 〇七〇年没)有名な社会学者。歴史 f 。 


の 
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史哲学を産みだした。 

イブ ン •マ— ジャ(八八六年没)ハディースの主要な編*者の一人。 

イブン•マジ—ド十五世紀の偉大な航海者。ヴァス n •ダ•ガマの船隊を導いて、アフリカからィン 
ドに航海している。 

イブヌ=ル：：：ムカツファ 7 ( 七五六年没)異教徒であるが、行政能力に秀でた文人。 r カリ ーラ•ワ • 
ディムナ」 ぞ の他のペルシャ語の作品を、 アラビア 語訳している。 

イブヌン"ナフィース(一二八八年没)ダマスカスで医学を学ぶ。アヴィセンナの解剖学に付した彼の 
註釈は、血液の循環系を正確に伝えている。この点で彼は、.ガレノスとアヴィセンナの意見を否定してい 
る0 

イプン•ルシユド(一一九八年没)偉大な法学者、哲1、科_。 

イブン•サアド(八四四年没)初期の歴史学者。鹿大な伝記的事典の著者である。 

イブン•シ—ナ—アヴィセンナの項を見よ。 

イブラ—ヒーム•アン：：：ナハ—イ I ( 七一三年没)大法学者 

アル"イドリ—シ 1_( 一一六四年没)彼の地理書と世界地図は、当時の驚異の一つである。 

アル"イヤ—ド (一 一四九年没)有名なハディ—スの編*者、歴史学者。 

ジャービル•イブン•ハイヤーン(七七六年頃没)もっとも初期の科学、哲学者たちの一人。 
ジャァファル•アツ"サ—ディク(七六五年没)偉大な法 i 、 スーフィー。 

アルぃジャ—ヒズ(八六八年没)多才な学者、文人。 



彼の法学、クル T ! ン、ハデイ！スに関する著作は今日まで伝えられている . o 

ズバイル•イブン•パッカールムスアブ•アッ：：：ズバイルの甥で、博識な系譜学者0 



第十五章ムスリムの日常生活 


サラ—フッ=ディーン2一九三年没) H ジブト.シリアの支配者。$軍時代にヨ— ロッパの連合軍 
と戦い成果をおさめている。同時に i な支配者として知られる。 

アッ"サラフシ— ( lo ^ 〇年没)偉大な法学者。その著書 r アル"マブスート j は印刷されて三十卷 
に及ぶ。 

アツ MJ / t — フィイ — ( 八二〇年没) シャー フィ イー法学派の 創 学者 。 r T ル =ウン ム J 、 r アッ M リサ— 
ラ j の著書がある。特に後者は抽象的な意味における法学に関する、世界で初めての著作といえる。ちな 
みにこの書には英訳がある。 

アッ"タパ y — (九二三年没)多才な1。彼のクルア—ン、法学、歴史に関する諸著作は、驚異的な 
博学をしのばせる。 

夕— ジユッ=シャリー ア•ウマル.イプ ン •サドル ッ=シャ y - •アト=ル"アウワル 彼は二一九五年 
に r - l ハ—ヤ•ハ—シヤト=ル=ヒダ—ヤ j を編んでいる。これは r アル=ヒダーヤ j の註釈書であるが 
現在でもハナフィ—派のムスリム法教育機関で利用されている。 

アッ"ティルミズィ I ( 八八八年没)ハディ—スの主要な編纂者の I 人。 r アル=ジャーミウ j の著者。 

ウマル I 世(ィブヌ"ル"ハッタ—ブ )( 六四四年没)初代カリフ、アブー •パクルの後を継ぎ、偉大な 
征服をなしとげた。同時にもっとも敬虔で公正な支配者の|人であ-3た。 

ウマル||世(イプン•アブド=ル=アジーズ )( 七二〇年没)ウマイヤ朝のきわめて敬虔なカリフ。 

ウマル"ル" ハイ ヤ—ム ( | |三一年没)多才な—。天文学者であると同時 1 C 文人。 

ザイド•イプン•アリ— (七三八年没〕.ザィディー法学派の 創始者。 もっとも初期の著作家の I 人で、 
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訳者あとがき 

ここ数年来のわが国におけるイスラームへの関心の^1间まりについては、特に記すまでもない。 オイル. 
ショックの危機が過去のものとなった現在、当時ほどではないにしても，新聞、雑誌等に紹介される イス 
ラー ム、もしくは イスラー ム世界の関連記事は以前と比校して圧倒的に数多い。 しか ' L イスラ— ムとは何 
か、 という根本的な問題について読みやすく解明した著. flE は意外に少ない。 イスラ ~ムという教え， イス 
ラ—ム世界と縁遠いわれわれにとって、このような状況は対象の真の理解を妨げる要因以外のなにもので 
もない。 

困難は* イスラ— ムそのものの包括性にあるといえよう。生活を とりまく 諸価値が極端 fc 異化，細分化 
される傾向にあるわれわれの、局部的な判断を集積してみても* イスラ— ムという総合的な価値体系は容 
易に把握しえない。生活のあらゆる局面を統合的に把握する イスラ— ムは，むしろ細部の異化そのものを 
拒否しているのであり，したがって例えば イスラー ムの宗教儀礼、神学等々 I 部分に微細な検討を加えて 
も、結局理解することはできない。 イスラ ームの統合的な世界観は、事態を総合的に把握しようと努める 
姿勢なしにはついに把ええないのである。 

イスラ.1ムの铳合的な特質という本質的な性格に加えて，この教えの真の理解を妨げている要因として 
は' ムスリム側の怠惰もあげられる。各論をめぐる小冊子のみを翻訳' 出版したところでその全体像は1 
つまりこの教えの も-〇とも 肝要な部分は，理解されえないのである。 

上述の欠如を捕うために，最初の試 f して—れたのが本書の翻訳である。本書は元来。ハリのイスラー 
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ム 文化 センタ—の 要請に より、フランスの 読者のために書かれた 入門書で ある。著者の ハミ ー ドッ H ラ— 
は， イスラ—ム猪学' とりわけ法学に精通した ムスリムで ある。本書で読者は， タウ ヒ— ド*一 化の教え 
である イスラ—ムの 思想が' 具体的に ウン マ、共同体の宗教としていかに社会的、文化的に機能し、信徒 
たちによっていか ( C 実践、維持されているかを簡明に知ることができるであろう。発刊後多くの読者 fc 受 
け入れられて版を重ね，多くの言語に翻訳されている^* の 紹介は， イスラームと その実践の実体に つい 
て、総合的な視野をうるために，時宜をえたものと思われる。訳業は四年前に完了しており，諸般の事情 
のため刊行が大巾に遅れたが、現在でもなお イスラーム 理解のための基礎的な著作として重要性は失なわ 
れていないであろう。 

一九八三年七月 

黒田美代子 
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